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ダール編　プロローグ






「お好み焼き二本とたこ焼き一皿で千百セネカです」

「ほらよ」

「ありがとうございました、またのお越しを」

　ダール王国の首都・ダール。

　ウルスを出発してから四日後の、まだ辛うじて四月上旬。

　昼過ぎに到着した宏ひろし達は、冒険者協会への挨あい拶さつや商業ギルドへの屋台申請などを早々に済ませ、翌日にはもう屋台で商売を始めていた。

　この日屋台で売っているのは、お好み焼き串とたこ焼き、鯛たい焼やきである。

　屋台は宏がワンボックスカーに組み込んだ余計な変形ギミックを利用している。ワンボックスがモーフィング変形で屋台に化けるシーンは、いくら非常識な宏の技術力を知っていても、さすがに全力で引いたのだが。

「……ねえ、春はる菜な……」

「ん、真ま琴ことさん？」

「なんであたし達、屋台やってるの？」

「在庫整理と貨幣獲得のため？」

　春菜の何ともすっとぼけた回答に、眉み間けんのしわを深くする真琴。その間も鯛焼きを焼く手を止めないのは、同人誌即売会などで培つちかったある種の習性のようなものだろうか。

　因ちなみに宏と達たつ也やの二人は、現在別行動中である。ダールでの滞在期間が読めないため、拠点を探しまわっているのだ。

　別行動だと分かっているのに時折春菜が宏を探すような素振りを見せるが、客が来ている間は普通に対応している。

　一時期、宏と一緒にいる時は挙動不審気味だった彼女だが、ワンボックスで長距離を走っているうちに慣れたのか、最近は昔のように割と自然な態度を取れるようになってきている。

「別に、活動資金は十分あるわよね？」

「今のところ、特に問題はないかな？」

「食料は、普通に狩りをすれば十分賄まかなえるわよね？」

「それ以前に食材は在庫がたっぷりあるから、当分は調達自体考えなくてもいけるかも」

「だったら、屋台で稼ぐ必要ないじゃない」

　真琴の苦情を鼻歌交じりに聞き流し、五本のお好み焼き串を焼き上げる春菜。

　無駄にレベルの高い鼻歌で流され、ますます眉間のしわを深くしつつも焼き上がった鯛焼きをショーケースに並べていく真琴。

　その隣では、無表情ながらどこか楽しそうにたこ焼きを回し続ける澪みおの姿が。

　元々屋台を始めた理由は、宏と春菜二人では冒険者としての仕事で工房を買う資金を蓄たくわえるのが難しかったからだ。工房も入手し、戦力的にも討伐任務で大きな利益を上げられるところまで整った現状、わざわざ拘束時間が長い屋台にこだわる理由は特にない。

「冷静になって考えてみると、あたし達のやってる事って、ものすごくシュールじゃない？」

「どこが？」

「だって、わざわざファンタジーの世界の、それも人の住んでる土地の半分ぐらいが赤道直下にある国でたこ焼きとか鯛焼きとか売ってるのよ？　微妙な絵え面づらじゃない」

「ゲーム的中世ヨーロッパ風の街並みを背景にカレーパンと串カツ売るのも、絵面としては大して変わらないと思うけど？」

　春菜の無情な切り返しに、鯛焼き器に生地を流し込みながらがっくり肩を落とす真琴。

　そんな愚痴を言っているはしから、屋台の噂うわざを聞きつけたらしい子供達が、百セネカ銅貨を差し出しながらきらきらした目で真琴を見上げてくる。

　ダール人の特徴である淡い褐色の肌が、なかなかにチャーミングだ。

「何味がいいの？」

　これは相手をしないと駄目か、と内心でぼやきつつ、数が同数になるように白しろ餡あんとカスタードクリームを入れていく。

　カカオもしくはその代替品が見つかっておらず、小豆もまだ発見していないため、この屋台で提供している鯛焼きは白餡とカスタードだけだ。そのうち抹茶クリームも開発しようか、などと春菜と宏が話し合っているのだが。

「中身が白いの～！」

「カスタードクリーム！」

「両方～！」

　子供達が口々に告げてくるのに合わせ、ショーケースから手早く鯛焼きを取り出してお金と交換していく。

　下手に素手で触って腹でも壊されては困るので、直接には絶対触らない真琴。

　そんな気遣いを知ってか知らずか、今にもよだれをたらしそうな顔で鯛焼きを受け取る子供達。

「ちゃんと手を洗ってから食べんのよ。それと、熱いから気をつけなさいよ」

「は～い」

　真琴の言葉に律儀に頷うなずき、水魔法で手を洗ってからかぶりつく子供達。

　ショーケースで保温された、まだ餡あん子こがアツアツの鯛焼きをはふはふ言いながら美お味いしそうに食べるのは、心がなごむ光景である。もっとも、

「俺にも一匹。中身が白いやつ」

「私はカスタードクリームかな？」

　そんな子供達につられて注文してくる大人のおかげで、なごんでいる暇はまったくないのだが。

「それにしても、この暑い街で、こんな熱いメニューがよく売れるわよね……」

「珍しいからじゃないかな？　あと、この気候だから、粉ものでもない限りはちゃんと火を通したものじゃないと不安、っていうのはあるのかも」

「この街の屋台、熱いメニューが多い」

　ショーケースが品切れになり、必死になって新しい鯛焼きを焼きながらの真琴の言葉に、そんなコメントを告げてくる春菜と澪。

　子供達のおかげで鯛焼きがよく売れているが、お好み焼き串やたこ焼きもかなりの勢いで売れている。

　赤道からそれなりに北の方にある首都ダールは、気候で言うならかなり熱帯寄りの亜熱帯に属する。西側は海になっているが、ウルスと違ってこっちは正真正銘、ごく普通に港町である。

「これだけ暑いんだから、いっそ、かき氷かアイスキャンディーでもやる？」

　亜熱帯の気候で鉄板作業をさせられているせいか、いい感じで湧わいた頭で考えた事を無責任に口走る真琴。その間も他の二人同様、鯛焼きを焼く作業の手は止めない。

　いくら着ている服に気温調整のエンチャントが乗っていても、やはり暑いのは暑い。どうにも思考が茹ゆだった感じになるのは仕方がないだろう。

「あ～、すごくよく売れそう」

「多分過労死するレベル」

　春菜のどことなく乾いた口調に、澪が物騒な台詞で相あい槌づちを打つ。

　澪の台詞は誇こ張ちょうでも何でもない。冷房程度ならともかく、氷を作るような魔道具は基本的に魔力コストが非常に大きく、商売で使われる事は滅多にない。単純に熱を出すだけの魔道具に比べると、どうにも効率が悪いのだ。

　なので、アイスクリームやジェラートの類たぐいは割と高級品で、アイスキャンディーのような庶民的なものはそもそも存在していない。

　因みに領土内に寒帯の土地があるファーレーンやフォーレなどは、冬の間に大量に作った氷を腐敗防止の倉庫で保存し、夏場に切り売りするやり方で魔道具なしで氷を確保している。

　そんな珍しいものを亜熱帯であるダールで、それも庶民が買える値段で売りに出した日には、生産ラインを作っても足りないほど売れること請け合いである。

「よっぽど生産性を上げないと、昼まで持たないかもね」

「それこそ、ジュースと串を突っ込んで起動したら瞬間冷凍するぐらいでないと無理、って？」

「そんな感じ。ついでに言えば、一回の作業で百本単位は作らないと」

　春菜の言葉に、うへえ、という表情を浮かべる真琴。

　どんな構造の機材になるかまでは知らないが、どうせ取り出しは手作業になる。

　毎日毎日機材からアイスキャンディーを取り出す作業というのは、シュールを通り越して心が摩耗しそうだ。

「というか、そもそも屋台やる必要自体ないわよね……」

「あ、そこに戻るんだ」

「そりゃ、戻るわよ……」

　そろそろ生地が乏しくなってきた事を確認しつつ、微妙に疲れをにじませた真琴が話を蒸し返す。

　冒険者協会で仕事を引き受ければ、短い拘束時間で一回数十万セネカは簡単に稼げるというのに、何が悲しゅうてスキル修練にもならない作業でちまちま子供から百セネカ単位で小遣いを巻きあげねばならないのか。

　そんな真琴の心境を知ってか知らずか、鯛焼きは飛ぶように売れていく。

「あっ……」

　順調に売れていくうちに、ついに鯛焼きの中身が底をつく。それ自体は問題ないのだが……、

「あっちゃ～、しまった」

「どうしたの？」

「中身ないのに、生地入れちゃってる」

「あらら」

　三組ある鯛焼き器のうち一組六匹分だけ、餡もクリームも入っていなかった。

　売り子としてはともかく鯛焼き職人としてはほぼ素人の真琴が、分量の目測を誤ったのである。

「……よし」

　少し考え込んだ末、食材バッグに手を突っ込んで何かを取り出す真琴。

　ミスに気がついたところで加熱を停止してあるため、まだ小細工をする余裕はある。状態維持の機能があるため、加工を止めると再開するまでその状態を維持するのだ。

　この機能、一言で言うとビデオなどの一時停止ボタンと同じような機能である。あくまでも一時的に止めるだけで巻き戻したりはできないので、具の入れ忘れをリカバリーするか器具や食器のトラブルが起こった時に焦げないようにするぐらいしか役に立たない。

　この機能があるからといって、どんな失敗でも立て直せるわけではなく、料理の出来がよくなるわけでもない。優秀な機能ではあるが、実用面では意外と微妙だったりする。

「……真琴さん、人の事言えないぐらいチャレンジャーな事しようとしてるよね」

「死なばもろともよ！」

　呆あきれたような春菜のコメントに、開き直って吠ほえる真琴。

　彼女は六つのうち三つにカレーパン用のカレーを、残りの三つに用途が決まっていないチーズを入れたのだ。

「てなわけで味見するから、あんた達も付き合いなさい」

「は～い」

「真琴姉。チーズはともかく、カレーは無謀だと思う」

「分かっててやってるから安心なさい」

「安心できない」

　結局、チーズはともかくカレーはお菓子用に甘めに味付けされた鯛焼きの皮とは著しくミスマッチで、食べられないほど不ま味ずくはないにしても、さすがに売り物にはならない味であった。




　　　　☆




　ここで、彼らがいるダールという国について説明をしておこう。

　ダール王国はファーレーンの南東に位置する大国家で、主に熱帯系の気候風土を持つ国である。その事は、首都のダールが亜熱帯の気候である事からも想像がつくであろう。

　ファーレーンとダールは隣国ではあるが、実のところ互いの領土で地続きになっている場所はない。陸路で移動できるのは南部大街道と大森林の迂う回かい路ろのみ、その道も橋がかかっているから徒歩や馬車で移動できるだけである。

　ファーレーンとダールの位置関係は、ちょうど地球のヨーロッパとアフリカ大陸の関係とほぼ同じだ。違いがあるとすれば、地中海のような陸地に取り囲まれた海が存在しない事と、砂漠の面積が狭く、それなりに内陸に至るまで緑地帯が広がっていることだろう。

　二つの大河によって、この大陸は隣接する他の大陸とは完全に切り離されている。

　ダール王国はこの大陸をほぼ全て掌しょう握あくしているといっていい。その国土の大半が自治区の、ある種連合国家のような体制ではあるが、国土面積だけで言うならば世界最大の国家だと言える。

　この国に住む民族は、地球で言うところの南米や東南アジアよりやや薄めの褐色の肌と北欧系の顔立ちが特徴の、どことなくエキゾチックな印象の人々である。

　この特徴はヒューマン種だけでなく、土着の異種族も同様であり、南部大森林地帯でも南側の熱帯雨林、それもシャルネ川を越えた先に住むエルフ族などは、見事にダール系の特徴を有している。首都から遠く離れた辺境の地は異種族、異民族の自治区になっており、そのあたりには黒色系の人種も暮らしている。

　ダール王国の最大の特徴は、首都から馬車で一日ちょっとで到着する位置にある灼しゃく熱ねつ砂漠と、そのど真ん中にそびえ立つ陽炎かげろうの塔の存在であろう。

　灼熱砂漠は外周部はともかく、中心部は最低でも五級以上の冒険者しか依頼などでの立ち入りは許されていない難所である。砂漠と聞けば即座に連想するような大サソリや大ムカデなどの生き物以外にも、砂すな鮫ざめや巨大アリ地獄、バジリスク、デザートクラブなど危険度が高いモンスターが目白押しの、正真正銘の危険地帯なのだ。

　もっとも、立ち入りを禁止しているといっても見張りを立てているわけではないので、要はそこで行方不明になっても捜索や救援の類は一切しないというだけの話ではあるが。

　その分、灼熱砂漠で得られる素材はどれもなかなかのものであり、特に砂漠の砂はガラスやレンガ、陶器の素材として世界で指折りの品質を誇る。

　また、岩石砂漠のあたりで採れる石材も良質なものが多く、多大な苦労を重ねて採掘された石材は、この国の王城や砦とりでを難攻不落の要よう塞さいに仕立て上げている。

　隣国でありながら異なる大陸だからか、文化、芸術の面でファーレーンとはかなり違うダール。

　唯一にして最大の弱点は、絶望的ではないにせよ、食糧自給率が高いとは言えないところである。少々の不作で国民を飢えさせる事はないが、何かあった時にはすぐに飢き饉きんと隣り合わせになるという、ファーレーンにはない弱みを抱えている。

　そのため、食糧の重要な輸入先であるファーレーンには、へりくだる必要はないにしても迂う闊かつな真似は絶対にできない。

　因みに、ファーレーンとダールでは通貨が異なり、ファーレーンの一チロルはダールの通貨・セネカに直すと十セネカになる。また、ファーレーンのクローネに当たる通貨はなく、一クローネは千セネカになる。

　言葉については、ダールでは普通にファーレーン語が通じる上、ダール語はファーレーン語と近いのでそれほど困る事はない。この事情はファーレーンと北側で国土が接している鉄の国・フォーレでも同様である。

　実のところ、ゲームの時は全部クローネで買い物ができた半面、ファーレーン語が通じる相手が少なかった。こんなところにも、この世界とゲーム世界の差異が見え隠れしているのが感慨深い。

　別の大陸でありながら、西方と中央、東方の文化が入り混じった芸術の国・ダール。

　その地で宏達は、新たな活動を開始しようとしていた。




　　　　☆




「それで、いい物件は見つかったの？」

　夕食の席。丸一日別行動していた宏と達也に、目的は達成できたのかを問いかける春菜。

　余談ながら、現在一行が仮拠点としている宿は、ゲームで春菜が一時拠点にしていた宿と同じ名前で、ほぼ同じ外観の宿である。『細かく言えば違うところはあるけど、基本的に同じだと考えてよさそう』と春菜がコメントする程度には共通点がある。

「補修工事を自分でやるって条件で、半分廃はい墟きょみたいになってる一軒家を格安で借りる契約は取ってきたぞ」

「半分廃墟って、どの程度やばそうな感じなの？　さすがに歩くたびに床が抜けそうとか、そのレベルの廃墟は格安でも勘弁してほしいわよ？」

「まあ、一日あったら普通に住める程度には修理できるで」

　砂麦のエールを飲みながらの真琴の言葉に、砂麦のパンにスパイシーで汁気が少ないシチューを浸ひたしていた宏があっさり答える。

　因みに砂麦はダールの主要作物である、砂漠ですら育つ乾燥と高温に強い麦だ。収穫量は小麦に引けを取らず、畑を休ませる頻度が八年に一度と小麦より連作障害にも強いのだが、パンにするとぱさぱさでそのくせ黒パンよりも固いという微妙な食感になるのが難点である。

「で、格安ってどれぐらい？」

「一カ月で一万セネカ。工房にもできる規模としては、格安だろう？」

「ダールの平均的な賃料ってどんな感じ？」

「土地建物が安いからな。一人部屋ぐらいのもので月五千セネカぐらいだ。一軒家で三万ぐらいだったか？」

　まともな宿が月単位の契約で一人二万セネカぐらいと考えると、確かに安い。

　もっとも、宿は食事が料金に含まれ、事前に申告する必要はあるが、食べなかった分は返金があるのがこの国のスタンダードだ。その他に毎朝シーツを交換してくれたりといったサービスも料金に含まれているのだから、宿が割高だとは一概には言い切れない。

　もっとも、月単位で契約しないのであれば、間違いなく宿の方が高いのだが。

「とりあえず、その物件が格安だってのは分かったわ。他はどんな感じだったの？」

「あとは一気に値段が飛んで、月三十万セネカとかになってきたから除外した」

「まあ、いわゆる店舗とか事業用の建物になってきおるからなあ。高いんはしゃあないで」

「別に、そこまでの規模はいらないんじゃないかな？」

「工房まではいらんとは思ったんやけど、三万とか五万程度で借りられる部屋とか家って、この人数で住んだら作業スペースが怪しい物件が多くてなあ」

　ファーレーンに飛ばされた直後ぐらいの時期は、作れるものもそれほど多くなく、使う機材も知れていたからあの狭い部屋でどうにか作業のやりくりができていたのだ。

　人数も作る物の種類も使う道具も材料も増えた今となっては、同じスペースで作業と日常生活のやりくりをするのは不可能である。

「何にしても、明日補修工事するから兄貴と真琴さんは適当に依頼でもこなしてきとって」

「了解。いい加減、ランクも上げとかないとね」

「砂漠に入るのに大手を振って突入できるようになっとかねえと、いろいろ面倒が多そうだしな」

　真琴と達也の言葉に、真面目な顔で一つ頷く宏達。

　ファーレーンではいくつか国の依頼をこなした事にして昇格してはいるが、それでも宏、春菜、澪の三人はそれまでの実績不足がたたり、いまだ八級である。

　達也と真琴は練習で行った護衛任務の結果昇格条件を満たし、試験を受けて六級にはなっているが、それでも灼熱砂漠に入るにはまだ足りない。

　ランクを上げるのは急務とまでは言わないが、今後の事を考えるなら五級程度までは上げておいても損はしないだろう。

　そう考えると、今日ちんたら屋台で商売をしていたのは失敗だったのではないか。そんな考えが真琴の頭をよぎる。

　なにしろ、ランクは共有されるといっても、ファーレーンとダールの冒険者協会は別組織だ。ファーレーンでの実績は、まったく考慮されないわけではないにしてもあまり役には立たなくなる。

「それにしても、どっから手ぇつけるべきやろうなあ」

「ちょっと、この国に対して情報が少なすぎるしね」

「せやねんなあ。情報が少ないから、下手な動きはできへん」

「伝つ手てが乏しいから、情報収集も難しい」

　澪の指摘に、少しばかり考え込む事になる一行。

　ファーレーンでは特に意識しなかった、というより意識する余裕もないまま宮廷のごたごたに巻き込まれたのだが、このチームは裏側の情報収集手段に欠けている。

　ファーレーンの時は怪我の功名的に、王家やその関係者を通じて必要な情報は回してもらえるようにはなったが、そもそも知り合いがいないダールでは無理な話である。

　今後の事を考えるなら、図書館や冒険者協会、噂などで手に入る情報だけに頼るのは難しい。だが、暗部に手を出して無事に切り抜けられるだけの交渉力と自衛手段を持ち合わせている人材はいない。しいて言うなら春菜ならできなくもなさそうだが、正直なところそんなリスクの高い汚れ仕事を押し付けるのは、いろんな意味で抵抗がある。

　冒険者としてのランクや生活基盤よりも先に、まず情報収集手段の確保が最優先。その意見を否定するメンバーは一人もいない。では具体的にどうやるのか──となると、まったくアイデアが出てこないのが現状である。

「とりあえず、今は噂話の収集に全力投球」

「だね。あとで一曲歌っていろいろ聞いてみようかな？」

「そこは任せる」

　決めかねているようで、それなりに方針自体は決める日本人一行。

　やはり、分かりやすいところから手をつけるのは基本だろう。

「それにしても、この国の料理は辛いなあ……」

「南国やから、スパイシーなんはしゃあないんちゃうか？」

「それは分かるんだが……」

　方針が決まったところで、やたらがっつりスパイスが利いた羊肉の味を微妙な顔をしながら、周囲に聞こえないように小声でそう評する達也。
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　ダールの料理はスパイスをこれでもかというほどたくさん使った料理が多い。

　どちらかと言えば寄生虫を気にする感じで発達したファーレーンと違い、食中毒への対策が優先されているというところだろう。

　さすがに暴力的に辛いだけという味ではないものの、宏達が作る比較的薄味気味の料理に慣れた舌には、少々刺激が強すぎる味なのは確かだ。

　気候風土が絡む問題ゆえにこの一点だけで文句を言う気はないが、先行きが不安になる話ではある。

「なあ、春菜。ゲームのダールでも、飯はこんなに辛かったのか？」

「ん～、総合的にはもうちょっとマイルドだった覚えはあるけど、辛さ自体はこんな感じだったと思う」

　達也の問いに、やや曖あい昧まいに答える春菜。

　記憶にある味とは微妙に味付けが違うが、そもそもゲームの料理自体、必ずしも毎回同じ味になるわけではなかったので、まったく同じとも全然違うとも言いづらいのだ。

　ゲームである以上、ある程度プレイヤー向けに味をマイルドにしていただろうとは思うが、辛いか辛くないかという問いに関してはこんなものだったのでは、としか言いようがない。

　それに今回同様、ゲームの春菜も割と早い段階で部屋を借り、自分で料理をするようになっていたため、ダール料理を食べていた時期はそれほど長くない。

　その上、明確に生産系に分類されるプレイヤーでも、料理人だけは迫害されていなかった関係上、ダールにもプレイヤーの料理屋がいくらでもあったため、そっちで食事を調達する事も多く、結果として、宿での夕食ぐらいしかダール料理を食べる機会がなかった。

　なので、味自体ははっきり覚えているものの、それが普通のダール料理かとか、ゲームと同じかとか、そういう問いにはどうしても曖昧な回答になってくるのである。

「個人的には、もうちょっと辛さ控えめの方が酒に合うと思うんだがなあ」

「引っ越したら、その味付けで作ってみようか？」

「頼む」

　春菜の提案に一つ頭を下げると、出された物を残すのは駄目だとひいひい言いながら痺しびれる辛さの羊肉と根菜の焼き物を平らげる。

　エビと玉ねぎのシチューも、やけに酸味が利いて後に引く感じである。どれもこれも不味いわけではないのだが、日本人の味覚からすると味が直線的すぎて少々惜しい感じに仕上がっている。

「何ぞ、いっちゃん最初にやらなあかんのって、料理の開発と微調整のような気がしてきたわ」

「あ～、そうかも」

　宏の言葉に同意する春菜。

　宏も春菜も、別に出された料理にまったく不満はない。郷に入りては郷に従え、ではないが、別に文句を言うほどひどい味付けではないからだ。だが、達也の言う事も理解できるため、日本人好みにアレンジするのはありだろうとは考えている。

「あたし的には、これぐらい辛いのも平気ではあるんだけどね」

「好みで言うと？」

「やっぱり、もうちょっと素材の味が分かる辛さの方がいいわね。慣れてくればともかく、今の時点じゃどれも辛すぎて同じ味に感じるし」

　やはり、真琴も極端な味付けが苦手な日本人だったらしい。現時点ではこの国の料理の辛さはちょっと、というのが本音のようだ。

「澪はよく平気だな」

「これはこれで」

　料理するからか感覚値が高いからか、宏達同様過度にスパイスが利いた料理をそれなりに美味しそうに食べる澪。

　彼女の舌には、真琴や達也では分からなかった味の違いがはっきり感じられている。

「にしても、隣接しとる割に、ファーレーンとはえらい味付けが違うもんやなあ」

「本当にね」

　別にこの国の料理に否定的ではないとはいえ、宏のコメントにはさすがに同意せざるを得ない春菜と澪。

　達也と真琴は、もとより否定する理由がない。

　この国で自分達の料理が受け入れられるのか、そこはかとなく不安になってきた宏達であった。
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　宏達が夕食にあれこれ話していたその頃。

「……ドジ踏んだ……」

　一週間ほど早くにダールに到着していたレイニーは、あれこれやばそうな相手に追い回されていた。レイオットの指示に従い幾人かのダール貴族について探っていたところ、厄介そうなのに目をつけられたのだ。

　どうにか自然に振り切ろうと小細工したものの、土地勘がない事もあって上う手まく逃げ切れず、少し人通りの少ない場所に入った途端に問答無用で斬きりかかられたのだ。

「どこに逃げた？」

「最後に見たのは向こうだ」

「そうか。念のために二手に分かれるぞ」

「了解」

　レイニーと大差ないほど薄い気配で音も立てずに動き回る男達。

　黒ずくめの集団とかいうのであれば怪しさ大爆発だが、残念ながら雑踏に紛れ込まれれば識別ができない程度には普通の格好をしている。

　もっとも、レイニーも一枚脱げば完全に人混みに紛れ込めるような、特徴のない服装をしているのだが。

　男達が二手に分かれたのを確認したところで、あえて来た道を逆行するレイニー。

　土地勘がない場所で下手に動き回れば、追いつめられるのは避けられない。

　ならば、少しでも道が分かる場所に逃げたほうが生存確率は上がるだろう。

　最悪、切り札の特殊転送石でセーフハウスその一かその二まで逃げればいい。

　そんな感じで逃亡を続けること三十分。

　妙に高層建築が多く、そのくせほとんど人の気配がしない廃墟のような区画を逃げながら、罠わなと障害物を駆使してちょっとずつ追っ手の数を減らし、どうにか逃げ延びる算段を立てられたところで……。

「どこのネズミかは知らないが、なかなかの腕だ」

　レイニーの見立てで一番厄介そうな男に追いつかれる。

　一対一で勝負するなら、勝てなくはない程度の力量。

　ただし、こちらは散々動き回ってそれなりに消耗しているのに対し、相手はそれほど体力を使ってはいない。他にも追っ手がいる事を考えると、なかなかに絶望的な状況である。

「その腕は惜しいが、残念ながら生きて返すわけにはいかん。何を探っていたかは知らないが、我々に見つかるようなミスをしでかした事を後悔するのだな」

「……」

　獲物の前で舌舐なめずりは三流のすること。

　思わずそんなコメントが頭をよぎるが、それを言って挑発になるほど相手は弱くないだろう。

　虎とらの子の特殊転送石を起動させる隙すきを窺うかがいながらも、とりあえずそれ以外の手札を頭の中で並べていく。

　この場合、先に相手から手を出してきたのだから、レイニーが反撃して仕留めてしまってもそれ自体は特に問題はない。問題があるとすれば、ここで戦う事によって、探っていたいずれかの相手に自分の戦闘能力が割り出されてしまう可能性が高くなる事である。

　何にしても、正当防衛である事を補強するために、先手必勝の戦術はあえて封印する。

　キリングドールとして身体の髄までしみ込んだ戦闘技法のうち、最も偶然だと言い逃れが利きそうなやり方を選び、相手をひっかけるために壁に背をつけてあえて隙を作る。

「今更そんな小細工をしたところで、お前がどこかの組織に所属するそれなり以上の腕の工作員である事は割れている。仮にここで俺を殺したところで、我々の仲間がこの街で貴様を少しでも見かければ、問答無用で斬きり捨てに行くだけだ」

「……」

　言われずとも分かっている事を口走る男に、実はこいつは頭が悪いのではないだろうかとひそかに値踏みするレイニー。それを踏まえた上で、自分が見た目は年端もいかない少女である事まで利用して相手をはめる算段を立てているのだ。

　それに正直なところ、この男以外ならば一対四ぐらいになっても負ける事などあり得ない。その一番の腕利きがこの程度の思考ならば、それほど危機的状況という事にもなるまい。

「ふむ、諦あきらめんのか。往生際の悪い」

　いまだにグダグダ言いながら、ようやくレイニーの誘いに乗る事にしたらしい男。

　男が動いた瞬間、微妙な位置にあった崩れかけの壁に特殊な打法で衝撃を加え、さらに足元に踏み込みの時にできたくぼみと言い訳が利く範囲のへこみを無詠唱の魔法で作って微妙にバランスを崩させる。

　ついでに言えば、じわじわと位置を変え続けて、相手の目測を誤らせる程度の小細工は済ませてある。

　結果、いくつかの自覚が難しい要因が重なって微妙にバランスを崩した男は、攻撃を見事に回避された結果として、レイニーが背中を預けていた壁を思いっきり斬りつける羽目に。

　その時の衝撃が止とどめとなり、男の頭上から大量のがれきが降り注ぐ。

　回避しようと足に力を入れたところで、彼女が仕込んでいたもう一つの罠が発動し、足を取られて逃げ遅れる。

　男は、結局自身に何が起こったかを理解しないまま、崩れ落ちてきたがれきが頭に直撃。二度と目を覚ます事なく眠りにつくのであった。

　凝った事をしているが、仮に同じ事を宏達相手に行ってみたとしても、どれ一つ通用しないところが笑えない事実である。

「獲物を前に舌舐めずりは、三下のすること」

　やはり頭が悪い、などと死人に対してひどい事を考えながら当初から浮かんでいたコメントを残し、追いつきつつある他の追っ手にあえて突っ込んでいくように路地から飛び出すレイニー。

　待ち受けていた追っ手その二とその三に小細工を仕掛けて距離を稼いだところで、新たな異変に気がつく。

「やけに騒がしいと思えば、こんな可か憐れんな子猫がやんちゃをしていたとはね」

　頭上からいきなり声をかけられてレイニーの動きが止まる。

　ヴィジュアル系バンドが着こんでいるようなゴシック衣装にマントを羽織り、レイピアと羽根帽子を装備したマスカレイド装着の男が、建物の屋根の上からそんな言葉をかけてきたのだ。

　男性にしては声が高めで、妙に澄んだ声色をしているのが印象的である。

　声だけを聞けば、男女どちらだといわれても納得しそうな、性別を感じさせない声だ。

　顔を隠しているので定かではないが、年の頃は二十代半ばか、もしくは後半に差し掛かったあたりだろうか。ダール人の特徴である淡い褐色の肌に彫りの深い顔立ち、おそらく美男子と言っていい人物である。

「アルヴァンか!?」

　レイニーに襲いかかろうとしていた男達が、屋根の上にいる男の存在に気づき、悲鳴のような声で叫ぶ。

「アルヴァン？」

　叫び声を聞き、思わず小首をかしげるレイニー。

　その幼子がするような妙に可愛らしい仕草はアルヴァン的には大ヒットだったらしいが、残念ながらレイニーは悪い意味で宏一筋。他の誰がどんな感情を持とうとも、欠片かけらも気にかける事はない。

　もっと言うならば、宏とやる事をやれる関係になれれば、その当の宏自身の気持ちすら割とどうでもいいという、澪とはまた違った意味で筋金入りのダメ人間である。

　故に、彼女がその名前を聞いた時、この何か勘違いしてそうな服装の男は有名人らしい、などという、ずれた感想を持つ以上の反応はまったくなかった。

　諜ちょう報ほう員としてそれでいいのか？　と問い詰められそうだが。

「さて、醜みにくい男達には退場いただくとして、子猫ちゃんにはどんなやんちゃをしていたのか、じっくり聞かせていただくとしよう」

「別に、大した事はしていない」

　なんとなく変態臭が漂うアルヴァンの台詞に対して、事実であるがゆえに非常に残念な回答を返すレイニー。

　実際レイニーは、集めた噂をもとに一般人でも思いつきそうな、ちょっと突っ込んだ質問をして回っていたにすぎない。それもそんなに目立つやり方でやっていたわけでもなく、たまたま周囲の確認が甘かった時にこいつらがいただけだったのだ。

　レイニーが踏んだドジというのは、下手にまこうとせずに適当に買い物でもして偽装すればよかったというだけの話である。

「まあ、何にしてもそこの彼らにはある疑惑がかかっていてね。その動かぬ証拠というやつを押さえた事だし、堂々と成敗させてもらう事にしよう」

　言いながら追っ手の二人を斬り捨て、さらに合流してきた四人を瞬く間に仕留める。

　もっとも、

「ふむ、さすがの逃げ足、というところか」

　アルヴァンが六人を仕留めている間に、レイニーの姿は影も形もなくなっていたのだが。

「さて、サブリーダー格が残っている事だし、最後の仕上げといくか」

　合流してきた残りのグループを無力化し、真琴あたりが喜びそうなやり口で背後関係を吐かせてから、この日の最後の仕上げに移るアルヴァン。

　次の日、義賊にあれこれ暴きたてられたとある貴族が、どういうわけか女王の手にあったお家取りつぶし確定レベルの違法行為の証拠書類をもとに、一族郎党一人残さず斬ざん首しゅ刑にされたのはここだけの話である。
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「さて、どれからやる？」

「まずは慣らしも兼ねて、近場の簡単な討伐系ね」

「了解」

　屋台の翌日。真ま琴ことの意見に従い、ダール近辺で完了する簡単な討伐依頼を漁あさる達たつ也や。

　正直なところ、ダールに来るまでの道中では新しい武器の慣らしはまったくできていない。

　何しろ、道中であった襲撃は全て、ワンボックスカーの慣性制御系バリアで安全圏に弾き飛ばして終わりだったため、わざわざ戦闘する必要がなかったのだ。

　とりあえず都市の近くにいるモンスターは普通に雑魚ばかりだが、新しい装備の性能に慣れていない現状で下手に強いやつとやりあうのは危険だ。

　特に真琴はもう何年も使っていない刀に転向する事も考えると、いきなりフィールドボス級と喧けん嘩かするのは怖い。白兵戦というのは同じでも、武器の特性や間合い、スキルの性質など何もかもが大剣と刀とでは大きく違うのだから、無茶は避けるべきだろう。

「ジャイアントホッパー退治とグラススネークの駆除があるが、これでいいか？」

「そうね。妥当なところじゃない？」

　達也が持ってきた依頼をざっと見て、特に異を唱える事なく頷うなずく真琴。

　ジャイアントホッパーとは人間サイズのトノサマバッタ。

　一方、グラススネークはサイズこそ普通ながらポイズンウルフと同様の死に至る毒を持つ蛇であり、群れで襲いかかってくる事もあるので、巣を発見したら迅速な駆除が求められる。

　ダールはいわゆるサバンナのようなステップの端の方に存在する街だ。故に、ファーレーンとは種類が違えど基本的には草原にいそうなモンスターが多く存在する。とはいえ、暑い地域の生き物だからか、ファーレーンに比べるときつい毒を持っているものが多い。

　ジャイアントホッパーもファーレーンでは討伐依頼を見かけないが、この地域のは毒を持ち気性もやや荒いため、普通に依頼があったりする。

「これとこれを受けたいんだが」

「分かりました。確認事項はございますか？」

「そうね……グラススネークは何匹いるの？」

「発見されているのは中規模の巣が一つですね」

　真琴の質問に簡単に答え、手続きを進める受付の男性。

　カードに記載されたランクを見て、少し眉まゆをひそめる。

「お二人のランクに対して、この依頼は少々難易度が低すぎるかと思いますが、本当によろしいのですか？」

　受付の言葉に内心苦笑する二人。

　実際のところ、普通この程度の依頼はせいぜい八級の冒険者が受けるものであり、報酬も基本的に高くない。

「ああ。武器を新調したばかりでな。ちょっとした慣らしをしたいんだ」

「それに、ダールに来たばかりで、このあたりのモンスターがどんなもんかが分かんないから、それも確認しときたいしね」

「なるほど、分かりました。どちらもお二人の力量からすれば大した相手ではありませんが、それでも毒を持っていますので十分ご注意を」

「了解。ありがと」

　受付から注意を受け、そのまま出現地帯だというあたりに向かう。

　武器はともかく防具は新調していないが、並のプレートメイルより物理防御力が高いワイバーンレザーアーマーをぶち抜けるようなモンスターは、このあたりにはいない。

　もっとも、そんなモンスターが跋ばっ扈こするような場所に、わざわざ首都を作るような国もそうそうなかろう。

「さて、今回は討伐証明部位だけでいいか」

「買い取り表見た感じ、これといって高く売れるようなものもなかったし、それでいいと思うわ」

「だったら、サクサクいくか」

　現地に着くと、そんな事を言いながら本当にサクサクと討伐を進める達也達。

　慣らしとして倒すには少々弱すぎる感じはあったが、それでも多少癖を掴つかむぐらいの事はできた二人であった。




　　　　☆




　一方、宏ひろし達のダールでの拠点となる一軒家。

「土台はほとんど傷んでへんから、まずは外回り埋めてこか」

　左官道具にセメントを軽く盛り、春はる菜なと澪みおに渡しながら宏が告げる。

　このセメントはオルテム村へ行く前からずっとこまごまと続いていた建築関係の作業に合わせて、宏が大量に作った在庫の残りである。

　魔法やら何やらがたっぷり詰まっているため、元の世界に存在しているセメントよりはるかに高性能だが、比較基準を持たない彼らはそんな事はまったく知らない。

　彼らが確保した工房は、建物としてはダールで一般的な、大きめの石を組み合わせてセメントで固定したもので、ところどころに補強のために鉄の梁はりのようなものは通っているが、基本は石を積み上げただけの造りである。

　建物の規模を考えると不安が募る構造だが、このあたりは地震はほとんど起こらず、起こってもせいぜい数百年に一度、大きくて震度三ぐらいのものしか発生しないらしい。

「本当に今日中に終わるの？」

「最悪、外回りと寝床ぐらいは何とかするつもりや」

　大きさと傷み具合が予想よりはるかに上だった建物を不安そうに観察する春菜に軽い口調で答え、二人では手に負えそうにない亀き裂れつにいろいろ細工をして埋めていく宏。

　さすがに借りるだけなので、自動修復や防御関係は簡単に解除できるように仕込んでおかなければいけない。かといって、いくら簡単に解除できるようにといっても、誰でも解除できるようでは困る。

　そこらへんのさじ加減はなかなか大変だが、そんな事は今更なので特に問題視している様子は見せない宏。

「そういえば、このあたりは水は結構いい値段してたよね」

　割と早い段階で外壁を終えて水回りの補修をしている宏を見て、宿の水の値段を思い出す春菜。

　ファーレーンはほぼ全ての地域で水はタダ同然の値段だったが、ダールはそこまで水資源が豊富な国ではないらしい。

　魔道具などを駆使して飲める水を確保しているため、とりあえずほとんどの地域では水不足にあえぐところまではいっていないが、ファーレーンのようにそのまま、もしくは軽く煮しゃ沸ふつする程度で飲めるようになる水源はダールには少ない。

　これは鉄の国と呼ばれるフォーレも似たようなものである。もっとも、元々水源が少ないダールと、単に水のミネラル分が多すぎて飲めないだけのフォーレとでは、ちょっとばかり意味合いが変わってくるのだが。

　大だい霊れい峰ほうと南部大森林、そして定期的なモンスターの大進攻がなければ、きっとダールもフォーレも水資源と食糧庫となりうる土地を求めて、ファーレーンと何度も戦争を行っていただろう。

　バルドがカタリナの存在を利用して起こしたような内部分裂も、他の国からの横やりでもっと頻繁に繰り返されていたはずだし、先のカタリナの反乱もこの情勢でなければ、あんなやり方でわざと誘発させるような真似はできなかった。

　定期的にモンスターが大進攻を起こすような土地を恵まれていると言っていいかはともかく、食糧も水もよその国との戦争も心配しなくていいという点では、ファーレーンはどこの国よりも恵まれていると言えるだろう。

「僕は日本とファーレーンしか知らんけど、普通は水がタダ同然の国って珍しいんちゃうん？」

「珍しいのは珍しいけど、その中ではダールは割と高いほうかな、って」

「内陸部に砂漠があるから、しょうがない」

　澪のコメントが、ダールの国内事情の一端を表していると言えなくもない。

　ダールの国土の少なくない割合が基本的に乾燥地帯で、分かりやすい水源はあまりない。

　首都のダールにしたって、農業や生活用水に使うにはともかく、濾ろ過かも煮沸もせずにそのまま飲める水はほとんどなく、井戸水だけでは追いつかない水需要を、海水を淡水化する事でどうにか賄っているのだ。

　そんな事情を抱えながらも、ダールはファーレーンと並んで、いや、ファーレーン以上に冒険者が集まる国ではある。

　理由は単純、陽炎かげろうの塔があるからだ。

　ここら辺はゲームの時も同じで、春菜がここを拠点にしていたのも、陽炎の塔での装備集めをやっているうちに居着いてしまったからである。装備そのものは、結局半分揃そろえたところで挫ざ折せつしてオークションで購入したのだが。

　もっとも、その陽炎の塔の存在ゆえに、ぎりぎりのやりくりで浮かせた飲料水を外部に大量に運び出さなければならないのだから、いろいろと痛し痒かゆしである。

　飲み水が必要なのは塔に向かう冒険者だけでなく、塔を管理するために作られた小規模な街の住人や、そこに物資を運び込む商人達、果ては砂漠近くにある宿場町などもなのだ。

　ダールが首都でそれなりに多数の水源を抱えているにもかかわらず、どこの国よりも水の値段が高い理由も、そこら辺にあるのだろう。

「それで、ここのお水はどうするの？」

「そらもう、ファーレーンと同じレベルで使えるように、普通に魔道具で合成するつもりやで。そのために水道管とか通したんやし」

「なんか、すごく贅ぜい沢たくしてる気分になるよね」

　ファーレーンで一番安い酒の倍近い値段はするダールの水。

　ファーレーンの安酒が冗談みたいに安い、というのもあるが、それでも並の酒と比較してもやや高いのは事実だ。いかに魔道具とその起動のための魔力というコストを支払っているといっても、そんな高価なものをじゃぶじゃぶと使えるというのは贅沢どころの騒ぎではない。

「水だけは、ちゃんとしたもんを確保できるようにしとかんとあかんしな」

「まあ、それは分かるけど、別にそんなにたくさん確保する必要はないんじゃないかな」

「別に飲み水とか洗いもんだけの話やあらへん。ポーションとか口に入れるもん以外でも、物作りには綺き麗れいな水が必須やで」

「そうなの？」

「春はる姉ねえ、それ結構常識」

「まあ、春菜さんにゃまだピンとけえへんか」

　今のところまだまだ素材の品質の差が影響するほどの腕前になっていない春菜には分からない事だが、綺麗な水というのは様々な作業で重要になってくる。

　これはゲームの製造だけに限らず、現実での工業製品についても言える事である。特にハイテクがらみは汚染されていない水が重要になるものも多く、ハイテク製品でなくても汚い水では生産できないものはそれなりに多いため、水資源の汚染が飲み水だけでなく産業全般の発達を阻害する要因として問題になっている国は少なくない。

　もっとも、どこでどう噛かんでくるかが分かりやすい農作物や料理などと違って、ラインでの組み立てや産業機械で自動加工のイメージが強い工業製品と綺麗な水との関わり合いがいまいちピンとこないのは、春菜のようにそのジャンルと縁が薄い人の場合はしょうがない事かもしれないが。

「で、今思ったんだけど」

「ん？」

「鍛か冶じとかしないんだったら、この広さの工房は要いらなかったんじゃないかな？」

「どうやろうな」

　かなり真剣な顔で壁の亀裂を埋めていた春菜のコメントに、少しばかり考え込む宏。

　確かに、ポーションとちょっとした消耗品ぐらいなら、普通の部屋で十分だろう。

　実際、ファーレーンでも最初の頃は三畳二部屋と四畳半かせいぜい六畳ぐらいのダイニングキッチンでいろいろな作業をしていたのだから、一時的な拠点にするのに工房など必要ないのは事実だ。

　ただし、

「確かに消耗品補充するだけやったら、こんな広い物件はいらんねんけど、な。そろそろ霊布ぐらいは本格的に織っとかんとまずいかも、思うたらちっと他の物件は手狭な気がしてん」

「あ～……」

　作る必要があるのは、何も消耗品だけではない。

　特にダールはレンガや石材が素材のメインである。

　そういったものを加工するとなると、物によりけりとはいえどうしてもある程度のスペースは必要になってくる。それに、霊布を本格的に作るとなると、織機を置くのに必要な空間だけでもなかなかのものだ。

　結局それなりの広さが必要となるのであれば、安い物件を修理して使うのが一番、という結論になるのである。

「でも、ファーレーン以外で長期滞在するたびに、こんな感じで工房を確保するの？」

「状況によりけりやで。今回はここらで手に入る素材との兼ね合いっちゅう面もあったから、わざわざ安い物件探して工房確保したけど、ローレンあたりやと大がかりな設備で加工するようなもんも手に入らへんし、さすがにこの規模の工房はいらんと思う」

「なるほどね」

　納得できる回答を聞き、再び作業に戻る春菜。それほど長い時間ではないとはいえ、手を止めて駄だ弁べっていた間に澪があらかた終わらせてしまったため、そのまま内部の作業に移る。

　宏の作業に関しては、春菜と話をする直前に全て終わっていたため、それほど影響はなかったようだ。

「師匠、外は全部終わった」

「ほな、春菜さんと分担して内壁全部チェックして回って。僕は天井と床を全部埋めてまうから」

「了解」

　宏の指示に従い、床の傷みが比較的軽いあたりからスタートする。

　さすがに崩れるような傷み方はしていないが、どうしても足元がお留守になりやすい事を考えると、宏の作業が終わるまでは床の状態がいいところからやって回るのが無難である。

「とりあえず目標は、昼飯ここで作れるように、っちゅうとこで」

「分かったよ」

「頑張る」

　結果を言うならば、この日の昼食はこの工房で作る事はできた。

　だが、作業自体がやや遅れたために食事ができたのも昼から少し遅くなってからであった。




　　　　☆




「急いで帰らなきゃ……！」

　炎の神・イグレオスを祀まつるイグレオス神殿。そのダール分殿に勤める神官見習いの少女が、ダール南地区のメインストリートから一本外れた裏通りを走っていた。

　裏通りといっても普通に店舗が立ち並ぶ表通りとさほど変わらない商業通りで、走ったからといって誰かにぶつかるほど人の数は多くないが、それでも下手な村の広場よりは人通りが多い道だ。

　別段迷い込んだら無事では済まないような、治安の悪い場所でもない。

　そもそも、まだ昼を少し回った程度の時間帯であり、この時間帯に十代前半の女の子が一人で道を走ったところで、余程運が悪くない限り命にかかわるようなトラブルに巻き込まれるほど、ダール全域の治安は悪くはない。

　そう、余程運が悪くなければ、である。

　どれほど治安のいい場所であっても、絶対に事件に巻き込まれないと断言する事はできない。

　事件というやつは起こる時は起こるし、命にかかわるトラブルなど、それこそどれほど安全だと思われる状況でも不意打ちで発生するものである。

　そういう意味では、彼女は実に運が悪かった。

　日頃から神殿の用事や個人的な買い物などでこの一帯の店を利用している彼女は、それゆえに慣れも手伝ってまったく警戒せずに神殿へ急いでいた。

　別段さぼっていたわけでもなく、ついでに頼まれた仕事が多かった事と普段より寄付してもらった物品が多くなった事が重なり、帰る予定の時間から大幅に遅れてしまったのだ。

　理由が理由だけに叱しかられたりはしないだろうが、それでも遅れた事には変わりない。そんな焦りから、少々注意力が散さん漫まんになっていた事は否めない。

　そのため、

「きゃっ！」

　足元がおろそかになっており、それにまったく気がつかなかった。

「いたたたた……」

　何かに足を取られて転び、痛みに呻うめく少女。

　比較的露出の少ない神官衣のおかげで肘ひじと膝ひざを軽くぶつけた程度の怪我で済んだが、それでも痛いものは痛い。

　運よく預かった物資をぶちまけたりはしなかったが、転倒した本人には何の慰なぐさめにもならない。

「一体何に躓つまずいたんだろう……」

　痛みが引くまでの間、自分が転ぶ原因となった何かを確認する少女。

　自分が躓いたであろうそれを見て、思わず顔を引きつらせる。

「えっ？　何で？」

　少女の視線の先には、岩でできた立派な手が地面から生えていた。

　いくら注意力が散漫になっていたといえど、こんなものを見落とすわけがない。

　第一、こんなものが通りにあったら、他の人が反応しない事などあり得ないだろう。

　奇妙な事だが、突然生えてきたと考えられなくもない。

「な、何でこんなものが……」

　顔を引きつらせながら、本能に根ざした恐怖に負け、慌てて立ち上がろうとする少女。

　だが……、

「えっ？」

　立ち上がろうとした瞬間、彼女の両腕と両足が、いきなり地面から生えてきた岩の手に掴まれる。

　突然力一杯引っ張られる形になり、たやすくバランスを崩して再び地面に転がる少女。

「えっ？　えっ？」

　突然の事にパニックに陥り、なぜ自分が倒れたのかとっさに理解できず、思わず周囲を見渡すと……大きな違和感を覚える。

「な、何で誰もいないの!?」

　そう、転倒する直前まで多数の人がいた通りは、いつの間にか無人になっていたのだ。

　目に入る景色は先ほどと変わらぬ、石造りの建物が並ぶごく普通の商店街。

　なのに、商店の中も含めて、誰一人いない。

「誰か！　誰か助けて!!」

　岩の手をどうにか引き剥はがそうともがきながら、必死になって声を張り上げる少女。

　だが、万力のように強い力で彼女を捕らえる岩の手は少女の筋力ではびくともせず、助けを呼ぶ声は人間はおろか虫の気配すらしないこの空間にむなしく響き渡る。

　そして、

「きゃあ!?」

　ひとしきり無駄な抵抗を繰り返して疲れ果てた少女を、多数の手が吊つり上げる。ただ地面から生えて自分を掴んでいるだけに見えた岩の手が、あろうことか宙に浮き上がったのだ。

　少女を持ち上げたあとにも、次々と地面から生える岩の手。

　生えた手は調子を確認するように軽く指をわきわきと動かし、地面から切り離されて浮かび上がると、少女の太ももに、手首に、二の腕に、わき腹に、膝に、肩に、首筋に、髪に、次々と掴みかかる。

　疲労で抵抗をやめてから、わずか数分。ほんの少しの時間で、少女はもはや全身を捕まえられていた。

　どう転んでも碌ろくでもない結末しか待っていないであろう状況に、無駄だと分かりつつも再び必死になって抵抗する少女。

　そんな少女を嘲あざ笑わらうように、増え続ける多数の岩の手は彼女を高く持ち上げ……。




　一向に帰ってこない事を心配した神官達によって、消息が途絶えた場所からさらに二筋ほど離れた道で無残な姿になった彼女が発見されたのは、翌日の朝の事であった。




　　　　☆




「イグレオス神殿の見習いの子が、変死してたんだって」

「また、物騒な話やなあ」

　宏達がその話を耳にしたのは、事件発覚から二日後であった。

　正確には、あちらこちらで路上ライブをやっていた春菜が噂うわざを拾ってきたのだが。

「しかし、神殿関係者に手を出すとか、なかなか命知らずだよな。それとも、ダールじゃウルスほど神殿の影響力はないのか？」

「私が噂集めた感じだと、神殿関係はそんなにウルスと変わらなかったよ」

「まあ、堅気やない連中には恨まれとるかもしれへんけど、そういうのが見習いに手ぇ出せるほど治安悪い感じやないしなあ」

　おそらく国に関係なく、余程治安に不安がない限り、街中では起こり得ないような事件。その内容に何とも言い難い顔でコメントするしかない達也と宏。

　この世界の神殿というのは、権威はあれど権力がない組織だ。権威を盾に何かを強要したところで、それが妥当なものでなければ誰も言う事を聞いてくれないのが、神殿の立場である。

　神殿内での権力闘争などもないわけではないが、性質としてはファンクラブの闘争に近いものがある。それゆえに道を誤ればすぐにその地位を追われてしまうため、案外内部での腐敗は少ない。

　何しろ、場合によっては神自身が直接裁定を下すのだから、金だの根回しだのでどうにかなるものでもない。

　エアリスが姫ひめ巫み女こなのに神殿での立場が弱かったのも細かな原因はいろいろあれど、突き詰めれば人気がなかったからの一言に尽きる。

　システム上腐敗しづらい事に加え、神殿は土地の浄化や魔物よけの結界の維持など、国や街を加護するために必要な作業を無償で行っている。そんな組織だから、堅気の人間は神殿に敵対的な行動などとるわけがない。

　無論、神殿関係者も完かん璧ぺきな人間ではない以上、個人間でトラブルを起こす事は普通にあるし、法を犯した人間の断罪を神殿が代行する事も多いため、逆恨みの類たぐいも少なくはない。

　だが、それでも、変死させられるほど恨まれる事はまずない。神殿の機能がなくなって得をする人間など、社会生活を送っている限りはいないのだから。

　それこそ犯罪者ですら、神殿がなくなって得する事などないのである。

　故に、見習いが変死する、などという事件を起こした犯罪者がただで済む事はあり得ない。

　達也のコメントは、それを指してのものである。

「それで、どうする？」

「春姉、どうするって何が？」

「私達、一応神殿に用事があるよね？」

「今回の件は部外者やから、少なくとも僕は自分から積極的に関わるつもりはあらへんで」

「まあ、それが妥当でしょうね」

　神殿が絡む以上、どうせ無関係ではいられない。それは分かってはいるのだが、かといって信頼関係が存在しない相手のために、自分からどんな危険があるか分からないような厄介事に首を突っ込むのは避けたい。

　神殿側もメンツやプライドもあるのだろうから、巻き込まれて成り行きで共闘したとかそういうケースでもない限り、どこの馬の骨とも分からない冒険者を頼る事などしないだろう。

「で、今日はどうする？」

「当分は冒険者らしくって方針だから、私は地理の把握も兼ねて、まずは雑務系の仕事をこなせるだけやろうか、って思ってる」

「あたしと達也は、例によって慣らしのための討伐系ね」

「じゃあ、ボクもそっちに」

「ほな、採取依頼行ってくるわ」

「いや。事件の事もあるし、今は単独行動は物騒だから、ヒロは春菜と一緒に仕事しとけ」

「せやな、了解や」

　そんな感じでその日の予定はあっさり決まる。

　宏と春菜の組み合わせ、というところでまた何か碌ろくでもない事に巻き込まれそうだ、などと考える達也と真琴。

　その予想を裏切り、拠点に腰を落ち着けて活動を開始した初日は、それなりに穏便に仕事を終えるのだった。




　　　　☆




　翌日、冒険者協会。

「どれにする？」

「これなんかいいんじゃないかな？」

「屋根の塗り直しの手伝い、か。確かに手ごろは手ごろやな」

　目についた依頼を確認する面々。

　作業するのはとある貴族の別宅。作業員が二人ほど、不注意で足を滑らせて転落し、人手が足りなくなったため緊急の依頼となったらしい。高所作業が絡む可能性がある割に報酬は安い。

　とにかく急ぎで人員を確保するためにありとあらゆる伝つ手てで人員募集をかけているという事情からか、何人来るか分からないため固定給は安く抑えざるを得ないのだろう。

　屋根塗り自体は熟練の技がある程度必要だから、多分臨時雇いの人足の出番はない。

　彼らに求められるのは機材を屋根まで運んだり、道具を洗ったりといった雑用の類だろう。怪我人が出て作業が遅れたため、職人にそれらの作業をやらせる余裕がなくなったらしい。

　それゆえ仕事はいくらでもあり、多少人数が多くなっても遊ぶ人間は出てこない状況のようだ。

　いわゆる派遣業者という側面も持つ冒険者協会は、期限が短い場合はこの手の依頼を新人に強制的にやらせたりもする。少なくともゴミ拾いや草むしりよりは報酬がいいし、街の外に出る仕事よりは安全だからだ。

　今回もその例に漏れず、まだまだなり立てです、という感じの新人が何人か送り込まれている。

「で、兄貴らは？」

「昨日よりちっとランク上げて、ストーンアントやってくるわ」

「それって、真琴さんの慣らしに使えるの？」

「今日は範囲攻撃の練習だから、ちょうどいいのよ」

「数も多いから、慣らしにならんってほど早く終わる事もないだろうしな」

　達也と真琴の評価に納得し、各々仕事の手続きに行く。

　今回は澪も宏達と一緒に行動するつもりらしく、達也達は二人組で依頼を受領する。

　因ちなみにストーンアントは、その名のとおり石のような外骨格を持つアリである。

　アリゆえに雑食で何でも食べ、この手の地域に住むアリの例に漏れず、人間だろうが肉食獣だろうがドラゴンだろうが関係なく襲いかかる獰どう猛もうな種である。

　平均的な大きさは大体五十～七十センチだが、大きいものでは一メートルを超えるのも普通にいる。働きアリの群れは平均して大体十匹前後。外骨格の硬さからナイフやレイピア、サーベルのような速度主体の武器は、普通の品質のものはほとんど役に立たない。

　そういった諸々から、討伐依頼を受ける目安は七級のバランスが取れた、もしくは火力寄りの構成の五人程度のパーティとなっている。

　その評価から分かるように、達也と真琴の慣らしやランクアップにはちょうどいい相手と言える。

　今回は陽炎の塔への補給ルート上にやや大きめの群れが出没するようになったとの事なので、場合によっては巣を探し出して駆除する依頼が出てくる可能性もある。

　さすがにそのレベルになると、いくら真琴のレベルが宏の四倍を超えるといっても、達也と二人で完遂できるような依頼ではなくなるのだが。

「まあ、とりあえず気ぃつけて行ってきてや」

「分かってるって。転送石もあるんだし、無理はしねえよ」

　宏の言葉に軽く手を上げ、大通りを砂漠方面に向かって歩いていく二人。

　なんとなくそれを見送ったあと、人足をやるために高級住宅地の方へ足を向ける宏達。

「この一帯、綺麗な建物が多い」

「石造りの美学やな」

「師匠、大工スキルどれぐらいで作れる？」

「中級は必須やけど、カンストまではいらんと思う。折り返してれば行けるやろう」

　宏の言葉に、微妙に残念そうな表情を浮かべる澪。とりあえず大工は中級には届いているが、自分では作れそうにないという判断の裏付けができてしまったのだ。

「私はそもそも、このレベルを作れるようになる気も起こらないし」

「まあ、春菜さんはジャンルが違うからなあ」

「それもあるけど、こういう建物に住みたいって言ったら、宏君が作ってくれるでしょ？」

「そら身内やねんし、材料の調達手伝うてくれるんやったら、いくらでも建てるで」

　何を当たり前な事を、と言わんばかりの宏に、内心でそうだろうなあ、と呟つぶやく春菜。

　正直なところ、下着などが絡む裁縫以外、生産関係は宏に全部丸投げでまったく問題ない。

　というか、生産ジャンキーの宏的に、むしろ丸投げはご褒ほう美びなのだ。

　だが、ポーションや装備と家では、身内の異性から頼まれる場合の意味が大きく変わる。

　特に春菜の場合、最近はかなり分かりやすく露骨に好意を表に出しているのだから、その春菜の口からこんな家に住みたいとリクエストが出る事に対して、宏はもっといろいろと構えてしかるべきではあろう。少なくとも、そこの意見については春菜と澪で一致している。

　女性恐怖症ゆえにその手の事がらにはやけに敏感な宏だが、生産が絡むと下着レベルで直接的なものでもない限りはそのあたりにまるで気が回らなくなる部分は今までも度々あった。もう、こればかりは生産廃人の宿命ゆえに仕方ない点であろう。

「とりあえず、貴族の持ち家の補修を受け持つんやし、今回の棟とう梁りょうもそれなり以上の腕を持っとるはずや。いろいろ勉強になると思うから、二人ともよう見ときや」

「分かった」

「了解」

　宏の指示に頷く二人。

　もっとも、宏ほどではないだけで生産にそれなり以上の情熱を注いでいる澪はともかく、大工を極める気がまったくない春菜には、それほどの熱意を持って技を盗みにいく気はないのだが。

「師匠こそ、棟梁より熟練の技とか見せないように」

「注意はするけど、確約はできんで」

　澪の注意に、どうにも自信なさげに返す宏。

　特に問題がないのであればわざわざ手を出すつもりはないのだが、放置すると厄介なトラブルを発生させそうな場合は、さすがに見過ごせる自信はない。

「いや本当に、そこは注意してよ、宏君」

　春菜が不安そうにさらに釘くぎを刺すが、内心ではどうにも諦あきらめ気味である。

　結局のところ、作業現場ではそれなりのトラブルに巻き込まれる事になるのだが、この時の彼女達は知る由もなかった。




　　　　☆




「真琴、そっちはどうだ？」

「問題なしね。本当によく斬きれる刀だわ。そっちは？」

「危うくやりすぎるところだったが、ようやく加減がつかめてきた」

　二方向から襲ってきたストーンアントの群れを殲せん滅めつし、互いの様子を確認しあう二人。

　ストーンアントは確かに強いモンスターだが、達也のような魔法主体の後衛タイプでも、範囲攻撃を持っていてレベルが百を超えていれば、特別な装備なしでもソロで一グループぐらいは始末できる相手である。

　もっとも、前衛後衛関係なく、特別な装備なしのキャラがソロで狩れる相手というと、余程のプレイヤースキルの持ち主でもない限りはこのあたりが上限になってくるのだが。

「それにしても、前から思ってたんだが職人製造の装備はどれもこれもとんでもねえなあ」

「まったくね。この刀も大剣も、確かに純粋なスペックじゃ煉れん獄ごくの武器よりは落ちるんだけど、特殊機能とか扱いやすさまで含めたらいい勝負だし」

「俺はゲームでもちょくちょくヒロから装備を融通してもらってたんだが、性能がすごすぎて下手に使えなかったんだよなあ」

「そういえば、その杖つえの多重起動だっけ？　その機能にえらく驚いてたみたいだけど、ゲームの時はそういうのはなかったの？」

「あとで聞いたんだが、ゲームで俺が頼んだ時は多重起動の機能つける素材切らしてて、別の方向で同等ぐらいに強力そうなのを適当に作ってたんだと」

　依頼品に対して一見いい加減に聞こえる対処だが、宏の場合の適当にというのは、その状況で作れる最適なものという意味であろうから、非難される要素ではない。

　そもそもそれ以前の問題として、達也の方から杖の機能に注文をつけていたわけではないので、今まで使っていた杖より性能が悪いものを渡されでもしない限りは、どんなものが完成しても文句を言う筋合いはないのだが。

「多重起動で思い出したんだけど、あの時裏ワザって言ってたわよね？　魔法系のその手の裏ワザはよく知らないんだけど、どんなもの？」

「ん？　ああ。魔法スキルの大半はな、詠唱中もしくは発動中に無属性で無詠唱、ノーディレイ、クールタイムなしの魔法を特定のタイミングで発動させると、同じ魔法が同時にもう一発発動したり、クールタイムやディレイをゼロにしたりできる裏ワザがあるんだ。無茶苦茶消費コストが増えるから多用はできないがな」

「それって、装備関係なく？」

「完全にプレイヤー依存。裸でもできるぞ」

「へえ……」

　達也の解説を聞き、いろいろ納得する真琴。おそらく廃人仲間も使っていたのだろうが、そんなコストパフォーマンスの悪い裏ワザに頼るような状況で他よ所そに気を向ける余裕などないのだから、まず間違いなく真琴以外の近接物理戦闘専門プレイヤーも大半はよく知らないだろう。

　逆の話、真琴のようなタイプの前衛がよく使うテクニックも、達也や春菜はそれほど詳しくないのだから、専門以外のスキルなんてそんなものであろう。

「で、その裏ワザのうち、同時にもう一発発動するってのが、その杖で再現されてるってこと？」

「そういう事だ。しかも、裏ワザだと二発目の消費が三倍になるのに、この杖だとコスト増加なしで使えたしな」

「そりゃあ、驚くわね……」

「考えてみりゃ、こっちに飛ばされる直前に貰もらった神鋼製の杖とかむちゃくちゃなスペックだったんだから、これぐらいで驚く理由はねえんだよなあ……」

「……怖いから、どんなものだったか聞くのはやめておくわ」

「そうしたほうがいい」

　重装防具より物理防御が高いローブや与えたダメージを体力と魔力に変換する杖、受けた魔法ダメージを体力回復に回す指輪など、これでゲームバランスがちゃんと取れているのだろうかと心配になる装備品の数々を思い出し、思わず遠い目になる達也。

　状態異常耐性に関しては少々甘い感じだったが、そこらへんはスキルで割と簡単に上がるのでエンチャント枠を他に回した、というのが正解なのだろう。つくづくゲームバランスが心配になる。

　もちろん、これらの装備もいろいろ限界はある。

　魔法ダメージを受けると回復する、といっても上級魔法は防げないし、重装より物理防御が高いといってもあくまで一般的なレアドロップの重装と比較すればであり、同等ランクの素材で作った重装防具には当然負けている。

　だが、それでも世に出ればそれだけでいろんなバランスが崩れる物ばかりなのは間違いなく、自じ重ちょうしない職人というのがいかに性た質ちが悪いかよく分かる。

　もっとも、自重という言葉を投げ捨てただけで生産関係でここまで極まったものを作るのは、日本人ぐらいなのかもしれないのだが。

「しかし、数が多いな」

「これやらないと、報酬が入らないからしょうがないんだけど、面倒くさいわよね～」

「そういや、こいつらって何かに使えるのか？」

「あたしに聞かないでよ」

　解体の度に行われる会話を、ここでも繰り返す達也と真琴。

　討伐証明部位は頭だが、足は買い取りがあったはず、などとうろ覚えの記憶を頭の中で反復しながら順調にばらし作業を進める。こちらに来る前に宏がなにも言っていないのだから、多分他の部位は大した素材にはならないのだろう、との結論で、分かる範囲だけ確保しておく。

「全部で五十匹か」

「切れ目なく襲ってきたし、案外近場に巣があるのかもしれないわね」

「そうだな。こいつは帰って報告する必要がありそうだ」

　ストーンアントの巣は、存在そのものが致命的なレベルの危険物だ。

　町や村から遠くにあるのであればともかく、街道を徒歩で三時間という程度の位置にあるのであれば、多少犠牲を出してでも可能な限り速やかに駆除する必要がある。

「宏達がいるんだったら、このまま探して潰つぶすんだけどねえ」

「さすがに、俺達二人だと手に余る。今日はこのまま引き上げるぞ」

「了解」

　達也の言葉に従い、残ざん骸がいを適当に処理して立ち去ろうとする真琴。

　巣が近くにあるのなら、早めに立ち去らねば新手に絡まれる可能性がある。

　正直なところ、それはそれで面倒だから巣を潰しに行きたいところだが、宏ならともかく達也達だと絶対に途中で息切れして数に押し切られる。せめてゲーム世界で入手した装備が全て手元にあれば、単身で巣の殲滅ぐらいは余裕でできるのだが。

「ん？」

　狩り場から街道に戻りかけたところで、真琴が何かに気づく。

「どうした？」

「なんか、向こうから地響きと悲鳴が聞こえてきたんだけど……」

「……土煙が上がってるな」

「なんか、思ったより近いわね」

「俺らだけの時にこのパターンは、地味に珍しいよな」

「そうねえ」

　などとのんきな会話をしながらも、足は真琴が声を拾ったほうに向けている。

　誰かが何らかのトラブルに巻き込まれているのが確実な状況ではあるが、達也も真琴も別にお人よし根性や野次馬根性だけで行動を起こしたのではない。

　状況的に自分達にも何らかのトラブルとして降りかかってくる可能性が高いため、それならば助けられるものは助けたほうがいいだろうという判断があったのだ。

　宏や春菜とは違い、達也も真琴も手助けする事による明確なメリット、もしくは手助けしなければ受けるであろうデメリットがなければ、それほど積極的にトラブルに首を突っ込みたい性質ではない。

「ロックワームの群れか」

「まったく、どうなってんのかしら」

　土煙のおかげで距離感がつかめなかったが、意外と近場で行われていたその戦闘シーンを二人が確認したのは、状況が発生してから二分後の事であった。

　群れというだけあって、先ほどのストーンアントとどっこいどっこい、つまりは五十を超える数がいる。そもそも、ロックワームはこれほどの群れを作る生き物ではない。はっきり言って、障害物も何もない場所でやりあいたい相手でも数でもない。

　そんな生き物の群れに、行商人の持ち物らしい馬車と、神殿の紋章が入った立派な馬車が襲撃を受けている。

　護衛らしい騎士と冒険者のグループが迎撃にあたっているが、ロックワームは六級程度の冒険者が数人がかりで一体を仕留める前提のモンスターである。胴まわりが二メートル、全長が十メートル近くあるミミズの群れなど、宏やドーガのような例外を除けば、正面からぶつかり合って無傷で押さえきれるはずがない。

　しかも、ロックワームはその名が示すとおり、表皮が岩でできている。岩のように硬いのではなく、文字どおり岩でできているのだ。

　普通の武器を普通に使っていては、決してダメージなど通らない。

「とにかく、助けるぞ！」

「分かってる！」

　正直、こんなものをたった二人で正面から相手にするような真似はしたくない。彼らを助けた上である程度盾になってもらい、できるだけ少ない負担で仕留めるのが一番だ。

「ワイドヒール！」

「虚こ空くう閃せん！」

　まずは怪我人の治療を優先した達也と、戦闘不能になり止とどめを刺されかけていた冒険者を救助するためワームを切り捨てる真琴。

　そこから一気に戦闘の流れが変わる。

「手助けするわ！」

「助かる！」

　突然現れた援軍の申し出を、迷う事なく受け入れる隊長らしき人物。

　状況的に、プライドがどうとかとても言えないようだ。

「オキサイドサークル！」

　味方にできるだけ被害を出さず、かつ展開が速くて効果が大きい、という理由から、迷う事なくオキサイドサークルを多重起動する達也。

　ロックワームといえども酸素なしでは生存できないため、当然酸欠攻撃は通用する。

「七割は押さえた！」

「了解！」

　達也の報告を聞き、酸欠で動きが鈍くなったロックワームを踏み台にし、後ろで渋滞を起こしているワームをターゲットに大技を叩たたき込む。

「光こう破は斬ざん・一いっ閃せん！」

　そのまま斬りつけては、いかに魔鉄製の刀といえども有効なダメージなど与えられない。

　なので、光属性の大技、それも一直線とはいえ広範囲を切り裂く必殺技に派生させて、十匹程度のワームを一刀両断する。

　このまま連続でやればあっという間にケリがつきそうだが、初しょっ端ぱなに使った防御無視技の虚空閃がコスト的に意外と重く、また光破斬系列は一度出したら十二秒のクールタイムが存在する。

　いかにコストが四分の一になるといっても、真琴も達也も宏のように常時スキルを撃ち続けられるようなスタミナも魔力も持ち合わせていない。

　故に、

「光こう王おう剣けん・円えん陣じん！」

　コスト的に光破斬よりもう一段上の技を、全周囲を薙なぎ払うタイプのバージョンで発動させて残りを半減させ、即座に離脱する真琴。

　真琴がゲーム中で身につけた流派は、基本的に一つの技がいくつかの形態に派生する構成になっている。光破斬も光王剣もこの流派の技としては普通の派生のし方をするため、消耗や武器への負荷、威力などの違いを無視すれば同じ使い方ができる。

　これが普通の刀であれば、ロックワーム相手にこれだけ荒い使い方をすれば一発で破損するが、そこはさすがに中級素材を使い一流の職人が鍛え、しかもガチガチにエンチャントを施した代物。多少消耗した様子は見せるが、それでもガタがきたり切れ味が鈍ったりというところまでは行かず、まだまだ血を吸い足りないといわんばかりに物騒な輝きを宿している。

　本来ならもう一撃行きたいところだが、相手の位置を上う手まくコントロールしないと効率が悪い技しか残っていない。

　なので、もう一撃を入れるとすれば、

「スマッシュホライゾン！」

　相手の位置を強引に誘導するためのスマッシュ系になる。

　今回は相手を一カ所に固めるため、水平方向へのふっとばしに特化したものを放つ。

　これで、打ち漏らしのうち迂う回かいして馬車に向かおうとしていたやつが別の一匹を巻き込んで飛んでいき、残りの集団とひと塊になる。

「オキサイドサークル！」

　そこに、多重起動で範囲を拡大したオキサイドサークルが飛び、残り全てを陣の中に捕らえる。

「終わったな」

「お疲れ様」

　達也と真琴が獅し子し奮ふん迅じんの活躍をしている間に、騎士達も最初に相手をしていたワームを仕留め終わったようだ。

　特に描写はしていないが、達也が多重起動で彼らの傷を治し、攻撃をバリアで防ぎ、足止めの魔法を発動して手数を減らし、と、至れり尽くせりのサポートをしていたのはここだけの話である。

「助かった、ありがとう」

「あのままだったら俺達も巻き込まれそうだったから、気にしなくていい。こっちも、あんた達に協力しなきゃヤバかったしな」

「とてもそうは見えんが」

「武器がいいからそう見えるだけで、あの数を二人で相手できるほど強くはねえよ」

　いまいち信用してもらえていない事に気がつきながらも、とりあえずそう告げる達也。

　実際、彼らが足止めをしていなければ最初のオキサイドサークルが間に合うかどうかは微妙なラインで、そこをミスればあとは重量と数の暴力で挽ひき潰される以外の未来はない。

　また、宏特製の刀だからこそここまで粘れたが、普通の鉄で普通の職人が作ったものだと、下手をすれば二発目の光破斬の段階で砕けていた可能性がある。

　実際、宏が作った刀ですら、光王剣を使った段階で多少の消耗は起こっていた。もう二発ぐらい大技を叩き込んでいたら、壊れはしないまでも自動修復で間に合うかどうかは微妙なラインであったろう。

「それにしても、これ全部はさすがに持って帰れねえよなあ……」

「倉庫も、そこまでの余裕はなかったわよねえ……」

「討伐証明部位だけでは駄目なのか？」

「仲間内に職人がいるから、持って帰れば何かに使えるんじゃないかって思ってるんだが……」

　とはいえ、どれほど考えても無理なものは無理だ。しぶしぶ諦めて、とりあえず入りそうな分として三匹程度、酸欠で仕留めたものを鞄かばんに突っ込む二人。

「……すごくたくさん入る鞄なのですね」

「まあ、元々凄すさまじく容積を拡張してある上に、さっき言った職人がいろいろ細工してるからな」

　鈴の音のような美しい女性の声に反射的に応え、一拍置いてから思わず首をかしげる達也。

　恐る恐る声がしたほうを振り返ると……、

「先ほどは、本当にありがとうございました」

　顔を赤くして目を輝かせ、しっかりがっちり達也をロックオンした十代後半から二十代前半ぐらいの女性が立っていた。ダール人の特徴である淡い褐色の肌に、ダール人にはやや珍しい青い瞳ひとみと金の髪を持った美女である。

『なあ、真琴……。これって美女救出のお約束だと思うか……？』

『しかないわよねえ。あんたがこのパターンに引っかかるなんて、本当に珍しいわよね』

『……ありがたくねえ……』

　真琴の断言に思わず心の底からそう呟き、ため息交じりに女性の言葉を待つ。

「私はイグレオス神殿所属・ダール分殿で司祭をさせていただいています、プリムラ・ノートンと申します。お二人にぜひお礼をしたいのですが、お名前を教えていただいてよろしいでしょうか？」

　案の定という感じの言葉を聞き、自分達が厄介事に巻き込まれる引き金を引くとは思わなかったとため息をつきながら、素直に自分達の名前やら何やらを告げる二人。

　達也にとっては実にありがたくない未来につながりそうな一連のイベントが、ここで幕を開けたのであった。




　　　　☆




　なお、余談ながら、あとから説明をするのが面倒だという事と、どうせ関わりあいになるだろうからという理由で、宏達の作業現場に行った達也と真琴は、

「……なんだ、このカオスは？」

　工事現場で新米冒険者達に妙に懐かれている春菜と澪に、自身も懐かれながら完全スルーして目を輝かせながら山積みになった石を仕分けしている宏と、それをどことなく潤うるんだ瞳で見つめている神官風の少女というなんともコメントに困る光景に遭遇する。

「ちょっと、いろいろあったんだよ」

「いろいろ、なあ」

「というか、そっちもいろいろあったみたいだけど？」

「まあ、いろいろあったんだよ」

　どことなく疲れをにじませての春菜の言葉に、同じく疲れをにじませて答える達也。

　そこに、イグレオス神殿の紋章の入った馬車が到着し、乗っていた神官達が状況検分を済ませたあとに宏達に頭を下げ、神殿への同行を求めてくる。

　結局のところ、どちらのチームも平穏無事なファンタジーライフとは無縁だったようだ。








ダール編　第二話






「で、お前さん達の方は、どういう状況だったんだ？」

「どうって、普通に石材と宝石の原石を仕分けとったんやけど？」

「いや、その前の状況を聞きたいんだが……」

　イグレオス神殿・ダール分殿。

　あの後、神官に頼んで冒険者協会に寄り道してもらい、互いの依頼の後処理やら何やらを済ませ、神殿に到着。現在は神殿サイドが事後処理と情報の確認中との事で、宏ひろし達は応接室で待たされている。

　いろいろ落ち着いたところでようやく昼食にありつきながら（因ちなみに昼食は自前ののり弁当。内容的には普通だが、貴重な食材も入ってたりする）、状況のすり合わせに移る宏達。

　もっとも、達たつ也やの質問の仕方だとその手のボケを返すのはもはやお約束なのだが。

「その前っちゅうと？」

「そもそも、あの石の山はどこから出てきたのかとか、新米達がやけにあんた達に懐いてたのはどうしてなのかとか、それ以前に何があったのかとか、いろいろあるでしょうが」

「まあ、いろいろあるのはあるんだけど……」

「師匠、春はる姉ねえ、どこから説明する？」

「せやなあ……」

　達也と真ま琴ことの言葉に、何から話すべきかというところを相談する。

　何からといっても、あまりに短い時間にめまぐるしくいろんな事が起こったために、何をどう説明すればいいかが分からなくなっているのだ。

「……っちゅうか、結局何がどうなったんやっけ？」

「待てこら」

「いや、なんちゅうか、兄貴らが見た以上に流れがカオスやって、目先の事に対応しとったら気がついたらああなった、みたいな感じやってん」

「もう最初から、時系列順に話せばいいじゃない」

「っちゅうても、発端はともかく、どれが先やったっけっちゅうんが、目先の事に集中しとったからちっと途中経過がいくつか、ごっちゃになっとんねん」

　どうやらよっぽどだったらしい。

　もっとも、宏に関しては、目先の素材に意識が行っていて状況の変化をまるっと無視している可能性も否定できないのだが。

「とりあえず、状況を整理する時間が欲しいから、先に達也さん達の方で何があったのか教えてもらっていい？」

「了解。っつっても、こっちの事情説明はそんなにボリュームはないがな」

「そうね。単にアリの駆除をある程度済ませて、さあ引き上げようか、ってタイミングでロックワームの群れとそれに襲われてる馬車を発見して、救助したら神殿の神官と陽炎かげろうの塔への補給帰りの商人が乗ってた、ってだけだから」

「ちょっと待って、ロックワームって……」

「あ～、やっぱ春はる菜なもそこが引っかかった？」

　春菜と真琴のやり取りに一瞬怪け訝げんな顔をし、すぐに何かに気がついた様子を見せる宏。

　一方の澪みおは、何がおかしいのかが分からないらしい。

「なあ、真琴さん、ロックワームの群れって、どんぐらいの数やった？」

「五十ってところね。正直、護衛の騎士団の皆に足止め役を振れなきゃ、とてもじゃないけどあたし達だけで殲せん滅めつできる数じゃなかったわね」

「そらまた、おかしな話やな」

「宏君もそう思う？」

「まあ、なあ」

　このやり取りで、自分以外が何をおかしいと思っているかを理解する澪。早速気がついた点を質問してみる。

「ロックワームが群れを作るのって、おかしい？」

「少なくとも、その数のコロニーは作らないよね？」

「性質的に厳しいわな」

　澪の疑問に対して他のメンバーに春菜が確認を取り、宏が断言する。

「あたしだと経験則のレベルだけど、やっぱり性質的におかしいんだ」

「せやなあ。あいつら、群れを作る個体数が二桁けた超えたら、二桁切るまで共食いしおるねん。せやから、ロックワームは基本、比較的若い個体しかおらん」

「そうなのか？」

「せやねん。まあ、このあたりのきわどいバランスの土地で、あんなでかい雑食生物がそんなでかいコロニーぼこすこ作ったら碌ろくな事ならんから、多分ある種の生存本能やとは思うで」

「あー、なるほど……」

　実に分かりやすく説得力のある宏の解説に、本気で納得してしまう一同。

　だが、そうなると余計に不自然な点が目立つ……というか、不自然を通り越して、明らかに何らかの陰謀すら感じさせる。

「で、ロックワームは魔石系のええ材料がかなり一杯取れんねんけど、どんだけ回収したん？」

「そっちかよ……」

「重要やん」

「いやまあ、そうだが……」

　やはり最後は素材の方に話が行く宏に、苦笑しながら正確なところを告げる達也。持って帰れたのが三匹分だけと聞き、今から回収に行って間に合うかどうかなどと本気で検討し始める宏。

　もっとも、ロックワームをちゃんと解体できる人間などそれほど多くないため、今頃は通りすがりの誰かが討伐証明部位だけをどうにか切り取って、他の宝の山はそのまま放置されているだろうとは思うが。

「とりあえず、素材については置いておくとして、そっちも神殿関係が絡んでるんだ？」

「まあ、俺達が巻き込まれたのはともかく、ロックワームの群れってのは明らかに神殿関係者狙いだろうしな」

「で、そっちもって事は、やっぱりあんた達の方のごたごたも神殿関係？」

「主原因はそうだと思う」

「主原因は？」

　春菜の言葉に、怪訝な顔をするしかない達也と真琴。

　二人の反応に、どこか疲れた感じの笑みをみせる宏達。

　素材がらみの話でテンションが回復していた宏だが、今にして思えばなかなか疲れる状況だった。

「本気で、何があったのよ？」

「せやなあ。とりあえず一部始終を話すから、適当に要約して」

「了解」

「春菜さんと澪から見た話もあったほうがええやろ」

「そうね。全部お願い」

「ほな、現場に着いて挨あい拶さつ済ませてちょっとしたぐらいからやな。そこまでは問題なかったし」

　そうして、宏と春菜、澪の三人は、それまでの出来事を代わる代わる話し始めるのであった。




　　　　☆




　宏達側の出来事は、彼らが仕事を開始して三十分ほどしたあたりから始まった。時系列的には達也と真琴がストーンアントを狩り始めたあたりである。

「師匠……」

「宏君……」

　宏は、二人から白い目で見られていた。理由は簡単、あれだけ事前に釘くぎを刺されていたというのに、塗料の下塗りが甘い、というよりほぼ塗っていないと言ってしまっていい場所を発見してしまい、ついつい手を出してしまったからだ。

　そこだけ他の場所とは比較にならないほど綺き麗れいに均等に塗られた下塗りの塗料は当然目立ち、棟とう梁りょうにあっさりばれて質問攻めにあってしまったのである。

「さすがにあれは見逃せんで」

「だったら、棟梁に報告すればいいでしょ？」

「手元に塗料あったから、代わりに塗ってもうたほうが早い思った。後悔はしてへん」

「……開き直るのはどうかと思うな、私……」

　思いっきり開き直ってみせる宏に、ジト目で突っ込みを入れる春菜。

　もっとも、宏の作業量が増える以外にこれといって不利益はないので、そこまで怒るような事でもないのだが。

「とりあえず、思いっきり目をつけられたよね」

「まあ、世の中そんなもんや」

「師匠にそれを言う資格ない」

　平常運転という感じで雑用を続けながらそんな会話をする三人。

　他の駆け出し冒険者達も、忙しく荷物を運び道具を交換し、といった作業にかけずり回っている。

　状況が変わったのは、この屋敷の持ち主の貴族であるカーリー・デントリスが作業状況の確認のために顔を見せたあたりからだった。国政にも関わる高位の貴族である。

「進しん捗ちょく具合は、どんな感じかね？」

「本館の屋根の塗装は、半分は完了しました。特に何もなければ、本日中に本館は完了しますな」

「なるほど。その様子なら、明後日あさってぐらいには中に入れそうだね」

　そんな風に、デントリスと棟梁が進捗具合について打ち合わせをしているのを、やっぱり棟梁でも貴族の前では丁寧な口調になるんだな、などと思いつつ資材の仕分けをしながら聞くともなしに聞いていた三人。

　今回使われている塗料は、あとで多少の魔力を通す事で即座に定着する類たぐいのものだ。

　当然かなりの高級品なので、こういった貴族や豪商の建物ぐらいにしか使われない。

　故に、依頼主であるデントリスの言葉は間違いではない。

　もっとも、今回塗装がスムーズに進んでいるのは、宏が棟梁に入れ知恵した異国の工法、という言い訳で誤魔化したエクストラスキル一歩手前のやり方が影響しているのは言うまでもない。

　この時点で工事の責任者が暫定的に宏に移っていたため、彼の持つスキルが施工速度に大きく影響しているのだ。

「……ん？」

「どうなさいましたか？」

「このような工事現場に似つかわしくない、実に可か憐れんな花を見つけてね」

「ああ、ハルナの事ですか」

　可憐な花、という言葉に即座に誰の事かを理解する棟梁。

　この場にいる女性は春菜と澪の二人だけ。どちらも一般的な水準をはるかに超える美び貌ぼうを誇ほこるが、そのうち彼の趣味嗜し好こうに合致する年齢と体格体型を持っているのは春菜の方だ。

　なお、棟梁が春菜と澪の名前を覚えていたのは、単純に作業開始前に自己紹介の挨拶を受けていたからである。

「ふむ、ハルナというのかね？」

「はい。臨時雇いの冒険者ですが、ランクが八級ですのでそれなりの実力は持っているかと」

「八級の冒険者がこういう仕事を受けるとは、また珍しい」

「本人達は、来たばかりで街の構造が分からないから、それを覚えるためにこういった雑用を引き受けている、と言っとりました」

　やはり抱く疑問は同じか、などと思いながら、三人の事情を説明する棟梁。

　棟梁は特に説明していないが、さっきから基本的に三人一組で行動し、息の合い方も他の冒険者達とは比較にならないレベルなのだから、宏達三人がパーティかチームを組んでいる事は誰の目にも明らかである。

「なるほど。実に興味深い話だ」

「はあ……」

　デントリスの言葉に、また始まった、とばかりに生返事を返す棟梁。

　この貴族は領民や王都の一般庶民の事もよく考え、搾取をしない上に、民の生活向上に関わる事には気前よく金を使うなど、為政者としては悪くない人物ではある。

　だが、そんな彼も自身のスケベの虫だけは制御できないらしく、好みの女性を見つけると、とにかく蛇のように執念深くアプローチを繰り返す悪あく癖へきがある。

　今のところ、彼の好みが一定以上の年齢できちっと凹おう凸とつのある胸の大きな美女という手を出しても社会的に問題にならないタイプだからいいが、澪のような外見やもっと幼いのが好みだったら、周りの人間は実に大変に違いない。

　とりあえず、地位をかさに着て無理強いする事はないが、それでも口説かれた女は他国の王族などを除き、基本的に全員誘いに乗っている。

　とはいえ、誘いに乗った女性全員が最初から納得していたわけではない。半分はその地位に負けて、最終的には満足しているとはいえ、最初の段階では意に沿わぬ関係を結んだ女だ。

　デントリス本人がいくら地位をかさに着ているつもりはなくとも、地位の低い人間が嫌だと断るのはかなり度胸が必要だ。断られたところで圧力をかけたりしないのは事実だが、そんな事は口説かれる側には分からない。

　本人の意思で進んで誘いに乗った女性にしても、地位や財産に目をくらんだか火遊びに夢中になっているかのどちらかであり、今のところ彼と真剣に恋愛をして、などという女は一人もいない。

　奥方からして政略結婚であり、関係こそ険悪ではないが容姿も金もテクもある肉体関係前提の友人という感じから抜け出してはいない。

　そういう男だから、好みの女がいれば口説かない理由はない。たとえ絶対に手を出してはいけない理由があったところで、自重する必要など考えもしない。女にだらしなく見境がない、それがカーリー・デントリスという男である。

「君のような美しい女性が、こんな仕事をしているとは珍しいね」

「そういう口説き目的のお世辞は、間に合っていますので」

　施主であり国の基幹にも関わっている男に対し、見事な愛想笑いを浮かべながら平気でそっけない返事を返す春菜。

　この手の口説き文句はファーレーンにいる間に腐るほど聞かされているし、下半身直結型の貴族男性に口説かれた経験も豊富だ。故にデントリスがどういうタイプかぐらいは即座に見抜いている。

　この手のタイプは誘いを断ったところで気を悪くしたり地位をかさに着て脅おどしたり、金の力でこちらに危害を加えたりはしてこないが、その分相手が手ごわいほど燃える。目をつけられた以上簡単に諦あきらめたりはしないだろうから、適当に相手をしてはぐらかし続ける以外ない。

　ファーレーンの王家に泣きつけば一発で話は解決するだろうが、この程度の事でわざわざ一国のトップの手を借りるのも馬鹿馬鹿しい。

　そんな判断から、春菜は完かん璧ぺきな営業スマイルでお呼びでない事を突きつけ続ける事に決めたのである。

　もっとも、ファーレーン王家からすれば、宏達の囲い込みの観点から、むしろこういう事こそ泣きついてきてほしい、というか、こんな事でアズマ工房がフリーな立場でなくなる事の方が厄介なので、知れば頼まれなくても介入しただろうが。

「おやおや、つれないね」

「自分で言うのもなんですが、これでも結構粉をかけられてますから」

　作業の手を止めずに、失礼にならない程度に愛想よく対応を続ける春菜。

　微妙な状況におたおたしている新米冒険者達に指示を出しながら、宏と澪に全体の進捗を確認して手際よく次に必要なものを準備する。

　日本にいた時に散々向けられた、色欲にまみれた品のない視線を完全に無視し、ひたすら仕事を進めていく。

「とりあえず、今は仕事中ですし、中断はこちらの信用に関わってくる問題なので、あとにしていただければ助かります」

「本当につれないね」

「残念ながら、そういう人間ですから」

「なるほどね。作業の手を止めてすまない」

　さすがに、今この状況で口説き続けるのは逆効果だと判断したらしい。

　使用人に来訪者がいる事を告げられた事もあり、この場は割とあっさりと引くデントリス。相手が誘いに乗ったのであればともかく、立場を利用して仕事中の女性を強引に誘って中断させるというのは彼のポリシーに反する。

　もちろん、この状況で誘いに乗ったとしても、デントリスの身分に負けてという可能性がある事ぐらいは理解しているので、誘いに乗った春菜のマイナスにならないように泥をかぶるぐらいはするつもりだが。

「これ以上仕事の邪魔は避けるから、後でもう一度チャンスをくれないかな？」

「駄目と言っても、諦めないのでしょう？」

「もちろんだとも」

　にこやかにいい笑顔で言い切ったデントリスに苦笑し、しょうがないなあという感じでしぶしぶ同意して見せる春菜。

　もっとも、表情とは裏腹に彼女から発散される空気は限りなく冷たく、笑っているように見える瞳ひとみにはその実、デントリスに対しては何の感情も浮かんでいない。あるのは十把一絡げのナンパ男に口説かれて余計な時間を取られた事に対するわずかな苛立ちと、意中の相手がいる状況でまるでそういう女のように扱われた事に対する怒りだけ。

　大貴族であるはずのデントリス相手には、まったくと言っていいほど関心を持っていない。

「春姉、大丈夫？」

「本人に言うのも陰口叩たたくのもよくないけど、正直ああいう顔と体だけが目当てっていう思考が透けて見える男は、はっきり言ってうざい。本人は気がついてないみたいだけど、笑顔にしっかり色欲がにじんでるし」

　妙に上機嫌にデントリスが立ち去ったのを確認し、声をかけてきた澪に小声でかなりきつい感想を漏らす春菜。もっとも、作業場が妙に静かになっていた事もあり、近場にいた男達にはその発言はきっちり聞こえていたのだが。

　余談ながら、作業員や冒険者の大半が、デントリス本人に聞こえないかどうかは心配していても春菜の言い分を否定しようとは思っていなかったりする。

　この一点だけでも、色欲にまみれた思考が透けて見える事も表情に出ている事も、春菜の思い込みではなくこの場にいる人間の共通認識なのは間違いない。

「師匠と正反対のタイプだから、しょうがない」

「本当にね。宏君みたいに紳士的に、とまでは求めないから、せめて仕事中にわざわざ粉かけに来るような非常識な真似はやめてほしい」

「師匠は師匠でどうかと思う……」

　トラウマの事を差し引いてもこういう問題ではヘタレすぎる宏に関しては、紳士的と評するのは評価に下駄をはかせすぎている気はする。

　実際、今も春菜の静かな怒気にビビって目をそらし、微妙にガタガタ震えながら塗料の混合比率のチェックなどという今やらなくてもいい作業に没頭するふりをする、という見事なヘタレぶりを見せている。

　女を口説けとまでは言わないが、チームのメンバーが困っているのだから、この場を離れる口実になるような仕事を振るとか、そういった何らかのアクションは欲しいところだった。

　あくまでも澪の認識ではだが、この手のケースだと声をかける相手は身内か相手の男になるのだから、女性恐怖症はそこまで致命的な問題にならないはずなのである。

「それにしても、こんな工事中のお屋敷にお客さん？」

「あ、澪ちゃんもそこは気になった？」

「ん」

　どうせそろそろ昼食のための休憩だという事で、区切りのいいところで棟梁の許可を得て作業の手を止め、デントリスが来客の対応のために向かった正門の方に視線を向ける二人。

　今は正面玄関付近で作業をしているため、視力強化系スキルのない春菜の視力でもデントリスが二人ほどの来客と立ち話をしている姿が十分に見てとれた。

　澪の目ならば、来客が初老に差し掛かろうかという神殿関係者とその付き人と思われる見習いらしい少女のだという事も確認できる。

「来てるのは多分、神殿関係のそれも偉い人」

「そらまた、変な話やなあ」

「だよね」

　ようやく復活した宏が、二人の雑談に交ざってくる。

　口を挟んできた宏を見て、逃げ口実のための作業はいいのかと周囲を観察すると、宏が混ぜ終えた塗料はすでに職人達の手に行きわたり、下塗りの赤だった屋根が仕上げの色である緑に変わり始めていた。

「感じからいうて割と高位の神官か司祭みたいやけど、何ぞ雰囲気が物々しい感じせえへん？」

「私的にはそこを気にしたら、余計なフラグが立ってその事情に巻き込まれそうだから嫌なんだけど……」

「なんもせんでも巻き込まれそうなんがなあ……」

　宏の言葉は、それほど時間がかからぬうちに現実となる。

　もっとも、三人とも神殿関係者の変死というニュースを聞いた直後にこれ、という時点で巻き込まれる覚悟自体は微妙にできあがっていたりするのだが。

「あとなあ」

「……こそこそしてる人が一人、いる」

「居おるなあ」

　宏と澪の言葉に、さすがに驚いた顔を見せる春菜。

　彼女の気配感知能力では、さすがにそこまで判断できなかったのである。

「っちゅうか春菜さん」

「ん？」

「さっきの貴族、もしかしてアルヴァンのユニーククエの焼き直しなんちゃうか？」

「あっ……」

　宏の言葉に、初めてそこに思い至ったという表情を浮かべる春菜。ああいう口説かれ方をするのは珍しくないため、何かのクエストのフラグだとまでは考えなかったのだ。

「あと、なんかこっち来とる気がするんやけど、どう思う？」

「来てるよね」

「間違いなくこっち来てる」

　いろいろといやな予感がする状況で、思わず内心でこっち見んななどと叫んでしまう三人。

　そんな三人の願いもむなしく、デントリスと来客は宏達三人に目をつけ、歩み寄ってくる。

「どうしよう、また余計なフラグが立ってる気がするんだけど……」

「っちゅうか、あの人らに絡まれるよりももっと面倒な事が今から起こりそうな雰囲気や」

「えっ？」

「この瘴しょう気きのレベルだと、たぶん春姉には分からない」

「澪、僕やとこそこそしとんのは一人しか分からんけど、他に居るか？」

「敷地外……二軒隣の屋根の上に、微妙に瘴気が滲にじみ出てる何かがいる」

　宏と澪の会話で、どうやら何かが起こりそうだという事を把握する春菜。

　一応冒険者らしくという事でレザーアーマーを身につけてきたのが、思わぬところで役に立った形である。

「来おる！」

　ヘビーモールを取り出して、微妙な空間のゆがみに意識を集中する。ヘビーモールを選んだのは、このあたりのモンスターは打撃が効きやすいからという、あまりあてにならない判断からである。

「こらやばい！」

　出てきた何かを見て、宏が叫ぶ。

　出てきたのは、ストーンゴーレムを主力とした魔法生物の群れであった。

　さすがに魔力か召喚能力かの限界があってか、ストーンゴーレムは見える範囲ではわずか三体、他は一番強くてマッドマンという、魔法か魔法剣が使えれば八級でも一対一で余裕で仕留められる雑魚ばかりだったが、とにかく数が多い。

　その上、この場にいる人間のほとんどは、身体能力こそ高いが戦闘能力はほとんど持ち合わせていない職人達なのだ。

　デントリスはそれなり以上の技量を有してはいるようだが、その彼と初老の神殿関係者を含めても、まともに戦力換算できるのは五人程度。突然の事に新米達は頭の中がパニックを起こしているようで呆ぼう然ぜんとしており、迎撃行動など取れてはいない。

「こいやあ!!」

　とにかく敵をフリーにしてはまずい。数がどうとか細かい事は抜きにし、全力でモンスターをかき集めるためにアウトフェースを気合いとともに発動させる。

「自分らも冒険者のはしくれやったら、武器ぐらい抜かんかい！」

　その場にいた敵が全員自分に向かってきたことを確認し、まだ目立ったアクションを起こさない新米達を怒鳴りつける。

　宏に怒鳴られてようやく自分達がとるべき行動に思い至り、大慌てで荷物の中から各々の武器を取り出し、一番近くのモンスターに攻撃を仕掛ける新米達。

「宏君、澪ちゃん！」

「助かるわ！」

「ありがとう、春姉！」

　レイピアを抜いて真っ先に女神の加護を自分を含めた三人にかけ、数を減らす事を優先する春菜。

　そこへ、

「ハルナ君、大丈夫かね!?」

　客人達とともに、わざわざ春菜のところにデントリスが駆けつけてくる。

「私の心配をしている暇があったら、一体でも数を減らしてください！」

　マッドマンを三体同時に始末しながら、春菜に対して格好をつけようとしているデントリスを叱しかり飛ばす。その言葉に、別の誰かが反応した。

「確かに、このお嬢さんの言っている事は正論だ。そうだろう、デントリス君？」

「アルヴァン!?　なぜ貴様がここに!?」

「どうにも不穏な気配があってね、いろいろ探っているうちにここで事が起きるだろうと確信したから、少々待ち伏せをしていたのだが、いけなかったかね？」

「味方を挑発してる暇があったら戦う！」

　状況を忘れて斬きり合いを始めそうな二人を一いっ喝かつし、宏が転倒させたストーンゴーレムのコアを貫く春菜。新米達もそれなりに奮闘し、モンスターの数が徐々に減っていく。

　もっとも、この戦闘で最大の功労者が誰かというと、

「じゃんじゃんバリバリかかってこいやあ!!」

　ストーンゴーレムを全て抱え込んだ上で、敵の注意を引きつつ威圧で動きを止めるという荒技で、戦況を完全にコントロールしてのけていた宏であろう。

　とはいえ、ストーンゴーレム全部といったところで、実際のところは三体のうち一体はほぼ最初の段階でスマッシュとスマイトでのお手玉により粉砕されており、残り二体のうち一体も春菜に仕留められたのだが。

「春姉！　ちょっと別作業！」

「了解！」

　ある程度数を減らして宏の負担を軽減したところで、澪が武器を短剣から弓に切り替える。

　そのまま、二軒隣の大邸宅の屋根に立っている何者かに向けて、小手調べ的に二発ほど矢を放つ。

　眉み間けんと心臓のあたりを矢が貫いたところで、その不気味な人影が空気に溶けるように消え、さらに庭の状況が変わる。

「えっ？」

　邪魔にならないように必死に立ち回っていた見習いの少女の足を、唐突に生えてきた岩でできた手が力一杯掴つかみ、引きずり回し始めたのだ。

「てい！」

　その様子を確認した宏が、即座にストーンゴーレムの腕を砕いたあと弾き飛ばして、邪魔が入らないように状況をコントロールする。攻撃の際、少女を巻き込まないように鍛か冶じ用ハンマーをポシェットから取り出し、ダッシュで近づいて岩の手を砕く。

　邪魔が入ったと見たか、さらに増える岩の手を、出てくる端から砕いていく宏。

　先ほどの神殿関係者と思われる初老の男性の方にも岩の手が襲いかかっていたが、こちらは年の功か実力の差か、宏達が手を出すまでもなく自分のメイスで何事もなかったかのように粉砕してのけている。

「そこかい!!」

　出てくる端から岩の手を砕きながら、本体と思われる場所を宏が探り当てる。

　即座に武器をモールに持ちかえて、インパクトの瞬間にへヴィウェイトを発動しながらスマイトで地面を殴る。その頃には、ストーンゴーレムを含む他のモンスターはほぼ駆く逐ちくされ、残りの異変はこの岩の手だけになっていた。

「なっ!?」

「ほう。グラムドーンとは、なかなかに厄介なものが出てきたな」

　宏の一撃であぶり出されたのは、『フェアクロ』にて陽炎の塔の二階の階段を守っていたモンスター、ストーンゴーレムの変異種・グラムドーンであった。

　十五階建てである塔の二階の階段とはいえ、上級ダンジョンに分類される陽炎の塔を守るボスだけあって、基本スペックだけでもその戦闘能力はストーンゴーレムはおろか、砂漠に出没するモンスターより強い。

　その上、地面と同化して予測できない攻撃を仕掛けてくるというなかなかにいやらしい、上級者の登竜門のようなボスで、それなり以上の技量を有するデントリスが顔を引きつらせる程度には強い。

　そう、確かに強いのだが……、

「よっしゃあ！　石材ゴチや！」

　いくら強いといっても、ダンジョンと一体化したイビルエントと比較すれば何段も劣り、宏基準で特に火力のある攻撃を持っているわけでもなく、さらに重量級の打撃武器に対して意外と脆もろいという弱点まであるとなると、宏にとっては単なるカモ以外の何物でもない。

　結局のところ、他の誰かが手を出す時間すらなく、グラムドーンはコアだけを残し、きっちり全身をばらばらにされて活動を停止する。

　所しょ詮せん、総合性能ではケルベロスよりやや勝る程度のゴーレムなど、大した脅威にはならないのである。

「あ、あの！」

「まずコアは回収するとして、ちっと品質チェックやな」

　赤い顔をしながら宏に声をかけようとしている見習いの少女をスルーし、まずは素材収集にいそしむ宏。

「えっと、お手伝いしたいんですが、何をどうすればいいでしょうか？」

「せやなあ。持てる範囲でええから、ストーンゴーレムの破片とかもこっち持ってきて」

　それを見て、何をすべきか即座に悟った見習いの少女は、アプローチを変える事にしたらしい。

　宏の指示に従い、比較的軽いものを運んでいく。そんな少女の様子を見た他の冒険者達が、宏を尊敬の目で見ながらゴーレムの残ざん骸がいをどんどん運び込む。

「さて、私は私の仕事をする事にしよう」

「待て、アルヴァン！」

「また会おう、デントリス君。それはそうと、お嬢様方」

「何かな？」

「次に会う時は、ヒーローの彼もいっしょに食事でも」

「お断りします」

「つれない子猫ちゃんだ。まあ、次に会う時には、もっと愛想よくしてもらえるよう努力しよう。それでは諸君、さらばだ！」

　決めポーズとともに去っていくアルヴァン。

　そんなアルヴァンの誘いをにこやかに一刀両断してのける春菜に、これまた尊敬の眼差しを向ける新米達。そうして、彼が立ち去ってすぐぐらいのタイミングで達也達が合流したため、二人は一番カオスな状況を目撃する事になったのだった。
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「なるほどねえ」

　当事者達の話を聞き、思わずため息を漏らす真琴。

　確実に一連の事件の黒幕に目をつけられている上に、デントリスとアルヴァンというこれまた面倒くさそうな連中に気に入られてしまった、というのは、正直かなり頭の痛い話である。

　なお、ここまでの内容はあくまで宏達の話を要約したものであり、あってもなくてもあまり関係のない出来事は省かれている。実際にはこまごまと場を混乱させる出来事はいろいろと起こっており、当事者が時系列について混乱するのも無理はない。

「で、アルヴァンって、結構いい男だったの？」

「真琴姉が薄い本を妄想するぐらいには、色男だった」

「なるほど、それはいい事を聞いたわ」

「色男、なあ……」

　宏の何とも言えない表情を見て、不思議そうな顔をする一同。

　別にアルヴァンが色男だろうがなんだろうが、普段の宏ならばまったく頓とん着ちゃくするような事ではない。なのに、色男という評価に妙な表情を浮かべるところを見て、これはもしや春菜に脈があるのか、などと他の日本人メンバーが内心期待していると、

「なあ、春菜さん。ちょっと確認したいんやけど」

　さらに周囲の期待を煽あおるように、宏が春菜に話を振る。

「えっと、何かな？」

「ゲームの時のアルヴァンって、ほんまに男やった？」

「えっ？」

　その、誰にとっても予想外な問いかけに、その場にいた全員の目が丸くなる。

　義賊アルヴァンは、ゲーム中でも有名なＮＰＣの一人で、春菜に討伐されるまでは、ダールで発生するクエストの中では断トツに関わる事が多いキャラクターであった。

　起こるクエストの大半は、いわゆる怪盗とかその類たぐいのエピソードか、悪徳商人をアルヴァンから守るとか、義賊の名前から連想しやすいものだったが、春菜が巻き込まれたように女性がらみのエピソードも実に豊富だった。

　また、名前と外見が違うが、デントリスとほぼ同じ性格・立ち位置のＮＰＣも存在した。春菜がアルヴァンを討伐するきっかけとなったクエストは、そのＮＰＣが今回のように春菜に言い寄ってきて、そこにアルヴァンが割り込む事で発生したものである。

　とりあえず戦った人間として断言できるのは、春菜が仕留めたアルヴァンは間違いなく男性である。戦闘中に相手の上着がはだけて胸板が見えていたのもそうだが、一番大きな理由は、途中追い詰められて仕切り直し目当てで放った蹴けりが股こ間かんの男のシンボルに直撃したからという、ちょっと男性には説明しづらいものだったりする。

「ちょっと待って、師匠」

「ん？」

「あのアルヴァン、女なの？」

「少なくとも、僕はあれが女やって断言できるで」

「本当に？」

「僕が、天敵を見間違えると思うか？」

　ものすごい説得力を持つ宏の言葉に、全員反論できずに黙ってしまう。

　思えば、服装や髪形以外での男女の識別が難しい年頃のファムにも、宏の女性恐怖症は反応していた。他にも冒険者仲間のどう見ても女にしか見えない女装男を一目で男と見抜いていたりと、トラウマが絡むだけに性別がらみの感覚は常人の理解を超えるレベルで鋭い。

「まあ、アルヴァンが男か女かは、別段どうでもええこっちゃ」

「いやいやいや」

「よくないよくない」

　それなりに重要そうな問題を凄すさまじい暴論で切って捨てる宏に、達也と真琴が即座に突っ込みを入れる。

「いや、別段どうでもええやん」

「春菜を口説いてるのが女ってのは、それなりに問題があるんじゃねえか、と思うんだが？」

「あたしもそう思う」

「あれがそういう趣味持っとっても、それ自体はこっちにゃ実害ないやん。あれが男でも女でも、春菜さんが口説かれるっちゅうのは結局変わらんやろうし」

「なんか、そこまでドライに割り切られると私としては結構複雑……」

　どっちに転んでも春菜が口説かれるという結果は変わらないという宏の言い分は、確かに間違っているとは言えない。言えないのだが、宏の口ぶりでは、春菜がアルヴァンに押し倒されても、性交渉的な意味では本当にまずい事態にはならないとか考えていそうなのが怖い。

　仮にアルヴァンが女性で、何らかの形で押し倒されてそういう事をされたとして、今の春菜にとってある意味で一番大事な、できれば宏に奪ってほしいものが無事だったとしても、きっとものすごく自分が汚されたような気分になるのだろう。

　男女関係なくそういう本を読んでいたりする事には寛容な春菜といえども、やはり性的な事は惚ほれた男以外とは絶対したくない程度には普通の乙女なのだ。

「感じから言うて、今日春菜さん口説いとったんは、どっちも力ずくでとかは嫌いそうなタイプやから、春菜さん本人が徹底的に拒否すれば大丈夫ちゃうか？」

「その根拠は？」

「そらもう、力ずくでやるっちゅうんやったら、アルヴァンはともかく、デントリスさんの方はとうの昔に権力使うて無理やり奪いに来とるやろう」

「ああ、なるほどな」

　女性恐怖症で恋愛沙ざ汰たには一切かかわりたくないくせに、妙なところで妙に説得力のある分析をする男である。もっとも、女性恐怖症ゆえに天敵について徹底的に観察、研究した結果の分析能力だという面があるのはここだけの話だが。

「まあ、その話は置いておこうよ」

「せやな。デントリスさんの方は最悪、ファーレーン王室のあれやこれやを出して国際問題的な方向に持っていけば何とかなりそうやし、アルヴァンに関しては今考えるだけ無駄や」

　期待してしまったという事と真琴の露骨な応援に対して顔が赤くなっている事を自覚しつつ、どうにか話を変える事に成功する春菜。

　相も変わらずどこか他人事の宏に微妙に傷つかなくもないが、宏自身にできる事が特にないという事とジャンル的に手助けを求めること自体に無理がある事を考えれば、彼の態度に文句を言うのは筋違いだろう。

　そもそも、宏と春菜は仲間ではあっても恋人ではない。今までの態度で自力で対応できる事を示してしまっている問題である以上、まだどうとでもなる段階で宏が口を挟むのもおかしな話である。

「今回の件、やっぱり邪神教団が絡んでると思う？」

「ここまで露骨だと、他にあり得ないだろうな」

「召喚系であれこれやってくるのは、バルドの時も同じだったわよね」

「屋根の上にいたやつの瘴気のパターン、偽バルドに似てた」

　口々に状況証拠をあげていく一同。ファーレーンの時に比べると手口がやけに直接的だが、街の中で堂々と仕掛けてくる分、かえって対処に困る面はある。

「とはいえ、連中のやり口としては違和感はあるよな」

「せやなあ。ファーレーンの時はものすごい時間かけて浸しん透とうしとったみたいやし」

「その話、詳しく聞かせていただいてよろしいですかな？」

　状況の分析に夢中になっていた宏達に、落ち着いた老人の声がかけられる。

　その言葉にびくっと体を震わせ、恐る恐るいつの間にか入ってきていた老人に視線を向ける一同。

「大変長らくお待たせして申しわけない。このイグレオス神殿・ダール分殿を預かる、神官長のボルドワと申します。まずは此こ度たびの事についてのお礼をさせていただきたい」

　予想以上の大物の登場に、いきなりディープなところに首を突っ込む羽目になった事を悟る日本人達であった。




　　　　☆




　一方その頃、ダール城の王家の執務室。

「……やけに上機嫌ですね……」

「ふむ、やはり分かるか？」

「いつの間にか抜け出して、帰ってきたと思ったらその表情です。分からないはずがありません」

　脱走癖のある女王に対し、早速嫌味をぶつける女王の腹心・セルジオ。もっとも、脱走して戻るたびにこの程度の嫌味は聞かされるのだから、今更この女王が堪こたえるわけがないのだが。

　ダール王国の女王・ミシェイラは、現在二十八歳。この世界の基準では少々トウが立ったと言われてしまう年齢だが、実際には女盛りという表現が最もしっくりくる、艶あでやかな女性である。

　ゆるくウェーブのかかった金の長い髪にダール人の特徴である淡い褐色の肌、彫りの深いややきつめの印象を与える華やかな顔立ちに、春菜やアルチェムには一歩半ほど譲るが、それでも見事な凹凸を持つ肢体の、一言で評価するならふるいつきたくなるようないい女といえる女性である。

　こんな彼女だが、実は王に即位した後すぐに崩ほう御ぎょした夫との間に三人の子供をもうけた、立派な母親でもある。一番上の王子はそろそろ本格的に国政に関わり始めようかという年頃で、年に似合わず理知的で落ち着いた性格をしている。

　そんなしっかりした息子に甘え切ったこの女王は、実務こそバリバリにこなしてはいるが母親としては愛情を注ぐ以外は思いっきり手抜きをしており、その手抜きっぷりは子供達がよくグレなかったと感心するレベルである。

「まあ、そう尖とがるな。妾わらわにとって、これがいかに大事かはお主にも分かっておろう？」

「ただお忍びで街を見て回るだけなら、私もこんなに頻繁に小言を申したりはしません」

「嘘をつけ」

　女王に是が非でもやめてもらいたい行為について口にする前に、彼女から即座に否定の言葉をぶつけられるセルジオ。

「お主のような人種は、仮に妾が普通にお忍びで街を見て回るだけでも小言を言うに決まっておる」

「そ、そんな事は……」

「それにのう。交渉というやつは、見返りなしで一つ譲歩すれば、あとは際限なく譲歩させられるものと相場が決まっておってのう。お主が言いたい事は分からんでもないが、それを飲んだところで妾にはこれといってメリットなどない。そんな要求をなぜ飲まねばならん？」

　そんな事を食えない笑みを浮かべながら言い切るミシェイラ。

　さすがに諸外国と対等に渡り合っているだけあって、口では到底勝てそうにない。

「何にせよ、先日目をつけた連中について、いろいろ面白い事が分かった」

「ほう？」

「あくまでもこっそりつけておいた密偵からの情報じゃがの。連中、どうやらグラムドーンを相手に余裕で勝利できる程度の戦闘能力はあるようじゃ」

　何かを誤魔化すかのように、やけに密偵からの情報という単語を強調するミシェイラ。

　この場の会話において暗黙の了解であると、ある事情を伏せるための符丁に苦笑しながら、もたらされた情報について素直な感想を告げる事にするセルジオ。

「さすがは、ファーレーンを救った英雄という事ですか」

「そういう事じゃな」

　艶やかな笑みで楽しそうに語る女王。

　その様子はまるで、新しいおもちゃを手に入れた子供のようである。

「残念ながら、ファーストコンタクトは神殿に持っていかれたようじゃがな。別段向こうと敵対しているわけでもなし、妾が直接接触する手段など、どうとでもなろう。それに、ファーレーン王家からの情報に相違なければ、やつらが目的を果たすためには、我が王家に接触せずに済ませる方法はないしの」

「御意」

　女王ミシェイラの意を汲くみ、深々と頭を下げるセルジオ。

　彼としても、ファーレーンを救ったアズマ工房の連中と友好関係を結ぶ事に関しては、国益と女王の機嫌双方の面から見て、まったく異存のない事柄である。

「しかし、娘どもが屋台で作っておった食べ物は、どれも実に美味だった。昨日今日と冒険者をやっておるようで、屋台はやっておらんかったのが残念じゃ。特に鯛たい焼やきという食べ物がよかったが、頼めばまた作ってくれるのかのう」

「陛下……」

　国のためにある程度必要だとはいっても、ミシェイラのこの趣味といくつかの悪癖だけは、どうしても頭が痛いセルジオであった。








ダール編　第三話






「自己紹介の前に、先に確認しておきたい事があるのですが……」

「なんでしょう？」

「我々の話を、どこから聞いておられましたか？」

「今こちらに来たところですので、皆様の話題はバルドの事しか分かりませんな」

　一同を代表しての達たつ也やの質問に、嘘か本当か判断しがたい返事を返す神官長。

　その事に疑問を抱いたが、藪やぶ蛇へびを恐れて追及はしない事にする達也。

　別段アルヴァンの性別についてなど聞かれたところで問題はないはずなのだが、なんとなく感づいている事が知られるとまずいのではないかと、どういうわけか特に根拠もなく考えたのである。

　その他については、特に聞かれて困るような話はなかったというか、事情聴取でもう一度確認を取られそうな事ばかりなので問題はない。

　いろいろ気になるところはあるが、相手は海千山千の神官長。自分達の手に負える相手ではない以上、余計な突っ込みは避けるべきだと判断し、さっさと自己紹介に入る達也。

　達也の判断を尊重し、というより自分がぼろを出すのを嫌って、状況に乗っかって自己紹介を済ませる一同。

「それで、話を戻しましょう。まずはじめに、これは念のための確認ですが、皆様はウルスのアズマ工房の方でよろしいですかな？」

「はい。間違いありません。が、その情報はどこから？」

「神殿には神殿独自の情報網がございまして。とはいえ、冒険者協会に照会をかければすぐに分かる事ですが。それで、話を戻させていただきますが、ファーレーンにもバルドという男はいるのですかな？」

「はい、いました。諸般の事情で我々も一度、直接刃やいばを交えています。まあ、逃げられてますけどね」

　達也の返事に小さくため息をつき、さらに確認を重ねる神官長。

「過去形であるという事は、すでに仕留められたと考えてよろしいですかな？」

「知り合いの王宮関係者に聞いた話ですが、もう半年近く前に王家の皆様の前で仕留められたそうです」

「となると、やはり我が国に出没しておったバルドとは別人、という事になりそうですな」

「こちらにも、バルドがいるのですか？」

「ええ。もっとも、一年は前にアルヴァンの手で討たれていますが」

　思いのほか重要な情報に驚きの表情を浮かべ、思わず真剣な顔でアイコンタクトをとる日本人一行。

　一年前となると、真ま琴ことですらこの世界に来たかどうかという時期だ。

　話が見えない部分も多いが、少なくとも宏ひろし達が仕留めたバルドとアルヴァンに討たれたバルドは名前は一緒だが、別人である可能性が高い。

「転移魔法が使える以上断言はできませんが、バルドという存在は複数いるのかもしれませんね。もしくは、実行部隊のトップの名前がバルドである、とか」

「そうですな。少なくとも、一人しかいないという事はあり得ないでしょう」

　達也と神官長の見解に、真顔で頷うなずく宏達。見解の一致を見たところで、話を戻す。

「それで、今回の一連の事件とバルドの手口が違う、というのは？」

「ファーレーンでは、三十年以上かけて国の中ちゅう枢すうに浸しん透とうして、国家そのものを転覆させる事で直接的な死人を出さずに混乱を起こし、それによって発生する瘴しょう気きで地脈を汚そうとしていました。いろいろと偶然が重なって、ここにいる宏と春はる菜なが現在の姫ひめ巫み女こであるエアリス様を救出していなければ、今頃ファーレーンという国は大混乱に陥おちいっていたでしょうね」

「ふむ。その事を知っているという事は、皆様がファーレーンを危機から救った……つまりバルドを倒した、知られざる大陸からの客人という事でよろしいのですか？」

「その情報がある、という事は……しらばっくれても無駄ですね」

　隠したところで無意味である以上、正直に話したほうが得策だ。そう判断してあっさり事実を認める達也。

　実際、別に後ろ暗い事をしたわけではないし、そのことを公言していないのも、言ったところで普通の人間は信じないという理由と、言いふらして余計な事に巻き込まれるのは面倒くさいからという二つの理由にすぎない。

　すでに巻き込まれる事が確定している今、無理に真実を隠して不自然な隙すきを作るよりは、さっさと認めたほうが面倒も少ないだろう。

「実のところ、ウルスの姫巫女様の身に起こった事件について、それほど詳しい話は知らぬのです。失礼ながら、どのような事があったのか、お聞きしても？」

「大した話ではなく、単に蜘く蛛もの糸を採りに行ったら、バルドの罠わなにかかって転移魔法で飛ばされた姫巫女様が、蜘蛛のボスであるピアラノークの餌にされかかっていたというだけです。その時点で、というより本格的に巻き込まれるまでは、この二人にも我々にも、特に王宮に対して働きかけようとか取り入って何かをしようとか、そういう種類の考えはありませんでしたよ」

「でしょうなあ」

　蜘蛛の糸を採りに行く、という要素に微妙に首をかしげながらも、日本人達に野心がないという事だけはあっさり認める神官長。

　もっとも、そもそも彼らに野心があるのであれば、ダールで回りくどく冒険者などしているはずがないのである。

「それにしても、ファーレーンの事情にお詳しいですね。知られざる大陸からの客人が王宮のごたごたの解決に関わった、などという事は、少なくとも当のファーレーンですら庶民や下級貴族のレベルではまったく知られていない事実ですよ？」

「このダールは、食糧についてファーレーンに対して無視できないレベルで依存していますからな。ファーレーンに何かあるのはあまりよろしくないので、常に隣国の情勢には気を配っております。それに、ウルスのアルフェミナ神殿がごたつくと、このイグレオス神殿にも少なくない影響がありますので、対策を打つためにも可能な限り情報は集めておりますよ」

「まあ、そうでしょうねえ」

　やけにファーレーン国内の情勢に詳しい事に対する春菜の質問には、実に納得できる回答が返ってきていた。

　イグレオス神殿に関しては灼しゃく熱ねつ砂漠にある本殿が総本山とはいえ、ファーレーン国内にもそれなりの数と規模の分殿がある。アルフェミナ神殿にしても世界各国の一定以上の規模の都市全てに分殿があるのだから、互いに少なくない影響があるのも当然だろう。

　必然的に、互いにそれなり以上に情報を集める事になるのである。

「とりあえず、バルドについてこちらが出せる情報はこんなものですが、他に何かありますか？」

「そうですな。ファーレーンでバルドを仕留めたのが皆様であるのなら、強さがどのようなものだったのかをお聞きしたいのですが」

　神官長の当然といっていい質問に、どう答えるかを少し考え込む一同。

　強かったのは強かったのだが、どことなく三流っぽいところがあったため、強かったと断言しづらい。特に最さい後ごっ屁ぺがあまりにひどい終わり方をしているため、どうにも道化のイメージが強すぎて強さの評価が難しいのだ。

「普通に戦えば、多分強いんやと思うで？」

「途中までは、結構いろいろ厄介だったよね？」

「ヘルインフェルノをぶっ放してきたりとか、正直弱いわけがないんだが……」

　どう答えるべきかと、ひそひそと相談する宏達。

　実際のところ、多分宏達がいなければファーレーン城は陥かん落らくしていた。宏という生きたマジックキャンセラーがいなければ、ヘルインフェルノで城全体を焼き払われて終わったであろう事は疑う余地がないからである。

「とりあえず、一個一個の要素を抜き出して評価しましょう。まず、変身について」

　単に宏というチート壁がいたからなしえた結果だというのに、下手をすれば雑魚という評価に落ち着きそうだった事に危き惧ぐを覚えた真琴が、少しでも冷静に評価するために会話を誘導する。

「ちっと評価しづらいところだが、一回姿が変わるたびに、少なくとも魔法防御は上がってたな」

「ダメージも通りにくうなっとったで」

「宏君の腕力で、しかもポールアックスで殴ってダメージが通りにくいとなると、一般兵の通常攻撃は無力化されるよね」

「瘴気の壁も結構厄介」

「やなあ」

　真琴の誘導に従い、主に二段階目の変身後について論じる一同。

　とはいっても、二段階目でも基礎能力だけなら、ドーガやユリウスぐらいの実力者がいれば普通に制圧できる強さでしかない。

「でもまあ、基礎能力だけなら、五級ぐらいの冒険者が複数いればどうにかなるんじゃねえか？」

「基礎能力だけなら、ね」

「体当たりとかヘルインフェルノとか召喚とか、そこらへんが対応できる人間っちゅうんが難しいんちゃう？」

「だよね」

「といったところですが、参考になりますか？」

　ブレインストーミング的なやり方で導き出された結論を聞き、苦悩するような表情を浮かべる神官長。言うまでもなく、ヘルインフェルノを防ぐ手段など心当たりがないからである。

「そういや、今気ぃついたんやけど」

「何？」

「工事現場で召喚されたモンスター、妙にしょぼなかった？」

「あ～……」

　言われてみれば、の世界ではあるが、確かに数こそ多かったが、新米冒険者でも一体二体なら問題ない程度のしょぼいとしか言いようがない雑魚しか出てこなかった。

「なんか、いろいろ違和感あるなあ」

「そうだよね。神殿関係者を多数の人間の前で露骨なぐらい直接狙った手口もそうだし、あんなところでモンスターを呼び出すのもバルドのやり口とは違うし」

「バルドなら、もっと強いの呼ぶ」

　おかしいと感じたポイントをあげて首をかしげ続ける一同。かなり重要な情報が多数出てきたところで、話をしめるために口を開く神官長。

「大変参考になるお話、ありがとうございます」

「役に立ってるんやったらええんやけど……」

「十分です。それで、ひとつお願いがあるのですが……」

「犯人探しでしたら、俺達ではあまりお役には立てないかと」

　頼みたかった事を先に言われてどうしたものかと考え込み、妙案っぽいものを閃ひらめく神官長。閃いた案を上う手まく押し通せれば、もう一つの懸念事項も一緒に処理ができる。

「いえ、そちらも協力していただきたいのですが、それとは別に、とある司祭と神官見習いを皆様に預かっていただきたいのです」

「もしかしてそれって……」

「はい。皆様に命を救われた二人、プリムラ・ノートンとジュディス・ノートンの両名です」

　いきなりすぎる申し出に、どう反応すべきか咄とっ嗟さに思いつかない一行。

「プリムラ……確かに助けましたが……なぜ、そんな話が？」

　あまりに唐突な頼みに、浮かんだ疑問を素直に口にするしかない達也。

　それに対し、その場で無理やり構築した理論武装で対抗する神官長。

「まず、二人が皆様にお礼をしたいと申しておるのが一つ。二人とも将来を嘱しょく望ぼうされている人材ゆえ、外部での活動経験があったほうが都合がよいのが一つ。そして、狙われたのが彼女達であるなら今後も狙われると予想されますが、二人ともそれほどの戦闘能力を持ち合わせていない、という事が最後の一つです」

「どれ一つとして、我々が引き受ける理由にはなりませんよ？」

「もちろん、無償でとは申しません。この件は、冒険者協会を通して正式な指名依頼とさせていただく所存です。神殿からの指名依頼となれば、実績としてそれなりの扱いになりますゆえ、ランク査定にもかなりの影響がございます」

　実績、という言葉に微妙に悩む宏達。

　ダールで屋台の活動を控えている理由が、まさにそれだからだ。せいぜい五級まで上げれば十分だとはいっても、その五級までというのがなかなか険しい道なのは言うまでもない。

「無理を承知の上でお願いいたします」

「……どうしよっか……？」

「神殿からの依頼となると、断るのはさすがに問題になると思うわ」

「ただ、女が増えるんはなあ……」

「だよなあ」

　宏達としては、別段司祭と見習いを預かるぐらいの事は問題ない。

　問題なのは、今まで女性を抱え込んだパターンと違って、これといって関わる動機がない事だろう。エアリスのように放置すれば後味が悪い事になりそうなケースでもなく、ファム達一家のように自分から関わったわけでも、テレスとノーラのように世話になっている人間に頼まれたわけでもない。

　強いて言えば、アルチェムの時に近いと言えば近いが、あの時はエルフの村で世話になる事が分かっていた上、別段四六時中一緒に行動するわけでもなかったので、それなりに人間関係を深める理由はあった。

　だが、今回の場合、神殿そのものに用はあっても神殿組織に深入りしたくはなく、しかも神殿そのものは本殿も分殿も一般に広く開かれている。正規の手続きを行えば礼拝そのものは誰でもでき、逆に分殿でコネを作ったところで、巫女やそれに相当する人物と面会する事ができるわけでもない。

　それに、イグレオス神殿とのコネはあって損をするものではないが、ここで断ったところで、間違いなく神殿が敵に回るという事はない。

　神の存在が身近な分、各神殿は良くも悪くもそういう部分では潔けっ癖ぺきなのである。

　故に、宏に余計なプレッシャーを与えると分かっていて新たな女を引き受けるには、冒険者としての実績と神殿とのコネというのは、いまいち魅力が足りない条件なのだ。

「どうやら、この条件ではお気に召さないご様子ですな」

「正直に言いますと、仲間に女性が苦手なのがいまして。本来なら大歓迎すべき条件ですが……」

「でしたら、今までの条件に、灼熱砂漠と陽炎かげろうの塔への出入りを、神殿の名のもとに許可するというものを加えればいかがでしょう？」

「そんな事をして、大丈夫なのですか？」

「話に聞いているだけの戦闘能力があるのであれば、少なくともその二つを自由に歩いても生還できる必要最低限の実力はある、と判断できます。それに、我々も塔への出入りを特別に許可するぐらいの権限はございます」

　神官長の言葉を聞き、もう一度相談をする一行。

　現状では別段、これといって陽炎の塔自体への用事はないのだが、塔の仕様がゲームと同じであれば、職人的な観点で中級から上級にかけての素材が手に入る上、別になくても困らないとはいえ、レア装備のミラージュセットが入手できる可能性がある。

　今後の展開で陽炎の塔を踏破する必要が出てくる可能性も考えれば、出入りできるようになるのはそれなりに意味はある。

「何ぞ、ありがちなパターンやと、陽炎の塔に入ってなんかせなあかん可能性はあるわな」

「それ考えたら、今の段階で入れるようになっておいて損はないよね」

「現時点で、塔そのものに何か用事は？」

「これといっては特にあらへんけど、あそこモンスター系の素材はそれなりに充実しとるから、澪みおの訓練にちょうどええんはええで」

「そうか。だったら、引き受けるか？」

「せやなあ。どうしても引き受けさせたいみたいやし、ここらで手ぇ打っといたほうがええやろう」

　宏が問題ないなら、という事で話が決まる。

　断られそうだから条件を上乗せしてきたところを見ると、ダール分殿にはあの二人に護衛を割けるほどの戦力も、宏達の手を借りずに捜査を進めたり黒幕を引きずりだしたりするだけの人員もないのだろう。

　そういった事情が察せられる状況で、これ以上条件闘争のような真似を続けるのは、それこそ神殿を敵に回しかねない。

「その条件で、受け入れましょう」

「そうですか。ありがとうございます。無理を言って申しわけない」

「いえ。こちらこそ、条件闘争のような真似をしてしまって」

「お仲間の事があるのです。生半可な条件では受け入れられないのも、当然でございましょう」

　その後、受け入れに対する費用や期間その他についての詳細を詰め、プリムラ達を伴って引き上げる日本人一行だった。
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「情報としては、こんなものだ」

「……アルヴァンとやらが、随分暴れてる」

「ああ。もっとも、不思議とオレ達の領分はほとんど侵さないんだがな」

　宏達が神殿で神官長と話している頃。

　ダールの盗賊ギルド、その直属の情報屋から買い取った情報に、正直な印象を告げるレイニー。

　さすがに足で稼ぐ情報収集にはいろいろと行き詰まり始めたため、こういう裏側の組織に接触する事にしたのだ。

「……わざと見逃してる？」

「おそらく、な。アルヴァンが荒らし回っている貴族やら豪商やらは、こちらにとってもあまりよろしくない連中が多い。それを考えると、ヤツはオレ達が弱ること自体は歓迎していないようだがな」

「ほとんど、という事は、少しは？」

「まあ、こいつはサービスでいいだろう。面白い事だが、オレ達の関係者でアルヴァンに始末された連中は、こっちのルールを踏み外した者ばかりだ。遠くないうちに粛しゅく清せいされていただろうから、面子の問題を横に置いておけば、わざわざ文句を言う理由も薄い。それにそもそも……」

「向こうが挑発したとはいっても、先に手を出したのは始末された連中の方、とか？」

「そういう事だ。喧けん嘩か売って反撃食らって死んだ、それもはぐれ者について文句なんざ言った日には、こっちの看板に自分で泥を塗る事になりかねないんでな」

　情報屋の言葉に納得して頷くレイニー。

　ファーレーンのギルドもそうだが、国が黙認しているこの手の盗賊ギルドの本来の役割は、経歴や当人の人格、生まれ持った資質などの理由で表の世界で生きる事ができない連中の最低限の秩序を維持するために、手綱を握る事である。

　それゆえに、無用に堅気の人間に手を出したり、不必要に盗みを働いたりするような連中はすぐに粛清される。

　もちろん綺き麗れいな組織ではないため、金のために多少は堅気の人間を食い物にしたりはするが、それでも相手が堅気であるだけのとんでもない碌ろくでなしでもない限り、多少の損を負わせる以上の事はしない。

　堅気からせびり取っている金のほとんどは、言ってしまえば警備費用のようなもので、出さなかったからといってわざわざ人をやって営業妨害をしたりといった面倒な真似はしない。

　単に、はぐれ者をはじめとした他の連中が悪さをしても、傍ぼう観かんして救援等を一切しないだけである。さすがに、自分のところの下っ端がそんな真似をすれば、すぐさましめて焼きを入れるが。

　そういう組織だから、構成員が誰かに殺されたところで、幹部クラスでもない限りは報復に走ったりはしない。

　アルヴァンの行為にしたって、問題となるのは内部で粛清するべき対象が勝手に死ぬのは示しがつかないという事だけで、余程重大な違反をしたものでもない限りはわざわざ文句を言う気もない、というところである。

　もちろん、特に組織のルール上問題を起こしていない人員が問答無用で殺されそうになったなら、その構成員の生死問わずそれなり以上の報復を行う事になる。

「アルヴァンについての情報は、ある？」

「別料金だ」

「いくら？」

「そうだな。大した情報は握ってないから、五千だな」

　本気で大した情報ではないらしく、この手の情報屋から買うにしては格安と言っていい値段が提示される。それでも握っている情報の内容から言えばぼったくりもいいところなのだが、ほぼ一いち見げんに近い目の前の小娘相手には、ひいきをする理由も特にない。

「街で頑張って調べれば分かる程度の情報なら、五千は出せない」

「もう少し内容はあるが、まあいいだろう。四千五百だ」

「色がついているっていっても、街で拾える情報から推測できる程度だったらせいぜい三千」

「……四千だ。これ以上は下げられん」

　さすがに、すぐに言い値で払うような真似はしてこないレイニーに、まあ当然か、などと考えながら落としどころを提示する。

　実際のところまだまだぼったくり気味の値段だが、街で拾える情報から推測できる程度の内容に裏付けを与える事ができるのだから、余よ所そ者ものに売るならこれぐらいの値段が妥当な線だというのが彼の主張だ。

「分かった」

「毎度」

　レイニーが四千セネカ支払ったのを確認し、手元にある情報を全部並べていく。

　といっても、ほとんどは先ほどレイニーに売りつけた貴族や豪商の情報と重なるもので、それ以外はせいぜいいくつかの厄介なモンスターをアルヴァンが始末したとか、そういう戦闘能力を推測する手掛かりぐらいしかなかった。

　これだけなら、間違いなく四千セネカの価値などまったくないが、最後に付け加えられた確定情報が一気に価値を上げる。

「それは本当に？」

「ああ。間違いない。どのラインまで食い込んでいるかは分からんが、アルヴァンは確実に王家と直接関わっている」

　城の隠し通路を開いていたという、アルヴァンを追跡した腕利きの証言。それは確かに重要なものだった。

「場所や内容までは聞かないけど、その通路の開き方は分かっている？」

「いや。魔法の心得のあるヤツによると、あの通路は特殊な条件を満たさないと開く事ができないらしい」

「……不自然」

「そうだな。まあ、どうせこれ以上正体を詮せん索さくさせないように、わざとその情報をこちらに漏らしたってところだろうが、な」

　アルヴァンの情報があまり手元にないのは、結局のところ通路の事が分かった段階で、情報屋が藪やぶ蛇へびを恐れて調査を打ち切ったからである。

　仮にアルヴァンの正体が王族だったとして、その情報をもとに下手なアクションを起こせば、自分達が粛清される事になる。

　そもそも、最悪正体が王族だと世間一般にばれたところで、そこは民からの人気が高い義賊のこと。一般人にマイナスになる事は何一つしていないのだから、ほとんどの人間は納得するだろう。

　まあ、脛すねに傷のあるような連中は別だろうが。

「聞きたい事はそれだけか？」

「そんなところ。情報助かった」

「また何かあったら聞きに来い。金さえ出せばいくらでも売ってやる」

「一応当てにしておく」

　情報屋にそう答えると、いつ立ち去ったかも悟らせぬうちにその場から消えるレイニー。

　長いこと情報屋稼業をやってきた彼をして、見えている相手の追跡が不可能だと判断せざるを得なかったのは実に久しぶりの事である。

「さて、ファーレーンの密偵さんは、何を探りたいのやら」

　腕の割にいまいち欲しがった情報の内容に一貫性がないレイニーの質問を思い出し、そんな事を呟つぶやく情報屋であった。
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　同じ頃、ウルスのアズマ工房では、

「いらっしゃいませ、エル様」

「こんにちは」

　例によって例のごとく、エアリスがアズマ工房に顔を出していた。

　もはやいつもの事なので誰も気にしないが、日々必死になって姫巫女様と親しくなろうと頑張っている非主流派の者達からすれば、いろんな意味で絶叫したくなる光景ではある。

「本日はどのようなご用件で？」

「アルチェム様は、おられますか？」

「アルチェム、ですか？」

　エアリスの口から出てきた名前に、小さく首をかしげるテレス。エアリスとアルチェムという組み合わせが、どうにもピンとこない。

「申しわけありません。今、畑に出ていまして」

「そうですか。待たせていただいても？」

「もちろんです」

　わざわざ帰ってくるのを待つほどの用件、というのがまったく思いつかないながら、とりあえずエアリスを奥に通す。

　実のところ、アズマ工房の応接室に通される外部の人間はかなり限られ、畳の部屋となるとそれこそ王族とその関係者、あとは名目上の家主であるメリザぐらいしか入れない。

　これは別に意図してそうしているわけではなく、単純にそこまで親しくしようという相手が他にいないからである。

　もっと言うならば、職員達は工房主の不在時に勝手に取引先を増やすような真似はしない。それが逆に、アズマ工房と取引するにあたっての妙なハードルとなっていて、むやみやたらと余計なプレミアが付いているのだが、当事者達は気がついていない。

「それで、アルチェムにどのようなご用が？」

　エアリスを畳の部屋に通したあと、お茶と茶菓子を出しながら問いかけるテレス。この日のお茶はいわゆる緑茶で、茶菓子は醤しょう油ゆせんべいである。

　お茶の用意の時にアルチェムと連絡は取ってあるので、あとは帰ってくるのを待つしかない。

「詳細はご本人に直接説明する事になりますが、とある事情で、しばらくファーレーンを離れる事になりまして」

「それに、アルチェムを連れていく必要がある、と？」

「はい」

　とりあえずそれだけを説明すると、上品に湯のみに入ったお茶を口にする。どこからどう見ても日本人ではないというのに、やけに堂に入った仕草である。

「どうしても、連れていく必要があるのでしょうか？」

「はい」

「いつからですか？」

「できるだけ早いうちにと考えていますが、まずはアルチェム様の都合を聞いてからという事になります」

　わざわざアルチェムの都合に合わせるあたり、本当に重要な用件らしい。

　その事を理解し、下手に突っ込んだ話を聞くのはやめる事にするテレス。

　とりあえず別の話題を探すために、一拍置く意味も兼ねて自分の緑茶に口をつけようとする。

　その時、

「ひゃっ!?」

　突然何者かが、テレスの背筋をなぞった。

　不意打ちで敏感な場所をくすぐられたテレスは、思わず驚きのあまり変な声を出し、手にした湯のみを落としそうになる。

「きゃっち～」

「キャッチャ～、キャッチャ～」

「ピッチャービビってる～」

　中身をぶち撒まけそうになった湯のみを、間一髪のところでタコの足のようなものがキャッチする。その足と意味不明な単語を連ねる能天気な声に、先ほどの悪戯いたずらの犯人を知るテレス。

「あなた達、いつの間に……」

「チェムちゃんについてきた～」

「エルちゃん大好き～」

「テレスちゃんエルフ～」

　いまいち答えになっていない答えを返し、エアリスとテレスの膝ひざと頭の上に陣取るオクトガル。

　そのまま、遠慮する様子も見せずにせんべいに足を伸ばす。

「まったくあなた達は……」

　どこまでも変わらないオクトガルの様子にため息をつき、今度こそ自分の湯のみに口をつけるテレス。ある意味ちょうどいい話題ができたので、素直にその話題を振る事にする。

「この子達、いつからこちらに？」

「四月の頭ぐらいでした。城で働く皆をあの手この手で驚かせていますよ」

　にこにこと優しい微笑ほほえみを浮かべながら、慈愛の心を感じさせる声で説明するエアリス。

　その膝の上では、オクトガルが器用にせんべいを一口サイズに割り、頭上の同胞に渡している。

　よく見ると、いつの間にかテレスの頭上にいるオクトガルが、自分達の分のお茶を勝手に淹いれ、他の三匹の湯のみに注いでいた。実にマイペースな連中である。

「そ、それはまた、ご迷惑を……」

「いえいえ。アランウェン様の眷けん族ぞくなのですし、それにやっている事はどれも罪のない悪戯です。むしろ、この子達が来るようになってから、城の中がちょっと明るくなった気がします」

　やたらと恐縮してペコペコ頭を下げるテレスに、優しくやんわりと気にしなくていい旨を告げるエアリス。

　実際、別段テレスが謝る必要がある事ではなく、また城で働く者達にとっても、いい加減オクトガルの存在にも慣れ、職場で共有のペットを飼っているような感覚になっている。料理長などは特にオクトガルを気に入っており、合間を見ては新作料理の味見をさせていたりする。

　ただ、セクハラ攻撃を罪のない悪戯に分類するのはいかがなものか、という気はしなくもないが。

「それにしても、馴な染じんでますね……」

「いけませんか？」

「いえ、もちろんそんな事はないのですが……」

　オクトガルから受け取ったせんべいを上品な動作で二つに割るエアリスを見て、なんとも言えない気持ちになる。

　何が微妙かと言うと、頭にオクトガルを乗せているのに、その品の良さが一切損なわれていない事だ。オクトガルが妙に大人しいのも、何とも言えない気持ちになる理由である。

「ただ今戻りました、って、えっ？」

　呼び戻されて大慌てで畳の間に入ってきたアルチェムが、予想外の光景に目が点になる。

　そのアルチェムを発見した瞬間、オクトガル達の合計八つの目が、キュピーンという擬音をつけたくなるような輝きを見せ、即座に飛び立つ。

「チェムちゃん、見つけた～！」

「チェムちゃんチェムちゃん～！」

「えっ？　ちょ、いきなりそれ!?」

　わっと殺到してきたオクトガルに反応できず、あっという間にアルチェムがもみくちゃにされる。
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　年齢的にエアリスに見せるのはどうなのか、という感じの度を越したセクハラをやり始めるオクトガルに、思わず大慌てで立ち上がるテレス。

　その様子をにこにこ見守りながら、せんべいを一口かじるエアリス。

「チェムちゃんふかふか～」

「チェムちゃんおっきい～」

「チェムちゃん大好き～」

「テレスちゃん量産型エルフ～」

「量産型って何!?」

　よく分からない台詞に突っ込みを入れつつ、テレスが必死になってアルチェムからオクトガルを引き剥はがす。それをエアリスがにこにこと見守りながらも特に手を出す様子を見せずに、ただ一人安全圏でお茶を堪能している。

　結局エアリスが本題に入れたのは、ここからさらに十五分後の事であった。




　　　　☆




　プリムラ、ジュディスを連れて拠点に戻った日本人一行。

「ここ、ですか？」

「ああ」

　案内された日本人達の拠点に、虚を衝つかれて唖あ然ぜんとした様子を見せるノートン姉妹。

　その様子に苦笑しながら、セキュリティまわりを少々いじる宏。

「とりあえず、入れるようにはしたで」

「おう。今日はなんだかんだで疲れたし、さっさと部屋割り決めて、飯と風呂済ませて休もうや」

「そうだね」

　達也の提案に一つ頷き、「今日の夕飯何しよう～」などと即興で歌いながら台所へ向かう春菜。

　その様子に、我に返るプリムラ。手遅れだと知りつつも即座に外面を取り繕つくろうところは、さすがに若くして司祭となるだけの事はある。

　いまだに唖然として現実に戻ってきていないジュディスとは大違いだ。

「あの、すみません。少しよろしいでしょうか」

「何です？」

「あの、この立派な建物が、本当に皆様のダールでの活動拠点なのですか？」

「はい」

「……失礼を承知で質問させていただきます。賃料だけでもかなりかかると思うのですが、こんな大きな建物が必要なのでしょうか？」

　プリムラの、ある意味当たり前と言えば当たり前の質問に再び苦笑するしかない一同。

　言うまでもない事だが、普通なら六級や七級の冒険者がこれほどの規模の建物を必要とする事はないし、宏達が改修した結果とはいえ、ここまで立派な建物だと、本来なら月々の賃料は、五人分の一カ月の宿代を平気で超える。

　だが、宏達はいろんな意味で普通とは言い難い。普通の冒険者は拠点に工房としての機能を必要とはしないし、食用に分類されないモンスターを燻くん製せいにしたりはしない。

　そもそも、屋台の合間に冒険者としての仕事をしている時点で、冒険者という定義に当てはまるのかどうか自体が疑問だ。

「そうねえ。普通はこの広さはいらないわよねえ」

「普通は、この大きさの建物を借りるのはきついわな」

　プリムラの至極もっともな質問に対し、自分達の特異性をどう説明すればいいのか、判断に困る真琴と達也。

「普通に借りたらごっつう高いけど、今回は廃はい墟きょ手前の建物借りて自力で改修したから、月一万セネカでＯＫ貰もらってんねん」

　そんな二人の悩みをさっくり無視し、軽い口調でからくりを説明する宏。

「……自力で改修、ですか？」

「そっちの方が、お金かかってるような……」

　宏の説明を受け、ようやく現実に戻ってきたジュディスがこれまた現実に立脚した突っ込みを入れる。確かに普通ならそうだろうが、普通という定義からずれて迷走している人間にその突っ込みを入れても無駄である。

「そら、業者に頼んだらそうやろうけど、全部一から自分で修理したからな。前に別のとこで使うた資材もようさん余っとったし、ほとんど金はかかってへんよ」

「別のところ？」

「別に隠すような事でもあらへんし、言うてもうてええ？」

　多分、ある程度合理的な説明をしてやらないと安心できないだろう。そう考えての宏の質問には、特に反対意見は出ない。

　その事を確認し、あっさりと重要事項を説明する事にする宏。

「ちょっと事情があってうろうろしとるけど、うちらはファーレーンでも工房やってんねん。で、そこの拡張工事や何やで余った資材が結構あってな。それを使いまわしたから別段新しい費用は発生してへんねん。それに、そん時の資材も買わんと自分らで調達したやつの方が多かったし」

「本当に？」

「嘘ついて見栄張る必要あらへんやん。そもそも、見栄張ってこの建てもんやったとしても、もう三カ月分の賃料は払ってんねんし、自分らに特に迷惑はかからへん」

　ちょっと疑わしそうに宏の顔色を窺うかがっていたプリムラが、最後のコメントでそれもそうかと納得し、肩の力を抜く。

　本殿やダール分殿はともかく、それ以外の地方都市のイグレオス神殿より立派な建物なのはどうなのかと思わなくもないが、それこそ言ったところで単なる僻ひがみにしかならない。

「納得したんやったら、部屋決めようか」

「とりあえず、プレートのかかってない部屋から適当に選んでください」

　宏と達也の言葉に促され、明らかに自分達がこれまで住んでいたのより広くて立派な部屋を借りうける。ある程度の費用は神殿から支払われるとはいえ、基本的には居候の身の上であるため、できるだけ小さい部屋を借りようとしたのだが、元々の間取りの問題か、一番小さな部屋ですらプリムラの元の部屋より倍近い広さだったため、考える事をやめたのだ。

「細かい家具は今日は無理として、一応寝床だけは間に合わせで用意やな」

　まだまったく物がない二人の部屋に入ってきた宏が、そんな事を言いながら鞄かばんから折りたたみのベッドを取り出す。

　高度な職人芸が詰め込まれたその折りたたみベッドは、見た目や大きさこそ普通のシングルサイズながら、スプリングの利き具合や作りのよさから、これまたプリムラ達には縁がない高品質な代物であった。

　因ちなみにこのベッドは、春菜が練習で作ったものを宏があれこれ手を入れて改造したものである。

　なお、宏の言葉遣いがフランクになっているのは、姉妹の側から敬語をやめてほしいと申し出たからだ。居候する上に敬語まで使われてしまうと、どうにも居たたまれない。

　それに、宏達に堅苦しい思いをさせるのは、姉妹的にはいろんな意味で駄目駄目だ。

　達也と真琴は年長者ゆえに現在は一応敬語を使っているが、部屋割りを決め終わったあたりで普段どおりの口調になっている。

「お姉ちゃん、私いろいろと常識がおかしくなりそうです」

「ジュディス、これを当たり前と思ってはいけませんよ？」

「当たり前だと思ったら、なんだかいろんな事が終わりそうです」

　間に合わせの一言で用意されたベッドを触り、どことなく遠い目をしながらのジュディスの言葉に釘くぎを刺すプリムラ。せめてもの遠慮として二人で一部屋を借り受ける事にしたのだが、あまり意味がなかったようだ。

「他に必要なもんがあったら、遠慮せんと言うてや。すぐ作るから」
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「いえいえいえいえ！」

「お気持ちは大変嬉うれしいのですが、これ以上いいものを用意されてしまうと、前の暮らしに戻れなくなってしまいます」

　宏の言葉に、大慌てで遠慮の言葉を告げる二人。

　実際、これ以上となると、冗談抜きで前の暮らしには戻れない。

「ほんまに遠慮せんでもええで。アランウェン様の神殿に寄った時に大量に切り倒す羽目になったハンターツリー材がまだまだようさん余ってるから、タンスとか机ぐらいはすぐ作れるし」

「それは、私達に使わせるよりどこかに売ったほうが……」

「消耗品以外をあんまり流通に乗せると、いろいろ問題ありそうやからなあ」

　言われて初めて、そっちの可能性に頭が回るノートン姉妹。ありそう、ではなく確実に問題があるだろう事ぐらいは、世情にやや疎いプリムラ達でも普通に想像できる。

「まあ、そういうわけやから、必要なもんあったら作るし、今まで使うとったやつ持ってくるんやったら運ぶん手伝うし」

「お気遣い感謝します。ですが、神官長の申し出だったとはいえ無理やり押しかけた身の上で、そこまでお手伝いしていただくのは気がひけます」

「これ以上の事は我々の修行のためだと思って、ぜひお控えください」

　宏の申し出をやんわりと断り、感謝を込めて心からの笑みを浮かべる。

　その様子から、修行というのは口実ではなく結構本気の言葉なのだと悟って、これ以上は言わない事にする宏。神殿関係者がこの言葉を出すとまず折れてくれないのは、どうやらイグレオス神殿でも同じ事らしい。

「了解。ほな、ついでやからここの設備もざっと説明するわ」

「お願いします」

　再び宏に連れまわされ、建物の中をざっと回る姉妹。

　いくつか呆あきれたところはあったのだが、一番は、

「……お姉ちゃん、お風呂があります……」

「……ファーレーンではどうか知りませんが、この国ではお風呂というのは王族ぐらいしか使えない程度には水が貴重なのですが……」

　やはり風呂の存在だったようである。

　繰り返しの説明になってしまうが、ダールではそこまで水資源に余裕はない。せいぜいが水質浄化魔法で綺麗にした水を使いまわして体を拭ふく程度。それとて全員が水質浄化魔法を使えるわけでもなければ、毎日そのために魔力を回せるわけでもない。

　さすがに神殿で正式に働いている二人はその程度の魔力はあるが、それでも風呂に湯を溜ためるだけの魔力などない。

「水については気にせんでええで。魔道具で作っとるから」

「……もう、驚くのにも疲れました……」

「お姉ちゃん、私なんだか申しわけなくなってきたんですが……」

　一番上で六級しかいない冒険者のチームとは思えない、充実しすぎるほど充実した設備での暮らし。そんなところに恩返し名目で無理やり割り込んだ事に対して、心底申しわけない気分を味わうジュディス。

　プリムラもさすがにちょっとこれは自分達があまりにも図々しすぎるとはっきりと自覚してしまい、思わず内心で神官長に恨み節をぶつけそうになる。

「ご飯できたよ～」

　心の中で神に懺ざん悔げをする姉妹に対し、ある意味止とどめとなる春菜の言葉が聞こえてくる。

　その声で懺悔をやめ、宏に誘導されて食堂へと向かう。

「まだこの国の料理は研究途中だから、申しわけないけど私達の国の料理にさせてもらったよ。ごめんね」

「いえいえ。食住全てを賄まかなっていただくのです。文句などとても」

「それで、今日は何だ？　匂においからするとカレーみたいだが」

「スラッシュジャガーのチーズカツを使ったカツカレー」

「ほう？　美う味まそうだな」

　達也の言葉に嬉しそうに笑うと、全員にカレーとサラダ、それから水を用意する。

　水が貴重なためか、ダールでは珍しい煮込み系の料理。

　それも見た目にはやや微妙な色合いのものを前に戸惑う姉妹をよそに、いただきますを唱和してためらう事なくスプーンを突っ込む日本人一同。

「チーズとカツとカレーの相性抜群！」

「カツカレーはうめえなあ、やっぱり」

「普通のカツとはちょっと違うけどね」

「春はる姉ねえ、どんな時でも美味いは正義」

　などと言いながらバクバクと実に美味おいしそうにカレーを平らげていく日本人達を見ていると、見た目に対する拒絶感よりも好奇心と食欲が勝ってくるらしい。

　恐る恐るひと匙さじすくい、慎重に口に入れて味わう姉妹。

　ダールの料理ほど辛さにインパクトのない味に戸惑うのもつかの間、口の中に広がる複雑な旨みを引き立てる絶妙な辛さに、気がつけばどんどんと食が進んでいく。

「気に入ってもらえたようで、よかったよ」

「これほど洗練された味の料理は、初めて食べました」

「ダールの料理って、全体的に辛さに特化しすぎてる感じがして、こういう種類の美味しさってないんですよね、お姉ちゃん」

「そうですね。調味料の種類も偏っていますし」

　自国の食文化の広がりのなさに、少しばかり寂しいものを覚えるノートン姉妹。

　もっとも、こればかりは植生や気温をはじめとした地域の特性というものが絡んでくる問題なので、別に恥じるような事ではない。そもそも、醤油だけでもメーカーと製法の違いで何十種類も違う味のものがある日本が特殊なのだ。

「それにしても、居住環境が快適なだけでなく、料理まで美味しいなんて……」

「お姉ちゃん、私達、元の生活に戻れるのでしょうか……？」

「気をしっかり引き締めましょう……」

　食事を終え、感謝の祈りを終えたところで、快適すぎる生活に不安が隠せなくなる姉妹。

　そんな姉妹に追い打ちをかけたのは、

「お姉ちゃん！　トイレの便座から温水が出てきてお尻に！」

「落ち着きなさい！」

「でも、というかお姉ちゃんも一度試してみれば分かります！」

「……こ、これは……」

　アメリカで誕生して日本で花開いた、温水洗浄便座という魔物だった。






ダール編　第四話






「それで、今日はどうする？」

　ノートン姉妹を受け入れた翌朝。

　朝食の席で達たつ也やが予定について確認をとる。

「どうしよっか？」

「せやなあ、どうする？」

　いろいろと予定が狂い、困った表情を浮かべるしかない宏ひろしと春はる菜な。

「達たつ兄にい、真ま琴こと姉ねえ、何か考えてる事、あったの？」

　どうやら何か予定があったらしい年長者二人に、学生組を代表して澪みおが質問する。

「大した事じゃないんだけどね」

「ロックワームの事がなきゃ、お前ら全員連れてストーンアントの巣を駆除しに行こうかと思ってたんだが、な」

「あ～、なるほど……」

　ストーンアントの巣の駆除は、ダールの冒険者にとってはとても重要度の高い仕事である。

　ストーンアントの巣は放置しておくとかなり巨大なコロニーとなり、場合によっては一つの街を飲み込んでしまうのだから、とんでもない話だ。その分難易度も高く、七級程度の冒険者が一組で行くような仕事ではない。

　もちろん、依頼を受けずに勝手に駆除し、事後承諾で女王アリの討伐部位を持って帰っても受け付けられるし、自己責任での行動なので別段厳重注意を受けたりもしない。

　ただ、無謀な冒険者の烙らく印いんを押される可能性は否定できないが。

「さすがに、ストーンアントの巣はきついかな？」

「プリムラさんはまだしも、ジュディスさんを連れていくのは無謀」

　中止という決定に対して、春菜も澪も文句を言う事なく受け入れる。

　司祭としてそれなりの支援系魔法が使えるプリムラはともかく、神官見習いで生活系に毛が生えた程度の魔法しか使えず、近接戦闘がらみもずぶの素人であるジュディスを連れていくのは、いくらなんでも壁役である宏の負担が増えすぎる。

「てなわけで、どうする？」

「個人的には、昨日の続きは避けたいところや」

「まあ、そうだろうなあ」

「僕一人で行くんも選択肢やねんけど、わざわざトラブルに巻き込まれかねへん仕事をやっすい給料でやりに行くんもなあ」

　もともと、ダールの地理を把握するためと多少のコネを作るための仕事だ。険悪な関係でないとはいえ、それゆえに対処しにくいトラブルが起こる可能性がある仕事をわざわざ受ける必要はない。

　そんな宏の主張に対して、特に異を唱える者はいない。デントリスの事を知っているジュディスまでが賛成するぐらいだから、彼の判断は妥当だろう。

「となると、本気でどうする？」

「やっぱり、屋台かな？」

「……結局、そこに回帰するのかよ……」

「ほとぼりが冷めるまでは、迂う闊かつに冒険者やるのもなんだしね」

　どうやら、彼らはどうあっても屋台という選択肢からは逃れられないらしい。微妙にげんなりしつつも、他の案も特にないのでその意見を受け入れる達也。

「じゃあ、ヒロはここで仕込みか？」

「せやな。ついでやから、ロックワームもバラしとくわ」

「そういや、忘れてたな」

「昨日回収してこれへんかった分は仮に残っとったとしても、さすがに食材としてはあかんなってきとるやろうなあ」

「この気温だからなあ……」

　熱帯に属するダールの気候。それは肉類に対しては非常に厳しいものだ。

　当然、食材に関しては売る側も買う側も絶対に腐敗防止のエンチャントがついた道具を使う事を義務付けられているが、売る側はもちろん、買う側だって言われなくても生ものを裸で持ち歩いたりはしない。

「で、兄貴はどうする？」

「そうだな。協会行って昨日のロックワームについて確認したら、たまには客引きでもするか？」

「了解や。で、メニューはどうする？」

「ここは無難に、カレーパンでいいんじゃない？」

「人手もあるし、もう一声いっとこうか」

　宏の掛け声に、さらに頭をひねる春菜。使える人手を考え、作業内容を吟味し、

「たこ焼きは材料の仕込みがちょっと厳しいから、トロール鳥の焼き鳥かな。あ、そうだ宏君」

「なんや？」

「白しろ餡あんとカスタードクリーム、仕込める？」

「問題あらへんよ」

「じゃあ、鯛たい焼やきも出せるね」

　春菜の言葉に、微妙にげんなりした様子を見せる真琴。鯛焼きという言葉から、間違いなく自分が調理担当をする事になると判断したからである。

「プリムラさんとジュディスさんって、どの程度お料理できる？」

「最低限はできますよ。ね、お姉ちゃん？」

「調味料を調合したり細かく火加減を調整するような作業は、さすがに困りますが……」

「だったら、ちょっと仕込みを手伝ってもらっていいかな？　その腕前次第で、場合によっては別に一品か二品考えるし」

「分かりました」

　春菜の申し出に頷うなずき、現場監督の生産馬鹿と料理馬鹿の指示を受けながら仕込みを開始する一同。

　仕込み段階ではこれといってできる事がない達也と真琴は、とりあえず屋台の場所取りと協会での情報収集のために拠点を出ていく。

「これやったら、フィッシュアンドチップスあたりも増やすか？」

「そうだね」

「問題なさそう」

　仕込みでの姉妹の料理の腕を確認した宏達三人は、あっさり一品増やす事を決めるのであった。




　　　　☆




「いらっしゃいいらっしゃい。ファーレーン名物カレーパンだ！」

　昼時の広場。数日前に一度だけ商売をしていた見慣れない構造の屋台が、新たに不思議な食べ物を売り始めた。達也の客引きに合わせてそんな噂うわざが駆け巡るとともに、周囲の屋台の客を根こそぎ持っていきかねない勢いで人が集まり始める。

「兄ちゃん、カレーパンってなんだ？」

「いくつかのスパイスを混ぜたもので野菜とか肉とか煮込んで、パン生地でくるんで油で揚げたもんだ。美う味まいぞ？」

「結構いい値段だが……」

「値段だけの価値はあるさ」

　一個四百セネカ。ファーレーンで売っていた時に比べてさらに割高ではあるが、そこは水の貴重さがものを言っている。

　最初は普通に三百五十セネカとファーレーンとほぼ同じ値段で売るつもりだったのだが、水をそれなりの量使う事から姉妹に突っ込みを入れられ、今の値段に落ち着いたのである。何しろ、三百五十セネカだと、小さなカップ一杯のスパイスシチューとほぼ同等程度の値段にしかならない。

　この国では煮込み料理は高いのだ。

　水の値段の問題以外にも、本来なら乗せるべき費用が乗っておらず、不当に安いメニューになっていたものはいくつかあり、それらも全てノートン姉妹から突っ込みを受けて修正している。

　宏達一行は元々、とある生産ジャンキーのおかげで他の冒険者に比べて必要経費が極端に少なく、あまりがつがつと利益をむさぼる必要がない。

　そのため、どうしても利益率がどうとか他の屋台の値段がどうとかいう事をあまり考えない傾向があり、姉妹からの突っ込みがなければ周囲を駆く逐ちくしかねない値段で屋台をやる危険性があるのだ。

　そういう意味では結構な量の水を使う鯛焼きも値上げするべきだったのだが、こちらは子供のおやつだから手ごろな百セネカを崩したくなかったため、そのままの値段でやっている。

「トロール鳥の串焼きだと！　こんな値段で売って大丈夫なのか!?」

「あ～、在庫がかなりダブついてるから、これぐらいでも全然黒字」

「ダブついてるって……」

「一応これでも冒険者だし」

　思わず嘘つけといいたくなるような春菜の台詞に、何とも反応に困る客その一。

　とりあえずその値段で大丈夫だといっているのだからと、目玉らしいカレーパンと折角だからトロール鳥の串焼きのももとねぎまを一本ずつ購入する。

　他の客もそんな感じで、とりあえずお試しでという反応がほとんどだ。

「おねーちゃん、中身白いのちょうだい！」

「カスタード！」

　鯛焼き屋を目ざとく見つけた子供達が、器用に大人をすり抜けて真琴に注文を出す。大人が同じ真似をすれば殴り合いの喧嘩に発展しかねないが、やっているのが子供、それもほとんどの大人にとって競合しない鯛焼きが目当てなので、とりあえず大目に見てくれているのだ。

「はいはい、分かったからちゃんと並びなさい！」

　無作法な真似をする子供達を叱しかりながら、手早く鯛焼きを葉っぱで包んで渡してやる真琴。

　達也が上う手まい具合に列の整理をしてくれたおかげでとりあえず大した混乱も起こらず、子供達を先頭に鯛焼きのための列も完成して問題なく運用できるようになる。

「今日はたこ焼きとやらはやっておらんのか？」

「材料の仕込みが間に合わなくて」

「そうか、残念だ」

　屋台開始から二時間ほど。初日にも顔を出した三十路手前ぐらいの美人さんが、鯛焼きも含めて各種一つずつを買いながら残念そうに言う。カレーパンにフィッシュアンドチップス、焼き鳥が五種とかなりのボリュームだが、前回もお好み焼き串にたこ焼きをおかわり、鯛焼きも二つ平らげているので多分問題ないのだろう。

　とはいえ、たこ焼きがない事は残念でも、それと焼き鳥やカレーパンとは別問題らしい。早速という感じで皮串からかじり始め、つくねやレバーも美お味いそうに平らげていく。

「うむ。鳥自体の旨味もさることながら、このタレが実に絶妙！」

「秘伝のタレですから」

　次の客の邪魔にならぬよう脇によけながらも、春菜と雑談しながらまるで宣伝するかのようにその場で食事を始める女性。豪快に食べている割に所作そのものは妙に上品で、彼女が上流階級、それもかなり上の方の人間である事は疑う余地もない。

　ないのだが……、

「ほう、このパンは中にシチューのようなものが入っているのか」

「この国のシチューと、ちょっと似てるかな？」

「ふむ……。うむ、これはまた、スパイスの塊だというのに複雑で繊細な味よのう。ファーレーンの名物だというが、我が国のスパイスでも可能か？」

「計量をちゃんとするかどうかだけの問題。ただ、私達は自作してるけど、調合済みのカレー粉はウルスでもまだ高級品なんだよね」

「計量か。それは確かに問題だな」

　そんな人間がカレーパンやフィッシュアンドチップスを立ち食いしながら、屋台の料理人と雑談するのはどうなのだろうか。そんな事を思わなくもない日本人一同。

「そういえば、数日前に店を出して以来、今日までまったく屋台をやっていなかったのはどういうわけだ？」

「冒険者だから、一応本業の冒険をね」

「本業？　副業の間違いではないのか？」

「屋台はあくまで余った素材を使いきる手段だから」

　達也と真琴が内心で嘘つけ、と突っ込むような事をあっさりと言ってのける春菜。

　モンスター系食材は確かに余ったものを使っているが、それもどちらかというと屋台でも使えるから、という理由で確保した肉類の方が多いぐらいである。

「それで、明日も屋台を出すのか？」

「ちょっとの間はその予定かな？　メニューは手持ちの在庫と相談の上で適当に決めるけど」

「こちらが心配するような筋合いはないのだが、あまり周りの商売を圧迫するようなメニューを並べるでないぞ？」

「あ～、それなりに考慮します。はい」

　釘くぎを刺すような女性の言葉に、少々恐縮しながらも他に答えようがない春菜。

　メニュー自体は基本的に他の屋台とは被りようがないのだが、その分珍しさで客を奪ってしまう可能性まではどうにもならない。

「あ、そうだ。そろそろカレーパンは底が見えてきたけど、他は在庫大丈夫？」

「つくねがもうちょっとで終わりそう」

「フィッシュアンドチップスはまだ大丈夫です」

「白餡はそろそろ終わりね。あと三十は厳しいと思うわ」

「……追加の仕込み、頼んだほうがいいかな？」

　各人の報告を聞き、対応を考える春菜。そこに、

「売り切れなら、売り切れでいいではないか」

　フィッシュアンドチップスを食べ終わった女性が口を挟む。これで彼女の手元に残っている料理は、デザートの鯛焼きが二つだけである。

「別に、今日来ている全員に売る必要もなかろう？　それに、ここらで止やめておけば、周りの屋台をそれほど圧迫する事もない」

「ん～、それもそうかも」

　女性の言葉に納得し、宏に連絡を入れるのはやめにしておく春菜。

「達也さん、カレーパンは一人一個で今いる人で終わり！」

　ついでに行列の具合から残りを逆算し、客引き兼行列整理の達也に伝達する。

「ごめんなさい、残り少ないから一人一個でお願いしてるんです」

　二つ以上注文したがる客に申しわけなさそうな表情でお願いし、どうにか並んでいる人間全員にカレーパンを行きわたらせる春菜。

　その後、焼き鳥やフィッシュアンドチップスを手伝いながら、雑談交じりに次々と客を捌さばいていき、屋台開始から三時間経たずに用意した商品は全て品切れとなった。

「ごめんなさい、仕込み全部使いきりました！」

　春菜のその宣言に、噂を聞きつけてやってきた客ががっかりした表情を見せる。

「春はる姉ねえ、片付けはボク達がやるから、お客さんにお詫わびの一曲」

　あまりにもたくさんの客ががっかりした様子を見せるものだから、見かねた澪が提案する。

「ん～、そうだね」

「歌うのか？　ならばそうよの。今のお主の心情に合わせた、切ない恋歌などどうだ？」

　何が面白かったのか、近場の屋台で濁り酒を買ってちびちびやりながら最後まで屋台の様子を観察していた例の女性が、春菜が歌うという流れになったあたりでそんなリクエストを提示してくる。

「え？　もしかして……そんなに駄々漏れ？」

「屋台の最中には、さすがに分からなかったがの。さっきからあちらの方に意識が向いておる事ぐらい、少々観察眼がある人間ならすぐに分かる事よ」

「……お見み逸それしました」

　あちらの方と言って拠点のある方角を指し示す女性に、素直に降参してしまう春菜。

　どうせそこまで駄々漏れだったら、誤魔化す意味もない。

　最近は演歌とかコミックソングとかが多かった事だし、リクエストに応えて自分の年代や外見で歌うのが似合っている、という分類に入る曲を歌う事にする。

　ざっと脳内検索をかけ、かなり古いながらも一応アイドルが歌っていた曲を選曲。願いがかなうなら全てを忘れたい、だが激しく燃える恋心は消す事ができない、という歌詞の八十年代ぐらいのバラードである。

　今の春菜自身の心情とは微妙に違うが、恋をした事により今はその心情が実感として理解できるようになったため、なんとなく歌いたくなったのだ。

「曲が決まったようだの。だったら少し待て」

　春菜が歌おうとし始めたところで歌を軽く制し、いつの間にか広場を埋め尽くしていた客を一いち瞥べつすると、酒を買った屋台の店主に声をかける。

　半分ぐらいは初日に春菜の鼻歌や酒場での一曲を聞いていた客で、残りの半分はそこから流れた噂を聞きつけた連中である。

「お主の店、子供が飲めるようなものはあるか？」

「一応果汁の類たぐいはあるが？」

「ならば、それと先ほどの酒を一杯ずつ、ここでたむろしている連中に振る舞ってやれ。これで足りるであろう？」

　十万セネカ金貨を三枚ほど投げてよこし、お大尽な事を平気で言ってのける女性。

　それを見て目をむきながらも、律儀に金貨を一枚返す店主。

「二枚でもお釣りがくる」

「正直だの」

「小心者なんでね」

　そんな事を言いながら店主がカップに酒を注いでいくと、それを確認したところで、今度は女性が聴衆に向かって声をかける。

「私が一杯おごってやる。だからお主らもここらの屋台で、何か一品買うがよい」

　別段、声を張り上げたわけではないのに広場の隅々までとおる女性の声にわっと歓声を上げると、酒を受け取ったあとで方々の屋台に散る。

　十五分ほどで騒ぎが収まると、ほくほく顔の店主達も含む全員が歌を聞く態勢になる。

「何かすごく大おお事ごとになった感じはしますが、折角来ていただいたので、とりあえず一曲歌わせていただきます」

　ものすごい数の群衆に微妙に引きながら、当たりさわりのない挨あい拶さつを済ませると息を大きく吸い込んで、全身全霊で一曲目を歌い上げる春菜。

　伴奏なしだというのに、最初の一音でその場の空気を完全に支配する。

　結局大量のおひねりとともに春菜が解放されたのは、二時間後の事であった。




　　　　☆




「なんか落ち着くわあ……」

　春菜達が屋台でカレーパンや焼き鳥をせっせと売っていた頃、久しぶりに視界の範囲内に女性がいない時間を過ごしていた宏は、仕込みが終わったカレーパン約千個を前に思わずしみじみと呟つぶやいていた。

　春菜と二人で活動していた頃からずっと仕込み続けてきたカレーパンだ。千個仕込むぐらいでは二時間もかからない。

　最近は同じ部屋に複数の女性がいるという状況にも随分と慣れてきたとはいえ、女性恐怖症が治ったわけではない。しかもここのところ、安全パイであったはずの春菜からすら微妙に不穏な気配を感じるようになっている。正直、微妙にでは済まないぐらい居心地が悪い。

「春菜さんに思うところがあるわけやないんやけどなあ……」

　他に仕込みをする必要がある物も思いつかず、とりあえず外でロックワームの解体を始めながら愚ぐ痴ちっぽい言葉を漏らす。

　別に春菜の事は嫌いではない。長く運命共同体的な間柄で活動を続けてきた事もあり、それなり以上には信頼も寄せているし情も移っている。

　だが、あくまでそれは一個人としての春菜に対してである。

　女性としての春菜に関しては、残念ながらいまだ本能レベルでの警戒を解くまでには至っていない。今更何もしないだろうとは思っていても、女性であるというだけでどうしても一定ラインの警戒はしてしまうのである。

　いかに性の対象が女性だといったところで、たとえ写真でも実在する女性に対しては性欲や好みかどうかといった意識を向けられない程度にはトラウマが残っている宏に対して、身近な女性に警戒するなというのは酷であろう。

　そもそも、異性の事などどう頑張ったところで完かん璧ぺきな理解などできはしない。体の構造が違うのだから、互いに経験できない要素もたくさんあるし、本能のレベルで考え方が違う部分も多い。

　ましてや、恋愛が絡むとまともな人間ですら時折トチ狂うのだ。

　そのせいで受けなくていい社会的制裁を受けた身の上としては、正直身近な人間の恋愛感情など、自分に向けられたものか否かに関係なく勘弁願いたい。

　宏にとって女性とは、いまだに自身に対して危害を加える、思考回路がまったく理解できない生き物、という定義のままなのである。

「しかし、何が悪かったんやら……」

　せっせとロックワームを解体し、食える部位、素材にできる物、ただのゴミに分類しながら、なぜ春菜がこんな厄介な事になっているのかと、これまでの事をいろいろと思い返す。

　今の宏にとって、恋愛感情っぽい何かを向けられるのはありがたくない事この上ない。本人は抑えているつもりのようだが、春菜と一緒に行動している時は宏に割とダイレクトにそのあたりが伝わってくるので、地味に精神的につらい。

　そんな事もあって、普段は考えないような事をうだうだと考えているのである。

　正直なところ、吊つり橋効果のようなものがあった気がしなくもないエアリスとアルチェムはまだしも、春菜に関しては自分を異性だと意識させるようなきっかけになる事など、これっぽっちも思いつかない。

　強いて言えばダンジョンで別行動になった時に何かあったのでは、と思いつく程度だが、その何かが余程の事でない限り、あの春菜が自分に対して恋していると勘違いするような事にはならないはずだ。そして、その余程の事というやつがどうしても思いつかない。

　あり得ないとは思うが、今までの日常の積み重ねが原因であるなら、春菜の男の趣味は相当悪い。普通なら宏の身分でそんな事を考えること自体が自意識過剰だといわれそうだが、残念ながら自分に向けられる感情で他に該当するものがなく、達也だけでなく真琴やオルテム村の住民、果ては工房の職員にドーガやメリザにまで釘を刺されている。

　その上、一緒にいる時間の大半はこちらに視線を向けてくるわ、やたら頻繁に目が合うわ、目が合うたびに頬ほおを染めながらそれでもこちらをじっと見てくるわとなると、宏的には勘弁してほしい事だが、最低でも春菜が勘違いして恋愛感情を抱いているという結論以外は出しようがない。

　そんな事を考えているうちに、三体分のロックワームが全て素材に化ける。

　地味に表皮と内臓と歯を除く全てが可食部であるロックワームは、サイズがサイズだけになかなか食いでがある分量だ。モンスター食材の常として、普通の料理人が調理すると食えたものじゃなくなるが、ロックワームの調理難易度はトロール鳥と同じぐらい。

　ちょっと訓練すれば主婦でも最低限の調理は可能になるラインである。

「とりあえず、春菜さんの勘違いをどうするかは置いとこう」

　あくまでも春菜の今の感情は勘違いだと譲るつもりはない宏。本人が聞けば本気で泣きそうだ。

「ロックワーム、どうやって食うかな？」

　いろんな意味で色気より食い気。はっきり言って恐怖しか覚えない恋愛関係のあれこれよりは、こっちの悩みの方がはるかにましだ。

　とりあえず、ミミズという単語でいろいろ考えてみる。

　よくあるのはそのまま火を通してうどんのように食べる食べ方だが、大きさが大きさの上、すでに解体しているため却下。そのまま焼くか茹ゆでるか煮込むかというのが王道だが、なんとなくひねりが足りない気がする。

　そのまま、ミミズ、ミミズと呟きながらあれこれ考えているうちに、余計な事を閃ひらめく宏。

「せや。ミミズっちゅうたらハンバーガー屋の都市伝説や」

　一定以上の規模があるハンバーガーチェーンなら、というより、ハンバーガーという食べ物自体に定期的に発生する都市伝説。いわゆるハンバーガーのパテに牛や豚以外の、それも普通食べないような生き物を使っているというあれである。その中でもミミズというのはネズミと並んでメジャーな素材だろう。普通に考えれば、チェーン展開するほどの規模の店が、ネズミやミミズの肉をそれだけの数集めるなど、コスト的に不可能なのはすぐ分かる事なのだが、どういうわけかこういう噂がなくなる事はない。

　何にしても、今回はハンバーガーに正真正銘ミミズの肉が使えるのだ。少なくとも日本人メンバーの受けは取れるだろう。

　そんな余計な事を考えつつ、ハンバーガーのパンを仕込む。発酵時間を短縮するため、わざわざ熟成加速器を使うあたりが末期的だ。さすがはネタに命をかける大阪出身といったところか。

「パテの種はこんなもんか。あとはチーズとレタス、トマトにソース、玉ねぎもみじん切りにしてちょっと火通しとこか」

　パンを発酵させている間にざっと仕込みを済ませ、試しに味見用に一枚焼いてみる。端の方を多少千切って口に入れ、その出来栄えに満足げに頷く。

「普通にそんじょそこらのバーガー屋の肉より美味いし」

　宏は知らない事だが、ロックワームはこの地方の肉類としては最高級品に分類される。一部のご当地バーガーなどの例外を除き、使っているのは間違いなく牛だとしても、値段的にそれほどいい肉を使えないであろうファーストフードのパテより美味しいのは当たり前の話である。

　肉の味など調理方法が同じなら、基本的に値段がダイレクトに反映されるものだ。

　もっとも、ファーストフードの王様であるハンバーガーは、そういう安い牛の肉を工夫したチープな味わいがいいという意見も否定できないものではあるが。

「さて、ミミズバーガーは完成やけど、春菜さんらはさすがにまだ帰ってこんかな？」

　ミミズバーガーを完成させ、試食でかなり遅めの昼食を済ませて満足したところで、意外と時間が経っている事に気がつく宏。

　屋台というのはなかなか終了時間が読めないものだが、今回は割と突発的に屋台に走った事もあり、仕込みの量はそれほどでもない。余程売れ行きで苦戦していなければそろそろ終わりかと思う半面、珍しいだけでそんなに飛ぶように売れるとも思えない、という考えもなくもない。

　実のところはすでに屋台のメニューは全て売り切れており、現在リサイタルでおひねりを巻き上げている最中だとは、宏も予想できなかったようだ。

　まだ帰ってこないのであればもう少し遊んでおこう、という方向に自然と意識が向く。

　ターゲットはストーンゴーレムの破片。

「……って、場合によったら溶鉱炉とかいるやん」

　処理工程を思い浮かべ、その問題に行きつく。さすがにレンタルの工房に勝手に転移陣を設置するわけにもいかないし、わざわざウルスに一回一回転送石で戻るのも面倒だ。

　ならば、やる事は一つ。

「レンガ、レンガっと」

　溶鉱炉という以上、普通の金属やガラスが溶けるより高い温度に耐えられなければいけない。

　必然的に、その要件を満たす材料もしくは処理を行う必要があるため、作るにはそれなりの機材が必要となる。

　故に、この場合に宏がとった手段は、

「こんなところか？」

　溶鉱炉の材料となるレンガを作る、そのためのかまどを作る事であった。

　幸いにして、この工房の庭にある土もダール特有のものだ。錬金術と魔道具製作、エンチャントの合わせ技を使えば、即席のレンガ焼きかまどを数秒で完成させるぐらいわけはない。

　なお、今回の場合、溶鉱炉の材料自体は別段レンガでなくても問題ない。普通に熱に強い石を集めて組み合わせるだけでも十分に役目は果たす。

　だが、このダールは超耐熱レンガの材料に向く土や砂が簡単に、かつ大量に手に入る。ならば、それを使わない手はない。

「ほな、焼くでえ！」

　即席かまどの状態が安定したところで、レンガの製造に入る。

　材料にマッドマンの泥を使い、あれこれ多重に処理を重ねて焼き上がった後の耐熱性と耐久性を上げていく。それをそれなりの高温で一気に焼き上げ、どこに出しても恥ずかしくない耐熱レンガを作り上げる。

　調子に乗ってマッドマンの泥を使いきるまでレンガを焼き続け、溶鉱炉を作るのに十分な数を作り上げたところで、ついでだからダールにいる間に、ランクの高い瓶びんも量産しておこうかなどと余計な事を考える。

　そうなるとガラスの材料が欲しくなる。

　ガラスの材料といえば石英。つまり砂や石に多量に含まれているわけだが、幸いにダールにはおあつらえ向きに砂漠がある。結論は一つしかない。

「状況がもうちょい落ち着いたら、砂漠に砂掘りにいかなあかんな」

　誰にも相談せずに、勝手に予定を決める宏。突っ込み不在とは恐ろしいものだ。

「そういや、魔鉄とかあのへんの鉱石、地味に在庫残っとったなあ」

　溶鉱炉を組み上げながら、砂漠という単語から連想したあれこれに関連した機材作りのための材料を思い浮かべる。

　砂漠に砂を集めに行くぐらいまでなら、突っ込みは入っても誰も反対はしないだろう。

　だが、突っ込み不在のままオクトガルもかくやというレベルで一人連想ゲームを続けた結果、どんどん明後日あさっての方向にそれた思考により、現時点で主にやるべき事やら何やらを放置して突っ走る方向で予定を固めてしまう宏。

　残念ながら当分は屋台をするため、宏自身にはその準備のための時間は余裕で捻ねん出しゅつできてしまう。

「何やってんだ？」

「あ、お帰り。だいぶ遅かったやん」

「おう、ただいま。屋台自体はすぐ終わったんだがな。で、何やってんだ？」

「時間あったから、溶鉱炉作ってんねん。ストーンゴーレムの破片処理すんのにあったほうがええし、それにどうせ砂漠の方にも行くからそこで砂取ってランク高いポーション瓶も作っときたいし。かまへんやろ？」

「まあ、別に反対する理由はないが、な」

　暇だったから溶鉱炉を作る、という発想に微妙に呆あきれつつも、宏がこういう空き時間に機材や道具、各種消耗品などを作っているのはいつもの事だ。そう考えて、特に突っ込みを入れる事なくスルーした達也。

　この時、地味に鉱石類も用意されていた事に突っ込んでおけば、この後のわけの分からない寄り道は回避できたであろう。

　だが、残念ながら達也はその手の素材類には詳しくない。

　結果として、突っ込み不在のままひそかに暴走状態だった宏の行動を修正する機会は失われてしまうのだった。

「しかし、腹減った……」

「もうちょい作業したら晩飯の準備はするけど、持ちそうにないんやったらハンバーガー作ってんで」

「おっ、そりゃいいな。今日は妙に忙しくて、昼を食う暇がなかったんだよ」

「さよか。ほな、ちょっと用意してくるから他の連中も集めといて」

「おう！」

　余程空腹だったらしい。やけに嬉うれしそうに軽やかな足取りでメンバーを食堂に集め、宏が用意したハンバーガーを目を輝かせて貪むさぼり食う。

　ファーストフードの類たぐいをあまり食べないイメージの春菜ですら妙に喜んで食べているのは、おそらく空腹だけが原因ではあるまい。

　もっとも、その原因が久しぶりに故郷での暮らしの一部を新たに再現した事にあるのか、それとも宏がわざわざ用意していてくれた事にあるのかは定かではないが。

「うめえな、このバーガー！」

「ハンバーガーの割に、意外と上品な味？」

「ってか、このパテ、牛じゃないでしょう」

「真琴さんの意見に一票。宏君、これ何の肉？」

「ロックワームや。いわゆるミミズバーガーっちゅうやつやな」

　にやりと笑って答えた宏に、食べる手がピタッと止まる一同。

「……さすが師匠。ネタのためならボク達が思いつかない事を平気でやる……」

「……そこに痺しびれも憧あこがれもしねえがな……」

「というか、さすがに私、こっちに来てその都市伝説を聞くとは思わなかったよ」

　などと言いながらも、すぐに再びハンバーガーをかじり始める面々。言っては何だが、今更ミミズごときで引いていたら、食うものがなくなってしまう。

「……お姉ちゃん、私ロックワームを食べる機会があるとは思いませんでした」

「……もしかしてとは思いましたが、やはりご自分で調理なさいましたか……」

「何かまずい事でもあるん？」

「まずいというか、ロックワームはダールの食肉としては最高級品です。なので、売ってお金に換えたのかと思ったのですが……」

「うちら、食材の類はあんまりそのままでは売らへんねん。トロール鳥かて、まだ在庫が残っとるしな」

　それはさすがに食肉業者に卸したらどうか、などと思わなくもない姉妹。
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　トロール鳥など、一羽あれば五人分で十数食は余裕で作れる大きさの鳥だ。十羽となるとそう簡単に食べきれるものではない。

「せやなあ。トロール鳥の話が出てきたし、今日の晩飯はトロール鳥のうま煮あたりにするか？」

「そいつはいいな。で、それはそれとして、だ」

「ん？」

「他に妙なものを食わせようとしてたりはしないよな？」

　やけに真剣な顔で詰め寄ってくる達也に、微妙に引く宏。

　見ると、真琴や澪、春菜までこの件では敵に回っている風情がある。

　思いのほかミミズバーガーは衝撃が大きかったらしい。

　言うまでもなく、春菜や澪的に今回問題になっているのは不意打ちでミミズを食わせた事ではなく、半年以上食べる機会がなかったハンバーガーに、余計なネタを仕込んだ事である。

「……残念ながら、ゴーレム食うには機材が足らん」

「って、ゴーレムを食うのかよ!?」

「宏君、本当に食べれるの？」

「食えるで。鉄やろうが泥やろうがミスリルやろうが、いっぺんゴーレムにしてばらして、ちょっと特殊な調理器具で調理したったら食えんねん。ただ、逆にいっぺんゴーレムにせんと、金属関係はどんな調理しても食えんけど」

「てか、食ったやつがいるのかよ……」

「うちの職人仲間で一人、やる事が思いつかんで煮詰まったアホが冗談半分でやりおってん。まさかほんまに食えるとは、本人含めて誰も思わんかったけどな」

　あまりにもあれでなにな宏の発言に、コメントが思いつかずに沈黙する一同。

　いくらゲーム内の事だといっても、鉄だのミスリルだのを調理して食べた人間がいるというのは、想定外にもほどがある。

「まあ、これに関して裏話っちゅうかネタばらしするとな。要するに魔法生物やから調理できるらしいねん」

「とはいっても、物には限度があると思うな、私」

「いろいろ今更やっちゅうことにしとこうや。で、晩飯いつぐらいにする？」

　このまま続けていてもグダグダになるだけの話題を打ち切って、夕飯の支度について確認する。

　とりあえず納得できるかどうかはともかく理解できる理屈も聞けたところで、話題転換に乗っかる事にする達也。

「そうだな。今食ったから、二時間後ぐらいでいいんじゃねえか？」

「了解や。ほな、溶鉱炉の続きやってくるわ」

「私は明日の仕込み、って、随分たくさんカレーパン作ったんだね」

「そらもう、かなり手が空いとったからな」

「じゃあ、私は白餡とたこ焼き関係の仕込みかな。トロール鳥は……明日はいいかな」

　二時間という微妙な空き時間に関して、各人が勝手に予定を組んでいく。

　トイレを含む建物の掃除に関しては居候状態の姉妹の仕事なので、今回は誰も手を挙げない。

「折角やから、ミミズバーガーも出したらどないや？」

「あ、面白そう。値段は高めのご当地バーガーぐらいでいいかな？」

「高級食材やっちゅうんやったら、そんなもんやろう」

　そんな感じで明日出す料理も決まり、工房の方へ消える宏を見送って一つため息をついてから仕込み作業に入る屋台組。

　翌日は割と朝の早い時間から開店したにもかかわらず昼まで持たずに在庫が切れ、仕事が休みの暇人達に請われてリサイタルの時間がもっと長くなるのはここだけの話である。




　　　　☆




　春菜達が屋台を再開してから三日後の日暮れ時。

「こんな時間まで、どこをほっつき歩いていたんですか……」

「屋台を冷やかしておったのだが、何か問題でも？」

「大ありですよ……」

「今日すべき仕事は、朝のうちに終えてあったと思うが？」

「女王ともあろう御方が、こんなに頻繁にかつ長時間、無断で特に重要でもない私用を理由に城を空けるなと申し上げているのです」

　耳の痛い小言をぶつけてくるセルジオに、明後日の方向を見る事で聞き入れるつもりはない事を主張する女王。

　これで決裁だのなんだのが滞とどこおるのであれば問題だが、残念ながら女王の即断が必要な案件が入った時には、外遊中でもない限りはどういうわけか大抵王宮にいるため、どうにも小言の効果が薄い。

「特に重要ではない私用と言うがの、今回の屋台巡りは例のファーレーンからの客人の様子を見に行く、という重要な仕事があったのだぞ？」

「陛下自らが行うような仕事だとは思えませんが？」

「他者から聞いた人となりなど、信用できるものか」

　ズバッと言い切った女王の言葉に、いい反論が思いつかずに沈黙するセルジオ。

　この手の情報は、往々にして余計なフィルターが間に挟まるものだ。それで要らぬ苦労を強いられた事もある女王としては、誰の邪魔も入らない状態でかつ、相手がこちらの正体を推測できない時に人となりを確認するのは、実に重要な仕事なのである。

　それを建前に珍しい食べ物を食しに行ったのでは？　という反論もできるが、建前に割と説得力があるために少々分が悪い。

「まあ、おかげで、ファーレーン王家からの伝達については、ほぼ全て裏が取れたといっていいがのう。残念ながら、肝心の二人のうち、男の方が居おらんかったが」

「それで、結論は？」

「おおよそ、レグナス王の言葉は真実であろうな。それゆえに、余計な事をして敵に回すのも怖いのう」

「余計な事、ですか」

「さしあたっては、デントリスがくだらぬ事をしでかさんよう、どうにかして釘を刺したいところじゃ。正直、妾わらわはワームの餌、は勘弁してほしいところでな」

　この国では、真剣に恋している者に横よこ恋れん慕ぼする愚か者は、ワームの餌にされても文句を言えないという格言がある。言うなれば、馬に蹴けられるのダール版である。

「デントリス卿きょうの悪あく癖へきが出ておりますか……」

「うむ。まあ、対象となったハルナ嬢は、あの手の軽い男は嫌いなようだがな」

　割と派手な容姿でかなり男好きする体型の春菜だが、女王の見立てでは、実際の性格は相当地味で、しかもかなり身持ちが堅いと判断されている。

　さらにその上、対象が誰かは予想しかできないがかなり本気の恋をしている風情があるとくれば、難攻不落どころの騒ぎではない。ああいうタイプは一ひと目め惚ぼれや吊り橋効果での恋というのが難しい半面、相手の良いところも悪いところもひっくるめて時間をかけて惚れ抜くから、余程はっきりと袖そでにしたのでもない限りそう簡単に諦あきらめるとも思えない。

　おそらく惚れられたであろう男とデントリス、双方に対してご愁傷様としか言いようのない話である。もっとも、ご愁傷様の内容は正反対ではあるが。

「何にしても、いつぞやのような国際問題は勘弁願いたいところです」

「うむ。しかも今回に関しては、いろんな意味で洒落しゃれにならん事になりかねん。まだ裏情報の段階だが、我が国にとっては歓迎すべき、だがいろいろと火種になりそうな話も随分と入ってきておる。他にあてがえる女がいるのであれば、あやつの下半身をそちらに引きつけておきたい」

「そうですね。検討しておきましょう」

「場合によっては、ファーレーンから送り込まれておる子猫に、いろいろと働いてもらう事になるだろう」

　女王がさらっと口走った聞き捨てならない情報に、眉まゆをピクリと動かすセルジオ。

　それを見て苦笑する女王。

「密偵、というほどのものではない。そもそも密偵であれば、レイオット王太子がわざわざこちらに存在を明かしたりはせんよ」

「では？」

「まあ、要は子飼いのシーフといったところであろう。集めておる情報も、ファーレーンにとって有利になるものというより、おかしな動きをしておる勢力についてが大半じゃ。アルヴァンのこと以外は、知られてこちらの不利になるような情報も集めておらぬ」

「つまり、そのシーフを利用してファーレーンに情報を流し、ファーレーン内部の内通者と手を組む愚か者どもの駆除に協力させる、と？」

「うむ。どうやらファーレーンも相当かき回されたようじゃからな。しかも、向こうの国内はともかく、こちらの連中には直接手が出せん。こちらとしても少々手が足りんし、そういう意味で利害が一致しておる以上、手を組むのは当然じゃ」

　物騒な笑みを浮かべ、妙な色気を感じさせる声色でなかなかに黒い事を言う女王。

「しかし、内通とは愚かな真似をしています」

「向こうに出没しておったバルドの集団長距離転移であれば、南部大森林やフェアランド海域の問題を回避できると考えたのだろうが、そもそもあのような程度の低い反乱が成功すると思うておったのであれば、連中の質も落ちたものよ」

「そもそも、成功したところでアルフェミナ神殿が無くなってしまえば、かの国の富はいいところ数年で全て失われるというのに、そんな事も分からないとは……」

　ファーレーンの一部派閥の中途半端な反乱劇。

　そこにダールもフォーレも付け込まなかった理由は女王とセルジオの一言に尽きる。誘われていると分かりもしない連中が起こした反乱など成功するわけもなく、成功したところで先がない。

　そもそもどちらに介入するにしたところで、フォーレからは大だい霊れい峰ほうと北部大森林が、ダールからは南部大森林と大霊峰、そしてフェアランド海域という難所が邪魔をする。

　あれだけ展開の早い反乱劇に介入するような余地は、最初からなかったのだ。

　その上、現王家に協力したところで過去の借りがやや少なくなる程度。反乱軍に協力しても得るものなどまったくないとなると、手出しをするだけ馬鹿馬鹿しい。

　現王家は穏おん健けん派はだから問題ないが、元々国としての力関係はファーレーンが圧倒的に上だ。気に食わない事があったからと食糧の輸出を止められてしまうと、困こん窮きゅうするのはダールの方である。

　このあたりの事情はファーレーンを取り巻く全ての国が一致しており、反乱があったからといってそれに乗じてファーレーンの国土を切り取ろうという野心を見せる国はどこにもないのである。

　何しろ、切り取った国土で増えるであろう収穫量と、取引が止まる事で得られなくなる食糧とでは比較にならない。それぐらい、国境付近のモンスターは性た質ちが悪い。

　他にも、ファーレーンの先々代の王が乱心した時に食糧の輸入が混乱した結果、餓死者が大量に出たという歴史も、まともな王家が続いているところに波風を立てたくない理由となっている。

　隣国が強大になる事を望む国はないとはいえ、元々互いに侵略などが可能な環境ではない。

　トップがちゃんと仲よくできる相手であるなら、仲よく支え合うに越した事はないのである。

「さて、とりあえずさしあたって問題となるのは……」

「どうやって女王として接触を持つか、ですか？」

「うむ。例の変死事件がらみで神殿がごたついておるところに、先のデントリスの別邸の件で神殿の事情に巻き込まれてしまったようでな。もっとも、幸いと言っていいのかどうか、押しつけられた相手はノートンのところの娘二人のようじゃ」

「ならば、そちらの伝つ手てで調整しましょう」

「頼むぞ」

　そうやって当面の方針を決めた女王だが、ありとあらゆる予定が宏の暴走によって微妙に狂う事になるとは、この時予想だにしていなかったのであった。








ダール編　第五話






「なあ、ヒロ……」

「何や？」

「同じ事を何度も確認するのもあれだが、今回俺達は砂漠に砂を取りに来たんだよな？」

「せやで。前から言っとったポーション瓶びん作るためや」

「じゃあ、ここはどこだ？」

「砂漠の地下に隠れとった、いわゆる超古代遺跡っちゅうやつやな」

　どうしてこうなった。

　あたりの景色を何度も確認しながら、内心でその言葉を延々と繰り返す達たつ也や。

　本来の予定では、日帰りで回収できるだけの砂を回収して、とっととダールに戻るはずだった。

　間違っても、こんな正体不明の遺跡に突入する予定はない。

「ねえ、宏ひろし」

「何や？」

「何であたし達、ここにいるのかしら？」

「そら、ドリル使うて地中深くに潜もぐったからやん」

「いや、そうじゃなくて、砂を集めに来て、何で地中深くに潜る必要があったのか、って話よ」

「そんなん、砂漠に来たらいっぺんは地下に潜りたいっちゅう、男のロマンが発動しただけやん」

　発動させるな──そう言いかけて言葉をため息にかえる真ま琴こと。

　残念ながら、今更言っても手遅れである。

　そもそも、ドリルのついた潜水艇というある種のロマンが詰まった乗り物を見て、本来突っ込みであるはずの達也と真琴まで乗ってみたいと思ってしまった時点でアウトだ。

「まあ、来てしもうたんやから、腹くくって遺跡探検しようや」

「そうだね。折角来たんだし」

　宏の提案に、何のためらいもなく同意する春はる菜な。

　惚ほれたはれたの問題に関係なく、元からこういう状況で春菜がブレーキ役になった事はない。

　ましてや、今は宏に対してかなり熱烈に好き好き光線を飛ばしている状態だ。アクセルを踏む事はあっても、ブレーキをかける事などあり得ない。

「……師匠、春はる姉ねえ、あそこに面白そうなものが」

「どれどれ？　あ、本当だ」

「よし、まずはあそこからやな」

「結局このパターンか……」

　和わ気き藹あい々あいと探索モードに入った学生組を見て、深く深くため息をつく達也。

　帰るだけなら転送石か長距離転移で一瞬だが、今更それを使って強引に帰還するのは、いくらなんでも空気が読めてなさすぎる。

　それによくよく考えれば、この遺跡を調査する事に対して特別問題も不利益も存在しない。あるとすればせいぜい、ダール分殿のボルドワ神官長に対して日帰りだと言ってきた事ぐらい。これに関してはプリムラに連絡を入れさせれば済む話である。

「……仕方ない。あいつらを野放しにすると何やらかすか分からん。俺達も行くぞ」

「あ、あの、いいのですか？」

「私とお姉ちゃんは、これといって特別に準備とかしてきてないんですけど……」

　ノートン姉妹に水をさされるような形で突っ込みを受け、もう一度ため息をつきながら荷物その他の確認をする達也。

　鞄かばんが倉庫とダイレクトにつながっている関係上、元々こういう状況であまり特別に準備などをした経験はないが、さすがに心構えすらできていない状況というのは初めてである。

　多少は確認したほうがいいだろう。

「本当に、どうしてこうなったのかしら……」

　しみじみとぼやく真琴に呼応するように、荷物から必要そうなものを取り出しながら、どこで間違えたのかこれまでの経緯について再確認する達也であった。
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　事の起こりは、屋台再開から一週間となる昨晩。夕食を済ませたあとのこと。

「少しはほとぼりも冷めてきたし、そろそろちょっくら外に出たいんやけどええ？」

「外に出る？　具体的には？」

「例の瓶びんの材料集めるために、砂漠の方まで行きたいんよ」

　宏の提案に、頭の中でいろいろ検討する一同。

　とはいえ、宏達三人が砂漠に対する出入りに若干ランクが足りないこと以外は、これといって他に思いつく問題もない。

　ランク制限があるといったところで、陽炎かげろうの塔と違って別段見張りが立っているわけでもない。

　この場合のランク制限は、特例を除き砂漠に出入りする類たぐいの依頼を受けさせてもらえない、という程度のものでしかなく、勝手に入る分には自己責任である。

「そうだな。別にそれぐらいは大丈夫だろう」

「砂集めてる間ぐらいだったら、あたしと達也でプリムラとジュディスを守るぐらいは余裕だろうしね」

　砂漠のモンスターはそれなりに強いが、あまり深くまで入り込まない限りは囲まれたりもしない。澪みおがちゃんと探知役をこなしてくれれば、不意打ちを食らう事もないだろう。

　その条件であれば、戦闘能力のない姉妹を守るぐらいはまったく問題ない。

「で、どのあたりまで行くんだ？」

「ワンボックスで日帰り圏内やから、七時頃出発でこの辺までかな、っちゅうとこや」

　そう言って宏が指示したのは、地図上で街道が砂漠に差し掛かったあたり。ダールから距離にして約二百キロ少々。ワンボックスなら三時間はかからない、どころか本気で飛ばせば二時間でお釣りがくる程度である。

「……ここまで、日帰りで行けるのですか？」

　地図を見て、興味本位で質問するプリムラ。

　移動速度に特化した最高級のゴーレム馬車なら確かに可能だが、その条件でも行って帰ってくるだけで午後の二時頃になる計算だ。

　食事や休憩、採取の時間なども考えると、日帰りではかなり厳しい。

「俺達の移動手段は、普通のゴーレム馬車より速いからな」

「そうなのですか？」

「ああ。ダールからウルスまででも、寄り道さえしなきゃ十日あれば余裕で着くぞ」

　ウルスからダールまでは、南部大街道を利用して大体六千キロちょっと。平均時速で八十キロ、八時間前後走り続けて九日程度というところである。これが馬車となると、スキルの影響で時速二十キロ以上出せるといっても、普通に一カ月では到着しない大旅行だ。

　もっとも、陸路という制限を考えたとしても、現代日本では移動だけで十日などという旅行はほとんどない。首都と首都をつなぐだけでこれだけの移動距離が必要というだけでも、ファーレーンとダールという二つの国の広大さがうかがえよう。

「それで、ワンボックスの方は砂漠仕様になってるのか？」

「とうの昔に対策済みや」

「なら、明日朝から行くか？」

「屋台の方、いきなり休みだとちょっと問題にならないかな？」

「それは、朝行く前に近場の店のおやっさん達に言付けしてもらえばいいんじゃないか？」

　春菜の問題提議に、対応策を提示する達也。

　賄わい賂ろと歌とその他もろもろで仲よくなった近場の店の店主達なら、上う手まいこと取りなしてくれるだろう。お客さん達も彼らの本職が一応は冒険者である事を知っているため、こういう突発的な休みがあるかもという事も承知している。

「じゃあ、明日の朝早起きして支度して、広場で言付けするのをお願いして、そのまま砂漠まで一直線？」

「せやな。っちゅうわけやから、今日ははよ寝よか」

「了解」

　その言葉を皮切りに、それぞれ明日のための準備に入る。

　そして翌日の九時半頃。

「本当に、二時間ほどで到着するんですね……」

「そんなにスピード出てる感じはしなかったのに……」

　予定より早い、約二時間という経過時間で目的地に到着した一行。

　砂漠方面はもともと交通量が少なく、徒歩で近隣の農地などへ向かう人や塔へ向かう馬車などを追い越せば、あとは百キロオーバーで走っても問題なかった事が最大の要因だろう。

　たまにストーンアントなどのモンスターを弾き飛ばしていたのはいつもの事だ。

　なお、ジュディスがあまりスピードが出ていると感じなかったのは、車が完全に覆おおわれているために外の風が入ってこなかった事に加え、外の景色が変化に乏しかったのが原因である。他にも、自動車というやつは案外速度というものを感じづらいという特性も理由としてあげられるだろう。

　さすがに砂漠だけあって、まだ十時前だというのにすでになかなかの気温になってきている。

　これが出発したぐらいの時間帯だったら、氷点下まではいかないにしてもかなりの低温だったわけで、自然というのはやはり過酷なものだ。

「で、砂をとるんだろう？」

「まあ、そう慌てな」

　車を片付けながら、あまり結論を急がないようにと別のカプセルを取り出す宏。

　新たに出てきたカプセルを見て、怪け訝げんな顔をする達也。

「そいつは？」

「折角砂漠に来るんやからって、こういうんも作ってみたんよ」

　そんなコメントと共にカプセルを展開すると、中から出てきたのは艦首にドリルがついた潜水艇。全長は大型バスよりやや大きい程度で普通の潜水艦よりは小型だが、それでも艦首に取り付けられたドリルはなかなかのサイズだ。

　そのたくましくも武骨な掘削用ドリルに、妙な胸の高鳴りを感じる達也と真琴。

　澪の視線はすでに釘くぎづけである。

「……聞くだけ野暮だとは思うが、これは何のために用意したんだ？」

「そらもう、砂漠の海を潜るために決まっとんで」

「……これ、本当に大丈夫なの？　潜りました、生き埋めになりました、ってのはあたし勘弁してほしいんだけど」

「あまりに余ったケルベロスの皮とかロックワームの皮をガチガチに固めて表面に張っとるし、水圧耐性とか地中耐性向上もガンガン重ねがけしとるから、一キロぐらいの深さまでは大丈夫なはずやで」

　宏の言葉を確認するため、達也が軽く表面を叩たたいてみる。

　やたら硬質で、まるで金属のような感触に、少々の圧力ではびくともしないだろうと結論を出す。

「外側がいくら丈夫でも、骨格がヤワだったら駄目だと思うんだが、そっちは？」

「ファーレーン居おった時にようさん買いだめした魔鉄とミスリルあるやん。あれ使って作ったし、皮の下にも魔鉄製の鉄板張ってあるから、骨格強度も悪うないで」

「何その資源の無駄使い……」

「ええやん。どうせ武器の修理か作りなおし以外に使い道ないんやし」

　ロマンあふれるその乗り物に心を奪われてか、どうにも真琴の突っ込みもいまいち力がなく、無駄遣いを糾きゅう弾だんするには至らない。

　しかもこの時は彼らは知る由もないが、のちのちこの潜水艇（この場合は潜地艇と呼んだほうが正しいかもしれないが）、別の場所で本来の使い道とはまったく違う形で役に立つ事になる。

　材料自体の使い道が乏しいというだけでなく、そういう面でも無駄遣いという非難は正しいとは言えなかったりする。

「まあ、何にしても、折角作ったんやから、軽く地下に潜ってみたいんやけど、どない？」

「……最低限、ちゃんとテストしてからかしらね」

「水圧の方ではテストし終わっとるから、少なくとも浅い場所でバラけたりはせえへんはずや」

「あんた、単独だと本気で碌ろくな事しないわね……」

「高レベルの職人系プレイヤーは、大概こんなもんやで」

　他に知り合いがいないために比較しようのない事を言われ、思わず疑わしそうな視線を向ける日本人一同。

　言葉の意味が分からないため、とりあえず会話をスルーして潜地艇をまじまじと観察するノートン姉妹。

「っちゅうわけやから、特に問題あらへんねんやったら、軽く潜りたいんやけど、どない？」

　もう一度やりたい事を主張する宏。

　その言葉を吟味する、というよりお互いに結論を押し付け合う達也と真琴。

　春菜は潜地艇そのものにはこれといって興味も何もないが、それゆえに宏がやりたいと言っている事に反対もしない。ある程度の安全性が確保されているのであれば、なおの事である。

　澪に至っては、むしろ潜る気満々だ。年長者二人の手前、あえて強く主張はしていないが、できる事ならこのロマンあふれる乗り物でギュンギュン地下を潜りたい。割と表情の変化に乏しい彼女にしては珍しく、きらきらと期待に輝いた目で達也と真琴の結論を待っている。

「……まあ、いいか……」

「……そうね。正直、あたしも地中って言葉に抗あらがいがたい魅力を感じてるし……」

「ほな、軽くレッツゴーや！」

　そんな掛け声で一同を潜地艇へ追い立て、誰にも邪魔をさせないようにさっさと操縦席に落ち着く。そして、

「いくで！　目指すは限界深度や！」

「ちょっと待て！」

　いきなり物騒な事を言いながら、思いっきり操そう縦じゅう桿かんを潜るほうへと倒し込む宏。

　どうやらこの潜地艇、操縦システムは航空機の類たぐいに近いらしい。

　物騒な事を言い出した宏を止めようにも、操縦席と客席の間に隔壁がある上にシートベルトをしていた事が災いして、止めるどころか割り込みに行く事すらできない達也。

　そのまま十五分ほど潜航したあと、岩盤らしきものに突撃をかけてぶち抜いていった潜地艇は古代遺跡がある超巨大な地下空洞に突入し、冒頭へとつながる事になる。

　なお、地面を潜っているとは思えないスピードで動いていた潜地艇のせいで、何体かの砂すな鮫ざめやサンドマンタ、ロックワームなどがドリルの犠牲になった事をここに記しておく。
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「ここは飲食店の類やったみたいやな」

「そうだね」

　遺跡探索を開始してから約一時間。

　冒頭で見つけた、他の建物と比較しても違和感のある造形の建物。

　その中を見てそう分析する宏と春菜。

　外観とは違って中身は割と普通にテーブルと椅い子すが並び、テーブルの端にはメニューらしき冊子が立てられおり、一般的な飲食店のような構造になっている。

　違和感があるとすれば、ファーレーンでもダールでも、こういうタイプのメニューがテーブルに備え付けられている飲食店を見た事がない、という事だろうか。

「なあ、プリムラ。ちょっといいか？」

「何でしょうか？」

「この遺跡について、何か知ってる事はないか？」

　ふと思い立ち、プリムラに遺跡について確認を取る達也。それほど期待しているわけではないが、ここから比較的近いダールの、それもイグレオス神殿の神官という立場なので、何か情報があれば儲もうけもの、程度で話を振ったのだ。

「……残念ながら、砂漠の地下に遺跡がある事を、今日初めて知りました。少なくとも、神殿の文献で見た事はありません」

「そうか。まあ、普通は砂漠の地下なんて調べねえか」

　プリムラの回答に、一つ頷うなずいて納得し調査に戻る達也。予想どおりなので、さほど落らく胆たんはしない。

　そもそも、プリムラが何か知っているのであれば、遺跡に到着した時点で何らかの反応を見せたはずなので、あくまでも念のために確認しただけである。

「……この文字、残念ながら読めない……」

「キッチンの構造は、そんなに特殊なものじゃないよ」

「置いてある調度品は、どうやら全部魔道具の類やな。もっと細かあ言うんやったら、バッテリー式のやつや」

　それぞれに調査結果を告げる。

　全体をとおして言える事は、ベースとなっている技術や文明レベルが地上のほとんどの国と隔かく絶ぜつした水準にあるという事だろう。

「なんちゅうか、滅んだんか放棄したんか、それとも壮大なドッキリなんか、いまいちはっきりせえへんなあ」

「ドッキリって？」

　聞き捨てならない宏の発言に、少し離れた場所をあれこれ調べていた真琴が怪訝な顔を向ける。

「ドッキリ、っちゅうか、ダメージの少ないブービートラップ、っちゅうか……」

「どういう事よ？」

「いや、な。なんかところどころに妙な精神的干渉をかましてくる設備とか道具とかその他もろもろが置いてあってなあ」

　そう言って、宏が指さしたのが天井からぶら下がっている紐ひも。

　何事もない様子を装って、ちょうど昔の蛍光灯のスイッチのような感じで垂れ下がっている。

　ここが飲食店というカテゴリーであれば不自然な事この上ないのだが、そうと思わずに見た場合、妙に自然な上にやけに引っ張りたくなる。

「……言いたい事は、なんとなく分かったわ」

「やろ？」

「で、宏としてはどう思ってるわけ？」

「あの紐引っ張った結果によるんやけど、引っ張ったあとの展開がイン○ィ・ジョー○ズかド○フかで判断が変わってくんで」

　非常に分かりやすい例えに、思わず深く納得してしまう真琴。

「で、や。これが単なるブービートラップやったらともかく、ド○フ的な方向性やったら、場合によっちゃあ、どっかでその様子を見てにやにやしとる連中が居るはずや」

「そのためにこの規模の遺跡を作るとか、相当な暇人集団ね」

　真琴のコメントには同意せざるを得ない宏。

　宏も趣味に走りがちだが、さすがに映画かテレビ番組の収録でもない限り、この規模の遺跡を一発ネタのために作り上げるような真似はしない。

「とりあえず、判断するためにはあの紐を引っ張らないといけないのよね？」

「せやねんけど、なあ」

「何よ？」

「なんとなく、あそこまで見え見えのフリに素直に従うんって、芸人的にちょっとなあ」

「誰が芸人よ……」

　言わんとしている事は分からなくもないが、そこで芸人根性を発揮されても困る。

「とりあえず、もうちょい他のところ調べてから考えよ」

「そうね。高確率で何かあるって分かってるものを、まだ調べる場所が残ってる状態で触る必要もないわね」

「っちゅうわけやから、ちょっと他の場所見て回るわ」

　他のメンバーにそう声をかけ、最初に調べていた飲食店っぽい建物を後にする宏。単独行動だと何があるか分からない、という理由で春菜と達也、それからジュディスの三人がついてくる事に。

「で、どこをどういう風に探すんだ？」

「とりあえず、文献ありそうなところを探そうや」

「でも、文字が読めなさそうだし、見つけてもこの場ではどうにもならないかもしれないよ？」

「もしかしたら、ダール語かファーレーン語に近い言語で書かれた文献があるかもしれへんし、あかんかったとしても文字適当に写して帰って、神殿かどっかの書庫当たってみればええだけやし」

「だったら、遺跡の入口あたりに転移ポイントを設定しておいたほうがいいな」

「せやな。ここは特に転移妨害とかかかってへんみたいやし、登録しとけば何回も行き来するんも楽になるし」

　達也の提案を受け、一いっ旦たん入口あたりに戻る一行。転移ポイント設定を行った後、公的機関がありそうな大型の建物を覗のぞいて回る。

「探れば探るほど、不自然な遺跡だよな」

「あれや。ネタに引っかかって笑ったら、どっかから『アウト！』みたいな宣言が来てケツ一発しばかれそうな感じや」

「あの、ヒロシさん。笑うとどうしてお尻を叩かれるんでしょうか？」

「宏君、ジュディスさんがついていけないから、向こうのネタは控えようね？」

「了解や」

　春菜に窘たしなめられ、余計なネタを言わないよう口を閉ざす宏。

　とはいえ、この時点でファンタジー的な意味で普通の遺跡である、という可能性はほぼ完全に消えている。

「それにしても、遺跡って宝箱とか宝飾品とかが出てくるのが普通だと思ってたけど……」

「宝飾品はともかく、普通に考えて墳ふん墓ぼとか神殿とかの類やない遺跡の場合、宝箱があるほうがおかしいわなあ」

「まあ、考えてみればそうだよね。そもそも、宝箱って何？　って話だし」

「ロマンのねえ話だが、現実だと遺跡ってのはそういうもんだしな」

　これといってお宝らしいものが見つからない事に対し、そんなロマンのない会話を始める一行。

　実際のところ、副葬品だの宝ほう物もつ殿でんだのがあるタイプの遺跡でもない限り、宝箱などというものは転がっていないほうが普通だろう。

　ゲームのように、何の変哲もない普通の部屋にやたら強力なアイテムが入った宝箱が置いてある、などというのは現実的に考えるならおかしな話だ。

「まあ、遺跡とダンジョンは別モンやで」

「そういうものなんですか？」

「そういうもんや」

　そんな生々しい話題で駄だ弁べりながら、抵抗力の低いジュディスが妙なものに引っかからないように注意しつつ、図書館らしき建物を探し出す。

「それにしても、本当におかしな遺跡だよね」

「妙なのは今更じゃねえか？」

「まあ、今更なんだけど、そういう種類のおかしさじゃないというか……」

　そんな事を言いながら、本棚を人差し指で軽くなぞる春菜。

　その動作で、言いたい事を理解する宏と達也。

「そういや、そこら辺はまったく気にしてなかったな」

「確かに、正真正銘古代遺跡やのに、妙に埃ほこりとか汚れとかの類が少ないわな」

「だよね？」

　春菜の指摘に感心する宏と達也。

　さすがは基礎女子力は一応高い女の子。その手の観察力は男どもとは一味違う。

「えっと、あの、どういう事でしょう？」

　掃除が行き届いている、という事について、何がおかしいのかすぐにはピンとこない様子のジュディス。人のいない古代遺跡、というものについていまいち理解できていない様子である。

「いや、な。千年単位で昔の遺跡に見えるってのに、掃除が行き届いてるってのはおかしいよな、って話だ」

「これはちょっと僕が迂う闊かつやってんけどな。よう考えたら、残ってるもんの傷み具合が、ちゃんと保管された状態で千年以上経った、っちゅう感じやってん」

「えっと、つまり？」

「予想される回答は二つ。この遺跡がまだ生きとる可能性と、千年単位で気長にドッキリしかけて待っとる暇な連中が居おる可能性や」

「あっちこっちにある不自然な紐とか妙な仕掛けとかを考えたら、暇人説が有力って感じ？」

「せやなあ」

　他の結論に持っていきづらい考察を終え、とりあえず下手な仕掛けを起動させないように慎重に本棚を調べていく。

　古今東西、本棚というのはゲーム的な方向でもド○フ的な方向でも仕掛けの宝庫である。

　例えば……、

「さっきちゃんと入っとったのに、えらい入れんのがかたいなこの本」

「……いてっ！」

　出っ張って入らない本を押し込んだら、別の本が飛び出して顔面に直撃したり、

「なんだろう？　この本、大きさも分類もすごく不自然なんだけど……」

「下手な事すんなよ？」

「って言われても、出したら入らなくなっちゃったし」

「感じからいうて、こっちやったら入るんちゃうか？」

「あ、本当だ。って……」

「お約束っつうか、古典的っつうか……」

　並べ方を変更したら、本棚が動いて隠し階段が出てきたり、それはもういろいろとおかしな仕掛けがたくさんあるのだ。

「とりあえず、隠し階段は放置しとくとして、読めそうな感じの本は見つけたで」

「本当？」

「っちゅうても、なんとなく英語かなんかが近そうな本があった、っちゅうだけで、僕の語学力やと中身は分からへん」

「そっか。ちょっと見てもいい？」

「頼むわ」

　宏に渡された本を開いて、少し眉み間けんにしわを寄せる春菜。読めてしまった内容が、かなり予想外の代物だったからだ。

「えっとね。表紙の文字は読めなかったけど、中表紙のタイトルは読めたよ。タイトルはエルメット夫人。多分小説か何かだと思う。最初のページ見た感じ、文法とか単語は、フランス語と英語とドイツ語が入り混じってる感じ」

「なんか、非常に嫌な予感がするタイトルやな」

「奇遇だね。私もなんだかいやな予感がするよ」

「正直、読まないほうがいい気はするんだが、予想どおりの内容とは限らないのが悩ましいよな」

　出てきた本のタイトルに全力で引きながら、対応について相談する三人。

　ダールでは小説という文化がそれほど浸しん透とうしていないからか、宏達がなにに引いているのかが理解できないジュディス。

　そんなジュディスを放置してごちょごちょと相談し、意を決した春菜がページをめくっていく。

「……うわぁ、うわぁ……」

「もしかして、予想どおりか？」

「うん。えっとね。『坊や、いらっしゃい』。エルメット夫人は自らその豊満な胸元をくつろげながら、まだ精通も始まったかどうかというあどけない少年を挑発的に誘う。性に関しては未成熟な、それゆえに好奇心を抑えきれないうぶな少年は、夫人の壮絶な色気に呑のまれ、我を忘れて魅入られたようにその熟れた肢体にむしゃぶりつく……」

「やっぱりエロ小説かよ!!」

　淡々とした口調で朗読する春菜に、というより朗読された書籍の内容に、思わず全力で突っ込みを入れてしまう達也。

　表紙に書かれたタイトルが誰も読めない古代文字で、しかも本自体が普通に扱っても崩れたりしないぎりぎりという傷み具合なのが、いろんな意味でひどい。

「なんか、ものすごく生々しい描写が……」

　顔をリンゴのように真っ赤にしながら、それでもついついという感じで開いたページを全て読んでしまう春菜。

　残念ながら、彼女も性行為に対する好奇心を抑えきれないお年頃なのだ。

　特に、尋常ではないレベルで恋をしてしまったがゆえに余計に。

　その隣では、同じくリンゴのように顔を真っ赤にしながら、続きを催促するように春菜を見つめる耳年増な神官見習いが。

　その様子を見る限り、ジュディスはこの文字を読めるらしい。

「遺跡で見つけた本が古代のエロ小説とか、ものすごいトラップやんなあ」

「まったくだ……」

　ページをめくるべきか否かで葛かっ藤とうしている様子の春菜を横目に、のんきな口調でコメントする宏と非常に疲れた様子の達也。

　いくら古代文明といっても、書籍というものがある以上はその手の本があるのもおかしな事ではないが、わざわざピンポイントに図書館風の建物に蔵書として置いておくとか、これがいわゆるドッキリの類でなければ一体どういう神経をしているのか疑わしい話である。

「とりあえず春菜。そういう本は、あとで夜中にこっそり、自分の部屋で読んだほうがいいぞ」

「あ、う、うん。そ、そうだね」

　達也に窘められ、羞しゅう恥ち心より好奇心が勝りそうになった自分を恥じるように本を閉じ、空いているスペースに適当に突っ込む。

　さすがに自分がものすごくはしたない事をした自覚があるのか、どことなく残念そうながらも文句を言う様子はないジュディス。

　これが澪ならば、何を今更という感じで堂々と読みふけるのだろうが、さすがに春菜にはその手の開き直りは不可能だ。そこまで羞恥心がないわけでもないし、先ほどは我を忘れていたとはいえ、好きな男の前で読むには内容に問題がありすぎる。

「それにしても、お前さんがあの手の本に、あそこまで食いつくとは思わなかったぞ」

「あ～、それは、あの、その……」

　さすがに自分でも、先ほどの事はうら若き乙女としてはあり得ない行動だった自覚があるだけに、湯気でも出そうなほど真っ赤な顔でもごもごと言葉にならない何かを呟つぶやく事しかできない。

　一応恋する乙女としてのある種の本能も先ほどの行動に走った原因の一つにはなっているのだが、本人も漠然としている感じなのですぐに言葉にできない。

「あ～、でも、あれって、いわゆる男の人の妄想とか願望とか、そういう感じなんだよね？」

　とりあえず、ようやく明確な言葉になった考えを達也に告げる。

　その内容を聞いて、宏には聞こえているであろう事を承知の上で、それでも声をひそめて内緒話をする達也。

「まあ、全部が全部ってわけじゃないが、大抵はそうだろうな」

「だったら、宏君もそうなのかな、とか、ああいうのが魅力的なのかな、とか、ちらっと」

「普通ならともかく、いくらなんでも相手があれだからなあ」

「やっぱり、無謀かなあ？」

「というか、そこに行く前に越えにゃならんハードルがなあ」

　結局のところ、らしくない行動も大抵はそこに行ってしまうあたり、恋愛感情というのはなかなかに業ごうが深い。

　こういう何もしていない状況だとついつい宏に視線が向きがちな春菜を見ていると、ため息しか出ない達也。目が合うたびに宏が怪訝な表情かどことなく困ったような表情を浮かべるのを見ると、春菜がどうにも哀れでしょうがない。

　澪ではないが、双方のためにせめて恋愛感情の存在を受け入れられるぐらいには立ち直ってほしいところだが、それこそ澪に何度も口を酸っぱくして言っているように、ここで焦ってこじらせるほうが余程害が大きい。

　可哀想だとは思うが、春菜にしろエアリスにしろアルチェムにしろ、もうしばらくは辛抱してもらうしかない。

　手負いの獣にちょっかいを出しても、碌な事にはならないのだ。

「なあ、春菜」

「分かってるんだけど、こういう経験なくて、どうしていいか分からなくて、つい……」

「そっか。まあ、頑張れ」

「うん」

　そう言って、気持ちを切り替えるために図書館の探索に戻る春菜。

　結局、古代のファーレーン語やダール語で書かれたエロ小説と妙な経済理論が書かれた論文以外にすぐに読めそうなものは発見できず、とりあえず隠し階段を調べるために真琴達と合流する事にした宏達であった。




　　　　☆




　一方、同時刻の真琴達はというと……、

「まったく、どこまでもふざけた遺跡よね……」

「真琴姉、ちょっとは落ち着く」

「分かってるわよ……」

　今までちゃんと回避できていたブービートラップを、プリムラがうっかり発動させていた。

「かなり見事なタライ罠わな」

「紐引っ張ったプリムラじゃなくて、あたしに直撃したのが釈然としないところだけどね……」

「も、申しわけありません!!」

「いやまあ、いずれ誰かはやるだろうなあ、とは思ってたんだけどね……」

　そう。だんだん紐を引っ張りたい、レバーを倒したい、という誘惑に抵抗しづらくなってきていたため、いずれ三人のうち誰かがやってしまうだろうとは思っていた。

　思っていたのだが、それをやったプリムラではなく、なぜか離れた位置にいた真琴の頭上から金ダライが落ちてきたのが真琴の不機嫌の原因である。

　しかも、落ちてきたのは一個だけではない。痛みに驚いて飛び退のいた先に一回り大きいのが、そのあまりの衝撃によろめいて踏み出した先に特大のが落ちてきた。

　まるで誰かが見ていて、真上から狙って落としているかのような正確さで真琴の頭に直撃した三つのタライ。

　かなり痛かった。特に最後の一つなど、澪とライムが一緒に行水できるほどのサイズがあった。

　役所のような建物だけに注意はしていたのだが、本人の努力とは関係ない形でひっかけられた挙句に道化にされた。

　そんなおちょくられた感が、真琴の神経をこれでもかという感じで逆なでする。

　相変わらず、ファンタジーという概念を馬鹿にしたような、余計な方向で遊び心あふれる遺跡であった。

「……怪しげな文字発見」

「どうせ読めないんでしょう？」

「今回は読める」

　澪の台詞に驚き、思わず駆け寄る真琴とプリムラ。

「で、なんて書いてあるの？」

「上を見ろ、だって」

「……なんだか非常に嫌な予感がするわね」

「というか、先ほど見えた感じでは、この上にはこれといって変わったものはありませんでしたよね？」

「うん。なかった」

　などと言いあいながら頭上を見上げると、

「今度は下を見ろ、か……」

「足元には何もなかった。間違いなく」

「って事は、非常に嫌な予感がするわね」

「ボクも。といっても、おちょくられてそうとかそういう方向だけど」

　そんな感じで非常に嫌な予感を覚えながら、それでも素直に足元を見ると、そこには『ざまあ見ろ』の文字が。

「……無茶苦茶腹立つわね……」

「さすがド○フ的古代遺跡。いろんな意味で外さない」

「澪、あんたは腹が立たないの？」

「真琴姉みたいに、殺意を覚えるレベルじゃない」

　無駄に冷静な澪に、それはそれでイラッとくる真琴。

　とはいえ、さすがに年下に八つ当たりをするわけにもいかない。年長者としていろいろなものをぐっとこらえる。

「……腹が立つのは目に見えてるけど、他の場所も調べましょうか……」

「了解」

「今度は気をつけます……」

　真琴の号令に従い、建物の中を家や捜さがししていく一同。

　当然のごとく、碌なものが出てこない。

　例えば……、

「そっちは何かあった？」

「箱の中に読めない文字が書いてあったぐらいですね」

「どれどれ……。これ、日本語？」

　日本語のメモが出てきたので読んでみると、

「えっと、アホが見る、ブ……」

「真琴姉、それ以上はいろいろと危険！」

　といったネタが仕込んであったり、

「何この気持ち悪い人形……」

「真琴姉、知らないの？」

「知らないって？」

「その昔瞬発的に流は行やった、死に○け人形ってやつ」

「こっちには不思議な服を着た猫の絵が……」

「な○猫とか……」

　年齢を疑われそうな（特に全部分かる澪が）、昔流行ったマスコットとかその類のものが大量に置いてあったり、ド○フかと思えば笑ってはいけない方面に近い傾向のネタが仕込んであったりという統一性のなさが、どうにも鬱うっ陶とうしい感じである。

「予想してたとはいえ、碌なものがないわね……」

「オクトガルもだけど、どこからネタ仕入れてくるんだろう」

「あんたは人の事は言えないとは思うけど、それも確かに疑問ね。今回はあの謎生物共と違って、あんまり最近のネタはなさそうだけど」

「いくつか外れてるのもあるけど、ざっと見て平均は、昭和の終わり頃から平成の中期に差し掛かるぐらいまで？」

「本気で、それが分かるあんたも大概だと思うわ……」

　某牛丼が好きな筋肉男の消しゴムを並べながら、あっさり年代を特定してのけた澪に呆あきれたようにコメントをする真琴。

「それにしてもなんか、動き回れば回るほど、この遺跡を作った連中の思うつぼにはまりそうなのが面倒くさいわね」

「イラッとくるだけで大した害はないから、適当に調べよう」

「しかないか……」

　澪の言葉にもう一度疲れたようにため息をつき、座っていた椅子から立ち上がる。

　続いてプリムラが席を立とうとテーブルに手をついたところで……。

「っ!?」

　思いっきりテーブルの天板が跳ね上がり、プリムラの顔を強打する。

　コントなどでよく見る光景ではあるが、実際に不意打ちで目の前で起こると、とにもかくにもものすごく痛そうだ。

「だ、大丈夫!?」

「ら、らいじょうぶれふ……」

　真っ赤になった鼻を押さえながら、もごもごと不ふ明めい瞭りょうな発音で健在を主張しようとするプリムラ。

　ネタの傾向が変わっていたため、思いっきり油断していた。

　今回はプリムラだったが、もしかしたら再び真琴が餌え食じきになっていたかもしれない。

　それぐらいきわどいタイミングだった。

「そうだったわ。結局、今のあたし達はコントの登場人物なのよね」

「地味に普段とあまり変わらないという説あり」

「その辺はあたしのせいじゃないわよ……」

　気を引き締め直そうとして、澪からあまり言われたくない種類の指摘を受けて真琴が肩を落とす。

　正直なところ、普段からコントじみた行動をとっている原因という点では、主犯格の宏と春菜ほどではないだけで澪は決して人の事は言えない。

「まあ、それはともかくとして、もう少し調べるだけ調べましょ。ただし、あくまでもコント的展開に対して警戒は必要だけど」

「了解」

「分かりました」

　真琴の号令に従い、気を引き締め直して探索を再開する一同。

　ここまでくれば、さすがにプリムラもコントというのがどういう意味かというのは大体理解しているらしい。

　不自然なものになるべく手を出さないように、ひたすら慎重に慎重に調査を進めていく。

　そんな羹あつものに懲りてなますを吹くようなやり方で一階部分の大まかな調査を終え、いよいよ二階に上がろうかというところで、ピタッと足を止める真琴と澪。

「ねえ、澪……」

「真琴姉も同じ事考えた？」

「この展開って、普通そうよね？」

「普通そうなる」

　代名詞で微妙な会話を続ける二人に、よく分かりませんという表情を向けるプリムラ。

　コントの意味は理解しても、ではよくある展開というのがどういうものなのか、となるとさすがに分からないのである。

「階段、ちょっと徹底的に調べてみて」

「了解」

「あの、階段に何か？」

「この後の展開が予想どおりだとすると、絶対にあるだろうって仕掛けが、ね」

　そんな事を言いながら、澪の調査結果を待つが……、

「ごめん。怪しいところは見つからなかった」

「……妙な継ぎ目とか変な仕掛けとかは？」

「少なくとも、ボクに分かるレベルのはない」

「そっか。厄介ね……」

　十中八九は仕掛けがある。それが分かっているのに対策が立てられない。

　おそらく二階に上がっても碌なネタは仕込んでいないと予測できるのだから、いっそ無視してしまえばいい。そう考えて二人に告げようとしたところで、

「真琴姉。さっき調べたんだけど、建物入口の扉が特殊な鍵でロックされてた。解除不能」

「つまり、全部のイベントを起こせって事ね……」

「ボクが行ってロープ結んでくる。ボクだけ何も引っかかってないっていうのも不公平だし」

「いいの？」

「どうせ致命的な罠じゃない」

　澪の、珍しく男前な発言に目を見張る。

　確かに今回遭遇したトラップは、どれもこれも致命的なものではない。だが、うら若き乙女が食らいたい種類のものでもないのだから、犠牲者は少ないほうがいいだろう。

　それなのに、このチーム最年少の少女は、自分から汚れ系トラップに引っかかりに行くと言う。

「それにね、真琴姉。こういう時自分だけ引っかからないのって、画面的には全然美お味いしくない」

「画面って何よ？」

　いきなりメタな事を言い出す澪に、思わず全力で脱力する真琴。

　やはり澪は澪だというところか。

「きっと見てるはず、おそらく、多分」

「それで見てなかったら、あんた引っかかり損じゃないの？　いや、女の身の上でああいうのに引っかかるのが美味しいかどうかは別にして」

　真琴の突っ込みに、明後日あさっての方向を向いて鼻歌なんぞでごまかす澪。

　結局言い出したら聞かない上に他にできる事もないので、彼女に任せる事に。

「じゃあ、行ってくる……」

　そう言って身軽に階段を駆け上っていき、

「あっ！」

「やっぱり来た」

　予想どおりパタンと倒れてスロープとなる階段に足を取られながらも、

「てい」

[image: ]

　きっちりと手すりにロープをひっかけて登る体制を作り上げる。

「顔面打たなかったから、微妙に美味しくなかった……」

「そういう汚れ思想はいいから……」

　どうにも汚れ系芸人の思想を普通に体現しようとする澪に、呆れながら突っ込むしかない真琴。

　なんだかんだでちゃんと二階に上がった三人は、同じような汚れ系コントトラップの嵐に巻き込まれ、すっかり体を張った芸人にされてしまうのであった。




　　　　☆




「……なんか、そっちも大変そうだな」

「……遺跡探索で体を張るって、普通こういう方向じゃないわよね……」

「……あ～、なんかお疲れさん」

「そっちも春菜が妙に挙動不審なんだけど、何かあったの？」

「……なあ。古代遺跡で見つけた文献が、エロ小説だったってのはどう思う？」

「……納得したわ……」

　ある程度調査を終えて合流し、お互いにあった事を報告し合う一行。

　予想をはるかに超えてあれでなにな遺跡。ファンタジーな世界だからといって、必ずしも物語のような出来事ばかりではない、などというのは十分に理解していたつもりだったが、現実というのはどこまでも斜め上を突っ走るようだ。

「で、隠し階段を見つけたんだって？」

「ああ。それも、構造的に絶対にここに階段があるのはおかしいって位置にな」

「どういう事よ？」

「あれだ。下の階の同じ位置、普通に喫茶スペースみたいなのがあったんだよ」

「あ～、ある意味お約束よね。主にアメリカ映画とかで」

　アメリカ映画のお約束、物理的にあり得ない構造の建物。それを現実に見る事になって複雑な顔をしている達也。その気持ちには同意するしかないが、同じシーンなのにアップが終わると登場人物の顔や服装が変わっているとかその手のネタと同じで、こういう場合は細かい突っ込みはしないのがお約束というか、ある種のマナーである。

「そういえば、二階に上がった時、階段とか大丈夫だったの？」

「階段？　……ああ。コントでよくあるあれか」

「そそ。こっちはもろにやってくれたんだけど」

「そういうのはなかったな。本棚にはいろいろと仕込んであったが」

「やっぱり、徹底的にふざけてるわけね、この遺跡」

　ざっと情報を交換して、思わずため息をつく年長者二人。

　ここまで来たのだから、調べられるところは調べて帰りたい。

　だが、この展開が延々と続くのは、それはそれで勘弁してほしい。

　そんな気持ちのこもった重いため息である。

　この後、良くも悪くも達也と真琴の懸念は外れ、隠し階段を下りた後から仕掛けのパターンがガラッと変わるのだが、最初の時点で予想されていた別のパターンとさらにそれ以外のパターンに切り替わることまでは、この時点では誰一人予想できないほど、ド○フのコント的パターンに慣らされてしまっている一行であった。








ダール編　第六話






「お腹減った……」

　いざ隠し階段を下りよう、という段階になって、澪みおがぽつりと呟つぶやく。

　妙なテンションに押されて探索に専念していたため、昼食をとるタイミングを失っていたのだ。

「言われてみれば、お腹減ったよね」

「ここは、先に飯やな」

　澪の訴えにつられ、意識してなかった空腹感を今更自覚する一同。

　こういう時は体の訴えに逆らわず、ちゃんと食事をするに越した事はない。

「とりあえず、一階のサロンスペースで食うか」

「だね。この階段下りてからだと、食べる余裕があるかどうかが分かんないし」

　食うと決まれば行動が迅速になる。話が出てから五分後には、サロンスペースで弁当と飲み物の準備が完了する。

「今日の昼飯は？」

「ダール料理に挑戦してみました。確か、イネブラとジャッテ、だったかな？」

　あってる？　という疑問を込めた春はる菜なの視線を受け、弁当の中身を確認して頷うなずくプリムラとジュディス。

　イネブラは一同がダールに来て最初に食べていたスパイスの塊のようなシチューで、昔のダールの言葉で鳥のシチューという感じの意味である。これがメイン具材が魚介になるとバネブラ、牛肉や羊の肉になるとドネブラとなるらしく、宏ひろし達が初日の晩に食べていたのはバネブラという事になる。

　ジャッテは羊乳とスパイスを混ぜたタレに具材を漬け込んだものを焼く料理の総称で、鳥を焼けばイネジャッテ、魚介だとバネジャッテ、牛肉だとドネジャッテとなる。

　もっとも、最近はファーレーンから輸入する食材の幅も広がっているため、イネジャッテと呼ぶより鳥のジャッテと呼ぶ事が多いらしいのだが。

「うへえ。また辛そうだなあ……」

　弁当箱に入っていた料理を見て、思わず達たつ也やが呻うめく。

　韓国料理ほど暴力的に赤いわけではないが、それでもどちらの料理にもスパイスに加えて唐辛子のようなものが結構な量使われており、見ているだけで口の中が辛くなってくる。

「まあ、そんなに辛くならないようにいろいろ工夫してるから、ね」

「もっとも、いじってある分、プリムラさんとジュディスの口にゃ合わんかもしれへんけど」

　料理というのは基本的に、その地域で最も多く採れる食材や調味料に依存すると同時に、その地域に住む人間が好むように進化していく。

　ファーレーンに比べてスパイス類が多く採れ、それ以外の調味料が少なくなるという地域性があったとしても、達也の舌だと辛さしか感じないというレベルになるのは、ダールにはそういう料理を好む人間が多い、という事だろう。

　それを日本人好みに調整したという事は、生粋のダール人であるプリムラとジュディスの口に合わない可能性は高い。日本料理の味付けも万能ではないし、日本人の味覚も全世界で受け入れられるようなものではないのだ。

「……このイネブラ、確かにイネブラなのですが、初めて食べる味わいです」

「イネブラでも、こんなにさっぱり辛さが引く味付けとかできるんですね」

　春菜の作ったイネブラは、体がかっと熱くなるような辛さはそのままに、後味がさわやかにすっと引くよう工夫されていた。

　その味付けは間違いなくイネブラだが、ただのイネブラではない。

「作った魚ぎょ醤しょうの中に、ちょっといい感じのがあったから試してみたんだ。あと、ジャッテがあるから肉を控えめにして、その分野菜の種類と量を増やしてみたの。思った以上に後味がさわやかになって、びっくりしたよ。お口に合ったかな？」

「お姉ちゃん、私はこっちの方がいいかな」

「そうですね。イネブラはお酒がなければ喉のどが渇きますが、これはそれほどでもありませんし」

　意外とダール人の二人にも高評価なイネブラに、見えないところでひそかにガッツポーズをとる春菜。料理人のはしくれとしては、やはり自分達の好む味付けで本場の人間に気に入ってもらえるのは嬉うれしい。

「気に入ってもらえて、よかったよ。ジャッテはどうかな？」

「これは、何のお肉ですか？」

「ブラッドウルフ。スラッシュジャガーでもよかったんだけど、カツカレーにも使ったからあえてこっちにしてみたんだ」

　またしても登場したモンスター食材、それも南部大森林の比較的奥でしか遭遇しないそれなりの強さの肉食獣の肉の名前に、何かを諦あきらめたように首を左右に振って料理をかじる姉妹。

　因ちなみに余談ながら、南部大森林はダールから見れば位置的には北部になるが、一般名称になっているためダールでも南部大森林で通じる。

「やっぱり臭においが強い肉食獣の肉は、こういうスパイスをたくさん使う料理とは相性がいいよね」

「だな。それと思ったより辛くねえんだな、このジャッテって料理」

「羊乳のおかげで、意外と辛さがマイルドになるんだよね」

「まあ、スパイスの組み合わせもいじったし、すりつぶした野菜を隠し味にタレに入れたりといろいろ実験はしとるけどなあ」

　やたらめったら手間暇をかけて作られた料理に、思わず沈黙してしまうノートン姉妹。

　こう言っては何だが、イネブラもジャッテも、それほど手間をかける料理ではない。

　普通のイネブラは、適当に混ぜたスパイスを少なめの水と共に入れ、一緒に入れた野菜から出る水分で煮込むという煮込み料理の中では金がかからない手抜き料理だし、ジャッテに至っては何も考えずに羊乳にスパイスを入れて大雑把にかき混ぜたものに肉を浸し、何も考えずに焼くだけという簡単料理である。

　王宮や高級なレストランならともかく、普通の宿や屋台、一般家庭でこの二つの料理にここまで手をかける事はまずない。せいぜいちょっとこだわりのある店がスパイスの組み合わせを工夫する程度で、それでもその店は行列ができるレベルだ。

　間違っても、こんな風に魔改造一歩手前と言われそうな工夫をするような料理ではない。

「そういえば、このパン、食べ応えがある割にえらくサクサクだけど、使ってるのは小麦？」

「砂麦。折角だから、いろいろ遊んでみました」

　真ま琴ことの質問に、微妙にドヤ顔で答える春菜。

　ノートン姉妹の事もあるためあまり米料理をしておらず、その反動でかなりフリーダムにパン作りをした成果の一つである。

「春はる姉ねえ。二人が、いろいろと価値観が壊されて悩んでますって顔してる」

「そんなに変かな？」

「変とは言わんが、普通は来たばかりの国の料理を、ここまで大胆にこねくりまわしたりしないんじゃないか？」

「そこはそれ。食べる事とものづくりには全力投球の日本人ですから」

「春菜の見た目で日本人を語られても、正直違和感しかないわ」

　何ともとぼけた会話を続ける一行に、ため息とともに首を左右に振るプリムラ。

　いい加減食事がらみで宏と春菜のやる事に驚いても無意味だと思っているのに、ダール料理の魔改造品ごときにここまで動揺する自分に情けなさを感じてしまう達也。

「毎度の事ながら、よくもまあそんなに工夫するところが思いつくもんだ」

「美お味いしいものを食べるためには、手間と工夫と実験を惜しんじゃいけないんだよ？」

「それは分かるんだけど、よくその情熱が続くわよね」

「師匠と春姉に言うだけ無駄だと思う」

　どことなく投げたような事を言う澪に、思わず視線を泳がせる二人。

　澪はある意味、彼らの食道楽の一番の犠牲者である。何しろ、あれこれ試そうとする二人にとことんまで付き合わされ、違いが分からないレベルの差で議論しながら微調整し、その結果に対していちいち感想を聞かれるのだ。

　いくら美味しいものが食べられるといっても、たまにものすごく面倒くさくなる。

　しかも、最初からワイバーンを調理できる程度の腕があった事が災いし、エアリスのように頑張って料理してもあまり褒めてもらえず、胃袋を掴つかもうにも宏の方が腕がよく、しかも春菜という強大な壁も存在している。

　その上、人生経験の差か、二人ほど工夫するポイントが思いつかないため、創作料理となると手も足も出ない。

　美味しいものは大好きだが、たかがテローナにうどんをぶちこむだけで、ダシの調整から具材の選定、うどんのかたさまでとことんこだわって調整する思考回路には、残念ながらついていけない。

　そこまでしないと料理がアピールポイントにならないのなら、女子力というやつは正直いらない。最近はそんな事を思ってしまう澪である。

「まあ、実のところは他に没頭できるものがあんまりないから、つい手の込んだ事をしちゃうだけなんだけどね」

「歌は？」

「歌は別に練習とかしないし、どっちかっていうとながら作業みたいな感じだから、酒場とかで歌う時以外は基本的に何かしながら歌う感じ？」

「まあ、普通はそんなもんだろうなあ」

　腹式呼吸からファルセットにビブラートなど、歌手と呼ばれる人間が使う高等技術を普通に使いこなした歌を、料理や作業の合間に鼻歌のような感覚で歌う女。それはそれでどうかと思うが、多分身に染みついた癖なのだろう。

「あ、そうだ、宏君」

「何？」

「余裕があったらでいいんだけど、ギターか何か作ってくれると嬉しいかな」

「ええけど、弾き語りでもすんの？」

「うん。毎回アカペラっていうのもなんだしね」

　なんだかんだと人前で歌う機会が少なくない春菜。ウルスにいた頃はそれほどでもなかったが、ダールに来てからは屋台とセットになったため、歌う回数が激増している。

「了解や。ついでやから、三味線なんかも作っといたほうがええか？」

「あ、そうだね。演歌とか民謡だったら、そっちの方がいいし」

　宏の提案に頷く春菜。

　この口ぶりでは、地味に三味線の演奏もできるらしい。

　つくづく変なところがハイスペックな女だ。

「……なんか宏の作る楽器って、さあ」

「ん？」

「ロックンローラーがやるみたいに思いっきり振り下ろしたら、簡単に岩とか粉砕しそうよね」

「だよな。あと、適当に鳴らすだけですごい衝撃波が出たり、呪歌じゃねえのに相手が状態異常になったりとかもありそうだ」

「師匠だと、子供の身長ぐらいありそうなバイオリンとか、総重量五百キロの黄金のピアノとか作ったあげく、バイオリンミサイルとかピアノボンバーとか言って投げるとか、普通にネタにしそう」

　楽器という単語について好き放題コメントする真琴達三人。特に澪のネタは、そもそもそれは楽器として成立してるのか、と小一時間ほど問い詰めたくなるものである。

「まあ、素材から言うて鈍器として使える程度の強度はあるとして、や。さすがに春菜さんが使う楽器で、そこまでネタに走る気はあらへんで」

「春菜が使う楽器なら、ねえ」

「僕とか澪が使うんやったら、まず真っ先にイロモノに走るやろうけどなあ」

「師匠、それ差別……」

「いや、僕らのキャラ的に、まともな楽器とかありえへんやん、普通に」

　宏の身も蓋ふたもない意見に、反論できずに沈黙する澪。

　最近は肉付きも良くなり、黙っていれば見事な和風の美少女に見える澪だが、その言動はどこまでもネタキャラである。本人も自覚しているため、楽器をやるにしてもイロモノ枠である事は否定の余地がない。

　ないのだが、自業自得とはいえ地味にへこむ話である。

「あの、皆さんの故郷では、子供の身長ほどもあるようなバイオリンや黄金のピアノがあるのですか？」

「無い無い」

「単なる冗談」

「冗談の割には、妙に内容が具体的だったような……」

　ジュディスの質問に、全力で否定する達也と澪。

　とはいえ、ギターを振り下ろして壊したり、ギターで誰かの頭をかち割ったりする、というのはあながち冗談とは言い切れないのだが。

「とりあえず、こっちに来る前から換算して三年ぐらいまともに演奏してない事になるから、さすがにきっちり練習して勘を取り戻さないと」

「さすがに、楽器演奏までエクストラ持ってる、とかいう事はないよな？」

「無理無理無理。一応スキルは持ってるけど、熟練度はせいぜいＭＡＸの一割程度だったよ」

　歌ほどには演奏の才能は持ち合わせていない春菜は、楽器演奏は歌の邪魔にならない程度にしか身につけていない。

　おそらく本気を出して習得すれば一流の端っこぐらいには引っかかるだろうが、音楽は趣味の範囲でと考えている春菜にはその気はない。

「まあ今すぐどうって事やないし、切実に必要なもんでもないし、そこはのんびりやっとこうや」

「そうだね。音楽は余よ暇かの範囲で楽しく、だね」

「飯も終わって結論も出た事だし、そろそろ行くか？」

「せやな」

「次は何が来る事やら」

　遅めの昼食を終え英気を養った彼らは、どう考えても碌ろくな仕掛けが施されてはいないであろう隠し階段の先へと向かうべく、一発気合いを入れるのであった。




　　　　☆




　建物の構造上あり得ない場所にある階段を下りた先は、中途半端に人の手が入った通路だった。

　三人並んで戦闘するには少々狭いが、二人で並ぶ分には片方は長物を振り回してもさほど問題にならない程度の道幅がある。

「上とはえらい雰囲気が違うやんか」

「お姉ちゃん、なんかすごく冒険って雰囲気になってきました！」

「ジュディス、落ち着きなさい」

　素人目にも冒険をやっているように見えるこの状況に、相当テンションが上がっている妹を窘たしなめるプリムラ。

　確かに冒険という雰囲気になってはきたが、先ほどまでの遺跡のあれこれを考えると、この先もきっと碌でもない仕掛け（ネタとも言う）がたくさん仕込まれているに違いない。

　それが分かっている状況で、素人が見た目に飲まれて無駄にテンションを上げるのは、いろんな意味で危険だ。さっきみたいに無理やり体を張らせて笑いをとるようなトラップならまだしも、場合によっては本当に命の危険があるかもしれない。

　自分達のような素人は、できるだけ冷静に落ち着いて行動しなければならないのである。

「こら、由緒正しい遺跡のパターンかもなあ」

「そんな感じだよね」

　それなりに広がれるところまで十フィート棒で足元や壁をチェックしていた宏と春菜が、感触やら何やらでそんな感想を言い合う。

　この場合、由緒正しいと言うのはイン○ィ・ジョー○ズのパターンを指す。

「とりあえず、隊列組むぞ。ヒロと澪が先頭、俺とノートン姉妹が真ん中。真琴と春菜は殿しんがりで頼む」

「了解」

　達也の指示に従い、隊列を組み直す一行。

　トラップの探知能力が高い澪と、そう簡単には使いべりしない壁役の宏が先頭に来るのは、この場合定石とも言える。問題があるとすれば、背後で発動するパターンのトラップに対しては、能力的にはともかく技能的には専門家に劣る春菜では少々不安がある事だろうか。

　そんな、今までほぼ使う事がなかったダンジョン用のシフトを組み、じりじりと慎重に進んでいく。エルフの森のダンジョンのように、シーフの技量に関係なく対応しようのないトラップがあるかもしれないが、それを理由に何もしないのは自殺行為だ。

「……今のところ、何もなし」

「内容が馬鹿馬鹿しかったとはいえ、さっきまでのトラップの量を考えると不気味ね」

「だよね」

　上層の遺跡は、それこそ目につく場所には漏れなく、という感じで何か仕込まれていた。

　多分引っかかったところで、一番ひどくて爆発に巻き込まれて煤すすだらけになって髪の毛がアフロになるレベルだろうとは思うが、その分数だけは嫌になるほど多かった。

　それに比べると、下に降りての探索開始から、まだ十分ほどとはいえ、まったくトラップらしいトラップがないというのは不気味すぎる。

「……突き当たり、Ｔ字路」

「何やろうなあ、この微妙に面倒くさいネタが仕込んでありそうな状況は」

「とりあえず調べる」

　かなり不審な感じのＴ字路に、警戒心をむき出しにしながら慎重に丁寧にしつこくしつこく確認する澪。どうにも嫌な予感しかしない。

「……通路自体は何の仕掛けもない」

「せやけど、なんか違和感あんで」

「うん。何かおかしい」

　仕掛けはないが、これだけははっきり言える。何かがおかしい。

　罠わなの類たぐいはないが、二人の高い感覚値が何かを訴える。

「こういう時は、構造そのものが騙だまし絵レベルでなんか変やねん。せやから、土木とかそういう方面から攻めれば、なんか分かるはずや」

　そんな事を言いながら、土木作業の時に使っている水平器を取り出し、まず自分の足元に置く宏。

　どうやらこのあたりはちゃんと水平が出ているようで、水平器の気泡はちゃんと中央に来ている。

「次は、っと」

　間違って踏み込まないように、手前から届く範囲で水平器を置く。

　傾きを示すように、気泡が右側に上がっていく。

「通路が傾いとんな。多分、ビー玉置いたら転がるレベルや」

「そんなに傾いてるの？」

「すごい技術で手間暇かけて誤魔化しとるわ、これ」

　宏の言葉に、首をかしげるしかない春菜。彼女で辛うじて多少違和感を覚える程度で、達也や真琴、ノートン姉妹などの目にはまったく違和感がない仕上がりである。

　並の冒険者なら、罠がないからとごく普通に通路に侵入するレベルだ。

「で、や。通路が傾いとる、っちゅうことは、このパターンやと」

「定番はローリングストーン？」

「やろうなあ」

　こういう状況でよくある罠を提示し、全員の意見を一致させる。

「実際の傾斜はどんなもんだ？」

「人間の体やと、傾いとる事に気がつくかどうか、っちゅうレベルやな。で、いろんなやり方で徐々にこう配がきつくなってんのが分からんよう錯覚させて、まっすぐ歩いてるつもりやのに実は下ってた、みたいな感じになると思うわ」

「いわゆる幽霊坂とか、あんな感じか？」

「そんな感じや」

「……陰険だな……」

「何を今更」

　手の込んだ陰険な構造の遺跡について、面倒くさげに確認し合う宏と達也。

　とはいえ、陰険な構造ではあるが、不思議と殺意は感じない。

　おそらくだが、この遺跡はお約束を悟らせないために陰険なやり方をしているだけで、ちゃんと回避方法が設定されているのがなんとなく分かるからだろう。

「この場合問題になるんは、岩が最後まで転がるんを防いだほうがええんか、途中でよけて最後まで転がしたほうがええんかやな」

「えっと、もう岩が転がってくるのは確定なんですか？」

「今までの流れから言うて、こういうお約束は絶対はずさんやろう」

　不思議そうなジュディスに、力強く断言する宏。

　上のフロアがあれだけある意味でのお約束に忠実だったのだ。このフロアがイン○ィ・ジョー○ズ的お約束を外すとは思えない。

「岩が転がってくるというのは、なんとなく理解しました。防いだほうがいいか否か、というのは？」

「この手の仕掛けって、大きく分けて二つのパターンがあるんだよね。一つ目が、岩をよけて突き当たりに落とす事で、別のフロアや通路に行くためのルートを確保できるパターン。もう一つが突き当たりに当たった時点で、別のトラップが作動するパターン」

　プリムラに対して、丁寧にお約束を解説する春菜。

　この罠が厄介なのは、転がしてみないと分からないところだろう。しかも、岩のせいで道が通れなくなるなどといった派生パターンもなくはない。

「今の段階だと、どっちのお約束なのかを判断する材料が少ないのが問題」

「そうだな。真琴、何か思い当たる事はあるか？」

「あたしにそういう観察力を求めないでよ。それが分かってたら、そっちの二人か春菜がとっくに見つけてるわよ」

「だよなあ」

　ノートン姉妹に対する澪の補足説明を受けて、基本こういう状況では役に立たない達也が、同じく役に立たない真琴に形ばかりの確認をとる。

　基本的に引っかかってみるしかない、というのが本気で面倒くさい。

「トラップの構造上、下手に単独で確認とかしたら分断されかねんのが厄介やで」

「ここは腹をくくって、皆で引っかかってみよっか」

「それやったら、僕が一番後ろやな」

　最悪、生身で転がってくる岩を受け止める必要があるが、このメンバーでは宏以外に直径数メートルの丸岩をどうこうできる人間はいない。

「場合によっちゃあ、岩砕かんとあかんから、モール持っといたほうがええやろうなあ」

「頼む」

「ごめんね、危ない役任せちゃって」

「こんなん、ハニトラに比べたら全然怖ぁないで」

　引っかかったら根性の悪い女に嘲あざ笑わらわれ、引っかからなかったら根性の悪い女に存在を否定するような罵ば詈り雑ぞう言ごんを投げかけられる。

　罵詈雑言といったところで、達也あたりなら負け犬の遠とお吠ぼえと普通に無視するような事柄だが、宏にとってはいろいろときつい。

「相変わらず、物理的な危険は女性関係のトラブルより脅威度が下なのね……」

「真琴さんかて、モンスターよりノンケのパンピーの方が怖いって経験、しとるやろ？」

「……言いかえせないわねえ」

　そんな事を言い合いながら、若干隊列を変更してＴ字路に進入する。

　いろいろと時間を稼ぐために宏は傾斜を上っていき、他のメンバーは通路の構造、というよりは逃げ場所を確認するために下っていく。

　澪を先頭にした調査側の集団が十数メートル歩き、そろそろ突き当たりが目視できるかどうかというあたりに来たところで、ガタンッと通路に大きな振動が走る。

『来た！』

『宏君、大丈夫!?』

『まだ大してスピードも乗ってへんから、余裕やで！』

　目の前からゆっくり転がってくる大岩に対して突っ込んでいき、ヘヴィウェイトで自重を増加、完全に受け止めて見せる宏。

　それなりに本気の重量ではあるが、その気になれば片手で支えられるあたり、どうにも丸岩の密度はそれほどでもないような印象である。

　はっきり言って、最大速度で直撃したところで、ノートン姉妹でも命の危険はないだろう。

『この岩、ほとんどハリボテやで』

『重量はどんな感じ？』

『僕のモールよりちょっと重いぐらい。表面は岩のように硬いけど、密度はかなりスカスカや』

　やはり、陰険な割に殺意はないらしい。

　油断させておいてという可能性もないわけではないが、この遺跡がある種のアトラクションであると考えるなら可能性は低いし、今までの仕掛けの仕様も説明がつきそうである。

『そっちはどない？』

『通路の奥にちょっとした仕掛け。岩がはまって通路がふさがる感じ？』

『ほな、この岩砕いたほうがええな』

『いや、むしろ一回はめこんでから砕いたほうがいいんじゃないか？』

『さよか。もしかしたら最大速度でないとあかん可能性もあるから、ちょっと戻して仕掛けして、そっちに合流してから転がるようにするわ』

『了解』

　方針を決めたところで、えんやこらと大玉転がしのように岩もどきを押し上げていく。

　通路の天てっ辺ぺんまで押し戻したあと、楔くさびを二本用意して位置を固定し、一本に霊糸をくくりつけてひっこ抜けるように細工する。

　この時、地面の方にも多少細工をして、楔が確実に壁際に抜けるようにするのも忘れない。直径が道幅一杯といっても、固定された楔を避ける程度の遊びはあるのだ。

　遠目にその様子を見ていた達也が、いまだにこういう便利グッズ扱いから完全には脱却できていない霊糸に対して、心の中で十字を切った事は言うまでもない。

「細工完了。回避場所はここか？」

「だと思うよ」

「割とこの人数やとぎりぎりやな」

「うん。ごめんね？」

「いや、しゃあないって」

　そんなこんなで仕掛けを終え、引っこ抜くための霊糸を片手にみんなと合流した宏。

　五人を超えると割とすし詰めになる回避スペースを見て、微妙に顔を青ざめさせながらももの分かりのいい事を言ってのける。

　とりあえず、何かあった時の壁役をまっとうする必要性と仕掛けを起動させるためという大義名分のもと、密着度合いが比較的マシになる一番外側に入る。

　その際、いざという時に補助魔法をかけるため、という言い訳で宏に一番密着するスペースを確保した春菜は、密着した時点でそのスペースが自分にとって、いかに危険かを思い知る。

（うわあ……）

　鎧よろい越しとはいえ、惚ほれた男に密着するというのが、これほど心臓に悪いとは思いもよらなかった。

　至近距離に見える宏のやや青ざめた顔に申しわけなく思いながらも、普段意識する事のない男の匂においと見た目の印象よりはるかにたくましい体、そして比較的鎧や布が薄い場所から伝わってくる肌の感触と体温が、徐々に春菜の思考を停止させようとする。

「ほな、いくで」

　そんな春菜の様子に気がつく気配すら見せず、鎧越しだというのに妙に柔らかい春菜とジュディスの体の感触に青ざめながらも（春菜以外の位置は、とりあえずくじ引きで決めた）、すべき事を宣言して思いっきりよく楔を引っこ抜く宏。

　次の瞬間、重力に引かれてゆっくりと転がり始めた岩もどきは、何か仕掛けでもあったのか傾斜から予測される以上のスピードで転がってゆき、なかなかの勢いで突き当たりに衝突する。

　なお、傾斜の分か、このあたりは天井が意外と高いため、仮にいろいろ失敗して岩もどきに挽ひき潰されても、体の上を転がっていくだけでそれほどのダメージにはならない。

　澪ですら気がつかなかったが、ご丁寧に妙な超技術で、わざわざ地面がクッションになる構造になっていたりするところも、やはりアトラクションっぽい作りである事を感じさせる。

「さて、どうなった事やら」

　ＳＡＮ値が直葬されそうな状態から一刻も早く抜け出すべく、いそいそと回避スペースから出ていく宏。あまりに忙せわしなく離れていく宏の体温が妙に寂しく、思わず小声で「あっ」と呟いてしまう春菜。

　普通の男なら闘うべきは性欲だとか理性のぐらつきとかであろう状況でも、この男は本気で発狂しそうな恐怖と闘う羽目になるのだ。

「まあ、理由は分かってるんだけど春菜、あんた顔真っ赤よ？」

「ジュディス、あなたもですよ」

「お姉ちゃんにだけは言われたくないです」

　なんだかんだと言って、合法的に合意の上で意中の男と密着する機会を得た女性陣は、全員顔をこれでもかというぐらい赤く染めて妙なテンションになっている。

「で、感想は？」

「……みんなには悪いけど、ある意味においては誕生日の時より幸せだった気がする……」

　意地の悪い顔でからかう真琴に対し、春菜はうつむきながらどことなくとろけそうなかすれた声で、小さく呟いて答える。

　普段は体つきの割に驚くほど色気がない春菜だが、この時ばかりはありとあらゆる煩ぼん悩のうを解げ脱だつした賢者や僧そう侶りょでも道を踏み外しそうなほどの色気を漂わせていた。

　普段なら嫁さん以外女として眼中にない達也ですら、思わずくらっときそうになったのだから、相当である。

　むしろ、普段が普段だからこそ、そのギャップが余計に大きいのかもしれない。

「まあ、こんな機会でもなきゃ、まともに物理的接触ができる相手じゃないしねえ」

「春姉、ジュディス、ずるい……」

　くじ引きに負けた澪が、目だけで二人を非難する。

　そんな女性達のやり取りを頑かたくななまでに無視し、岩が転がってきた坂の上と岩が直撃した行き止まりを確認、調査する宏。

　今だけとはいえ、過剰に色気を発散している女など、宏にとっては起爆スイッチの入った核弾頭のようなものである。

「坂の上は、行き止まりのままやな。引き返す道は普通にふさがっとる。新しい道はできてへんけど、軽く叩たたいた感じから言うて本気でしばけば通り道ぐらいは作れそうやで」

「要するに、森のダンジョンと同じやり方か？」

「そんな感じや」

　あくまでも力技で平常運転に戻る男二人を見て、同じく力技で意識を切り替える女性陣。

　まだまだ鼓動が収まらない春菜だが、いつまでも引きずって宏に負担をかけては、何をやっているのか分かったものではない。

「ほな、一発行くで」

「おう」

　達也の許可を受け、思いっきりモールを振り下ろす宏。

　実のところ、ちゃんと調べれば坂の上の行き止まりに小さなスイッチが見つかり、それを押せば普通に隠し通路が出てきたのだが、先ほどの女体との接触や春菜からの色気のダメージが抜け切っていない宏は、結局仕掛けを発見できず強引に道を切り開いたのであった。




　　　　☆




　いくつかのフロアを突破した先の、休憩可能なスペース。

　一行は一息つきながら、微妙にうんざりした顔でこれまでの事を振り返っていた。

「定番の罠、一杯あった」

「ほとんど漢おとこ解かい除じょで潰つぶした気がするんは気のせいか？」

「まあ、それが一番早かったんは事実やしなあ」

　上から横から飛び出してくる槍やりに吊つり天井、迫ってくる壁など、ここに来るまでにイン○ィ・ジョー○ズ的な定番と言える罠がほとんど出尽くした。

　出ていないのはテレポーターとアラームぐらいである。

　テレポーターが出てこないのはおそらく元ネタに存在しないからで、アラームはガーディアンなどの仕込みが面倒だったからに違いない。

「いやまあ、あれが本当にやばい罠だったら、あたしか達也が漢解除以外の方法を提案したけど」

「槍とか矢とかが、全部おもちゃ同然だったよね、あれ」

「迫ってくる壁も、人間挟んだらそれ以上動かんぐらいのパワーしかあらへんかったしなあ」

「そのくせ、まともに解除できる構造になってなかった」

「なんというか、もとから四苦八苦しながら漢解除で突破させる前提だった感じね」

　例の映画でのお約束だと、全ての罠は引っかかって突破という事になる。

　そして、あくまでアトラクションという立場を崩していないこの遺跡、発動した罠は全部致命傷には程遠い性質になっていた。

　槍や矢は穂先や鏃やじりがゴムのような柔らかくて弾力のある素材でできており、目にでも当たらない限りはまともなダメージになりようがなかった。

　吊り天井も迫る壁も、まるで昨今の電動シャッターや自動ドアのように、ちょっと硬い物が挟まるとそれ以上進まなくなるという安全設計で、余程の事がない限りはそれで命の危機に陥おちいるという事はない仕様である。

　とはいえ、まったくペナルティがないわけではない。

　吊り天井や迫る壁はかなりがっちりロックがかかる構造だったため、力技で突破するには結構な苦労があった。

　槍や鏃は当たると軽い麻ま痺ひや混乱などのちょっとした状態異常になり、その場はともかく後々に結構響いた。

　いずれも致命的ではないが、スタミナや精神力といった要素は確実にがりがりと削られている。

　因みに、一番きついペナルティは、最後の最後にジュディスが引っかかった槍やり衾ぶすまトラップでの状態異常・空腹であろう。

「途中、なぜかレーザーと赤外線で罠張っとったんは、思わず笑ってしもたで」

「あれだけ、ネタの傾向が違う」

　途中、なぜかスパイ映画のような警備態勢をとっていた一角があり、センサーに引っかかるとガーディアン代わりのボールがヒットアンドアウェイで攻撃を仕掛けてくるというトラップがあった。

　とても全部よけられるような配置になっていなかったため、結局宏が全てフルスイングでホームランして始末し、回避できる範囲でだけセンサーを避けて力技で突破したのだ。

「で、まあ、あれや」

「うん。言いたい事は分かってるよ」

「ここまで来て、何の仕込みもあらへんっちゅうことはまずあり得へんとして、この場合何から突っ込んだったらええと思う？」

「定番だもんね、不自然なところにあるやけにしっかりした作りの妙に真新しいトロッコ」

　宏と春菜のコメントが示すとおり、部屋の奥には妙に真新しいトロッコがあり、そこから底が見えないほど深く広大な穴の上をレールが走っている。穴の底をよく観察すると、パッと見には分からないように巧妙にカモフラージュされた安全ネットが張ってある。

　これに関しては、落ちても大丈夫と安心すればいいのか、落ちるかもしれないような仕掛けが施されている事を心配すればいいのか、かなり微妙なところだろう。

　この手の突っ込みを入れるのは無粋ではあるが、明らかに古代遺跡だというのに、なぜかトロッコのレールにさび一つ浮いていないのはものすごく不自然である。

　中途半端に古く見せる偽装が入っているトロッコが、余計にその不自然さを強調している。

　おそらく分かっていてわざとだろうが、実に余計なところでいいセンスをしている。

「とりあえず、この場合ありそうなネタ、あげてこか」

「まず基本は、こうもりか何かに攻撃喰くらうってとこだな」

「あと、途中でポイント切り替えないと地底に転落、はありそうね」

「ジェットコースターも定番。トロッコなのに宙返りとかレールがねじれてたりとか」

「だけど、なぜか乗ってる人は絶対落ちないんだよね」

　トロッコという事でありそうなネタを出し合い、今後の展開を予想する。

　どれもこれもある意味定番のネタである以上、絶対に仕込んであるはずだ。

「まあ、ある意味今までよりは大した事あらへんわな。基本的にはジェットコースターの亜種やし」

「だなあ。となると問題は」

「トロッコ、もうちょい容積欲しかったで……」

　本日二度目の密着タイムとなりそうな小さいトロッコを見て、思わずため息をつく宏。

　さすがに先ほどのようにぎゅうぎゅう詰めという事はないが、武器を振るう余裕もない。

「もう一つ問題なんが、そろそろええ時間やっちゅうことやな」

「あ～、言われてみれば、いい加減晩ご飯ぐらいの時間だよね」

「せやから、どないする？　ここで一泊して明日の朝からトロッコ攻略するか？」

「先がどうなってるか分かんねえのが厄介だな」

「かといって、トロッコで終わりとは思えないし、こういう精神的に疲れそうなネタを明日の朝一でっていうのも気が進まないのよねえ」

　いい加減疲れているので、今日のところはこれ以上余計なイベントは勘弁してほしい。

　だが、明日の朝一番から宏が使い物にならなくなりそうなイベントをこなすのも、それはそれでどうかという気がする。

「面倒だから、コインでもはじいて決めるか」

「それでいいんじゃない？　どっちに転んでも碌な事にならないし」

「じゃあ、私、配置のあみだくじ作っとくね。宏君と達也さんは一番前で」

　宏が一番ダメージが少なくなるよう最初に男性陣の位置を固定し、残りのメンバーをくじで適当に決める。

　その間に達也がはじいたコインの結果は表。今日のうちにトロッコを終わらせる事が確定する。

「トロッコ終わってすぐぐらいのところに、野営に向いた場所があったらええんやけど」

「まあ、ところどころセーブポイントっぽい場所もあったし、大丈夫だと思うよ」

　そう言って、やたら強力なくじ運で宏の真後ろというポジションを確保した春菜が妙に嬉しそうにトロッコに乗り込む。本日二度目の接触タイムだ。

　同じ列には澪を挟んで真琴が入り、ノートン姉妹が一番後ろとなる。

「とりあえず動かすから、しっかり掴まってろよ！」

　達也の警告に従い、それぞれ掴まれる場所を確保する一行。

　どの程度の速度が出るかは不明だが、安全バーだのシートベルトだのの類はないフリーなトロッコだ。おそらく妙な仕掛けでそう簡単に落ちる事はないだろうが、しっかり掴まっていないと怖い事この上ない。

「早速こうもりか！」

「定番やな！」

　予想どおりの展開に舌打ちしつつ、マジックブリットで落とせるものを落としていく宏と達也。

　他のメンバーは場所や角度が悪いため、さすがにこれといった対応は取れない。

「わわ!?」

　宏が撃ち漏らしたこうもりが、春菜の頭上をかすめてどこかへ飛んでいく。

　とっさに頭を下げて避けたところで、大きなカーブに差し掛かる。

「わわわっ！」

　姿勢が崩れた状態で大きく曲がったものだから、思いっきり前につんのめる春菜。

　物理法則に逆らいきれず、そのまま宏にしがみつく。

「……っ！」

　思わず悲鳴を上げそうになり、必死になって飲み込む宏。

　いかに女性恐怖症といっても、このどうしようもない状況でそういう理由で悲鳴を上げるとか、さすがにそれなりの期間同居している相手に失礼すぎる。

　ＳＡＮ値が厳しいが、最大値さえ下がらなければ、シナリオが終われば全快するのだ。ここは必死になって我慢するしかない。

　などとかなり間違った方向でゲーム脳的な事を考えているうちに、おそらく危険地帯であろう切り替えポイントが見えてくる。

　このまま地底に落とされると、春菜に押しつぶされる事になって余計にＳＡＮ値がピンチだ。

　そんな駄目駄目な思考のもと、反射的にポイントを切り替えると……、

「きゃあああああああああああああああああああああああ!!」

「ちょっとまてえええええええええええええええええええ!!」

「この低速で宙返りは余計に怖いわよ!!」

「うひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!!」

　ある意味予定どおり、宙返りやスピン、やたらと旋回半径の小さい連続カーブなど、レールがジェットコースター仕様に変わる。

　トロッコの低速でジェットコースターのような挙動を取られるのは、いろんな意味で不安がよぎる。しかも、なぜか一定以上床から足が離れないというだけで、振り落とされそうになる不規則で不安定なＧは、妙に物理法則に忠実にかかってくるのである。

　落ちないと分かっていても床から完全に足が浮くのは、正直不安などという次元では済まない。

　結果として、

「わああああああああああああああああああああああああ!!」

「怖い怖い怖い怖い!!」

「ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!!」

　春菜と澪が恥も外聞も思いやりも完全に投げ捨ててやたらと立ち方が安定している宏にしがみつき、その結果ジェットコースターでは感じないはずの恐怖で叫ぶ羽目になる宏。

　そこにこうもりが不規則にヒットアンドアウェイをやらかし、春菜と澪がさらに力一杯しがみついて宏が叫ぶという、ある意味素敵な流れが完成する。

「……なんか、ものすごく怖かった……」

「ご、ごめんね、宏君。ちょっとまだ普通に立てない……」

　ある意味で、一般的なジェットコースターとは比較にならないほど怖いトロッココースターのせいで微妙に足が震え、宏から手を離さねばいけないと分かっていても、どうにも離れる事ができない二人。今はやたら安心感のあるこのぬくもりを手放せそうにない。

「……」

　そんな二人に対し、完全に真っ白に燃え尽きた宏は何の反応も示さない。

　おそらく、トロッココースターが怖いと感じなかった唯一の人物ではあろうが、間違いなく何の慰なぐさめにもなっていない。

「と、とりあえず、いろんな意味で今日はこれ以上は無理だな」

「そ、そうね。正直、ここに野営できそうなスペースがあってよかったわね……」

　そう言いながら後ろを振り向くと、

「……」

「……」

「プリムラとジュディスが、目をあけたまま気絶してる!?」

　絶叫マシーンにまったく耐性のないノートン姉妹が、見事に気絶していた。




　　　　☆




「連中が帰ってきておらん？」

「はい。早朝に砂漠に砂を取りに行くと言って街を出たらしいのですが……」

「それなら、一日二日戻ってこぬのは、不思議でもなんでもなかろう？」

「いえ、それがですね……」

「ああ、そういえば、連中は高性能なゴーレム馬車を持っておったな。それならば、確かに日帰りで砂漠まで行けん事はないか」

　セルジオの報告で宏達の情報を思い出し、少々顔をしかめる女王。明日あたりに神殿から手を回し、そろそろ正式に王宮へと招き入れる予定だったのが台無しである。

　それだけではない。ゴーレム馬車を持っていて、しかも早朝に砂を取りに行くと言った連中が戻ってきていない。それはすなわち、何がしかのトラブルに巻き込まれている、という事である。

「連中からの連絡はないのか？」

「とりあえず、ノートン姉妹からは一度、少し予定が変わったから帰るのが多少遅くなりそうだ、という連絡はあったそうですが」

「多少、という単語がある以上、普通は日をまたぐなどとは考えぬか」

「はい」

「この目で確かめた実力を考えれば滅多な事では命の危険はなかろうが、一体どこで何をしておるのやら」

　あまりに不穏当な状況に顔をしかめつつ、一応一行の身を案じる女王。

　とはいえ、いかな女王といえどもさすがに、

「あ、砂牡か蠣き発見」

「おっ、牡蠣か！　毒とか大丈夫か？」

「こいつは加熱さえすれば、いつ捕まえても食えるで」

「牡蠣は燻くん製せいにすると美味しいのよねえ」

「カキフライ、カキフライ」

　きっちりトロッココースターの恐怖から立ち直った上で古代遺跡に生息する食材を発見し、平常運転で夕飯を作っているとは想像もしていないのであった。






ダール編　第七話






「いない、だと？」

　あまりに意外な報告を受け、思わず聞き返す男。

　この場にいる人間の中では最も立場が上のようだが、この場にいる誰よりも影が薄い。面と向かって話していてもまったく記憶に残らないほど存在感が薄く、特徴がない。

「ターゲットは、昨日より消息が不明となっています」

「どういう事だ？」

「昨日の朝からダールを出たターゲット一行が、いまだに帰ってきておりません」

「追跡は？」

「連中が使用したゴーレム馬車と思われる乗り物のスピードに追いつけず、途中で断念せざるをえませんでした」

　ゴーレム馬車、という単語に納得するしかない男。ゴーレム馬車のスピードは別格だ。生身で使用できる手段では、追跡するのは厳しい。

「とはいっても、どこに向かったかのおおよその見当はついているのだろう？」

「可能性のある場所、全てを探らせましたが……」

「発見できなかったわけか。ゴーレム馬車は？　あれを隠すのは、それほど容易たやすい事ではないと思ったが？」

「影も形もありませんでした」

　予想外に厄介な状況に、その特徴のない顔をしかめる男。

　顔も名も知らぬファーレーンの同胞の計画を潰つぶした連中と、今回の計画において必ず始末しておかなければならない姉妹。その二つが一緒に行動していると聞いた時には、神の采さい配はいだと喜んだものだが、さすがに一筋縄ではいかないらしい。

　今週一週間ほどはずっと屋台をしていた事は分かっている。それが格好のチャンスであったのは事実だが、妹の方に襲撃をかけた時、ファーレーンから来た連中の一人、最も小さな小娘に当てられた矢傷が思った以上に深く、回復に手間取ってしまって襲撃に回れなかったのだ。

　そのチャンスを活かせなかった事が、ここに来てこんな形で問題になるとは。そう男は歯は噛がみする。

「とにかく、発見できるまで探し続けるしかないな」

「御意に」

　どんなに上う手まく隠れても、人海戦術で当たればそのうちあぶり出せる。そして、今までこそこそ隠れ続けてきただけに、目立たずにそういう事をするための手て駒ごまだけは豊富に揃そろっている。

　今日一日あればあぶり出せるはずだ。彼らはそう確信していた。

　さすがに、ターゲットである宏ひろし達が、昨日からずっと地底深くにある遺跡をうろうろしているなどとは知る由もなく、彼らの確信とは裏腹に、この日は完全に無駄足を踏む事になるのであった。




　　　　☆




「なんかこう、微妙に見た覚えがある光景だな」

「視聴者参加型の体張った体験型バラエティ番組とかに、こういう感じのアトラクションあらへんかった？」

　遺跡探索二日目。

　階段を下りた先は、広大な空間をいくつかに区切ったエリアになっており、そのいくつかに区切られたうち一番最初の区画は、フロアを二つに分断する形で大きな池があった。

「地底の遺跡に、こんな大きな池があるなんて……」

「お姉ちゃん、ダールにこれだけの水を蓄える余裕があれば、もう少し生活が楽になります」

　水が貴重な地域で生まれ育ったノートン姉妹は、いくら地下とはいえ潤じゅん沢たくに水を蓄えているこの光景に釈然としないものがあるらしい。

　その様子に苦笑しながら、このフロアの傾向と対策を話し合う日本人一行。

「イン○ィ・ジョー○ズのあとに、何でこんな和風の池があるのかしらね？」

「分からへんけど、このアトラクションの意図ははっきりしとんで」

「まあ、そうだよね」

　アトラクションの意図など、見れば分かる。

　池の中央をつなぐように水面から出ている石。それを渡って向こうへ行け、という事であろう。だが、渡る前に確認しなければいけない事がいくつかある。

「予想を言うたら、おそらく石の中にはただ浮かんどるだけのダミーもあるはずや、っちゅうとこか？」

「そうだね。あと、それを隠すために不自然なぐらい透明度の低い水が入ってる感じ？」

「それと、水面が異様に凪ないどるんも、浮き石を誤魔化すためやろう」

　観察して分かる事を、冷静に確認し合う宏と春はる菜な。どうせこの後もこういったアトラクションっぽいものが続くのだろうとあたりはつけているが、思い込みで行動するのは危険だ。確認できる事は徹底的に確認したほうが、後悔は少ない。

「このエリアの中には、ヒントになるようなもんは何もあらへんな」

「ルール説明の類たぐいもなさそうよ」

　見れば意図するところぐらい分かるだろう、と言わんばかりの不親切さだ。

　もっとも、遺跡なんて普通はそんなものなのだろうが。

「師匠、達たつ兄にい、このアトラクション、微妙に覚えがある」

「ほう？」

「なんや？」

「おそらくこの造形、某映画監督が若い頃にやってたアトラクション番組……」

「何や、それ？」

　澪みおが、自分達の親ですらおそらく生まれていたかどうかという時期に大ヒットしたバラエティ番組の名前をあげる。忍者の名前をローマ字で冠した番組の原型となったであろう、一般応募の視聴者が体を張ってアトラクションをクリアしていくアクション系バラエティ番組である。

　無論、そんな古い番組を、宏達が知る由もない。ノートン姉妹に至っては、そもそもバラエティ番組、という概念自体が理解できていない。

「大昔にヒットした番組。多分、年代的にうちの親とかでも知ってるかどうか微妙」

「……毎度の事ながら、お前はどこからそういうネタを仕入れてくるんだ？」

　達たつ也やのジト目での突っ込みに、無表情のまま明後日あさっての方向を向いて口笛を吹くようなしぐさをしてごまかす澪。毎度の事ながら、どこまでも年齢詐称疑惑が付きまとう少女である。

「まあ、ええわ。念のために、この水ちょっと調べとくわ」

「頼む」

　確認しておくべき事を確認するため、バケツとロープ、それから信頼と実績の十フィート棒を用意して池に近寄る宏。十フィート棒を池に突っ込んで深さを確認しつつ、普通に池の水をくみ上げて水質調査。その後、念のために底の方をこそぐため、ロープでくくったバケツに重りをつけ、慎重に底に沈める。

　深さは宏の腰ぐらい。仮に深い場所があっても、水深一メートルはないだろう。地底に余計な仕掛けがなければ、最悪水に浸つかって歩いて突破、という選択肢もある。

「……池の水はまあ、そんな問題になるような成分はしてへんな。間違って飲んでも、即座になんかあるっちゅうほどの有害物質は入ってへん」

「即座に、って事は、飲むとまずいものが入ってる、って事よね？」

「まあ、この見た目で完全に無害ってのはあり得へんわな」

「そりゃそうだけどさ。どのぐらい危険なのよ？」

「腹が弱かったら、割とすぐに腹壊すかもしれへん、程度やな。正直、途上国の生水よりははるかに飲用に適しとるから、あとは量の問題や。ただ、突破するときにミスって落ちた、程度の状況で飲んでまうぐらいの量やったら、そんなに気にする事はあらへんよ」

　つまり、ほぼ無害、という事である。

「あと、気になる事は、や」

　池の底に沈殿している物をチェックし終え、これといって問題がないと結論を出したところで一番問題になりそうなポイントを口にする宏。

「こんなん、十フィート棒使うて進めれば、まったく問題なく向こういけるわけやけど、そんな単純な話か？」

「……それを調べるのは、多分ボクの仕事」

　宏の疑問を受け、十フィート棒を取り出しながら澪が答える。シーフというのは、こういう時に体を張るのが仕事である。

「別にわざわざあんたが調べなくても、こんなの誰が調べても一緒だと思うんだけど？」

「こういう時は、セオリーに従うのが美お味いしい」

　完全にお笑い芸人か何かの心得のような事を語る澪に、思わず呆あきれ顔になる真ま琴こと。

　元々残念なところが多分にある娘だが、最近完かん璧ぺき超人っぽい春菜がかなり残念なところを見せるようになってきたからか、自身の残念さを取り繕つくろわなくなってきている。

　正直、それでいいのか乙女達、と、今後が心配でならない真琴。言うまでもなく、自分の事は完全に棚に上げている。

「あ、でもその前に一応確認」

　何かを思いついたらしい澪が、唐突に自分の弓を取り出して矢にロープをくくりつけて構える。それを見て、意図するところを察する一同。

「それが上手くいけば、確かに話は楽になるわよね」

「まあ、そのやり口に対して、何の対策も取ってねえとも思えんがなあ」

　実のところ、やろうとしている澪本人も、内心では達也の意見に完全に同意するところではあるが、確認もせずに突っ込んでいくのは単なる脳筋である。

　最終的にやる事は同じでも、確認できる事は全て確認した上で、可能な限り最大限の準備をして挑むのと何も考えずに突っ込んでいくのとでは、心構えの上でも結果の上でも、天と地ほど違うのだ。

「とりあえず、シュート」

　気の抜ける口調で、地味に手持ちのスキルの中で、弓に負担をかけずかつ矢を壊さずに撃てる最強の貫通系スキルを放つ澪。

　一瞬エクストラスキルを使う事も考えたが、さすがに今の技量でかつ自分が作った弓だと、一発撃てばそれで修理が必要になってくるため、こんなところで使うにはいろいろ問題がある。

　もっと言うなら、エクストラスキルを使った際に、ロープが無事で済む保証がない。

　気楽に撃ったように見えるのに、恐ろしいエネルギーを纏まとって、凄すさまじい勢いで飛んでいく矢。

　池の半分を超えたところで、何かにぶつかって衝撃波をばら撒まき、派手な音を立てて消滅する。

「やっぱり無理っぽい」

「まあ、予想どおりやな。手ごたえとしてはどんな感じやった？」

「ものすごく硬くて粘り強い感じ。でもさすがに、多分エクストラスキルなら貫通する？」

「そこまでやってロープ通してもなあ……」

　自身がエクストラスキルを放った経験を踏まえ、そう結論を出す宏。他のメンバーも同意見のようだ。

「それにしても、今の一撃を完全に無効化する技術、というのは正直、かなり恐ろしいものを感じますね」

「お姉ちゃん。私はむしろ、その技術をこういう趣味的な事に惜しげもなく注ぎ込む事の方が恐ろしいです」

　ノートン姉妹の、それもジュディスのコメントに、思わず乾いた笑みを浮かべるしかない日本人一同。何しろ、日本という国は、こういうくだらない事に全身全霊をかけ、どうでもいい事に持てる限りの技術をつぎ込んでしまう傾向があるのだ。

　自分達が企画を立てて準備する立場なら、迷う事なくこれぐらいの事はする。その自覚があるため、この遺跡を作った存在に対してあまり大きな事を言えないのである。

「ま、まあ、とりあえずだ」

「うん。最後のチェック、行ってくる」

　あとチェックすべき事はただ一つ。十フィート棒を使ってのクリアが許されるかどうかである。

　とはいえ、ここまで徹底して抜け道を潰してきているのだ。絶対に何らかの対策は取っているはずである。

　そんな事は分かってはいるが、もしかしたら、という事もある。十フィート棒が使用可能だと分かれば、それだけでこのアトラクションは突破したも同然。駄目だったとしても、チェックした誰かが水に落ちるだけだ。

「最初の一個は、さすがに変な仕掛けは無し」

　普通にしゃがんでつつける位置にある最初の一カ所は、ごく普通にしっかりとした足場であった。よく見ると、塗装が荒くて妙にチープな飛び石ではあるが、足場として機能しているのであれば問題ない。

「……見た印象どおり、かな？」

　二歩めは、三つの足場のうち二つが、よく見れば分かる程度に動いていた。それを再確認のためにつついてみると、見た目の印象どおりにあっさり動く。もし踏んでいれば、そのまま水に落下したであろう。残りの一カ所は、ちゃんとした足場のようだ。

「三カ所目は……」

　先ほどまでの流れに従って、十フィート棒で石をつついた次の瞬間、足場にしていた石が忽こつ然ぜんと消える。

「あっ……」

　突然の事だけに、当然のごとくまったく反応できない澪。そのまま勢いよく池に落とされる。

「……まあ、予定どおりやな」

「……うん、予定どおりだね」

　わざわざ三つ目までトラップが発動しないところが嫌らしい。

　そんな事を考えていると、池の底の妙なぬめぬめに足を取られつつ、どうにか澪が這はい上がってくる。長い黒髪が濡ぬれそぼり、微妙にホラーじみた姿を晒さらす。

「見てのとおり」

「やなあ。っちゅうわけで、ルールに従って突破やな」

　妙にドヤ顔の澪に呆れつつも、それ以外に方針など決められない宏。

　結局、他に選択肢などない。それを確信したところで、さっさと順番を決める事にする。

　とりあえず、水滴が落ちて足が滑るとまずいので、澪は乾くまで待機という事に。

「あの、こちらにロープを固定しておいて、最初の一人がそれを持ってそのまま突破する、というのはどうでしょう？」

「そういう小細工をしたら、即座に足場がなくなりそうな気がするからやめておこう」

　プリムラの提案を、今までの流れからの判断でバッサリ切り捨てる達也。

　足場が消えるぐらいならともかく、ダッシュしている最中に謎の力でロープをひっぱられたりした日には、落ち方によっては溺おぼれかねない。

「っちゅうわけで一番手の春菜さん、ゴーや！」

「了解！」

　走り出す前にじっくりコースを観察し、ラインを見定めてステップをイメージする。そのイメージを実現するために念のために補助魔法を発動させると、助走をつけて一気に飛び石を駆け抜ける。

「おお!?」

「さすが！」

「春はる姉ねえ、格好いい」

　長い金髪をなびかせ、スタイリッシュなステップで危なげなく飛び石を伝い、何一つ問題なくあっさり向こう岸に渡る。こういう時は残念な姿を見せないのが、藤とう堂どう春菜という女性である。

「で、兄貴はいけそうか？」

「ま、なんとかしてみるさ」

　あれの後ってのは正直勘弁願いたかったがなあ、などとおどけながら、春菜と同じようによく観察してラインを見定め、補助魔法で敏びん捷しょう性を上げると、時間をかけて慎重に危なげなく確実にクリアしていく。

「さすが兄貴、堅実や」

「いくら冒険者だっつっても、必要のない冒険をするのはＮＧだろう？」

「そうですね。タツヤ殿の言うとおりです」

　場合によってはそれでも冒険者か、と言われそうな達也の台詞を、全面的に肯定するプリムラ。惚ほれた弱みなのか、それとも本心からそう考えているのかは微妙なラインだ。

「真琴姉、ゴー」

「はいはい」

　無理やりいちゃつこうとするプリムラと、死んでもその空気だけは回避したい達也との攻防をサクッとスルーし、真琴をけしかける澪。エンチャントのおかげで服は完全に乾いたが、髪がまだまだ微妙なラインらしく、タオルでぬぐってはドライヤーで飛ばすという作業を延々繰り返している。

「観察力には自信がないから、春菜方式で行くほうがよさそうね」

「真琴さん、補助魔法いる？」

「頂ちょう戴だい」

　真琴の要請を受け、向こう岸から達也の杖つえを借りて射程延長し、速度系の補助魔法をかける春菜。出力が増加するため、射程延長がなければ危なっかしくて使えないとは作った張本人のコメントである。

　そのまま、春菜からの補助魔法で上昇した速度を活かし、一気に駆け抜ける真琴。途中一カ所外れを踏み抜いたが、極端な速度を活かして力技で落ちる前に駆け抜ける。

「なんか脳筋的なやり方になっちゃったけど、多分これが正解の一つだと思うのよね」

「うん。ボクが見た動画だと、そのやり方のほうが成功率は高かった」

　実際、同種のゲームの場合、意外と達也方式でじっくり観察して、というのは成功率が低い。失敗内容は見切りを失敗するケースが半分、距離があって届かないケースが半分、といったところか。

「で、次はジュディスやけど、大丈夫か？」

「えっと、多分？」

　どうにも自信なさげに答えるジュディス。

　実際、残念ながら彼女は観察力にもスピードにも自信のない非戦闘型の神官見習い。勢いに任せるには最大速度が足りず、観察して見抜くには経験と観察眼が足りない。

　もっとも、この問題はプリムラも同じ事ではあるが。

「まあ、落ちても死にはせえへんから、ちょっと行ってみよか」

「はい、がんばります！」

　宏の激励を受けて、慎重に一カ所ずつクリアしていくジュディス。

　いい感じに中央付近まで来たところで、

「あっ！」

　思いっきり外れを踏み抜いてしまい、そのまま抵抗の余地なく池にダイブするジュディス。

「大丈夫ですか、ジュディス!?」

「落ちただけだから、何とか……」

　一応底に足がつく深さであるため、とりあえず問題がない事をアピールしながらゴールに向かいかけ、何を思ったのか向きを変えてスタート地点へ戻ってくる。

「そのまま向こう行ってもよかったんちゃう？」

「師匠、壁みたいなのがある」

「そうなん？」

「はい。どうにも突破できそうになかったので、素直に戻ってきました」

「また手の込んだ真似しとるなあ……」

　無駄に厳しい不正防止策に、思わずため息を漏らす宏。

　ルールを順守させるために、徹底して手の込んだ真似をして見せるその執念には、呆れればいいのか感心すればいいのか悩ましいところである。

「とりあえず、次はプリムラさんやな」

「そうですね……」

　あまり自信なさそうなプリムラを、気の毒そうに見つめる宏と澪。

　これまでを見ている限りでは、それほど運動能力が高い感じではない。結構大きな胸が邪魔なのかもしれない、などという考えもあるが、それだと春菜はもっと駄目なはずである。

「とりあえず、最悪の場合の手を考えといたほうがええやろうなあ」

「師匠、何か思いついてる？」

「正直、あんまりやりたくない手段やけど、手がないわけやないんよ」

　あまり思い切れない感じでおっかなびっくり進んでいくプリムラを見て、再びため息を漏らす宏。

　あの様子では、近いうちに落ちそうだ。などと考えた次の瞬間に、正解の石を踏んでいたにもかかわらず乗り移るのに失敗して落ちる。

「あ～……」

「まあ、あかんやろうっちゅう感じではあったわなあ」

　妹同様、全身ずぶ濡れになりながらスタート地点に戻ってくるプリムラ。どうにも、この二人がクリアできるまでには相当時間がかかりそうである。

「……なあ、澪」

「どうしたの、師匠？」

「あの表示、どう思う？」

　宏に言われ、彼が指さした方向を見ると、そこにはデジタル表示で『２』という数字が。もちろん、先ほどまでは存在していなかった。

「もしかして、このゲームって残機制？」

「失敗に何のペナルティもない、っちゅうんも不自然やからなあ」

　落ちればずぶ濡れになる、というのは十分なペナルティのような気もするが、確かにチーム全体にペナルティが存在しないというのも不自然な話である。

「で、仮にあれが残機やとして、失敗できるんがあと二回、っちゅうことは、や」

「あの二人が成功するのを、待つ余裕はない？」

「そうなるわなあ……」

　正直気が進まないが、いよいよ反則に走る必要が出てきたようだ。

「師匠、思いついた手ってどんなの？」

「まあ、やること自体は簡単や。誰かがあの二人かついで突破するっちゅう話やからな」

「……反則に引っかからない？」

「やってみんと分からん」

　思ったより常識的な宏のアイデアに、問題となりそうな点をあげる澪。

　澪の指摘に素直に分からないと告げ、他の問題点を列挙していく宏。

「それ以上に問題なんは、誰がかついでいくかやな。澪はできそうか？」

「体格的に厳しい。ジュディスでもボクより十センチ以上背が高いし、師匠ほどパワーないからバランス崩すと立て直せない」

「っちゅうたかて、向こうおる連中に戻ってきてもらうんもリスクでかいしなあ」

「そもそも、戻ってこれる仕様になってるかどうかも分からない」

　問題点を洗い出していくうちに、その手段でどうにかするには、宏が頑張るしかないという結論に至る。

　しばしの沈黙の後、覚悟を決めたように宏が口を開く。

「……しゃあないな。根性入れて僕が担いでいくわ」

「……大丈夫なの？」

「……覚悟決めてやれば、まあ三分ぐらいは持つで」

　三分とはまた、微妙な時間だ。

「三分でクリアできるの？」

「そこで、春菜さんの出番やな」

　その台詞で、宏の言いたい事を理解して顔色を変える澪。はっきり言って、いろんな意味でそこまでやるかという方法である。

「っちゅうわけで、春菜さん！　この二人担いでいくから、敏捷系の補助魔法とオーバー・アクセラレート頂戴！」

「はあ!?」

　いきなり切り札を切れ、と言ってきた宏に、いろんな意味で目を白黒させる春菜。

　女体を二人も抱えて大丈夫なのか、とか、そもそもそこまでしないとクリアできないほど難しいアトラクションなのか、とか、いろいろと、それはもういろいろと言いたい事は湧わいて出てくるが、春菜達の方でもデジタル表示には気がついている。ノートン姉妹の運動神経と観察力を考えると、余裕があるうちに切れる手札を全部切るぐらいの方がいいのだろう。そこに思い至ったところで、いろいろとある言いたい事を全てぐっとこらえ、補助魔法の準備に入る。

　そうやって無理に己を納得させ、いろんな意味でもやもやしている感情を抑え込みながら、どうにか敏捷強化の補助魔法を発動させる。小脇に抱えるような形とはいえ、ノートン姉妹が宏に密着している姿に妙にイラっとくるが、これまた理性を最大限に動員して平常を保つ。

「行くよ！」

「頼むわ！」

　腹の中にもやもやとした消化不良の感情を抱えつつ、どうにかこうにか最低ラインの平常心を保ちきってオーバー・アクセラレートを発動させる。微妙に集中力に欠けていたというのに、達也の杖の補助もあってか、今までにないぐらい会心の出来で発動する切り札魔法。

　こんな時に限って最高の形で発動するオーバー・アクセラレートに、『ここで失敗していれば……』と嫉しっ妬と交じりの八つ当たりじみた事を考えつつ、せめて宏が無事に、可能な限りダメージがない形でこちらに到着できるように祈る春菜。

　正直、どうにも抑えきれないほどドロドロした感情が後から後から湧いて出てくる。それらを少しでも表に出してしまえばいろいろ終わってしまうため、後で達也と真琴に八つ当たりじみた愚ぐ痴ちに付き合ってもらおう、などと身勝手な事を考えつつ、必死になって思考をそらそうとする。

　むやみやたらと頭を高速回転させ、そういえばあの速度で移動して、抱えられているプリムラとジュディスは大丈夫なのか、などと抱えられている二人の事にまで心配が及んだところで、目の前に二人を抱えた宏が前触れもなく現れる。

「……だ、大丈夫!?」

　目の前に現れた宏の様子を見て、先ほどまでのどろどろとしたあれこれを綺き麗れいに忘れて、大いに心配する羽目になる春菜。

「さ、さすがにこれは堪こたえるわ……」

「も、もしかして、重かったですか？」

「重量の問題やあらへん。女体を二つも抱えた、っちゅうんが問題やねん……」

　青白いを通り越して土気色になった顔を下に向け、うずくまって何かに耐えるように言葉を吐き出す宏。

　そんな姿を見ていると、宏にもジュディス達にもやきもちを焼いていた自分は人間失格なのでは、という罪悪感に苛さいなまれる春菜。

「師匠、大丈夫!?」

「ま、まあ、何とか生きとる……」

「とても大丈夫とは思えないわね……」

「悪いんやけど、次からは真琴さんと澪で分担してくれると助かるわ……」

「了解」

　さすがに、この状態を見てはノーとは言えない真琴と澪。自分達を運んでくれた宏の様子に、どうにもあたふたしてしまうノートン姉妹。殊に、ジュディスの方は深刻だ。

「あ、あの。大変ご迷惑をおかけしてしまったみたいで……」

「まあ、女性恐怖症の人間が、普通に女らしい体つきの女体を二つも抱えて運べば、こうなるわなあ……」

「え、えっと。こ、今回に関してはこいつが自分から言い出した事だし、そもそもこの遺跡にあんた達を連れてきてること自体、ある意味こいつの自業自得だし？」

　あんまりにも意気消沈している姉妹を見かねて、あまり褒められたものではないと自分でも分かっている種類のフォローを入れる真琴。

　一番ダメージを受けた宏を悪者にするような内容しか思いつかなかった事に、内心忸じく怩じたるものがあるにはあるのだが、消去法とはいえ自分から言い出した、というのは厳然たる事実の上、他に取れる手段はというと微妙なラインだったのも間違いない。そのあたりの複雑な感情が表情に出てしまっているので、フォローとしての効果が薄くなるのは仕方がない事だろう。

　もっとも、真琴は本心から言ったわけではないとはいえど、突発的な思いつきで周囲の突っ込みを無視してこの地下遺跡に突入をかけたのは宏なのだから、足手まといの女二人を連れてきていること自体が自業自得、というのは間違いではないだろう。言ってしまえば因果応報である。

「とりあえず、こいつが復活したら次のフロア行くか」

「春姉もコストの重い魔法使った直後だし、ちょうどいい休憩？」

「すまんなあ、毎度心配かけて足引っ張って」

「こればっかりはしょうがないって」

　なんだかんだ言って、宏が復調したのは五分後の事であった。




　　　　☆




「ここらがラストやろうとは思うんやけど、こらまた厄介なアトラクションやなあ」

「ものすごく揺れそうな橋だよね」

　手すりのない、細く長い一本の吊つり橋を見て、面倒くさそうな顔でコメントをする宏と春菜。手すりがない、という時点で、正直勘弁してほしい。

　下にはそれほど深くない位置で安全ネットが張ってあり、スタート側にはちゃんと戻るためのハシゴも用意してあるところが絶妙に鬱うっ陶とうしい。

　橋の向こうには、日本のお城のような建物が見えている。

　どうやら、あれがゴールらしい。橋の太さはフォレストジャイアントの足の大きさ程度。綱渡りをするほど狭くはなく、普通に歩けるほど広くはない。

　ここまでのアトラクションは、どれもこれもなかなかの難易度を誇っていた。ノートン姉妹でも頑張ればクリアできなくもないところが、かなり絶妙なバランスである。二体の悪役プロレスラーのようなデザインのゴーレムに追い回される迷路などは、奇跡的に一発でクリアできた。

　因ちなみに、元ネタと違って運の要素が強いアトラクションは全て排除されており、元の番組で最初の池の後にあったノーヒントで正解の壁を選んで突破するものや、この後に存在する正解のトンネルを選んで匍ほ匐ふく前進で通り抜けるアトラクションは存在しない。

「で、これは何をすればクリアなんや？　ただ渡るだけやったら、それこそ最初の池の方が難易度高いで？」

「あ、今回は説明書きがあるよ」

　おそらく、仕掛けだけを見て判断できるアトラクションではない、という判断だろう。すべき内容が日本語で、かつ図解入りで記されたプレートが橋のすぐ横にあった。

　これまでにもいくつかこういうプレートがあるアトラクションはあったので、今更驚くような事ではない。

「えっとね、橋の中央あたりで金色のボールをキャッチして、黒いボールの妨害をくぐりぬけて橋を渡り切るんだって」

「なかなかの難易度だな」

「二人運ぶとなると、二つボールゲット？」

「おそらく、そうなるだろうな。まあ、やってみるか」

「じゃあ、また私から行くね」

　今までのパターンを踏襲し、こういうアトラクションでは最も対応能力が高い春菜が先陣を切る。

　身軽な動作で橋の中ほどまで危なげなく移動すると、なかなかの勢いで撃ち出された金色のボールを難なくキャッチ。橋を揺らさないように重心を前後にだけ動かす工夫をし、次々と容赦なく打ち出される黒いボールを全て回避して橋を渡り切る。

　今まで初見で全てのアトラクションをノーミスでクリアしてきただけあって、今回もかなり余裕で突破してのける春菜。まさしく模範演技といったところである。

「橋はどないな感じ？」

「見た目ほどは揺れないけど、ボールが直撃した場合、体の重心の具合によってはちょっと怖い事になるかも」

「なるほどな、了解や」

　春菜の報告を聞き、大体の仕組みを解析する宏。横から観察した感じと春菜のコメントから察するに、この橋は構造的には、揺れるというよりねじれるのだろう。体を左右に大きく揺らす事さえなければ、多分落ちたりはしないはずだ。

　ボールの発射間隔が意外と長いのもありがたいポイントになりそうだ。

　もっとも、それが照準をつける時間だとすると、あまりちんたら動いていると連射を食らって、という事もあり得る。

「とりあえず、攻略方法は大体分かったわ。実践できるかどうかは別問題やけど」

「ほう？　具体的には？」

「要は、体を左右に揺らさんように、できるだけ橋の真ん中を歩くんがポイントやな。橋の構造から言うて、左右に揺れたりはせえへんけど、前後はともかく左右に重心が崩れると、真ん中あたりでねじれる可能性が高い」

「なるほどな。あのボールは？」

「金色の方は、説明書き読んだ感じでは、取られへんかったり落としたりしても特にペナルティはないみたいやから、普通の体勢で取れるやつに絞って、無理に取ろうとせえへんほうがええやろう。黒いボールは春菜さんぐらいのスピードやと、よう照準合わせへんのかそんなに連射はしてへん感じやった。多分ゆっくり行くと危ないと思うで。まあ、ゆっくり行くと、普通に狙い撃ちは喰くらうわなあ」

　宏の解説に、なるほどと頷うなずく一同。

　もちろん澪はこのアトラクションを知っているが、具体的な攻略方法など考えた事もなかったので、宏と春菜のコンビプレーに素直に感心している。

「ほな、今後の対応策も考えなあかんから、ノートン姉妹からまず行ってみよか？」

「いっそ、私達はここで残りましょうか？」

「いやいや。こういうんはみんなで突破せな。それに、ここまで来て最後見んのも気になってもやもやするやろ？」

「それは……」

「まあ、それ以前にここに残していって、ペナルティないとは限らへんねんし、な」

　宏の説得を受けて、考えを改めるプリムラ。

「申しわけありません、足手まといで……」

「向き不向きの問題やから、しゃあないで。これが普通の遺跡とかダンジョンやったら、そんなに苦労はせえへんかってんけど、実態がこれやしなあ」

　足を引っ張りまくっているこの現状に情けなさそうにうつむくプリムラに対し、そんなフォローを入れる宏。さすがに、古代遺跡がバラエティ企画の集合体だとまでは思っていなかったのだ。

　これが普通の遺跡であれば、情報解析や考察の観点から、司祭であるプリムラの知識は大いに役に立っていた可能性が高い。それにそもそも、真っ当なダンジョンの場合、ロープやら何やらを使った小細工で、多少運動神経に難があっても突破できるように工夫できるのだ。

　そういう意味では、細かなルールにより小細工をやりづらいこの遺跡の方が、ノートン姉妹のような敏捷の数値があまり育っていなさそうな人材を連れ歩く場合の難易度ははるかに高い。その代わり、命の危険がほとんどない事を考えれば痛し痒かゆし、というところではあるが。

「まあ、どうせこの後もなんか余計なネタはあるやろうし、悪いんやけど頑張って突破してきてくれへん？」

「……分かりました。頑張ってどうにか突破します」

　宏にけしかけられ、少しばかり気合いを入れて橋を渡り始めるプリムラ。

　アドバイスに素直に応じ、確実に取れそうなボールが来るまで無理にキャッチする事を考えずに待機。真正面からのものをややバランスを崩しそうになりながらもどうにか受け止め、可能な限り迅速に渡り切ろうと前のめりに進んでいく。

　意外と速く動いたためか照準をミスったらしく、最初の何発かは明後日の方向に飛んでいく。奇跡的な呼吸で照準が合いだしてから最初の三発の黒いボールをすり抜け、足元に当たった四発目を必死になってこらえ、あと二歩といったところで五発目のボールが顔面に直撃する。

「っ！」

　大きくバランスを崩したものの、ここで根性を見せて重心を逆方向に向け、その勢いで残り二歩を一気に無理やり倒れこむように渡り切る。顔面から地面に突っ込みそうになったところを春菜に受け止められ、どうにか一発クリアに成功する。

「お姉ちゃん、すごい！」

「ものすごいガッツね。あたしには真似できないわ」

「次は自分が頑張らなあかんで、ジュディス」

「はい！　頑張ります！」

　姉のナイスファイトを目撃したからか、気合いの入った様子でチャレンジするジュディス。

　意外と軽快な足取りで中央にたどり着くと、恐れを知らない様子で金色のボールを難なくキャッチ。足場の悪さをまったく無視した怖いもの知らずな足取りであっさり突破してのける。あまりに迷いなく渡り切ったためか、妨害のボールはわずか三発で終わってしまった。

　こういうのは、ビビって慎重になったほうがかえって失敗しやすい。そんな結論を見せつけるようなチャレンジ風景だ。

「さて、ノートン姉妹も無事突破したし、あとは僕らやな」

「まあ、悪くても誰かが一回再チャレンジするぐらいで済むんじゃない？」

　真琴のコメントどおり、不運にも達也が橋にあたって反射した弾の直撃を食らってバランスを崩し、そこを狙い撃ちされて落とされた以外は、特に誰も失敗する事なく全員クリアしてのける。

　なお、この時一番突っ込みどころが多かったのは、

「うわあ……」

「あれはひどい……」

「ゲームの前提を根底から覆くつがえすやり方ね……」

　フォートレスを発動させてまったくバランスを崩す事なく全ての黒いボールを体で止めて、悠々と渡り切った宏だったのは言うまでもない。




　　　　☆




「よくぞ生き残った、我が精鋭達よ！」

　城の前。軍服を着た人型のモグラが、宏達を見るなりそんな戯たわ言ごとを言い放った。

「生き残ったも何も、全員クリアできるまでやりなおしてんねんから当たり前やん」

「様式美というやつである。細かい突っ込みを入れるのはＮＧである」

　宏の突っ込みに対して、律儀に返事を返すモグラ。どうやら、ちゃんと会話は成立するようだ。

「いろいろと聞きたい事はあろうが、まだ番組は終わっていないのである。最後までステージをクリアするのである」

　番組の収録中だとしたら、かなりの問題発言になりそうな事を言い放つモグラ。ここに来るまでの全てを番組として収録しているのであれば、かなり気の長い企画だ。

「はいはい。で、最後は何よ？」

「あれに乗って、城の防衛軍と戦うのである」

　真琴の質問に対してそう答えながらモグラが指示したのは、かなりチープでいい具合にダサく、素敵な感じに古臭いデザインのゴーカートであった。前面には、鉄砲の銃口のようなものが設置されている。

　数は全部で十四台あり、どうやら、敵味方同数での勝負らしい。

「操作は見れば分かるのである。それを使って、敵を全滅させるのである」

　やたらと上から目線のモグラの言葉に、なんだか何もかもがどうでもよくなってくる一同。何が悲しゅうてこんな事を、などと思わなくもないが、はっきり言って全て今更の話である。

「で、撃破判定はどこ？」

「前面の的まとに弾を当てればいいのである」

「弾って、安全？」

「流れ弾が直撃したところで、絶対に怪我をしないと保証できるレベルで安全である」

　ならいいか、と、いろいろ諦あきらめた感じでカートに乗り込む真琴。

　操作は右足のアクセルで前進、左手のハンドルを回す事で旋回、右手のスイッチを押せば弾を発射するらしい。因みに、フォークリフトなどと似たような操作方法である。

「ちょっと練習したほうがよさそうね」

「実戦でやるのである。用意した防衛隊も、初めて動かすレベルである」

　感覚がつかめるかどうかが不安になった真琴の台詞を、それをばらしてもいいのかという情報を出しながら却下するモグラ。

「乗り込んだであるか？　では、始めるのである！」

　モグラの号令に合わせ、しぶしぶといった感じでカートを動かす一同。衝突とかしたら面倒な事この上ないので、とりあえず散開する事にする。

　モグラが言ったとおり、敵として用意された針金で作った人形のようなゴーレムも、操作に関しては相当不慣れなようだ。もたもたと手間取りながらも同じように散開し、がっくんがっくんとつっかえたような動き方で前進してくる。

　それを横目にとりあえず囲い込むように動き、流れ弾が味方に当たらないように注意しながら最初の一体を仕留めるためにスイッチを押し込む達也。

「って、水鉄砲かよ！」

　そう。銃口から飛び出したのは、まごう事なき水であった。それなりの射程距離ではあるが、当たったからといって絶対に怪我とかはしないであろう威力である。

　放水車のような勢いがあればまだしも、まるで水漏れのように、ぴゅー、という擬音をつけたくなるような飛び方をする水鉄砲では、どこに当たったところで怪我などしようがない。

　確かにこの上なく安全ではあるが、残念ながら迫力という面ではチープさに磨きがかかっている。元々そうだと言われればそれまでだが、もはや大がかりな子供の遊び、以外の何物でもない状況になっている。

「きゃっ!?」

　微妙に気を抜きながらも敵を一機仕留めた春菜が、水鉄砲の直撃を受ける。旋回中だったために的に水がかかる事は避けたものの、なかなかの分量をかけられてしまったため、全身がずぶ濡れになっている。

「うう、冷たい……」

　ペナルティに水濡れ系が多い今回の遺跡だが、ここまで水をかぶったり水に落とされたりという被害を全て回避してきた春菜。最後の最後でずぶ濡れになったあたり、運命の女神様はちゃんと平等に沙さ汰たをするタイプらしい。

　もっとも、宏だけは全身粉まみれになってはいても、水関係のペナルティは食らってないのだが。

「あと一機！」

　なんだかんだと言って、相手の不慣れに助けられながらも着々と数を減らしていく宏達。

　残念ながらノートン姉妹が撃破されているが、七機のうち三機は彼女達が仕留めているので、差し引きはプラスだ。撃破されたのも自ら囮おとりになっての事なので、地味に操作に手こずって安全圏でうろうろしているだけだった澪なんかより、ずっと役に立っている。

「わわっ！　わっぷ！」

　最後の一機を照準にとらえ、トリガーを引こうとしたところで相手の挙動に気がつき、大慌てで旋回する春菜。旋回が間に合って撃破判定は免まぬがれたものの、もろに頭から水をかぶってしまう。

「とった」

　そんな春菜の尊い犠牲を利用して、美味しいところをかっさらっていく澪。余計なところでちゃっかりしている娘である。

「それまで！」

　全機の撃破を確認したところで、モグラから勝負あり宣言が飛ぶ。

「うう、服の中までぐしょぐしょ……」

　二度も頭から水をかぶる羽目になった春菜が、悲しげに呻うめく。

　どうにもこの水、エンチャントを貫通する効果があるらしく、本来なら表面で止まるはずの水が隙すき間まから侵入し、全身くまなく濡れ鼠ねずみにしてくれている。

「この気持ち悪さからして多分、今鎧よろい外したら、すごい事になってるんだろうなあ……」

「そういう危険な話は、ヒロが聞いてないところでやれ」

「はーい。って、そういえば、プリムラさんとジュディスさんは、水に落ちたあと、下着とかどうしたの？」

「魔法ですぐに乾かしました。ハルナさんもそうなされれば？」

「そうしたいんだけど、なんかこの水、魔法をはじくの……」

　どうやら、ただの水ではないらしい。疑問に思ってモグラの方に視線を向けると、

「最終決戦で魔法でバリアなど張られては、興きょう醒ざめもいいところであるからな。その水には低級のエンチャントを貫通する機能と魔法をはじく機能をつけたのである。心配しなくとも、あくまで無視して貫通するだけで、エンチャントが施されたアイテムを破壊するような機能は存在していないのである」

「な、なんて迷惑な……」

　必死になって髪から水を拭ぬぐいとりながら、ジト目でモグラを睨にらみつける春菜。

　もはや対策は着替えるしかないが、着替えるのに向いた場所がこのあたりにはない。だが、濡れた服をいつまでも身にまとうのは非常に気持ちが悪い上、じわじわと体温も奪われている。鎧は脱いで乾かせばいいとしても、それ以外は一度裸になって処理しなければいけない。

　微妙に色ボケをやらかした罰ばちが当たったのかもしれないが、この罰の当たり方はいろいろと致命的すぎる。そもそも、こういうのはどちらかというとアルチェムの役で、春菜の担当ではない気がする。しかも、ラストの水鉄砲を生身で食らったのが春菜だけなのは、かなり作為的なものを感じる。

「と、とりあえず、向こうで着替えてくるよ……」

　派手に濡れて微妙に思考が回っていないのか、なぜかコテージやワンボックスを使うという発想が出てこない春菜。微妙に肩を落としつつ、城の陰となっている場所へとぼとぼと歩いていく。

「おう。一応火は起こしておくから、風邪ひく前に着替えてこい。あと、俺もヒロもここから動かねえが、念のためにコテージは使っとけ」

　そんな様子に、もしかして気がついていないかもしれないと念のためにアドバイスをする達也。

　その後ろ姿を見送ったあと、こっそり悪魔のささやきをする澪。

「師匠、達兄、覗のぞきに行かなくていいの？」

「それは僕に死ね、っちゅうことか？」

「確かに春菜はそそる体をしてるが、な。はっきり言って、俺は詩し織おり以外の裸には興味がない」

　普通ならたぎる性欲に任せて覗きイベントを敢かん行こうし、女性陣から袋ふくろ叩だたきにあうのがお約束というものだというのに、きっぱりはっきり枯れた事を言ってのける色気も面白みもない男二人。こいつらにそういうセオリーを求めても無駄であろう。

「澪。この場合、覗きに行ってほしいのか行ってほしくないのか、どっちよ？」

「師匠の場合は行ってほしい。達兄が行ったら幻滅する」

「あのなあ……」

　なかなかに身勝手な娘さんであった。
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「私、最低だ……」

　コテージの自室に入り、身につけたものを全て脱ぎ捨てながら、冷えた頭でどん底まで落ち込む春菜。脱いだ服は大量に水を吸っているため、とりあえず一いっ旦たん桶おけの中に入れている。

　普段の春菜ではありえないような、あまりに抑制が効いていない行動。それに、間違いなく人間失格な思考のあれこれ。特に、一番最初のアトラクションでオーバー・アクセラレートをかけた時の事は、自分の事ながら全く擁護する余地がない。

「宏君が女の子が怖いのも、あの時二人を抱えて突破しようとしたのも、どうしようもない事なのに……」

　思い出すたびに自分が情けなくなり、穴があったら入りたい気持ちになる。

　だが、その一方で、宏にしっかり抱きかかえられ、思いっきり密着していたプリムラとジュディスに、嫉妬心を燃え上がらせている自分がいる。

　恋の経験がなく慣れていないといっても、これはいろんな意味でひどい。

　バスタオルで全身の水気を拭ぬぐえるだけ拭い、下着を身につけたところで、あらためて自身のダメさ加減を痛感し、動きが止まる。

　大量に水をかぶり、鎧を外すと下着どころか素肌まで透けて見えるほどずぶ濡れになっても、宏に対する恋心が冷める、なんて事はあり得ない。

　それがありがたくもあり、疎ましくもある。

「私は、どうしたいのかな……」

　ひたすら嫉妬に駆かられる自分の心と本気で向き合うため、あえて口に出して言う。

　これまで感じた事もないようなどろどろとした感情。それをぶちまけそうになる自分。

　正直に言うなら、直視するのは怖い。

　そんな汚い心を持っている事、持ってしまう事を否定したい。

　だが、否定したところで春菜が現在進行形でいろんな人に嫉妬しているのは事実であり、消す事はできない。その事を他ならぬ春菜自身が自覚している以上、逃げても無駄なのだ。

　故に、正面から自分の心にぶつかっていくしかない。

「……どうなってほしいのかは、はっきりしてるよね」
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　もう一枚、普段の冒険着であるワンピースに袖そでを通す途中で手を止め、ぽつりと呟つぶやく。

　どうなってほしいのか──そう、それは簡単だ。

　宏に一人の女性として、一人の人間として向きあってもらいたい。

　その上で女性として愛してもらいたいのだ。

　十じゅっ把ぱ一ひと絡からげの恐怖症の対象ではなく、性別を意識しない友人でもなく、藤堂春菜という女性を見てほしい。贅ぜい沢たくなのを知った上で、それでもごまかせない本音がそこである。

　そのために、どうしたいのか。

　それこそ何でもしたい。

　何でもしてあげたい。

　遺跡の第一層で官能小説を見つけた時、思わず読みふけりそうになり、宏はこういうのを喜ぶのだろうかなどとちらっと考えてしまったのも、真琴にいろいろ吹き込まれた側面はあるが、根っこのところはそこである。

「そっか……。そういう事か……」

　そのままの流れで、この遺跡に入ってからの出来事を全て思い出し、オーバー・アクセラレートを使った時の自分の、目をそむけたいほどひどい感情の理由に思い至る。

「私、あんな風に宏君から密着してもらった事、ない……」

　第二層で二度、宏に密着しているが、それはどちらも密着する事を避けられぬ環境で、しかも一方は口実があり、もう一方はくじ引きの結果だったからにすぎない。少なくとも、宏からのアクションではない。

　いくら荷物同様の扱いだったといっても、いくら選択の余地がなかったといっても、宏から進んで密着したという事実。それが驚くほど春菜の心をかき乱す。

　実際、その理由に気がついた時も、思わず絞っていた服を力一杯ねじり上げてしまったほどだ。力が入りすぎてもいいように、服を絞って水気を抜く作業をしていて正解だったかもしれない。

「駄目だ。このままじゃ、駄目」

　恋に茹ゆだって、相手の事を考えず、自分勝手な事で舞い上がったり落ち込んだり人に言えないほど嫉妬したりする自分の心に駄目出しをする春菜。

　宏の事で頭が一杯なのに、その感情に宏が不在なのは、恋でも愛でもない、ただの独占欲によるわがままだ。

「このままじゃ、いつまでたっても宏君は私の事なんか見てくれない」

　いや、相手が宏でなくても駄目だ。恋人同士になったわけでもないのに、勝手に嫉妬してきつくあたる女なんて、まともな神経をしている男なら誰もが敬遠したいだろう。そう思い至り、顔を軽く叩たたいて気を引き締め直す。

　自分の気持ちを一いっ顧こだにしてくれない事にもどかしさはある。だが、仮に宏が春菜の気持ちと正面から向かい合ったとして、宏が春菜の気持ちに応える必要はないのだ。

　その事を考えないで今日の自分のような事をしていては、上手くいくものもいかなくなるだろう。

「多分、嫉妬しないのは無理。だったらせめて、それで宏君に迷惑をかけないようにしなきゃ」

　自分の心を見つめ直し、そう結論を出す。

　それが結構茨いばらの道である事までは、現時点の春菜は全く理解していない。

「……さすがに、お風呂に入るのは時間かけすぎだよね」

　一人反省会も済ませ、ようやく現実に意識が向く。できれば風呂に入って体を温めるべきだが、そこまでしていると遅くなりすぎる。

　最低限の水気を絞った服と鎧を鞄かばんに収め、大急ぎでコテージを出て宏達のもとへ向かう。

　春菜は知らぬ事だが、このあと何日もたたないうちに、これらの反省や覚悟などがほとんど意味がない事だと思い知る事になるのであった。




　　　　☆




　十分ほど後。身づくろいに手間取った春菜が戻ってきた時には、すでにモグラとの話し合いの準備は整っていた。

「春菜さん、大丈夫か？」

「う、うん。大丈夫……」

　宏から温かい葛くず湯ゆを貰もらいうけ、火に当たって震える体をなだめながら答える春菜。

　風邪をひくほどではないが、意外と冷え切っているらしい。よく見なくとも、肌が青白くなっている。ゲームや着替えの最中は分からなかったが、実は相当水温が低かったようだ。

　やはり、風呂に入っておくべきだったかも、と思いつつ、なんとなく自分を戒いましめるためにこの方がいいかもしれないと思ってしまう春菜。

　なんだかんだでまだ、反省モードが尾を引いている。

「……ああ、温かい……」

「とりあえず葛湯にしたんやけど、しょうが湯の方がよかったか？」

「ん、ありがとう。これで大丈夫」

　宏に気遣ってもらい、青ざめた顔で嬉うれしそうに微笑む春菜。宏特製のエキスがあれこれ入った葛湯により、徐々に体温が戻ってくるのを感じる。体と同時に、なんとなくちぢこまっていた心も少しずつこわばりが取れていく気がする。

「とりあえず私の事はいいから、話を進めて？」

「了解。ってわけだから、この遺跡について全部教えなさい」

「いきなり偉そうな洗濯板なのである。そういう仕草は、せめてそちらのちっこい娘ぐらいに凹おう凸とつができてからするのである」

　えらそうに胸を張って情報を請求した真琴に対し、かなり毒の強い返事を返すモグラ。

　モグラのくせに人間の体の凹凸を気にするあたり、どういう価値観なのかが非常に気になる。

「そういう挑発のしあいはいいから、この遺跡が何なのかを教えてくれ」

「何なのか、と言われても、大地の民が作り上げた娯楽施設としか言えないのである」

「大地の民、ねえ。それはどんな連中なんだ？　どれぐらい残ってる？」

「どんな、であるか。そうであるなあ。我のような地中生活に向いた種族の獣人と、地中生活に特化した技術発展を遂げたヒューマン種の総称、それが大地の民である。いろいろあって、残りはもう百人前後といったところであるか？」

　つまり、百人前後の娯楽のために、宏達は体を張り続けた、という事になる。何とも悲しい事実だ。

「なあ、プリムラさん、ジュディス。遺跡のこと知らんちゅうことは、大地の民も初耳？」

「はい。聞いた事もありません」

「こんなところに人が住んでるなんて、初めて知りました」

　宏の問いかけに、プリムラとジュディスが正直に答える。どうやら、ここの存在は徹底的に知られていないらしい。

「その百人は、ずっとここで暮らしてきたのか？」

「否。いつか帰ってくる同胞、もしくは新たな客人を待って、永き眠りについていたのである。お前達が娯楽施設に侵入したのと同時に、とりあえず全員起きたのである」

「いつか帰ってくる、って事は、どこかに旅立った連中がいるって事か？」

「冥めい界かい神しん様を探しに出た同胞と、地上に活路を見出しに行った同胞がいるのである」

「冥界神様を探しにって、どういうこと？」

　なかなか聞き捨てならない単語が聞こえてきたため、思わず真剣な顔で確認を取る春菜。会話の主導権は達也に預けて傍ぼう観かんする予定だったのだが、自分にも深く関わってきそうな内容だったために、黙っている事ができなかったのだ。

「伝聞では三千年ほど前の事である。冥界神様と姫ひめ巫み女こ様が、書き置きを残して失しっ踪そうされたのである」

「書き置き？　どんな？」

「家出します。探さないでください。である」

「小学生かよ……」

　何とも気の抜ける書き置きだ。だが、その書き置きを最後に、いまだに所在が不明なのも間違いないわけであり、小学生か、などと笑ってはいられない。

「とりあえず、三千年となると、当時の姫巫女が存命ってのはなさそうだな」

「さすがに、それは期待していないのである。その事について、こちらから質問してもよいであるか？」

「なんだ？」

「三千年前、地上で何か変わった事はなかったであるか？」

　三千年前、という単語を聞いて少し考え込むも、こちらの歴史にそれほど詳しくはない日本人達。ピンとくる情報など何一つ出てこない。

「三千年前といえば、ファーレーンが建国された時期だったと思いますが……」

「そうなの？」

「はい。ファーレーンは、世界最古の国家です。とはいっても、最初はウルスを中心とした小規模国家だったようですが」

「今の王様が六十何代目かぐらいだったから、千年程度かと思っていたんだが……」

「八代目ぐらいまでは王家の寿命も長く、在位期間が平均して百年程度だったと聞いています。また、平均在位期間が四十年程度、五十年以上も少なからずいたという、長い在位期間も特徴ですので、三千年という歴史も嘘ではないかと思われます」

　プリムラの補足説明に、思わず唸うなってしまう一同。

　元の世界の場合、断裂せずに続いている国家という点では世界一長い歴史を誇る日本でも、文献という形で確実にたどれる国家の系譜はせいぜい六世紀頃まで。古事記や日本書紀が全て正しいなら二千六百年ほどの歴史を持つ事になるが、神武天皇に相当する初代の天皇が存在する事は確実だとしても、それが本当に二千六百年前の人物なのかと言われると、絶対だとは誰にも言えないところだ。

　国家としての断裂がなく、世界でも文献の保存状態のよさが屈指の水準にある日本ですら、はっきりしている歴史はその程度でしかない事を考えると、ちゃんと記録が残っている状態で三千年国家が存続しているファーレーンは、なかなかにしたたかな国家だったらしい。

　もっとも、これに関しては、日本もファーレーンも、形は違えど外部からの侵略戦争というものから隔離されてきたという幸運があるため、自滅さえしなければ長い歴史の国家になるのは必然だったのかもしれない。

　そんな事を考えながら、話を続ける事にする達也。

「とりあえず、地上では現在世界一でかい国がその頃に成立してたようだぞ」

「おそらく、その関係で何かあったのであるな」

「まあ、何かって言われても、神様にでも聞かにゃ分からんが」

「何か、コネは持っていないのであるか？」

「なくはないが、すぐにってわけにもいかねえぞ」

「それでいいのである。こちらから頼む事になるのであるから、無理は言わないのである」

　出会ってから初めて、しおらしいところを見せるモグラ。

　その様子に、思わず顔を見合わせる一同。

「まあ、こっちの目的とも噛み合いそうやし、それぐらいはかまへんで」

「それは助かるのである。あと、これはできたらでいいのであるが……」

「何？」

「さすがに百人しかいない世界は寂しいのである。たまにでいいから、誰か連れてきてほしいのである」

　モグラの切実な願いを聞き、思わず同情してしまう宏達。

　確かに碌ろくでもないアトラクションでえらい目を見たが、少なくとも安全対策はばっちりだった。誰か連れてくる分には、特に問題ないだろう。

「せやなあ。エルとか、こういうんむっちゃ好きそうや」

「余裕がある時に、連れてきてもいいかもね」

「でも、エルには一番上の階のネタ、まず通じない」

「そういや、あのネタはどうやって仕入れたんだ？」

「素晴らしい英知の詰まった、魔法の箱があったのである」

　そう言ってモグラが見せたのは、流行アーカイブと書かれたＤＶＤの束と、ちょっと旧式のノートパソコン。明らかに宏達が居た元の世界のものである。パソコンの型式からいって、どうやら二千年代前半までのデータしかなかったらしい。

「そういうのから、ネタを持ってこないの……」

　日本の流行の妙な業の深さに呆れつつ、そう突っ込みを入れるしかない真琴。

「そうそう、参加賞として砂牡か蠣きと地底コーヒーの詰め合わせを贈呈するのである」

「コーヒーだと!?」

「ちょい待ち、兄貴。これがうちらのイメージしとるコーヒーと、味とか特徴とかが一致するとは限らん」

「そんなもん、淹いれてみればすぐ分かるだろうが！」

「コーヒーでよければ、いくらでも贈呈するのである。だから、また来るのである」

　コーヒーという単語に過剰に反応する達也を見て、つかみに成功した事を確信するモグラ。

　この一件のしばらく後、エアリスをここに連れてくる事になるのだが、大層アトラクションを気に入り、ダール滞在中にこっそり入り浸り、挙句のはてにファーレーンで同種の遊戯施設を作れないかと真剣に検討するのも、何かが琴きん線せんに触れたらしいオクトガル達が頻繁に遊びに来るようになるのも、全てここだけの話である。








ダール編　第八話






『行方不明？』

『今日で不在三日目』

『……まあ、連中の事だから、どうせ妙なものを見つけて、そっちに意識を全部持っていかれているとかそんなところだろう』

　レイニーから宏ひろし達の不在を聞かされたレイオットの反応は、宏達の事を知りぬいていると言ってよさそうなものであった。

『盗賊ギルドの情報網にも引っかかってないのに？』

『連中は、動き始めるとものすごい範囲を動くからな。しかも、普通の馬車の四倍以上の速度が出る乗り物を持っているとくれば、いかな盗賊ギルドやダール王宮の諜ちょう報ほう網といえど、確実に捕ほ捉そくできるとは限らん』

『そういうもの？』

『ああ。馬車で一日以上の距離になってくると、場合によっては普通の通信具では直接通信できなくなるケースもある。そうなってくると、伝言ゲームになって急激に情報の確度も落ちる。情報というやつは、人の口が一つ増えるたびに加速度的にねじ曲がっていくからな。行き先が灼しゃく熱ねつ砂漠となると、通信距離から外れても不思議ではない』

　レイオットの言葉に、なるほどと感かん嘆たんの言葉を漏らすレイニー。

　こうした事は本来、彼女自身がちゃんと理解した上で行動しなければいけない事なのに、まるで素人のような反応である。元々から、あまり期待していないとはいえ、今後が非常に不安になるレイオット。

　なお、この定時連絡には、レイオットが宏に注文して作らせた通信具を使っている。ブースターユニットを双方に取り付ければ、大陸の端から端まで通信できる優れものだ。魔法の水晶玉や水鏡を接続すると、相手の顔を見ての会話もできる。

『……まあ、いい。それで、ダール国内の様子は？』

『最近、例の義賊が元気に暴れてる感じ。調査対象の半分は義賊に成敗されて、女王に止とどめを刺された。それ以外は特に問題らしいものは見えない。物価も安定してて、子供がすさんだりとか事件が多発してるとかそういう様子も特にない。街の往来もなかなかの活況』

『ふむ。どうやら予想どおり、義賊アルヴァンとやらはダール王家と何らかのつながりがあるようだな』

『それは間違いない。盗賊ギルドの情報だと、アルヴァンが王城の隠し通路を使ったところを目撃した者がいる、とのこと』

『……なるほど。おそらくそれは、わざと見せているな』

『だと思う』

　王家の直ちょっ轄かつ地にある盗賊ギルドなど、基本的に王家と馴なれ合っている存在だ。そこにわざわざつながりを誇示するような情報を見せる理由など、詮せん索さく無用だと示すため以外にはない。

『それで、聞いていいなら質問』

『なんだ？』

『調べてた貴族、何？』

　レイニーのアバウトな質問に、怪け訝げんな顔をするレイオット。

『どういう意味だ？』

『あの連中、いろいろおかしい』

『具体的には？』

『単に井戸端会議に他よ所そ者ものが混ざっただけで、執しつ拗ように追い回して始末しようとするのって、普通？』

　かなり異常な情報を聞かされ、しばし黙り込む。

　レイニーがドジを踏んだ、という可能性もあるが、井戸端会議でそこまで突っ込んだ質問をするほど間抜けでもない。さすがにそこまで無能だと、他所の国に送り込むような真似はできない。

『一応確認しておく。何かミスしたのか？』

『世間話をした後、戻る最中につけられてた。セーフハウスが見つかるとまずいかと思って、まこうとして失敗した』

『……微妙なラインだな……』

『その時から気になっていろいろ調べてたら、行商人の弟子とかが世間話でそいつらの噂うわざ聞いたあと、治安の悪い地域に誘い込まれて殺されそうになったりしてる現場を何回か押さえた』

　因ちなみに、押さえた現場はダールの治安維持員に任せ、レイニー自身は基本放置している。その結果助からなかったとしても、目立つわけにはいかない裏稼業なので気にしないようにしている。

　実のところ、確率四割程度でアルヴァンが割り込んで連中を始末しているため、最近他所から来た人間の不審死は格段に減っているのだが。

『その情報、そちらの盗賊ギルドには？』

『まだ流していない。だけどおそらく、大体のところはつかんでると思う』

『だろうな』

　レイニーの判断を妥当だと認め、見えないと分かっていながら一つ頷うなずくレイオット。

　自分の縄張りで起こっている出来事を、その地域の盗賊ギルドがまったく把握していないはずがない。

　手を出していない理由はおそらく、被害者が全て他所者であるため、貴族を敵に回してまで制裁に走るには材料が足りない、というところだろう。もう少し目立った人数の被害者が出れば、さすがに傍ぼう観かんはできないのだろうが。

『それで、連中一体何？』

『お前は多分覚えていないだろうが、お前がヒロシを殺そうとした事件、その首謀者とつながりがあった連中だ』

『その事件は覚えてないけど、捕まってた間にあった反乱がどうのこうのの関係？』

『そんなところだ』

　それで、なんとなくレイニーが納得する。

　薬の影響で以前のファーレーンは知らないが、それでも現王家の人気が一年二年で得られるようなぬるいものではない事ぐらいは知っている。いくら当時のファーレーン王家が先代のおかげで両手両足を縛られているような状況だったとはいえ、少し考えれば反乱など起こしても上う手まくいかない事は明白だった。

　その状況で反乱を起こすような、そんな明らかに頭のおかしい連中とつながりがあるやつらなのだ。まともな思考回路をしていなくても、まったく驚くに値しない。

『そいつらも、瘴しょう気きに頭をやられてまともな思考ができなくなっていたが、どうやらそのつながった先も似たようなものらしいな』

『瘴気に頭をやられると、そこまで頭が悪くなるの？』

『まあ、度合いによるのだろうがな』

　そこまで言って、脇道にそれかけた会話を戻す事にする。

『とりあえずはそうだな。連中についての調査は継続するとして、だ。それと並行してしばらく、以前聞いた神殿関係者の不審死事件について追いかけろ。おそらく、裏で何らかのつながりがある』

『了解』

『あと、連中が帰ってきたら一度接触をはかり、その時点で得た情報を全部やつらに伝えろ』

『いいの？』

『必要な事だからな。ただし、ヒロシには迫るなよ？』

　天国から地獄に叩たたき落とすようなレイオットの言葉に、

『無理』

『いや、お前のために言っているんだが……』

『ハニーを見て、ハニーの匂においをかいで、自制がきくとでも？』

『……そうだったな。お前はそういう生き物だったな……』

　制御不能である事をはっきり理解し、心の中で宏に謝罪しながら深々とため息をつくレイオット。

「さて、あいつらにどの情報をどう整理して渡すか、だな……」

　レイニーの報告をざっとまとめ、それまでのものも含めて整理し直すレイオット。結構重要なものも多いが、重要ではあっても今の時点で宏達に渡してもあまり意味がないものも多い。

　特に貴族関係は、気になる事があっても嗅かぎまわったりせずに放置しろとアドバイスするぐらいしかない。

　それらの内容を整理し、ざっと資料をまとめた後、レイニーのための紹介状をしたためる。

「正直、ヒロシに悪いとは思うが、やつらにとっても使える駒こまだからな……」

　レイニーに持たせるものの準備を終え、再び宏に同情を寄せながらもそれらをダールの大使館へ転送するための処理を終えるレイオット。

　宏にとっての受難は、刻一刻と迫っているのであった。




　　　　☆




「達たつ兄にい、変なのがいる」

　大地の民との話し合いをした翌日の午後二時半頃。

　砂漠からの帰り道。ワンボックスの中で澪みおがぽつりと漏らす。

「変なの？」

「不確定名・存在感の薄い人型飛行物体」

「多分バルドね」

「バルドだな」

　不確定名を聞いた瞬間、真ま琴ことと達たつ也やが妙に力強く断定する。だが、それに対して、

「もしかしたら、偽バルドとかコピーとかの方かもしれへんで？」

　宏がそんな異論をぶつけてくる。

「なあ、ヒロ」

「ん？」

「その違いは、これから起こるであろう出来事ややるであろう行動に対して、何か影響がある違いなのか？」

「敵の強さと、黒幕が健在かどうかが変わってきおるで」

「いやまあ、そうなんだろうとは思うが……」

　などと微妙にメタな感じの会話をしつつ、自分達にとってやりやすそうなフィールドを探して走り回る。

　下手にダールの街まで戻ってしまうと、一般の人を巻き込んで派手な戦闘をやらかす羽目になりかねない。ダールの一連の事件が、この近くにいるバルドと同じ瘴気を放つ者のやった事だとするならば、そういうテロ的な行動をためらうとは思えない。

「あの、バルドってなんでしょうか？」

　宏達の会話を不思議そうに聞いていたジュディスが、思い切って質問する。彼らは時折、内輪だけの話に没頭する事があるため、口を挟めるタイミングで質問をしておかないと、話に取り残される。

「ファーレーンを転覆させようとした邪神教団の小者。こっちでは義賊が問答無用で一人切り捨ててるらしいがね」

「そんなのがいるんですか？」

「いるんだよ。普通に戦うと結構面倒なのがな」

　ジュディスの質問にかなりアバウトな答えを返し、当座の対応を確認しようと宏に視線を向ける達也。

「とりあえず、シールドシステムは起動したで」

「どの程度の攻撃なら、耐えられる？」

「ファーレーンの時で言うんやったら、ラストのヘルインフェルノ以外はしのげるで」

「なら、相手の出方を見るのもありか」

「出方を見る必要もなさそうや」

　宏のコメントと同時に、車全体が大きく揺れる。どうやら体当たりを食らったらしい。

　その後も立て続けに何度か衝撃を受けるワンボックス。宏特製のオートジャイロのおかげで横転するような事はないが、正直乗り心地の悪さがひどい。

「さすがに空飛んどる相手やと、逃げる側は不利やなあ」

「まったくだな」

　派手に揺らされながらも大したダメージを受けていないワンボックスに安心し、のんきな会話を続ける宏と達也。普通のゴーレム馬車ならとうの昔に大破している状況だが、戦車より頑丈なこのワンボックスカーを壊すには、少々どころではなくまったく足りない。

「で、なんか反撃手段はあるか？」

「とりあえずは、相手の動きを止めるところからやな」

「そういう機能もあるのか？」

「そらもちろん」

　宏の予想どおりの回答に、思わずニヤリと笑ってしまう達也。この手の何に使うのか分からないギミック満載の車というのは、おっさんとまでは言わなくてもそれなりにいい年の達也でも、かなりわくわくしてしまうものだ。

　というより、一般的に男というやつは、オタクかどうかに関係なく、最先端技術だの戦闘用だの新機能だのという単語に弱いのである。

「なら、反撃開始か」

「まずは砂漠の方まで誘導してや」

「了解！」

　宏の要請に従い、派手にドリフトしながら進行方向を変え、アクセルベタ踏みで一気に加速する。

　慣らしの時以外一度も出した事がない、時速百六十キロという悪路走行には向かない速度までわずか数秒で加速し、そのまま一目散に砂漠方面へ突っ走る。

　無論、そんな荒っぽい真似をして、車内が無事で済むわけがない。全員シートベルトをしていたために大事には至っていないが、いきなり大きく振り回されたため、窓際に座っていた真琴と澪が思いっきり頭をぶつける羽目になる。

　オートジャイロがなければ、下手をすれば転覆しているレベルの挙動だ。むしろそれですんだのは運がいいほうだろう。

「ちょっと達也！　もうちょっと丁寧な運転を！」

「達兄、女の子はもっと優しく扱う」

「その手の苦情は、あの影の薄い悪役に言ってくれ！」

　体当たりを外し、火炎弾での妨害に切り替えた不確定名・バルドを示しながら、真琴の文句を封殺する達也。

　いきなりのドリフトターンに虚きょを衝つかれ、しかも速度が大幅に上がったため、すぐに体当たりの態勢が取れなかったらしい。外した際に街道脇の草原に生えていたひょろ長い木に突っ込んで思いっきりなぎ倒しているが、なぎ倒した本人も含めて誰も気にしていない。

　そのまま、ひたすら荒っぽい運転を続けながら、砂漠を目指して爆走する達也。

　地味にいつの間にか人型から悪魔型に変身して、火力を上げた状態で攻撃を仕掛けながら追ってくる不確定名・バルド。

　時間帯と位置の問題で、現在砂漠方面との行き来がほとんどないからいいが、これが朝方や日が落ち始める時間帯のように、移動している人間が多いタイミングであったら大惨事だろう。

「砂漠が見えてきたぞ！」

「そのまま街道から適当にそれて！」

　デッドヒートを繰り広げること三十分。ついに砂漠まで戻ってくるワンボックス。

　この面倒くさい追いかけっこもそろそろ終わりのようだ。

　あまりに荒い動きにノートン姉妹が震えあがり、身を寄せ合って神に祈りを捧ささげ続けているのが印象的である。

「このまま砂漠に入って、大丈夫なのか？」

「今さっきモードチェンジしといたから、普通に走れんで」

「どんなワンボックスカーだよ……」

　ワンタッチ全自動で砂漠仕様、熱帯仕様、寒冷地仕様などを切り替えられるワンボックスカー。いくら分類上はゴーレム馬車で厳密には自動車ではないといっても、さすがに好き放題やりすぎのような気がしなくもないと感じる達也。

　耐環境性では世界に冠かんたる日本車といえども、さすがに細かい整備なしでまったく問題なく雪道から砂漠まで走れるわけではない。

「まあいい。どのあたりまで引っ張りこむ？」

「とりあえず、大きいやつぶっ放しても街道に影響せえへんところまで引っ張りこまんとな」

　隣で助手席に仕込まれたタッチパネルをこそこそ操作しながら、ナビに大雑把な目標ポイントを設定する宏。

　そのポイントを目指しワンボックスを走らせる達也。

　広い場所は好都合とばかりに追跡の手を緩ゆるめる気配を見せずに突っ込んでくる不確定名・バルド。

　そろそろ目標ポイント付近、というあたりで、ついに宏が動きを見せた。

「ほな、そろそろ行くで！」

　パネルを操作し、ファーレーンの時とは微妙にデザインが違うバルドを画面のセンターにとらえ、体当たりを仕掛けてくるタイミングを見計らってスイッチを操作する。

「まずは、特製鳥もち弾や！」

　その言葉と同時に、画面内のバルドの正面に巨大な鳥もちが拡がる。

　体当たりのために速度を上げていた事が災いし、避ける余地もなく真正面から突っ込むバルド。

「よしっ！　命中や！　兄貴、車止めて！」

「それで拘束は終わりか？」

「まさか。どんどん行くで！　次は硬化剤！　さらにデバフネット！　止めに捕縛結界弾！」

　一体どこにそんなものを仕込んであったのか、次々と怪しげなあれこれを発射するワンボックス。

　硬化剤により鳥もちがゴムのような感じに固まり、デバフネットに付与された各種能力低下で抵抗する力を削り取られ、捕縛結界弾で完全に身動きを封じられる敵。

　ここまで徹底的にやる必要があるのか、というやり口に対し、呆あきれればいいのか感心すればいいのか分からなくなる達也。

　一つ言えるのは、このワンボックスは、某スパイ映画の車などよりかなりえぐい。

「また、容赦ないわねえ」

「攻撃当てんのに、好き放題うろうろされたら面倒やん」

「まあ、そうなんだけど……」

　漏れ出ている瘴気の量から、明らかにファーレーンで仕留めたバルドと大差ない強さだと判断できるこの推定バルド。それがこうまで見事に封殺されてしまっているのを見ると、何とも言い難い気持ちになってくる。

「とりあえず、復活されたら鬱うっ陶とうしい。とっとと始末つけんで」

「まだやるのかよ……」

「当然や。いつ突破してくるか分からへんねんし、ああいうのは跡形もなく吹っ飛ばしとかんとな。っちゅうわけで、街道に背中向けるように移動して」

「へいへい……」

　どこまでも容赦のない宏の言い分に、まあバルドだろうからいいか、などとどことなく投げた事を考えながら指示どおり街道に背を向けるよう車を移動させる。

　移動中でも、視界の隅では硬化剤で固められた鳥もちがプルプル震えているのが見える。

「ほな、最後の仕上げいくで。澪、周囲に人影は？」

「半径一キロ圏内には人の気配なし」

「了解、問題なしやな。安全ロック解除。エネルギーバイパス接続、チャージ開始。本体固定」

　宏が何か手順を一つ踏むたびに、車のそこかしこであれでなにな感じの不吉な音が漏れ始める。

　先ほどまでの碌ろくでもない捕縛システムの事もあり、いろんな意味で非常に不安になってくる一同。この男の好きにやらせておいて、本当に大丈夫なのだろうか？

「バイパス解放、バレルセット、展開。エネルギーチャージ完了、照準セット。耐衝撃シールド展開」

　妙に淡々と手順を進める宏。

　バレルセット、のところで窓の外を巨大なアームが横切ったのを目撃した春はる菜な達だが、バレルという単語の時点で何をやろうとしているかを理解したため、とりあえず終わってから突っ込みを入れる事にしてここは傍観する。

「準備完了！　ちょっち衝撃来るかもやから、しっかり掴つかまって頭下げとってや！」

「どんなでかい威力の砲撃ぶっ放す気だよ、おい！」

「見たらすぐ分かる！　っちゅうわけで、天てん地ち波は動どう砲ほう、発射や!!」

　やたらいい笑顔で高らかに宣言し、操作パネルとは別のところにあるボタンをぽちっと押し込む。

　次の瞬間、ものすごい魔力の塊がワンボックスの屋根の上から発射され、二呼吸ほどのタイムラグのあと推定バルドに直撃する。

　その後がいろいろと大変だった。

　発射された天地波動砲とやらは、あっさりとバルドらしい何かを飲み込んで巨大なクレーターを穿うがち、付近一帯にいたモンスターを駆く逐ちくし、それだけでは飽き足らずに大量の砂煙を巻き上げ大地震を発生させたのだ。

　ワンボックスは本体を固定してあった上に耐衝撃シールドを張ってあったから無事だが、衝撃波による砂嵐で、少なくとも爆心地から半径二キロほどの空間はただでは済んでいない。

　もっとも、破壊力が拡散しているがゆえに規模は大きくなっているが、実際の攻撃力はタイタニックロアや澪のエクストラスキルの方が圧倒的に上だったりする。

　効果範囲にしても一見恐ろしく広く感じるが、実際にまともなダメージになるのは澪の探知範囲である半径一キロほどで、そこから外側は急激に威力が減げん衰すいするため、動けなくなるような負傷はしない。せいぜい、ものすごい砂すな埃ぼこりで視界が悪くなるのと、半径二キロぐらいまでは立っていられない程度に空間が荒れる程度である。

　ただし、この衝撃波は固定していないものを吹き飛ばす程度の威力はあり、また地震の影響も相当の範囲に広がるため、建物が密集している場所に撃ち込んだ場合は、数十倍の範囲に被害が拡大する。

「フルチャージはやりすぎやったか？」

「やりすぎやったか？　じゃないわよ！」

「宏君、さすがに地形を変えるのはちょっと……」

「あと、完全に視界ゼロだから、ここから身動きがとれねえぞ」

　遺跡の件といい今回といい、本気でマッドに好きにやらせると碌な事にならない。

「結局、今のは何だったんだ？」

「天地波動砲か？　性能的にはヘルインフェルノの属性違いみたいなもんや。ただ、向こうと違うて基本は一点攻撃やから、作用範囲っちゅう面ではこっちは圧倒的に負けおる。何ぼ何でも、これ一発やとウルスの一割ぐらいしか廃はい墟きょにできへんよ」

「物騒だな、おい！」

「いやいや。一回撃ったら砲身自体のクールダウンに三時間、システム全体の冷却に一週間、もういっぺんエネルギー蓄えるんに一週間かかる、めっちゃ手数の少ない切り札的武器やねんから、あれぐらいはないと」

　確かに切り札だ。だが、それを切れるタイミングが極度に限られる上に破壊力がありすぎるこんな武装、とてもではないがあてにできたものではない。ダールの砂漠という立地条件でなければ、発射そのものが不可能という次元の攻撃である。

「つうか、何とも言えない名前だが、お前がつけたのか？」

「元々そういう名前やねん。因みに、この系列で一番えげつないやつは天てん地ち開かい闢びゃく砲ほうっちゅうてな。数値上は５％程度のチャージで今の威力を鼻で笑える感じや。これもそっちも、車両か船舶に据え付けんと運用できへんのが最大の弱点やけどな」

　さすがに車両据え付け用の兵装だけあって、名前も威力もいろいろとアレな感じである。

　余談ながら、この天地波動砲、素材にファーレーンでどつき倒したバルドのコアが使われている。そのままだと碌な事にならない可能性が濃厚だったため、いろいろ小細工でこねくりまわして瘴気を完全に抜き、大砲の部品にしたのだ。

　つまり、今回の不確定名・バルドは、別なバルドの一部を素材として使った兵器に吹っ飛ばされてしまったのである。

「で、師匠」

「なんや？」

「戦闘用のギミックは、これで終わり？」

「あとは、副砲をまだ使つこうてへんな。それと、特殊弾も何個か出してへんし」

　目を輝かせながらの澪の質問に、これまた物騒な単語をごく普通に出してくる宏。なんというか、やっている事がまるで戦車を発掘して穴をあけて改造する某ＲＰＧのようである。

「宏君。今後のために一応聞いておきたいんだけど、副砲ってどんなの？」

「魔導レーザー砲やな。マシンガン系と悩んだんやけど、物量の限界でそっちに」

「威力は？」

「ハンターツリーで作った弓で澪が普通に射撃するレベル、やな」

　微妙なところだ。飛び道具としては驚異的な威力ではあるが、バルドクラスに通じるかどうかは本当に微妙な線である。

「まあ、っちゅうても今はそっちも発射できへんけど」

「もしかして？」

「車の武装全体の共有ディレイがな、天地波動砲の場合三十分ぐらいあるねん。せやから、今できるんは普通の車として走る事と、屋台に変形して商売する事だけやな」

「いや、普通に十分だと思うんだけど……」

「今はレーダーも死んどるからなあ。下手に移動するんも危なっかしいし、もうちょい待たんとなあ」

　まだまだ収まらない砂嵐を見て、のんきにどうしようもない事を言い放つ宏。

　とはいえ、単に一瞬の強風で砂が舞い上がっただけなのだから、普通の砂嵐と違ってそれほど長く待たずとも収まりはするだろうが。

「それにしても、単に衝撃波で巻き上げたにしては長い嵐だな」

「思ったよりすごい量を吹っ飛ばしたみたいやなあ」

「他人事のように言うなよ、主犯格……」

「ようある話や」

　などとしばらく駄だ弁べっていると、ようやく視界がクリアになってくる。

「念のために、あれが生き残ってへんか確認してくるわ」

「あ、私も行く」

「了解」

　瘴気は特に残っていないし、デバフネットと捕縛結界はそれこそオクトガルの転移ですら潰つぶす特別製だ。

　逃げられた可能性もまだ生き残っている可能性も限りなく低いが、討ち漏らしていたら面倒な事になる。

「とりあえず春菜さん、これしとき」

「はーい」

　いわゆるガスマスク的なものを春菜に渡し、車の外に出て警戒しながら爆心地へ移動する二人。

　そこには、中途半端に頭だけが残り、もはや死が免れぬ状態になった推定バルドが、それでもしつこく生き延びていた。残った形状の問題か、それとも断面などから血液その他があふれ出たりしていないからか、正直凄せい惨さんさも嫌悪感も特に感じない。

「あ、生きてた……」

「とりあえず、止め刺しとこか」

　日本の台所での嫌われ者、黒いつやつやした、かさかさ動く節足動物のような生命力を見せた不確定名・バルドだが、結局碌な打撃を与える事もできないまま宏に頭をかち割られてコアをえぐりだされ、最後の言葉を発する事もなく絶命した。

　おそらく一番残念なのは、その作業が傍目はためにも胡桃くるみか何かを割っているようにしか見えず、えぐい事をしている印象も敵に止めを刺している印象もなく、精神面にすら一切影響を与えられなかった事であろう。

「なあ、春菜さん」

「何？」

「あのへんちょっと美お味いしい事になってへん？」

　ただバルドを仕留めただけでは芸がない、と、とりあえずあたりの状態を確認して回ること数分。何かを発見した宏が、春菜に声をかける。

　二人だけで行動している事にドキドキしながら、宏が指さしたほうに視線を向ける春菜。そこには、砂すな鮫ざめやサンドマンタなどの砂漠の幸さちが、かなりの分量転がっていた。

「……わっ、本当だ！」

「ちょっと澪呼んでくるわ」

「あ、私が呼んでくるよ。宏君は先に解体してて」

「了解」

　どうせもう今日中にはダールには戻れまい。その事が決定的になった時点で、とことんまでのんびりと利益をむさぼる事にする一行。ノートン姉妹ですら異を唱えないあたり、実に染まったものである。

　こうして最後まで確定名を与えてもらえなかった今回のバルドは、藪やぶをつついてヤマタノオロチを出したレベルでの藪蛇へびにより、何を思ってこんな直接的な攻撃に出たのかを語る事すらなく、大した事ができぬまま宏に素材扱いされて終わったのであった。




　　　　☆




「砂漠の異変について、何か分かっている事は？」

「アルヴァンの旦だん那なも、興味がおありで？」

「それは当然だろう。馬車で一日以上はかかるといっても、逆に言えば、砂漠まではその気になれば所しょ詮せん一日だ。そんなところで異変が起これば、このダールにどういう形で波及してくるか分からんからな」

「そういうもんですか」

「そういうものだ」

　某うっかりな人のようなやり方で街の噂を集めて回っている自身の協力者に、世の中の理ことわりの一つをなんとなく説きながら情報をせびるアルヴァン。

「現状、異変については集まってくる噂話はこんなところでさあ」

「なるほど。やはりお前のところでも、確定しているのは唐突に大きな音がして大地が揺れて、凄すさまじい砂嵐が巻き起こったという事だけか」

「へえ、申しわけありません」

「いや、ここまで情報が錯さく綜そうしている以上、まともな分析は難しいだろう。多少なりとも現象を確定できるだけマシだ」

　恐縮している協力者をそうねぎらい、ついでに聞けるだけの事を聞いておこうと欲しい情報を頭の中でリストアップする。

「あとはそうだな。最近他所者に対して妙に攻撃的な頭のおかしい連中について、新しい情報は？」

「申しわけねえっすけど、最近動きが少なくて、集まった噂話も微妙なところでさあ」

「最近？　どのぐらいからだ？」

「へえ。旦那が気にかけてた連中が、屋台を毎日出すようになったあたりからでさあ」

　その言葉に、やはりかという感じでわずかに眉まゆを動かすアルヴァン。

「旦那、何か心当たりでも？」

「なくはないが、それをお前に教えたところで、入ってくる情報はおそらく変わらんよ」

「へえ、そういうもんですか」

「そういうものだ。……そうだな。噂の収集は今のまま続けてもらうとして、この街のイグレオス神殿関係者の動きについても、今までより突っ込んだところを探ってほしい」

「そりゃかまわんですが、本当に突っ込んだところは旦那かスパローの兄貴、ストロー姐ねえさんの専門分野じゃございやせんか？」

「そっちはそっちで当然動く。が、裏を取るとなると、噂話の類たぐいもかなり馬鹿にできなくてね。まったく、人の口に扉はつけられぬとはよく言ったものだ」

　アルヴァンの言葉に、違いないと頷くうっかり協力者。

　もっとも、長年道化風の情報収集を続けてきた男の勘としては、今回の神殿関係に関しては、噂話はそれほど当てにならないのではないかと考えている。何しろ、関係者の狙われ方もその後の対応も、いまいちどこを目指しているのか分からない。

　そのせいか噂にも骨格というか筋というか、どうにもそういうものがなくてふるい分けも難しい。

　たまにある事とはいえ、ここまで方向性が分散した挙句に筋が近いものすらほとんど無いとなると、アルヴァンに報告するのもなかなかつらい。

「何にしても、今回はあっしの仕事にあんまり期待しねえでくだせえ。尾ひれはひれどころか魚からいきなりロックワームに化けるぐらいすっ飛んだ噂ばかりですんで……」

「とりあえず、ある程度裏が取れた情報が入っている噂だけでもいいさ」

「へえ。まあ、探り入れてみまさあ」

　アルヴァンに頼まれては、嫌とは言えない。おそらく徒労にはなるだろうが、それは別段気にはしない。自分の役割は、徒労になる確率の方が基本高いのだから、今更の話である。

「あ、そういえば」

「ん？　何かあるのか？」

「旦那が気にかけてる連中が街からいなくなった時、貴族連中も神殿関係者も妙に慌ててたそうで」

「……どうも、そこにいろいろと集約している印象があるが、どう思う？」

「同感でさあ。連中が砂漠方面に向かったってんだったら、今日の砂漠の異変とやらもその連中が噛かんでるのかもしれませんなあ。案外、神殿関係を襲ってた連中も、その異変で始末されてるなんて事もあり得るかもしれませんぜ」

　うっかりの言い分に、思わず苦笑を浮かべるアルヴァン。可能性としては確かにゼロではない。だが、そこまで上手くいくというのはご都合主義にすぎるだろう。

　神殿関係者を襲撃していたのが、かつて自身が斬きり捨てたバルドと同じ程度の能力を持っているのだとすれば、正面から襲撃をかけられればそう簡単に始末できる相手ではない。

　アルヴァンが単独で勝てたのも、問答無用で変身前を狙って不意打ちで、しかも自身の家系に伝わる最大奥義まで使って一気に相手をばらばらに斬り捨てたから成功したのだ。襲撃をかけられる立場だったら、簡単に負けはしなくても勝てるかどうかは微妙なラインだという自覚はある。

「私達が追っている襲撃犯が予想どおりなら、少なくとも主犯格はそこまで簡単に始末はできないだろう」

「旦那がそう言うんであれば、そうなんでしょうなあ」

「とはいえ、彼らは私が予想している黒幕、それと同等程度の相手と戦って勝利を収めていると聞く。連中の狙いが彼らに同行している司祭と見習いだとすれば、彼らが襲撃を受けて撃退した、という可能性がないとは言い切れない」

　真面目ぶった顔をしてそんな分析をしてのけるアルヴァンだが、さすがにうっかりの言葉が真相のど真ん中を貫いているとは想像すらしていない。一度顔を合わせただけ、あとはあれこれうっかり以外からの伝つ手てで集めただけの微妙な情報では、宏のアレっぷりを理解できないのは無理もない話ではあるが。

「何にしても、そのあたりの話は彼らが戻ってこない事には先に進まないだろう。それまで、さっき言ったとおりの形でいろいろと探ってくれ」

「分かりやした。旦那はこの後は？」

「少しばかり、花を愛めでてくる事にするさ」

　キザな言葉を言い捨てて、その場から消えるアルヴァン。

　いつもの事なので気にしないが、少しぐらいはあやかりたいなあ、などと本能に忠実な事を考えるうっかりであった。




　　　　☆




「戻ったぞ。砂漠の異変について、何か新しい情報は？」

　ダール王宮。神殿との会合という名目で不在だった女王が、戻ってくるなり今最大の感心事をセルジオに問いかける。そもそも今回の外出も、この異変についての話し合いだったのだ。

「神殿で話をしていただけにしては、随分と遅かったですね。情報については、それなりにいろいろと集まってはきています」

「そうか。こちらもついでに寄れるところは全て寄り道して、集められる範囲で集めてきた」

「陛下、この非常時にあまりうろうろなさらないでください……」

「情報なんぞ、ある程度自分の足で稼いだものも握っておかんと、誰に何をつかまされるか分からん」

　情報源を王宮内の関係者だけに依存するなどという事は、怖くて女王にはとてもできることではない。仮に自身で歩き回って噂などを集めていなかったとしたら、まかり間違ってセルジオが裏切るような事態になれば、自分は何も知らない裸の王様になってしまう。

　セルジオが裏切る可能性は現状ではそれほど高くはないが、物事に絶対という言葉はない。

　本当のところを言うならば、女王としては宮廷内の全ての情報が一度セルジオを経由する、というシステム自体を変えたいところではあるが、残念ながら他に適任者が見つからないため、現状維持が続いている。

「まあ、話を戻そう。新たな情報は？」

「そうですね。つい先ほど調査隊が帰還しました。おかげでようやく発生地点が絞り込めた事が、最大の情報でしょうか」

「ほう？　どのあたりだ？」

「灼しゃく熱ねつ砂漠の入口付近から約五十キロ南南東に移動したあたりだとの事です。現場を見ない事にははっきりした事は言えないようですが、何者かが大魔法、それもこちらまで振動が伝わってくるほどの威力から、ヘルインフェルノに相当する魔法を発動させたのではないか、との事です」

「……物騒な話よのう。だが、それだけの術を使える術者となると、相当絞り込まれる事になるな」

　十数年に一回ぐらいの頻度で、モンスターの大規模発生などで大活躍のヘルインフェルノだが、当然の事ながら、こちらの世界ではそうホイホイ使えるものではない。

　何しろ、通常戦闘で使えるような魔法とは、必要な魔力量が文字どおり桁けた違いだ。単独の魔法使いが普通に使うのは難しい類のものである。

　一般的な魔法使いと比べて十倍以上の魔力を持っている達也ですら、杖つえのコストダウン効果がなければ全開状態で一回しか使えないのが大魔法というやつだ。当然使い手は限られてくるし、普通は儀式魔法として使うか何らかの補助具を大量に使わないと発動できないため、術者を特定するのもそれほど難しいものではない。

　ヘルインフェルノクラスよりはるかに燃費がいいとはいえ、この世界での分類上は大魔法に入る聖せい天てん八はっ極きょく砲ほうも、立ち位置としては似たようなものである。

　一般庶民はもとより、それなり以上のランクの冒険者でも見た事がない人間も少なくないのが大魔法というやつだ。

　発生した規模が規模だけあり、砂漠で異変が起こった、という話になっても仕方がないと言えば仕方がないのだろう。ダールの場合、使用頻度が十数年に一度なのだから。

「妾わらわの個人的な見解だが、バルドとやらが関わっている、というより犯人なのではないか？」

「ふむ。よろしければ、その根拠を教えていただいても？」

「まず、ファーレーンからの資料によると、バルドとやらは普通にヘルインフェルノを使ってきたそうじゃ。それに、つい最近ちまたを賑にぎわせた神殿関係者の襲撃事件、どうもバルドとやらの手口と一部似通っているようでな」

「それだけでは、根拠として薄いのでは？　それにそもそも、バルドといえば、アルヴァンが問答無用で斬り捨てたはずですし」

「同時期にファーレーンでも活動しておったのじゃ。同名で似たような力量の連中がわらわら存在しても、何一つおかしくはあるまい？」

　女王の切り返しに、眉み間けんにしわを刻み込みながらも頷くしかないセルジオ。

　正直、ヘルインフェルノを単独で発動してくるような者がわらわら居てはたまらないのだが、他の国からの情報まで精査すると、女王の指摘が間違いとは言い切れないのが悩ましい。

「そして、これが一番の根拠じゃが」

「……どうぞ」

「昼過ぎの段階で、ファーレーンからの客人達が砂漠に居おったという情報がある。そして、例の異変が三時過ぎ。ノートン姉妹が一緒であった事を考えれば、そこを狙ったバルドと一戦交えた結果があの異変だという可能性もなくはない」

　最初の頃は除外していた可能性、それについて頭の中で真剣に検討して出した結論をセルジオに伝える女王。

　異変がいわゆる大魔法の類ではないと確定していれば、おそらく今でもこの説は一いっ顧こだにしていなかっただろう。

「では、彼らは……」

「どんな手段を使ったかは知らんが、どうやら生きてはいるらしい。砂嵐に巻き込まれて立ち往生したから、帰着が明日以降になるという連絡が神殿の方に入っておる」

「大魔法に巻き込まれて、生きていますか……」

「そうでなければ、ファーレーンの事件で死んでおろう」

　女王の身も蓋ふたもない意見に、苦笑しながら同意するセルジオ。

　ファーレーンとの兼ね合いもあるから取り込むというのは難しそうだが、間違っても敵に回してはいけないだろう。

　はっきり言って、勝てる気がしない。

「何にしても、今後の問題もある。帰ってきたら早急に、かつ失礼のないように王宮に来てもらわねばな」

「御意」

　今後のあれこれもある。

　とにかくまずはつなぎを取らなければいけない。

　そんな王家側の都合により、やっぱりダールでも国家がらみの事情に巻き込まれる事が確定した宏達であった。




　　　　☆




　一方、その頃。

「ダールのバルドが消えた」

「……二人目か。また義賊か？」

「否。ファーレーンのバルドを仕留めた連中のようだ」

　とある闇やみの中。あってなきがごとき存在感の連中が、何やら話をしていた。

「また、連中か？」

「今度はどのような状況で？」

「巫み女この資質を持つ連中を始末しようと攻撃を仕掛けて、そのまま正体不明の攻撃で返り討ちにあったらしい」

　その報告に、その場を沈黙が覆い尽くす。

　しばしの沈黙のあと、一人が口を開く。

「それで、どうする？」

「新たなバルドについては、すでに手配は終わっている。だが……」

「単独で送り込んだところで、また返り討ちにあって終わる可能性が高い」

「だが、ファーレーンと違って内部に火種が残っている以上、何もせんというのもな」

　前回と違い、健闘した様子すらなくあっけなく仕留められた今回のバルドについて、頭が痛いといわんばかりの口調で会話を続ける影達。

　再びしばしの沈黙が場を覆い、一人がポツリと言葉を漏らす。

「……一人で無理なら、三人ぐらい送り込むか？」

「……それも手ではあるが、やつらは自分以外にバルドがいるとは思っておらん。連携など取れるとは到底思えんが？」

「少し細工をして、最初から三人組だったと思わせるしかあるまい」

「可能か？」

「ある程度は、な。もともと、バルドという名が自分だけのものだと思ってはいるが、自身と同じ立場の存在がいる事は知っている。そこを利用して細工すればいい」

　最後の影の言葉で、とりあえず方針は固まる。

　どのみち現状のままでは詰むのだ。それに、少々手間がかかりはするが、バルド自体はいくらでも作り出せる。

　まったく痛手がない、とまでは言わないが、それほど気にする必要がある損失でもない。

「では？」

「まあ、いきなり数を送り込んだところで上手くいかぬだろう。今後のテストケースとして、まずは二人送り込む事にしよう。先ほど手配したというバルドは、もう送り込まれているのか？」

「否」

「ならば、記憶に細工をする。起動させずに待機させておいてくれ」

「分かった」

　いくら自作といっても、バルドは起動させた時点で独立した人格を持つ。後からの記憶の変更は難しい。それに、独立した人格を持つため、最初からチームを組んだという設定を記録してあったとしても、必ずしも相性がいいとも限らなければ、頭を使って連携をとるとも限らない。

　データがない状況で三人以上というのは制御不能になったときのリスクが大きすぎる。

　その事は理解しているからか、当初から一人減らす事に対して、この場の誰も異を唱えない。

「さて、あとは私の仕事のようだ。貴様らは貴様らの仕事に戻れ。世界を聖気で満たすために」

「「世界を聖気で満たすために」」

　その合言葉をきっかけに、全員が各々の仕事に戻るためにその場から姿を消す。

「知られざる大陸からの客人どもを、これ以上放置しておくわけにもいかんか」

　闇の中から浮かび上がったバルドにいろいろな改造を施しながら、そんな事をポツリと呟つぶやく影。

　とりあえずそのまま送り込んでも上手くいく気がしないため、少しばかりギミックのようなものを仕込む。

「さて、あとは成り行きを見守るか」

　やるべき事を終え、次こそ客人どもを始末してくれる事を期待しながらバルドを送り出し、闇の中に影は消えた。




　　　　☆




　影がそんな事をやっていた同時刻。

「へえ？　サンドマンタって、フカヒレみたいなのが採れるんだ？」

「砂鮫からキャビアも採れんで」

「デザートクラブって、結構身がしまってて甘みがあるから、カニ酢で焼きガニとか最高じゃないかな？」

　そんなダールをめぐる新たな陰謀など知る由もない宏達は、夜空の下、砂漠の幸でやたら贅ぜい沢たくな夕飯に舌鼓を打っているのであった。








ダール編　第九話






「予想以上に、長丁場になったな」

「さすがに、遺跡出てから一泊する羽目になるとは思わんかったで」

　砂漠に砂を取りに出て四日目の十時過ぎ。ようやくダールの入口が見えてきたところで、思わず大きくため息をつく一行。帰ってくる途中で見かけた広大な砂麦畑が、疲れた心を妙に癒いやしてくれたのが印象的であった。

「戻ったら一度、神殿に顔を出す必要がありそうですね」

「お姉ちゃん、私ものすごく怒られる未来しか思い浮かびません……」

「一応毎日定時連絡を入れていましたし、そもそも不在期間が延びたのも私達の責任とは言い難い事情ですので、さすがに怒られる事はないでしょうけど……」

「心配をおかけした事に対するお説教は、とても長くなる気がします……」

　この後について考え、何とも憂ゆう鬱うつそうな顔で再びため息をつくノートン姉妹。そんな二人の様子を見た日本人達の視線が、諸悪の根源に突き刺さる。

「というか、転送石か転移魔法で戻ればよかったんじゃねえか？」

「車で二時間ぐらいやったら、横着せんと普通に帰ったらええかと思うたんやけど」

「まあ、その意見に関しちゃ、確かに否定できねえところではあるんだがな……」

「それに、転移で戻っとったら、ダールでバルドとかちおうとったんやで。それはさすがにいろいろまずいやろう」

　宏ひろしの意見を否定しきれず、渋い顔をしてしまう達たつ也や。

　ワンボックスのアレでナニすぎる機能の数々でほぼ完全に封殺したバルドだが、普通に正面からやりあうとすると、そこまであっさり倒せる相手でもない。範囲攻撃も多数あるため、はっきり言って無関係な人間が多数いる街中でやり合いたい相手ではなく、かといって誰もいない広い場所だと、召喚による物量で押し切られかねないところがある。

　たまたま相手が藪やぶ蛇へびをやってくれたため、一番簡単に勝てる形でぶつかる事ができたが、そうでなければかなり面倒な戦いを強しいられる事になっていただろう。

　下手をすればノートン姉妹というお荷物を抱えて、周りの被害を気にしながらゲリラ戦の相手を強いられるという神経の磨すり減る状況になっていたかもしれない。

　そういう意味ではわざわざのんびり車で帰るという選択を取ったのは間違いではなかったのだが、そもそも地下遺跡なんてものを掘り当てた挙句に調査なんぞをしていなければ、ノートン姉妹の不在がここまで長引く事はなかったのだ。

　そういう意味では、特に宏は深く反省しなければいけない。

　もっとも、達也達は知る由もない事ではあるが、実のところそれがかく乱要因となり、所在地を見失ったバルドがいろいろ焦った挙句、今回の結果につながったのだから、本人達が知らないところで、ある種の最適解を引き当てていた事になるのかもしれないが。

「まあ何にしても、全部今更の話だから、これからの事を考えようよ」

「その、これからの事で気が重いんですよ……」

「てか、その辺の話、俺らにも飛び火してこねえか？」

「そこら辺は任せるわ。僕は布も織らんとあかんし」

「こら待て逃げるな諸悪の根源」

　いろいろと丸投げしようとする宏に、間髪いれずに突っ込みを叩たたき込む達也。ここでこいつを逃がしてしまうと、また同じ事をやらかしかねない。

「僕が居おっても居らんでも変わらへんやん」

「そういう問題じゃねえよ」

　あくまでも面倒事から逃げようとする宏と、そうはさせじと言葉を重ねる達也。

　そのやり取りに苦笑しながら、ちらりと窓の外を見て、違和感を覚える春はる菜な。

「……ん？」

「どうしたの？」

「春はる姉ねえ、何かあった？」

「なんか、妙に警備が物々しくない？」

　春菜の指摘に、あまり気にしていなかった他のメンバーも状況を観察し始める。そして、

「確かに、妙に殺気立ってる、というより浮き足立ってる感じだな」

「どうなってるのかしら？」

　全員がその妙な物々しさに目を丸くする。

　明らかに普段より人数が多い門番。

　やたらと厳重な検査。

　一組一組に随分時間をかけているようで、普段に比べてかなり入場待ちの列が長い。

「本気で物々しい」

「僕らが居らんかった間に、何ぞ大きい事件でもあったんか？」

「あり得ないとは言い切れないが、例の見習いの事件のときでも、ここまで物々しい空気にはなってなかったぞ？」

「ほな、外で何かあったんかもなあ」

　自分達が原因かもという可能性を見事に排除したまま、そんなとんちんかんなやり取りを続ける。

「何にしてもとりあえず、最後尾に並ぶしかねえよな」

「荷物の検査がややこしなりそうやから、入りっぱなしになっとった容積共有は切っとかんと」

「今のうちに、不自然じゃない程度に中身を整理しておいたほうがいいよね」

「せやなあ。とりあえず車のトランクスペースには、砂漠の砂を突っ込んどくとして……」

　速度を落として時間を稼ぎながら、ざっと荷物の整理を終わらせる日本人一同。

　なお、容積共有とは、共有ボックスに使われている機能で、このエンチャントを収納スペースにかけると、同じエンチャントをかけた他の収納スペースと容積を合算し、どちらからでも取り出せるようになるのだ。

　どのスペースと合算、共有するかは任意に決められる上、鞄かばんなど持ち運べるものにかけておけば遠方の倉庫の中身をいつでも取り出せるという便利すぎて一般には広められないエンチャントである。

　容量拡張はともかく、容積共有は一般には知られていないエンチャントである以上、こういう時は使えなくしておいたほうが問題が少ない。

　因ちなみに普段はどうしているかというと、街の外に出るときは、余程の大物をゲットした場合や受け渡しが必要な時を除いて、基本オフにしている。今回は手に入れたアイテムが多かったため、共有なしでは完全に管理できなかったのだ。

「とりあえず、中身はこんなものかな？」

「ほな、共有オフ」

　適当に各人の鞄に素材を分配したところで、容積共有の機能をオフにする。

　容量拡張の方は一般的なエンチャントであるため、特に気にする必要はない。一般的なのは四倍程度までだが、金とコネがあれば三十倍でも四十倍でも可能である。

　もっとも、四倍以上に拡張するのであれば、相当なレベルの重量軽減を一緒に施さなければ、使い物にならなくなりがちではあるが。

「しかし、本気で何があったのやら」

「……もしかして、私達が関係してるかも」

「ほう？　それはまたどういう根拠で？」

「なんか偉そうな人が、血相を変えてこっちに来てるから」

　最後尾に並んだタイミングでの春菜の指摘に、原因が思い当たらずに首をかしげる日本人達。

　逆に、もしかしてという顔をするノートン姉妹。

　その二人の態度に気がついた春菜が、念のために声をかける。

「プリムラさんとジュディスさんは、何か心当たりが？」

「というかむしろ、皆さんがどうしてこんな簡単な事に気がつかないのかが不思議なのですが……」

「お姉ちゃん、皆さんがそういう面で相当ずれてるのは今更だと思います」

「なんかひどい言われようだけど、思い当たる理由は？」

「考えてみれば、砂漠であれだけ派手な攻撃をすれば、普通は騒ぎの一つも起こります……」

　疲れ切った様子のプリムラの説明に、そんなもんなのか、と不思議そうに顔を見合わせる一行。

「あれ、ランクとしてはヘルインフェルノと同等程度なんだから、そんな騒ぎになるような事でもないんじゃないの？」

「ヘルインフェルノなんて、一体どれだけ使い手がいると思ってるんですか……？」

「珍しいけど、まったく見ないほどではない……程度？」

「そこまでありふれていたら困ります……」

　真ま琴ことの回答に、本気で頭を抱えながら突っ込みを入れるプリムラ。

　予想どおり、妙なところで常識が無い事が露呈する日本人達。

「ドーガのおっちゃんとかユーさんとかが真琴さんとええ勝負やったから、魔法の方もそんなもんやと思うとったけど、違うんや」

「その方々がどういう立場かは知りませんが、おそらくマコトさんと同等の力量となると、ファーレーンやダールの規模でも両手の指では辛うじて足りない、という程度しか存在しないでしょうね……」

「世知辛い世の中や……」

「ヒロシさん、それ何か違うと思います……」

　妙な感想を述べる宏に、容赦なく突っ込みを入れるジュディス。

　そんな緊張感も常識もない会話を続けているうちに、騎士だと思おぼしき一団に囲まれてしまうワンボックスカー。何か喋しゃべっているのは分かるが、防音性も気密性も高いワンボックスでは、彼らが何を言っているかは上う手まく聞き取れない。

「どうしました？」

　無視していると思われるのはよろしくないと判断した達也が、窓をあけて声をかける。

「もしかして、聞こえておられなかったか？」

「このゴーレム馬車は、気密性も防音性も高いもんで、外の声とかが聞き取りにくいんですよ」

「そうか。では、改めて聞こう。貴公らはアズマ工房の方々で正しいか？」

「ええ、そうですが？」

「では、申しわけないのだが、我々とともにこのまますぐに神殿へ行っていただきたい」

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいという感じの態度で行き先を強要してくる隊長らしき人物。

　その様子にさすがにただ事ではない何かを感じ取り、ごねるのは得策ではないと判断する達也。

「とりあえず了解しました。ゴーレム馬車はどうしましょう？」

「できれば、ここで降りてほしい」

「了解です。降りたら片付けるんで、ちょっと時間ください」

「片付ける？」

　達也の言葉に怪け訝げんな顔をする隊長。そんな彼を無視してさっさと車を降りると、とっとと車をカプセルに収納する一同。

　その一連の流れに、隊長だけでなくその場にいた全員が絶句する。

「さすがにこんなデカイものをこんな場所に放置してたら、邪魔で仕方がないでしょう？」

「あ、ああ……」

　相手の出鼻をくじく事に成功し、にやりと笑いながらそんな人を食った事を言ってのける達也。

　逃亡を封じるために車両から引きずりおろす事には成功したが、結局のところ、主導権は握られたままの隊長。

「なあ、見たか……？」

「あのゴーレム馬車、すごいな……」

「ありゃ便利だよな」

「どれだけ稼げば、あんなすごい馬車を買えるんだろうなあ？」

　衛兵達に連れていかれるアズマ工房一行を見ながら、そんな事をひそひそ話し合う行商人達。さすがに自作だとは想像もしていないようだ。

「いつかはあんなすごい馬車を持てたらいいよな」

「あれを誰が一番先に買うか、皆で競争だな」

「だな」

　新しい目標ができて気合いが入る商人達。

　知らず知らずのうちに余計なところに影響を与えてしまう日本人一行であった。




　　　　☆




「戻ったか！」

「ご心配をおかけして申しわけありません……」

「ごめんなさい……」

「二人が無事なら、それでいい……」

　応接室に通されるなり、感動の再会を果たす神官長とノートン姉妹。

　その様子を気まずそうに眺ながめる日本人一行。さすがに砂漠を三日も四日も連れまわすとか、いろいろ問題がありすぎる事ぐらいは理解しているのである。

「あ～、なんか、いろいろ申しわけない……」

「馬鹿が一人、暴走しちゃいまして……」

「年長者ぶっとるけど、自分らも乗ったんやから同罪やで？」

「お前が言うな」

　多少気まずそうにしながらもあくまでペースを崩さない宏を、恨みがましい目で見る達也と真琴。

　とはいえ、残念ながら積極的に止めなかったどころか、流されたという立場を装って状況を楽しんだ部分がある二人が宏だけを悪者にするのが筋違いなのは、当人達が一番自覚しているのだが。

「皆様に文句を言うつもりはございません。元々冒険者というのは、そういうものでございましょう？」

「俺達がまともな冒険者に入るかどうかはともかく、普通はそうだろうとは思うんですが……」

　妙に物分かりがいい事を言う神官長に、どうにも居心地の悪さを感じてしまう達也。

　確かに冒険者というのはそういうものだし、宏達が例外なだけで、普通この人数だと神殿から出ている費用で全員の生活費を賄まかなうのが厳しい以上、こういった危険な活動をする必要が出てくるのも当然ではある。あるのだが。

「それでも、仕事として二人の身柄を引き受けている以上、本来はもっと気を使う必要があるのは間違いのない事実です」

「……これ以上は堂々巡りになりそうですな。二人が無事だった事ですし、この話をこれ以上蒸し返すのはやめましょう」

「そうですね。この話は終わりにしましょう」

　どうにも生産性のない方向に話が進みそうになったため、神官長が話を終わらせる方向に誘導する。すでに許しを与えてくれている相手に対する謝罪、という不毛な流れを続けるのはかえって失礼だという判断のもと、神官長の誘導に乗っかる達也。

　そのままの流れで、報告の前に気になっている事を確認する事に。

「それはそれとして、どうにもダール全体が浮き足立っている感じですが、何かありましたか？」

「その事について聞きたい事がございます。皆様はこの四日間、砂漠の方へ行かれていたのですよね？」

「ええ、そうなります」

「昨日の三時頃、砂漠の方で突然巨大な砂柱が立ったという報告が砂漠近くの町から入り、ダールでも軽い地震が起こって大量の砂で霞かすみのようになったのですが、何かご存じありませんか？」

　神官長の質問に、思わず顔が引きつる日本人一行。

　プリムラとジュディスも、やっぱり、という表情でため息をつく。

　日本人達は分かっていなかったようだが、普通はあれほどの威力の技や魔法が発動すれば、状況を知らない人間からは異変が起こったようにしか見えないものである。

　彼らの価値観や行動基準に引っ張られてそこら辺を失念していたが、砂漠の入口から二百キロ強しか離れていないダールでは、その手の出来事の影響がまったくないというわけにはいかないのである。

「……異変、か。そうだよなあ……」

「……確かに、あれだけ派手に砂を巻き上げたんだから、ダールに影響ぐらいは出て当然だし、普通は異変だって騒ぎになるよね……」

「……外から見たらどないなってるかまでは考えへんかったなあ……」

「……だから、ゴーレム馬車の中で申し上げたではありませんか……」

　ようやくいろいろと実感したらしい宏達に、疲れをにじませて突っ込みを入れるプリムラ。

「どうやら、心当たりがあるようですな」

「はい。というか、聞いても怒らないでくださいね？」

「話を聞いてから考えます」

　神官長の正直な回答に、どうにも顔が引きつるのを止められない達也。現場にいた自分達ではかえって分からなかったが、外から見ていると随分と派手な事になっていたようだ。

　やはり、宏に全部任せたのは大失敗だった。

「えっとですね。あれは俺達が、というか正確にはヒロが、車に積んであった兵器を使ってやらかしました」

「……兵器、ですか？」

「ええ。天てん地ち波は動どう砲ほうというらしいんですが、それを襲撃をかけてきた、おそらくバルドと思われる人型の何かに向けてぶっ放しました」

「……その結果が、あの騒ぎですか……」

「中心近くにいた俺達には、ちょっと派手な爆発と砂すな埃ぼこり、ぐらいにしか見えなかったんですよ」

　安全を確保した上で中心近くにいれば、その程度の認識で終わっても仕方がないのかもしれない。だが、ダールに砂埃が霞となって飛んでくるほど派手に砂柱を立てておいて、ちょっと派手な爆発という認識なのはさすがにどうかと思う。

　普通なら嘘をついていると判断するような言葉だが、こういう時に嘘をつけないノートン姉妹の態度を見る限りは、間違いなく事実を言っているのだろう、と納得せざるをえない神官長。

　何にしても、頭の痛い話である。

「具体的に、どの程度の威力だったのかをお聞きしても？」

「中心付近での破壊力はヘルインフェルノより強い感じで、そこから百メートルも離れれば八割ぐらいまでは減げん衰すいしていました。意外と減衰幅が大きいため、まともに攻撃力がある、といえる範囲はせいぜい半径で一キロ程度でしょう」

「……十分すぎるほど大規模な攻撃です……」

「だから、砂漠まで戻って使ったわけですが……」

　そこまで気を使うのなら、そもそも使わずに倒すという選択肢があったのではないか。そう言いかけて、言葉を飲み込む神官長。

　相手がバルドであるならば、宏がやらなければバルドがやっていただろう。そうなると、ノートン姉妹の無事も怪しくなる。

　それに、製作者である宏はともかく、それ以外の人間はおそらく、その天地波動砲とやらの威力については知らなかったのだろう。下手をすれば搭載してあった事すら知らない可能性も高く、その場合宏を止めるというのはかなり難しい事は考えなくても分かる。

　その宏にしても、おそらくトータルで最も被害が少なくなる方法を考えて実行しただけにすぎないのだろうから、怒っても仕方がないと言えば仕方がない。

　これが街の近くでぶっ放したのであれば大量の雷を落とす必要があるが、わざわざ巻き添えが出る可能性が低い砂漠に敵を引きずり込んでの行動だ。ある程度はちゃんと考えて行動している事が分かる以上、あまり怒っても仕方がない、と考えてしまう程度には理性が勝つ神官長。

　損な性格である。

「……今回に関しては、皆様が考えられる最善の行動を取ったのだろう、という事で納得しておきます。ただ、そもそも砂嵐で足止めを受けた日を除いても三日、いえ、正確には二日半ほどですか、そんな半端な期間、砂漠で何をなさっていたのですか？」

　神官長の問いかけに、とうとう来たか、という表情を浮かべる一同。

　いくら高速の移動手段があったとしても、いや、高速の移動手段があるからこそ、二日半というのはかなり中途半端な期間である。特に灼しゃく熱ねつ砂漠の場合、二日や三日では奥地に踏み込んで戻ってくるには短すぎであり、宏達の場合だと逆に、ダールから砂漠までにかかる移動時間の短さを考えると、入口付近でごそごそやるには長すぎる。

　材料の採取や狩りなどは、余程収穫が少なくない限りは、普通半日もいれば十分である。昼間の暑さを避けるとしても、普通なら翌日には帰ってくる。入口付近ですら、その程度には収穫が多いのだ。

「えーっと、この場合は古代遺跡の調査、で、いいのかな？」

「まあ、嘘にはならないよな、嘘には」

「一応いろいろ収穫もあったし、ただ遊んでたわけではない、はずよね？」

「遊ばれとった、っちゅう感じではあるけどなあ」

　返ってきた要領の得ない回答、それも古代遺跡という単語に、思わず頭を抱えそうになる。

　隅から隅までちゃんと調査されているわけではない灼熱砂漠の事だ。陽炎かげろうの塔の事も考えれば、古代遺跡の一つや二つはあってもおかしくはないだろうが、こんな近場にあれば未発見という事はないはずである。

　だが、嘘をつくにしては、内容が突飛にすぎる。普通ならもっと説得力のある嘘をつくだろう。それに、先ほどの天地波動砲と同じく、ノートン姉妹の態度が事実であると認めている。つまり、これまた嘘はついていないと判断できてしまうのだ。

「……詳しく話していただいても、よろしいですかな？」

「もちろん。元々報告するつもりでしたしね。ただ、割と長い話になりますので、まずは知りたい事を質問していただいてよろしいですか？」

「分かりました。あった出来事全てを今聞くかどうかは、最低限必要な情報を確認してからにしましょう」

「ありがとうございます。では、何から話しましょう？」

「そうですな。その古代遺跡というのがどこにあったか、からお願いします」

　やはりそこからだろう。方向性は違えど、神官長と達也の意識がぴたりと重なる。

　もっとも、神官長がそこを聞かねば話にならない、という攻めの思考だとすれば、達也の方はそこを誤魔化すのはやはり無理か、というどちらかと言えば逃げの思考だったりするのだが。

「先に宣言しておきます。かなり非常識な話ですが、これから話す内容は全て事実です」

「すでに、私の常識はかなり揺らいでおります。今更非常識が一つ二つ増えたところで、大した違いはございません」

「その言葉を信用します。私達が発見した遺跡は、灼熱砂漠の地下、およそ一キロの深さにあるものでした」

「……地下、ですか……」

「そこの馬鹿曰いわく、砂漠の地下に古代遺跡というのはお約束だ、との事でして……」

　達也の言葉に、思わず宏に視線を向ける神官長。

　神官長の視線を受けて、なぜか胸を張ってドヤ顔を見せる宏。

　今回やらかしたあれこれに関して、明らかに何一つ反省していない。

「なぜ自信満々な態度を見せるのかはさておき、そんな場所に遺跡があったというのであれば……」

「どうやってそこまで潜ったか、ですよね？」

「ええ。灼熱砂漠の砂の中は、温度だけでなく様々な危険生物が存在する、地上の生き物には生存不可能な地域です。仮に通れるトンネルを掘るとしても、一年、二年でできるはずは……」

「生身では、確かにそうでしょうね。ただ、そこの馬鹿がいると、いろんな前提が崩れまして……」

　達也の言葉に、非常に嫌な予感を覚える神官長。説明にはなかったが、もしかして本当にトンネルを掘ったのか？　そんな思いが表情ににじみ出る。

　その顔を見た達也が、小さくため息をついて話を続ける。

「トンネルを掘ったのであれば、まだ話は簡単だったんですけどねえ。そこの馬鹿は、地中に潜ってある程度自由に動き回れる、船のような乗り物を作ったんですよ」

「……それは、また……」

「俺達が使っている車を知っていれば、できないとは言いませんよね？」

「……ええ。あのゴーレム馬車を作れるのであれば、そういった真似が不可能だとは言い切れない事は分かります。分かりますが……」

「ここでは狭いので無理ですが、広い場所があれば実物はいくらでも見せられますよ……」

　達也のどことなく投げた言葉に、どうにも頭を抱えたくなる神官長。

　ファーレーンでもこの調子だったのであれば、向こうの王宮もさぞ振り回された事であろう。思わずファーレーンの貴族達に同情しつつ、彼らを上手く使って危機を乗り越えたファーレーン王家に尊敬の念を抱いてしまう。

「それで、調査に二日半ほどかかった、という事ですか？」

「調査自体は遺跡で二泊した程度ですが、ついでだからと当初の目的の採取関係をちょっとやってから戻ったら、その帰り道でバルドに襲撃を受けまして。先ほど話したように、仕留めた時のやり方の問題でしばらく身動きが取れなくなってしまったんですよ」

「なるほど……」

　この人数で調査自体は二日程度、という事は、それほどの規模の遺跡ではないらしい。ならば、この場で詳細を聞いてしまっても問題はなさそうだ。そう判断して、詳細な報告を聞く事にする。

「では、遺跡の調査内容について、詳細を教えていただきたい」

「そうですね。遺跡そのものに関しては、大地の民と自称する、地底で生活する一団の娯楽施設のようなものでした。正確には、外部から訪れる人間をひっかけて遊ぶ、ある種のブービートラップのような感じで、第一層はおおよそダールの街が入る程度の規模でした」

　予想以上に大規模な遺跡の話をされ、思わず戸惑いの表情を浮かべる神官長。その規模のブービートラップを用意していたという大地の民という集団は、いろいろと危険なのではなかろうか。そんな懸念が、神官長に次の言葉を吐き出させる。

「大地の民、ですか」

「はい。冥めい界かい神しんを祀まつる、現在百人ほどの集団だそうです。三千年ほど眠っていたそうですが、我々が遺跡に侵入した事で目を覚まし、遺跡の機能を起動させたとの事です」

「その機能が、ブービートラップのようなものだったと？」

「はい。といっても、侵入者に危害を加えるのではなく、からかって遊ぶような感じのものでしたが」

　侵入者をからかうためだけに、ダールの街が入るほどの規模の施設を用意するとは、正直ついていけない感覚である。

「……ダールが入るほどの規模の施設を、全て調査したのですか？」

「いいえ。割と早い段階で相手の意図が判明していたので、その裏付けを取る程度で終わらせてあります。とりあえず、証拠の類たぐいもありますよ？」

「あるのですか？」

「ええ。許可を取って、いくつか持って帰ってきました。ヒロ」

「はいな。分かりやすいところでは、これですわ」

　そう言って、明らかに最低でも百年単位の時間が経過している事が分かる、古い書物をいくつか取り出す宏。

　表紙が古代ダール語で書かれているという事は、間違いなく千年以上前の文献である。

「第一層の書庫にあったブービートラップですわ。内容を読んだら爆笑もんでっせ」

「……一体、どのような内容だったのですか？」

「僕は古代ダール語は読めんのですけど、プリムラ先生曰いわく、いわゆる古代の官能小説やったそうです」

「……」

　信じられない言葉を言い放った宏に疑わしそうな目を向け、念のために内容を確認する神官長。

　タイトルは『エリンデルの栄光』。少なくとも小説である、という事は間違いないらしい。

　最初の数行は特に問題なく、この時点では普通の娯楽小説である。このまま読み進めていくと時間がかかりそうだと判断し、適当に飛ばしてページを開き、二ページほど読み進めていくと……。

「……確かに、官能小説の類たぐいですな……」

　見事に濡ぬれ場に突入していた。真面目に神官として修行し続けてきた神官長だが、色に溺おぼれないようにという訓練の一環で、多少はこういった本を読んだ事はある。内容や背景設定こそ違えど、この唐突で強引な展開は、その時に読んだ本によく似ている。

　すでに老境に達し、性欲などというものはほとんど残っていないために、この手の濃厚な性描写を見せられても特に感じるものはないが、普通の遺跡だと思って古代の文献を調査したら目に飛び込んできたのがこの内容だった、というのはなかなか来るものはある。

「全部、そうなのですか？」

「仕掛けた本人に聞いたところ、三割ぐらいはそういう本だと言ってました」

「残りの七割は？」

「一割は地下遺跡の歴史についての真面目な本、三割は毒にも薬にもならない教養書、残りの三割は官能小説ほどではないけど下世話な内容の娯楽書だ、との事です。技術書とかその類の本はいろいろと危険なので、あえて書庫には入れずに確保してあるそうです」

「なるほど……」

　ある種の説得力を感じさせる言い分に、素直に感心してしまう神官長。

　もっとも、その後に聞かされた遺跡の内容に、思わず全身から力が抜けてしまいながら、先ほど感心した事をすぐさま後悔する羽目になるのだが。

「……つまり、全身を使って遊ぶための施設だった、という事ですか？」

「二層目以降はそうですね。まあ、二層目の場合、経験の浅い冒険者の訓練には使えそうではありますが」

「三層目は運動能力と機転がモノを言う類のアトラクションやったから、冒険者としての訓練には微妙なラインやなあ」

「そうなのですか？」

「どっちかって言うと、冒険者とか関係なく人間としての基礎能力が問われる感じだったのは事実ですね。まあ、三層目で訓練するのも、まったくの無駄にはならない、というより、むしろ三層目で十分鍛えてから二層目で訓練すればかなり効果的だと思いますが」

　どうにも判断に困るコメントを貰もらい、神官長が思わず眉み間けんを揉もみほぐして頭痛をやり過ごす。

　古代遺跡に大地の民。どちらも本来なら相当な大発見だというのに、この妙なありがたみのなさは一体何なのか。

「あと、大地の民がそこまで衰すい退たいした原因についても、大体のところは聞いてきました。その関係で、一度はイグレオス様、もしくはその巫み女こ様にお目通りを願いたいのですが」

「その内容によります」

「三千年ほど前、冥界神ザナフェル様とその巫女が地底の神殿を出奔してしまい、三千年経っても戻ってこないそうです。大地の民が衰退したのも、出奔した巫女を捜索するために多数の民が出ていってしまった事が直接の原因だそうです」

「……それは、事実なのですか？」

「おそらくは。一応証拠となるものを借りてきています」

　そう言って達也が差し出したのは、神の力が恐ろしいほどに込められた一枚の紙であった。神官長クラスの人材が見れば、神が直接手ずから用意した物である事は明白である。

「……見せていただいても？」

「どうぞ」

　震える手で紙を受け取り、恐る恐る開いて中を見ると……。

「……本日はいろいろと頭が痛い話が続きましたが、これは極め付けですな……」

「ですよねえ……」

　中には、神聖文字と呼ばれる神に仕えるものだけが使う文字で、『家出します。探さないでください』と書かれていた。いろいろと予想外の報告が続いたこの日の話の、これが止とどめの一撃である。

「とりあえず、この絡みで何か知っている事がないか、直接確認をしたいわけです」

「さすがに、これを捨て置くわけにはいかないでしょう……」

　達也の申し出にそう応え、親の仇かたきを見るような目で文章を睨にらみつける神官長。

　やがて、どれだけ睨みつけたところで内容は変わらないと自らの心に折り合いをつけ、この後の事に話を移す事にする。

「本殿との折衝に関しましては、責任を持って進めておきましょう。ザナフェル様の事が関わってくるとなると、向こうもむげにはできますまい」

「お願いします」

「ですが、さすがに数日で話をつけられるわけではありませんし、いろいろ話も大きくなっております。申しわけありませんが、日程調整が終わるまでの間に、一度王宮の方に顔を出してはいただけませんか？」

「王宮、ですか？」

「はい。許可をいただいているので申してしまいますと、皆様の事は、ファーレーンからダール王家へいくつかの話が来ております。その内容に従って、ダール王家は皆様への過度の接触を控えてはいましたが……」

　その言葉で、神官長の言いたい事を理解する一行。

「要するに、今回の件で我々を放置する事はできなくなった、という事ですか？」

「はい。公にできないとはいえ、ダールにとって皆様は大事な客人です。王室としても干渉はしないにしても、常にある程度の動向は確認しておりました」

「で、行方が分からへんなったタイミングで、足取りが途絶えた砂漠で異変が起きたから大慌てで接触をはかる事になった、っちゅうことでっか？」

「そういう事です」

　いつの間にやら、自分達はずいぶん大物になっていたらしい。一国の王室がわざわざ動向を把握しようとしているという情報に、思わず戸惑いながらそんなのんきな事を考える宏達。

　どうにも、自分達の実績やら危険度やらというものの認識が甘い連中である。

「今日、今からですか？」

「さすがにそれは、お互いに態勢が整わないでしょう。本日のお話は我々の方で報告資料を作って、夜までに王宮へ報告を上げておきます。皆様は一晩疲れを癒して、明日の朝からの登城に備えてください」

　神官長の言葉に、少しばかりほっとした様子を見せる一行。さすがに今はいろいろと疲れている。これ以上神経を使う真似は避けたい。

「神官長、私達はどうすればよろしいですか？」

「プリムラ、ジュディス。あなた達も皆様と一緒に城へ上がってください」

「分かりました」

　どことなく嫌そうな、何か含むところがある表情で神官長の指示を受け入れるプリムラ。

　ジュディスもあまり気乗りがしない様子である。

「それでは、この場は解散といたしましょう」

　二人の様子を気にしていると、頭が痛いという表情を隠せなくなった神官長が解散を告げてくる。

　これはいろいろややこしい話がありそうだ、などと考えながらも、さっさと我が家に帰る事にする一行であった。
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「明日、連中が城に上がってくる」

「分かりました。どの程度の待遇を？」

「そうよのう。正直なところ、連中の価値を考えれば最上級でもいいぐらいではあるが、あまり派手にやるのはいろいろとややこしい問題が出てきそうだの」

　女王の言葉に同意を示すセルジオ。

　アズマ工房の連中に関しては、本来ファーレーンから干渉を避けるように要請されている。

　今回は事が事だけに理解してくれるだろうが、隣国の言葉を無視して取り込もうとしている、などと思われてもいけない。かといって、こちらの都合で呼びつけるのだから、あまり粗末な扱いをするのは、今度は国としての沽こ券けんにかかわってくる。

「できる限り秘密裏に、外に漏れないレベルで最上の待遇で迎え入れたい。連中の感覚は庶民ゆえ、おそらく贅ぜいを尽くした歓迎などすればかえって引くであろう。それに、食い物にしても部屋にしても、単に派手で贅沢なだけなら、まず彼らが普段から過ごしている部屋を上回る事などできまい。そのあたりを踏まえて、明日に間に合うように計画を進めるのじゃ」

「また、難しい要求をしてくださいますな」

「それだけ、相手が難儀でかつ重要だと思え」

　難しい注文に顔をしかめるセルジオに対し、王族としての態度を全面に出してさらにプレッシャーをかける女王。
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　彼女としては、宏達を取り込む事は不可能にしても、悪印象を与える事だけは何としても避けたいのだ。欲を言えば、ファーレーン王家ほどとは言わないまでも、多少はお願いを聞いてもらえるぐらいに仲よくなれればいう事はない。

「それにしても、実に面白い連中よ」

「面白い、ですか？」

「うむ。あれだけの集団であるというのに、見事なぐらい性の色を感じさせぬ。内部ではそれなりに複雑な色恋沙ざ汰たが発生しておるようだが、肉体的には恐ろしいほど潔けっ癖ぺきなようじゃ」

　女王の言葉に、思いっきり顔をしかめるセルジオ。

　この台詞を言ったのが男であれば、まだそれなりに受け入れられる。

　だが、世間一般ではとうが立ったと言われる年頃とはいえ、それゆえに肉体的には女盛りの女王が言うと、少々生々しすぎて反応に困る。

「女三人のうち、男を知っているのは年長の一人のみ。男二人のうち年長の方は国に女房を残しているとの話だが、それならさぞ溜まっていように、少なくともこの国に入ってからは、そういう店に出入りした気配すら見せておらぬ」

「……そういう事を詮索するのは、さすがにどうかと思うのですが……」

　女王の許容しがたい二つの悪あく癖へきのうち、最もまずいものが顔を出してきたのを見て、微妙に怒りを浮かべながら釘くぎを刺すセルジオ。

　このまま話を続けさせたら、絶対碌ろくでもない方向に突き進む。

「何、我々もやつらも生き物よ。どうあがいたところで、こういう話とは縁など切れんよ」

　だが、セルジオの威圧を綺き麗れいに受け流した女王は、この下世話な話を終わらせるつもりなど一切ないとばかりに内容をエスカレートさせにかかる。

「とりあえず、さぞ溜たまっているであろう年長の男に、火遊びを持ちかけてみようかのう」

「おやめください」

「あのな、セルジオ。妾わらわとて女よ。我が君が愚か者の手にかかって逝いってから七年。もう七年じゃ。心はいまだ我が君だけのものだが、それとは別に体を慰なぐさめる相手の十や二十こしらえたところで、問題あるまい？」

「大ありです！」

「お主がそう言うから、若いおなごを丁寧に愛めでるだけで済ませてきたのじゃぞ？　あれはあれでいいものだが、いい加減そろそろ男が欲しいぞよ」

　女王の難儀な性癖に、思わず頭を抱えたくなるセルジオ。

　あと何年もしないうちに王太子が成人を迎えるとはいえ、女王が下手な男と肉体関係を持って、挙句の果てに何か間違って孕はらんでしまったとあれば、国を割る騒動に発展しかねない。

　彼女は王家の直系ではないと言っても、何代か前にファーレーンの王族が混ざっている程度で、血の濃さはほとんど直系と変わらない。

　しかもファーレーンと違い、ダールの血統魔法は女性の王族から生まれた子供でも普通に引き継ぐ。この女王の子供であれば、相手が誰であろうとまず間違いなく、血統魔法を発現させる事になるだろう。

　だが、女盛りの女王に一生禁欲生活を続けろというのも、酷こくな話だとは理解している。それゆえに純潔を奪わない事を条件に、そっちの性癖を喜々として受け入れる素養のある女に限って手を出す事を黙認してきたのだが……。

「男が駄目、というのであれば、ハルナと言ったか？　あの娘をいろいろと仕込むのは構わんのか？」

「それもやめておいたほうが無難でしょう……」

「あれだけの体を持っておるのだ。惚ほれた男を悦ばせる方法を覚えるのは、プラスにはなってもマイナスにはならんと思うが？」

「その、惚れた男というのが、そもそも女体に対して拒絶反応を示している、と聞き及んでいますが？」

「ふむ。そういえばそうじゃな。一度だけ顔を合わせる機会があったが、あれはなかなかに徹底したものじゃった。確かに、あれをどうにかせんことには、いくら女の側を仕込んだところで上手くはいかんか。いや、むしろ下手に仕込んでしまうと、妾と同じ悩みを抱えてしまいかねんな」

「ですから、やめておいたほうがいいと申し上げました」

　セルジオの主張に理がある事を認め、しばし考え込む。

「ならば、あの工房主に女体は怖くない、という事を教え込むのはどうじゃ？」

「こじらせたらどうするのです？」

「なに。童貞をサルにするぐらいは容易たやすい事よ。それに、知識を持たぬ童貞の相手を知識を持たぬ生娘がするのは、たとえそこにどれだけ深い愛情があっても、大抵碌な事にならぬよ」

「そういう問題ではありません」

　最近いろいろあった反動か、今までと比べても特にひどいスキモノぶりを見せる女王。

　これさえなければよい王なのに、などと残念な気持ちになりながら、彼女をどうにか黙らせるために使える言葉を駆使する羽目になるセルジオであった。
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　一方、その頃の宏達はというと。

「ようやく我が家だな……」

「疲れた……」

「髪とか砂が大分絡んでるし、鎧よろい外したらちょっとお風呂入れてくるわ」

「あ、お願いしていい？」

「任せといて。その代わり、美お味いしい昼食、頼むわよ」

「了解」

　そろそろ拠点として馴な染じんできた貸し工房。

　そのリビング兼食堂で、ようやく神経が休まるのを感じていた。

「ちょっとお茶を淹いれてこようかと思うのですが、皆様もいかがですか？」

「ん、ほしい」

「あ、俺も貰えるか？」

「せっかくやから頼むわ」

　プリムラの申し出に素直に甘え、居間に残っているメンバーがお茶を頼む。

「お姉ちゃん、食堂のテーブル拭いてきます」

「分かりました」

　自分の分まで用意しようとしたプリムラを止め、ジュディスがそのまま布巾を取りに洗面所へ向かう。それを見送り、プリムラが全員にお茶を振る舞った。

　居間に漂うお茶の香りに、思わず深く深くため息をもらし、本当にホームに帰ってきたことを実感する。

「とりあえず、今日はまだ時間もあるし、ちょっと霊布織ってくるわ」

「今日ぐらいは休んでもいいんじゃねえか？」

「なんかこう、ここに居るのに何も作らへんのって、ちょっと座りが悪いんよ」

「お前も、その辺がちょっと重症だよなあ……」

「上級カンストするような職人は、みんなこんなもんやで」

　何とも業ごうの深い言葉を言い残し、作業場の方へ移動しかける宏。

　そのタイミングで呼び鈴が鳴る。

　因みにこの世界の呼び鈴は、基本的に紐ひもを引っ張って鳴らすカウベルのような大きさと形状のものが使われている。

「誰やろうな？」

「俺が出る」

「通り道やし、一緒に行くわ」

　客が来た、という珍事に首をかしげながら、玄関口まで移動する男二人。

　言うまでもなく、この工房を訪ねてくる人間などほとんどいない。

　可能性としてはせいぜい神殿関係者あたりだろうが、先ほど解散してからそれほどの時間が経っていない事を考えると、余程の事がない限りは今日はこっちには来ないだろう。

　だが、それ以外となると心当たりがまったくない。相手が危険人物である可能性も考えるなら、誰か一人で相対するのは避けたほうがいいだろう。

　幸い、まだ宏も達也も武装解除を済ませていない。さすがにメインウェポンは持っていないが、ナイフ程度はちゃんと身につけているから、相手がいきなり襲いかかってきたとしても、援軍が来るまでの時間ぐらいは十分稼げるだろう。

　そんな考えのもと、それなりに警戒しながら扉を開けると、門の前には一人の少女が。

「……誰だ？」

「……」

　澪みおとは違う方向でどこか無表情の、それなりに可愛らしい容姿の十五、六歳と思われる少女の存在に首をかしげる達也とは裏腹に、その人物を知っている宏が完全に硬直してしまう。

「ヒロ、どうした？」

「な、何でや……」

　達也に声をかけられ、ようやく再起動した宏が渇いた声を絞り出す。

「……処刑されたんちゃうんか？　……何で生きてんねん？」

「知ってるのか？」
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「……暗殺者や……」

　宏の回答に、表情が凍りつく達也。

　さすがにそれは捨て置けない。

　宏が使い物になるかどうか分からない以上、とにかく援軍を呼ぶべきだ。

　達也がそう判断して声を上げようとしたその時、

「会いたかった、ハニー！」

　無表情だった少女の顔がほころび、あっという間にとろけ切った表情を浮かべ、潤んだ目で宏をロックオンしながら、とんでもない事を叫ぶ。

「はあ!?」

「なんじゃそら!?」

　暗殺者だった少女のとんでもない一言に、青ざめた顔のまま驚きょう愕がくの叫びを上げる男二人。

　宏にとって厄介な人間関係が、本人の預かり知らぬところでまで発生していた事が発覚した瞬間であった。
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